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計器の見かた

オーディオ

万一の場合には

運転

メンテナンス

資料

索引

万一、異常や故障などの不具合が生じた場合は、Honda 販売店で点検整備
を受けてください。

クルマ、およびインターナビシステム取扱説明書の最新情報
をお伝えしています。

Honda ホーム
ページにある
検索ボックス
に入力してく
ださい。

最新の Honda 販売店情報は、携帯電話からも検索できます。
（検索方法は巻末をご覧ください）
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クイックガイド
ビジュアル目次

※：ナビゲーションまたはオーディオの取扱情報をご覧ください。

a オートエアコン (P231)

b ナビゲーションまたはオーディオ✤※

c 非常点滅表示灯（ハザードスイッチ）
d リヤデフロスター/ ヒーテッドドアミ
ラー✤ スイッチ (P173)

e メーター (P95)

警告灯 (P83)

表示灯 (P90)

マルチインフォメーションディスプレイ 
(P98)

時計 /日付 (P120)

f ENGINE START/STOPスイッチ (P159)

g  パワースライドドアスイッチ (P150)

h ヘッドライトレベリングダイヤル (P167)

（VSA OFF）スイッチ (P258)

i ECONスイッチ (P251)

j フロントシートヒータースイッチ✤ 
(P208)
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※：ナビゲーションまたはオーディオの取扱情報をご覧ください。

a ワイパー/ウォッシャースイッチ (P171)

マルチビューカメラシステム✤ (P371)

bシフトスイッチ（シフトダウン）✤ (P249)

cシフトスイッチ（シフトアップ）✤ (P249)

d ライト / 方向指示器（ウィンカー）
スイッチ (P163, 162)

フォグライトスイッチ✤ (P165)

e スイッチ (P304)

f 車線維持支援システム（LKAS）スイッチ 
(P328)

g ディスタンススイッチ (P314)

h ホーンスイッチ（周辺）
i ハンドル位置調節レバー (P174)

j 発話スイッチ※

k レフトセレクターホイール (P98)

l スイッチ (P98)

mオーディオリモートコントロールスイッチ※

この「✤」はタイプやオプションなどにより、装備が異なる場合に付きます。
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ビジュアル目次
aサイドビューサポートミラー (P178)

b SRSエアバッグシステム（助手席用） (P40)

c USBジャック※

d 充電専用USBジャック (P207)

eシフトレバー (P247)

f パーキングブレーキスイッチ (P351)

オートマチックブレーキホールドスイッチ 
(P355)

g SRSエアバッグシステム（運転席用） (P40)

h室内のヒューズボックス (P478)

i ドアミラー調節スイッチ (P176)

 マスタードアロックスイッチ (P141)

パワーウィンドースイッチ (P156)

j ボンネット解除ノブ (P399)

k アクセサリーソケット (P206)

lセンターボックス
mコンビニフック (P203)

nグローブボックス (P199)

o発炎筒 (P444)

※：ナビゲーションまたはオーディオの取扱情報をご覧ください。
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aルームミラー (P175)

bサンバイザー
バニティミラー

cマップランプ (P196)

d緊急通報ボタン (P493)

トラブルサポートボタン (P494)

e室内灯 (P195)

fシートベルト (P30)

gサイドカーテンエアバッグシステム (P46)

hグラブレール
i カーゴスペース照明灯✤ (P196)

j ISOFIX/i-Size 取付装置 (P64)

k リヤシート (P183)

lシートバックテーブル✤/ コンビニフック✤ 
(P202, 203)

mサイドエアバッグシステム (P43)

nフロントシート (P180)

この「✤」はタイプやオプションなどにより、装備が異なる場合に付きます。
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ビジュアル目次

スロープ装備車

a スイッチ (P221)

b スイッチ (P222)

c スイッチ (P224)

d バックドア（テールゲート）
e スロープライトスイッチ (P198, 409)

f 三点式シートベルト（腰部のベルト） (P74)

g 付属部品
h 固定ベルト (P212)

i リモコン (P210)

j 三点式シートベルト（肩部のベルト） (P77)

k スロープ (P214)

l アクセサリーソケット (P206)

主電源
ベルトフリー
ベルト巻取速度
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a電動ウインチユニット (P222)

ウインチベルト (P222)
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ビジュアル目次

aエンジンルーム内のメンテナンス (P397)

bワイパー (P 171, 410)

cフロントワイドビューカメラ (P347)

dヘッドライト (P163)

車幅灯 /デイタイムランニングライト (P163)

ウィンカー (P162)

eドアミラー (P176)

ドアミラーウィンカー (P162)

サイドアンダーミラー（助手席側） (P179)

fドアの施錠 /解錠 (P124)

gタイヤ (P 417, 445)

hフォグライト✤ (P 165, 404)

aスライドドアの開閉 (P147)

b給油のしかた (P384)

cリヤワイパー (P172, 414)

dハイマウントストップランプ (P405)

eアンテナ (P236)

fテールゲートの開閉 (P144)

番号灯 (P406)

gリアワイドカメラシステム✤※ (P369)

マルチビューカメラシステム✤ (P370)

h尾灯 (P404)

制動灯 (P404)

後退灯 (P405)

ウィンカー (P 162, 405)※：ナビゲーションまたはオーディオの取扱情報をご覧ください。
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Honda Total Care プレミアム
Honda CONNECT を搭載したクルマと緊急サポートセンターやスマートフォンがつながることで、お客様のカーライフがさらに安心・ストレス
フリーになるコネクテッドサービスを受けることができます。ご利用になるにはお申込み・ご契約が必要です。Honda Total Care プレミアムの
詳しいサービスの内容、およびご契約についてはHonda Total Care プレミアムのホームページをご覧ください。
https://www.honda.co.jp/hondatotalcare/premium/

また、本書では、Honda Total Care プレミアムのサービスをご利用されるうえで、車両側の特有部分について説明があります。サービスをご利
用になる際は、ホームページの詳細説明とともに本書の内容もご参照ください。
サービス内容並びに仕様について予告なく変更、または終了することがあります。

■車両特有部分について
●緊急通報 (P492)
●トラブルサポート (P494)

この「✤」はタイプやオプションなどにより、装備が異なる場合に付きます。

https://www.honda.co.jp/hondatotalcare/premium/
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アイドリングストップシステム
燃費向上のために、下記の手順によりアイドリングストップしたり、エンジンが自動的に再始動するシステムです。
アイドリングストップしているときは、メーター内のアイドリングストップ表示灯（グリーン）が点灯します。(P252)

走行状態 オートマチックブレーキホールドシス
テムがOFF のときの操作 (P355) 操作後のエンジンの状態 オートマチックブレーキホールドシステ

ムがON のときの操作 (P355)

減速

ブレーキペダルを踏んだまま停車する
直前もしくは停車してブレーキペダル
を踏む。

停車する直前の場合：
アイドリングストップする。

停車の場合：
エンジン作動中

停車してブレーキペダルを踏む。

停車

ブレーキペダルを踏み続ける。 アイドリングストップ中 メーター内のオートマチックブレーキ
ホールド表示灯とアイドリングストップ
表示灯（グリーン）が点灯しているのを確
認してブレーキペダルから足を離す。

発進

ブレーキペダルを離す。 エンジンが自動的に再始動 オートマチックブレーキホールドにより
ブレーキを保持した場合はアクセルペダ
ルを踏む。
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安全なドライブ (P28)

運転を始める前の確認 (P29)

●運転前にフロントシートの位置、ヘッドレス
ト、ハンドルの位置、ミラー類の角度を調節し
ます。

シートベルト (P30)

排気ガスについて (P73)

●車の排気ガスには有害な一酸化炭素が含まれ
ているため、ガレージなどの密閉された場所
ではエンジンを始動しないでください。

お子さまの安全 (P50)

●シートベルトを正しく着用できない
小さなお子さまを乗せるときは、
チャイルドシートをお使いくださ
い。お子さまの安全のために、チャ
イルドシートはリヤシートに取り付
けてください。エアバッグ(P40)

●万一の衝突の際に、乗員への衝撃を緩和する
ために、エアバッグが装備されています。

●正しい運転姿勢でシートベ
ルトを着用してください。

●同乗者にも必ずシートベル
トを着用させます。

●妊娠中のかたは腹部を圧迫
しないようにシートベルト
を着用してください。
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計器の見かた (P80)

燃料計 (P95)

標識認識機能表示 
(P96)

スピードメーター (P95)

シフトインジケーター/M（７速マニュアル
シフトモード）表示灯✤ (P91)

シフトポジション表示灯 (P91) 
（トランスミッション警告灯 (P85)）

警告灯 (P83)／表示灯 (P90)／メーター (P95)／マルチインフォメーションディスプレイ (P98)

マルチインフォメーションディスプレイ (P98)外気温表示 (P96)

オドメーター (P95)

アンビエントメーター (P95)

セキュリティアラーム
システム作動表示灯 
(P91) 
（イモビライザーシステム
表示灯 (P91)）
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時刻と日付を合わせる✤ 
(P120)

スイッチを押し、レフトセレクターホ
イールを操作する。

u 時計/車両設定から時刻を合わせること
ができます。 (P120)

時計と日付は、人工衛星からの情報を利用して
いますので、時刻、日付合わせは不要です。

レフトセレクターホイール

時計スイッチ

ディスプレイオーディオ装備車
Honda CONNECT ナビ装備車
ENGINE START/STOP
スイッチ (P159)

スイッチを押すと、パワーモードが切り換わ
ります。

ウィンカー (P162)

方向指示器（ウィンカー）スイッチ

左折

右折

この「✤」はタイプやオプションなどによ
ライト (P163)

ライトスイッチ

ワイパー (P171)

ワイパー/ ウォッシャースイッチ

ハイビーム

ロービーム

追越合図
（パッシング）

手前に引くと
ウォッシャー

• OFF 停止
• INT 間欠（雨量が少ないとき）
• LO 低速（普通の雨量のとき）
• HI 高速（雨量が多いとき）

り、装備が異なる場合に付きます。
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ハンドル位置の調節 
(P174)

●ハンドル位置調節レバーを押し下げ、ハン
ドルの位置を調節します。

運転席ドアハンドルでの
解錠 (P140)

●運転席ドアは、内側のハンドルを引くと施
錠していてもドアが開きます。

調節

固定
テールゲート (P144)

●施錠されているときにHonda スマート
キーを携帯してテールゲートハンドルを押
すと、解錠されますのでそのまま引き上げ
ることができます。

スロープ非装備車

スロープ装備車
ドアミラー (P176)

●パワーモードがONモードのとき、左右の
ドアミラーの格納または角度の調節ができ
ます。

角度調節スイッチ

格納スイッチ 左右切り換えスイッチ
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パワーウィンドー (P156)

●パワーモードがONモードのとき、ウィン
ドーの開閉ができます。

●パワーウィンドーロックボタンがOFF の
とき、全てのウィンドーが操作できます。

●パワーウィンドーロックボタンがONのと
き、 運転席以外のウィンドーが非作動にな
ります。

運転席用スイッチ

パワーウィンドーロックボタン

開

閉

パワースライドドア 
(P149)

●メインスイッチがONのとき、開閉したい
側の または を押すと自動
的に開閉します。

OPEN CLOSE

メインスイッチ

パワースライドドアスイッチ
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エアコン (P230)

上半身送風 足元送風、
上半身送風

足元送風 足元送風、
窓ガラスの
曇り取り

温度調節ダイヤル

 内外気切り換えスイッチ

ファンスピード
切り換えスイッチ

[Qスイッチ
#Yスイッチ

スイッチ

● #Yを押すと、オートエアコンが作動します。
● を押すと、止まります。
●前面ガラスの曇りを取るには、 を押します。

スイッチMODE

スイッチ
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運転 (P237)

無段変速オートマチック車 (P246)

●シフトレバーを (Pに入れ、ブレーキを踏みながらエンジンを始動します。

シフトレバー
シフトレバーの操作

パーキング
駐車またはエンジンの始動

リバース
車を後退

ニュートラル
駆動力が伝達されない状態

ドライブ
• 通常走行
• 一時的に7速マニュアルシフトモード✤ にするとき

ドライブ（S）
• 上り坂や下り坂を走行するとき
• 7速マニュアルシフトモード✤ にするとき

スイッチENGINE START/STOP

M表示灯

シフトインジケーター

－シフトスイッチ
（シフトダウン）

＋シフトスイッチ
（シフトアップ）

７速マニュアルシフトモード✤　(P249)
• ハンドルから手を放さずシフトスイッチを引いて、シフト操作ができ
ます。

シフトポジションが (Sのとき
• ハンドルにあるシフトスイッチを引くと、７速マニュアルシフトモー
ドになります。M（７速マニュアルシフトモード）表示灯が点灯し、シ
フトインジケーターにギヤ位置が表示されます。

シフトポジションが (Dのとき
• ハンドルにあるシフトスイッチを引くと、一時的に７速マニュアルシ
フトモードになります。シフトインジケーターにギヤ位置が表示され
ます。

(VSA OFF) スイッチ

ボタンを押さずそのまま
操作

ボタンを押して操作

ブレーキペダルを右足で
踏み、ボタンを押して
操作

この「✤」はタイプやオプションなどにより、装備が異なる場合に付きます。
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VSA の ONとOFF (P258)

●VSA とは、急激な車両の挙動変化を抑制
しようとする装置です。

●エンジンを始動すると自動的にVSA は
ON になります。

●VSA を停止（OFF）状態にするには、 を
「ピッ」とブザーが鳴るまで押します。再
度、使用（ON）するには を「ピッ」とブ
ザーが鳴るまで押します。

CMBSのONとOFF 
(P267)

●CMBSは、運転者のブレーキ操作を支援
し、衝突回避を支援したり衝突被害の軽減
を支援したりするシステムです。

●エンジンを始動すると自動的にCMBSは
ONになります。

●CMBSのONとOFF を切り換えるには、
マルチインフォメーションディスプレイの
安全支援情報を使用します。
ガソリンを入れる (P384)

a 運転席ドアを解錠する。(P141)

b フューエルリッドの右端
を「カチッ」と音がするま
で押し、手を離すとリッ
ドが少し浮き上がる。

c ツマミをゆっくり回し、
キャップを開ける。

d キャップをホルダーに
かける。

指定燃料：無鉛レギュラーガソリン
レギュラーバイオ混合ガソリン（E10/ETBE22）
タンク容量：

 27リットル
 25リットル

2WD車
4WD車
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衝突被害の軽減、衝突事故の回避、運転者の
負担を軽減するために、運転者のアクセル・
ブレーキ・ハンドル操作などを支援します。

Honda SENSING には、次の機能がありま
す。

衝突軽減ブレーキ
（CMBS） (P264)

自車が、前方の車両（二輪車含む）のほぼ真後
ろから追突するおそれがあるときや、対向車
両に正面から衝突するおそれがあるとき、前
方の交差車両に衝突するおそれがあるとき、
歩行者および人が乗車し移動している自転車
（移動する自転車）に衝突するおそれがあると
きに、運転者のブレーキ操作を支援し、衝突
回避を支援したり衝突被害の軽減を支援した
りするシステムです。
踏み間違い衝突軽減シス
テム (P274)

踏み間違い衝突軽減システムは近距離衝突軽
減ブレーキ、誤発進抑制機能、後方誤発進抑
制機能の 3つの機能を持ったシステムです。
フロントバンパー、フロントグリルおよびリ
ヤバンパーに設置してあるソナーセンサーに
よって、自車が、壁などの障害物に衝突する
おそれがある場合のブレーキ制御や壁などの
障害物があるにもかかわらずアクセルペダル
を必要以上に強く踏み込んだ場合のエンジン
の出力抑制により、衝突回避を支援したり衝
突被害の軽減を支援したりするシステムで
す。

路外逸脱抑制機能 (P285)

システムが車両の車線逸脱、草、砂利などの
道路境界や対向車両への接近の可能性を検知
すると、路外逸脱を回避するように運転を支
援し警告で知らせる機能です。

歩行者事故低減ステアリ
ング (P294)

歩行者と白線（黄線）を検出し、ステアリング
操作を支援することにより運転者の衝突回避
操作を促します。

（

この「✤」はタイプやオプションなどによ
急アクセル抑制機能✤ 
(P280)

アクセルペダルの踏み間違いや踏みすぎによ
る急加速を抑制するとともに、音と表示で知
らせる運転支援機能です。

渋滞追従機能付アダプ
ティブクルーズコント
ロール（ACC） (P302)

先行車との車間距離を測定して、高速道路の
渋滞時に適切な加減速を行い、設定車間距離
を保持しながら、運転者がアクセルやブレー
キを操作せずに走行、停車出来るよう支援す
るシステムです。

車線維持支援システム
LKAS） (P324)

左右の白線（黄線）をとらえ、電動パワーステ
アリングの動きをアシストし、車線維持走行
を補助するためのシステムです。

り、装備が異なる場合に付きます。
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先行車発進お知らせ機能 
(P336)

信号待ちなどで、先行車が発進したことに気
づかず停止し続けたときに、音と表示で運転
者に知らせるシステムです。

標識認識機能 (P341)

走行中に認識した道路標識情報をメーターに
表示し、運転者にお知らせする機能です。

オートハイビーム (P168)

夜間走行時にフロントワイドビューカメラで
前方車両のライトや街灯などを検知し、状況
に応じてヘッドライトのハイビームとロー
ビームを自動で切り換えるシステムです。

パーキングセンサーシス
テム (P364)

車両前方のフロントセンターセンサーおよび
フロントコーナーセンサーと、車両後方のリ
ヤセンターセンサーおよびリヤコーナーセン
サーが障害物を検知し、障害物と車両の距離
を警報音と表示で知らせます。
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メンテナンス (P388)

ワイパーブレード (P410)

●拭きムラがある場合は、ワイパーブレードラバーを交換します。

エンジンルーム (P397, 403)

●冷却水、ウォッシャー液の補給を行います。
●バッテリーを点検します。

a 運転席足元のボンネット解除ノブを引く。

b ボンネット中央のレバーを右に押してロッ
ク機構を解除し、ボンネットを開ける。

ボンネット解除ノブ

レバー

タイヤ (P417)

●タイヤ、ホイールを点検します。
●降雪地域では、スノータイヤ、
タイヤチェーンが必要です。

ライト (P404)

●番号灯電球などの点検または交換を行い
ます。

●電球の交換については、「メンテナンス」
を参照してください。

●ヒューズの交換については、「万一の場合
には」を参照してください。(P475)
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万一の場合には (P441)
パンクした (P445)

●安全な場所に停車し、タイヤパンク応急修
理キットで応急修理します。

警告灯が点灯した (P471)

●詳細を確認し、取扱説明書にしたがってく
ださい。
エンジンが始動しない 
(P460)

●バッテリーあがりが考えられます。救援車
のバッテリーを利用してエンジンを始動し
ます。

ヒューズが切れた (P475)

●室内とエンジンルーム内にヒューズボック
スがあります。切れているヒューズを取り
換えます。
オーバーヒートした 
(P469)

●安全な場所に停車し、蒸気が出ていなけれ
ばボンネットを開けてください。

けん引してもらいたい 
(P481)

●必ず専門業者に依頼してください。やむを
えず四輪を接地したままけん引される場合
は、取扱説明書にしたがってください。
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こんなときは
のパワー

モードがOFFモードから
アクセサリーモードにならない

• ハンドルがロックされていませんか？
• ハンドルを左右に回しながら、 

を押してください。

のパワー
モードがOFFモードにならない

• シフトレバーが (P以外の位置になっていま
せんか？

ブレーキペダルを踏んだら
ガタガタと振動した

• ブレーキペダルを踏んだとき、ペダルが小刻みに動くことがあ
ります。
これはABSが作動しているときの現象で異常ではありません。
そのまま、ブレーキペダルを強く踏み続けてください。
2 ABS（アンチロックブレーキシステム） (P359)

後席ドアが車内から開けられない • チャイルドプルーフが施錠の位置
になっていませんか？
後席ドアを外から開け、チャイル
ドプルーフのツマミを解錠の位置
にしてください。

ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP

解錠

施錠
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ドアを解錠したはずなのに施錠さ
れている

• キーレスエントリーシステム、
Honda スマートキーシステムで解錠
してから、約30秒以内にドア、
テールゲートを開けなかった場合
は、自動的に再度施錠されます。

運転席ドアを開けるとブザーが鳴る • パワーモードをOFFモード以外にしていませんか？
• ライトを消し忘れていませんか？
• アイドリングストップ中に運転席ドアを開けていませんか？

ドアを閉めた後、車から離れると
ブザーが鳴る

• ドアが閉まりきる前に降車時オートドアロックの作動範囲から
離れていませんか？
2施錠するには（降車時オートドアロック機能） (P134)

走行するとブザーが鳴る • 運転席、助手席または後席のシートベルトを着用しています
か？

パーキングブレーキスイッチを押
してもパーキングブレーキが解除
できない

• ブレーキペダルを踏んでスイッチを操作していますか？

アクセルペダルを踏んでもパーキ
ングブレーキが自動で解除できな
い

• 運転席シートベルトを着用していますか？
• シフトポジションが (P、 (N以外になっていますか？
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走行中にブレーキを踏むと金属的
な摩擦音がする

• ブレーキパッドが摩耗して使用限界になっているおそれがあり
ます。Honda 販売店で点検を受けてください。

レギュラーガソリン仕様車にプレ
ミアム（ハイオク）ガソリンを使用
しても大丈夫ですか？

• プレミアムガソリンをお使いになることもできますが、この場
合、本来のエンジン性能が大きく変わることはありません。
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安全に関する表示

「運転者や他の人が傷害を受ける可能性のあること」を回避方法
と共に、下記の表示で記載しています。これらは重要ですの
で、しっかりお読みください。

その他の表示

下記の表示を使って記載しています。

d
指示にしたがわないと、死亡または重大
な傷害に至るもの

w
指示にしたがわないと、死亡または重大
な傷害に至る可能性があるもの

c
指示にしたがわないと、傷害を受ける可
能性があるもの

アドバイス
お車が故障や破損することを防ぐためのアドバイスや、環境
への配慮のために守っていただきたいこと。
車両データの記録

■車両データの記録について
この車には、車両の操作や制御、車両に搭載された各機能の作動履歴
などに関するデータを記録する機能が装備されています。
各機能の作動時や操作状況により、主に次のようなデータを記録しま
す（車内の映像や音声は記録しません。）。
• 車両の状態（車速など）
• 運転状態（アクセル、ブレーキ、ステアリング等の操作状
況）

• SRS エアバッグシステムの作動状況
• 衝突軽減ブレーキ作動時の前方カメラ画像
• 車両の故障診断情報

■データの取り扱いについて
Honda およびHonda が委託した第三者は、記録されたデータを、不
具合解析のための技術的診断や、Honda の車両の研究開発、品質向
上のために、取得し利用することがあります。

Honda は、取得したデータを、以下の場合を除き、第三者に開示ま
たは提供することはありません。
• お車の使用者の同意（リース車、レンタカーの場合は借主の
同意）がある場合

• 警察、裁判所、政府機関等からの、法的強制力のある要請
に基づく場合

• 統計的な処理を行う等、所有者や使用者、お車が特定でき
ないように加工したデータを、研究機関等に提供する場合
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取扱説明書表示機能について✤

取扱説明書を表示するアプリケーションが搭載されているオー
ディオ装置が装備されている場合は、ソフトウェアの更新を自
動的に Honda のサーバーへ問い合わせます。アプリケーショ
ンは、次の内容をHondaの定める任意のタイミングでHonda
のサーバーに送信します。

車台番号、オーディオ装置のシリアル番号、設定言語、取扱説
明書バージョン、インターネットプロトコルアドレス、データ
処理のログ（アラートまたは更新の表示、更新のダウンロード
とインストール、ソフトウェアステータス、表示ページおよび
検索キーワード等）

お客様の個人情報
Honda に送信された前述の情報がお客様の個人情報となる場
合、当該情報は、個人情報保護法に従って扱われます。

Honda は、送信された情報をソフトウェアのアップデートに
利用するほか、Honda のプライバシーポリシーに従って取扱
います。詳細については、Honda Webサイト
（https://www.honda.co.jp/privacy/hm/）を参照してくだ
さい。

※：取扱説明書表示機能は予告なくサービスを終了する場合が
あります。サービス終了の際は引き続き Honda ホーム
ページの取扱説明書をご利用ください。
既にインストールされている車両においては、本体設定の
初期化を実施しない限り引き続きご利用いただけます。

この「✤」はタイプや
オプションなどにより、装備が異なる場合に付きます。

https://www.honda.co.jp/privacy/hm/
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安全なドライブ
この章には、安全運転のために必要な重要情報が記載されています。
運転を始める前によくお読みいただき、運転者と同乗者の安全を
確保してください。
安全なドライブのために .......................... 29
シートベルト
シートベルトについて .......................... 30
シートベルトの着用.............................. 34
シートベルトの点検.............................. 36
シートベルトのアンカーポイント ........ 37

エアバッグ
エアバッグの種類 ................................. 40
SRS エアバッグ .................................... 40
サイドエアバッグ ................................. 43
サイドカーテンエアバッグ ................... 46
エアバッグシステム警告灯 ................... 48
エアバッグのお手入れ .......................... 49
お子さまの安全
お子さまの安全を守るために ............... 50
乳幼児の安全 ........................................ 51
大きなお子さまの安全 .......................... 71
排気ガスの危険性
一酸化炭素について.............................. 73

三点式シートベルトの着用 ...................... 74
スロープ装備車
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1安全のための確認事項
ドアやテールゲートが開いていたり、完全に
閉まっていないと警告表示がマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されます。
ドア、テールゲートをもう一度正しく閉め直し
てください。警告表示は消灯し、正常な状態に
戻ります。
2マルチインフォメーションディスプレイ 

P.98
安全のための確認事項
安全なドライブのために、走行前に下記の項目を確認してください。
• ドア、テールゲートは完全に閉まっているか？
uすべてのドア、テールゲートが完全に閉まり、正しく施錠されていること
を確認してください。
2車内での施錠 /解錠 P.140

• 運転しやすい姿勢にシート位置を調節しているか？
u正しい運転姿勢がとれるよう、シート位置やヘッドレストの調節をしてく
ださい。
2フロントシート P.180

• 同乗者のシートも、安全が保たれるよう調節しているか？
uダッシュボードからできるだけ離れた位置までシートを下げてください。

2フロントシート P.180
• 乗員全員が正しくシートベルトを着用しているか？
u運転者と乗員が正しくシートベルトを着用していることを確認してください。

2シートベルトの着用 P.34
• エアバッグシステム警告灯などが点灯していないか？
uエアバッグに関する説明をあらかじめお読みいただき、シートの位置など
を調節してください。
2エアバッグ P.40

• お子さまの安全を守るために、チャイルドシートやシートベルトを着用して
いるか？
uお子さまが同乗する場合は、お子さまの年齢や身長・体重に応じてチャイ
ルドシートやシートベルトなどで安全を確保するようにしてください。
2お子さまの安全 P.50

• 坂道で駐車するときは、パーキングブレーキをかけ、シフトポジション
を (Pにしているか？
uさらにタイヤに輪留めをすると効果があります。

2シフト操作 P.247 
• 車から離れるときは、お子さまや介護を必要とされる方、ペットを車内に残
していないか？
u炎天下などでは車内が高温になることがあります。車内にお子さまや介護
を必要とされる方、ペットを残したままにしないようにしてください。
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シートベルト
1シートベルトについて

シートベルトを着用した状態で事故にあった
ときは、Honda 販売店で点検を受け、ベルト
が破損していたり、正しく作動しない場合
は、ベルトを交換してください。

シートベルトがロックした場合、一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ベルトをゆっくり
引き出してください。

w
シートベルトは乗員全員が必ず正しく着用する。
シートベルトを正しく着用しないと、エア
バッグが装備されていても、衝突したとき
に重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

乗車中は正しい姿勢を保つ。
正しい姿勢ですわらないと、衝突したとき
に傷害を受ける危険性が高くなります。
シートベルトについて
シートベルトは、シートに体を固定することで安全を確保するための安全装置です。

■三点式シートベルト
体の動きに合わせて伸縮し、強い衝撃を受けるとベルトが自動的にロックします。
すべての席に三点式シートベルトが装備されています。

■シートベルトの着用
シートベルトの着用にあたっては、以下の点に注意してください。
• 運転者は正しい運転姿勢で、シートベルトを必ず着用
• 同乗者にも必ずシートベルトを着用
• シートベルトを正しく着用できない小さなお子さまを乗せるときは、必ず
チャイルドシートを使用

• 1本のシートベルトを 2人以上で使用しない
• ベルトにはクリップや洗たくばさみなどでたるみをつけない
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1シートベルトリマインダー
• 助手席シートに荷物などを置くと、センサー
が重量を検知して警告灯が点滅しブザーが鳴
ることがあります。

• 助手席にお子さまや小柄な方を乗せたりクッ
ションなどを使用すると、センサーが乗員を
検知せず正常に作動しないことがあります。

• 運転席または助手席のシートベルトを着用せ
ずに走行した場合、停車するとブザーは止ま
ります。また、走行している場合でも一定時
間を超えるとブザーは止まります。

シフトポジションを (Rにしたときは後退位置
警報装置のチャイムが鳴るため、シートベル
ト非着用の警告ブザーは鳴りません。
次ページに続く

■フロントシート
パワーモードをONモードにしたときや走行
したとき、運転席または助手席のシートベ
ルトを着用するまでシートベルトリマイン
ダーが作動し、ブザーや警告灯でお知らせ
します。
マルチインフォメーションディスプレイに
も各座席の装着状態が表示されます。

■リヤシート
パワーモードをONモードにしたときにリヤ
シートベルトを着用していないと、マルチ
インフォメーションディスプレイに各座席
の装着状態が表示されます。
パワーモードがONモードのときにリヤシー
トベルトを外すと、警告灯とマルチイン
フォメーションディスプレイの表示でお知
らせします。
走行中にリヤシートベルトを外すと、ブ
ザー、警告灯、マルチインフォメーション
ディスプレイの表示でお知らせします。

■シートベルトリマインダー

a シートベルト着用
b シートベルト未着用

a シートベルト着用
b シートベルト未着用
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1シートベルトプリテンショナー

シートベルトプリテンショナーは、一度作動
すると使用できません。
衝突によりシートベルトプリテンショナーが
作動するとエアバッグシステム警告灯が点灯
します。
衝突したときは、Honda販売店で点検を受け、
作動済みの場合は交換してください。

側面からの衝突により、両側のシートベルト
プリテンショナーが作動します。

SRS エアバッグとシートベルトプリテンショ
ナーはかならずしも同時に作動しません。

c
シートベルト引き込み装置の取り外し、分
解などはしない。
誤作動や故障の原因となります。
フロントシートとリヤシート✤ にはシートベルトプリテンショナーを装備してい
ます。
シートベルトプリテンショナーは、一定以上の前方向や側面からの衝撃を受け
ると自動的にシートベルトを引き込み、拘束します。

■シートベルトプリテンショナー

a シートベルトプリテンショ
ナー

運転席
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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a シートベルトプリテンショ
ナー

助手席およびリヤシート✤
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1シートベルトの着用

w
シートベルト着用時にアームレストに引っ
かけない。
万一のときにシートベルトの機能が発揮でき
ず、重大な傷害を負うおそれがあります。

アームレスト装備車
シートベルトの着用
1.正しい姿勢でシートにすわる。
2.シートベルトをゆっくり引き出す。

3.タングプレートをバックルに差し込む。
uこのとき、ベルトにねじれや引っかか
りがないようにしてください。

a タングプレート
b バックル
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1シートベルトの着用

シートベルトを十分に機能させるため、バッ
クルおよび自動巻き取り装置の内部に異物を
入れないようにしてください。

シートベルトが完全に引き込まれた位置で
ロックされた場合、一度シートベルトをしっ
かりと引っ張り、そしてもう一度巻き取らせ
ることでロックが解除できます。
シートベルトロックを解除することが出来ない場
合、そのシートに着座しないでください。
2シートベルトについて P.30
2シートベルトの点検 P.36

ベルトがくび、あご、顔などに当たらないよ
うに着用してください。

シートベルトを外すには、バックルの赤色
の を押してください。
そのとき、ベルトが完全に収納されるようベ
ルトに手を添えてください。

シートベルトの分解、改造はしないでくださ
い。正常に作動しないおそれがあります。

c
肩ベルトは腕の下に通したり、首の後ろに
回さない。
シートベルトを正しく着用しないと、本来
の機能を果たさず衝突時などに、けがをす
るおそれがあります。

PRESS
次ページに続く

4.シートベルトが正しく着用できているか
確認する。
u肩ベルトは鎖骨の中心を通るように合
わせ、首やあごに当たらないようにし
てください。

u腰ベルトは腰骨のできるだけ低い位置
に合わせてください。

uベルトにたるみやねじれがないように
してください。

5.ベルトを引っ張り、バックルが固定され
ていることを確認する。
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uuシートベルトuシートベルトの点検

1妊娠中のかたのシートベルト着用のしかた

妊娠中のかたは以下の点を注意してくださ
い。万一の衝突時にフロントエアバッグに
よって、ご自身と赤ちゃんが傷害を受ける危
険性が軽減されます。
• 運転するときは上体を起こして、運転に支障
のない範囲でシートをなるべく後ろに下げる

• 助手席にすわる場合も、シートはできるだけ
後ろに下げる

c
妊娠中のシートベルト着用は、医師に確認
する。
万一のとき、腹部、胸部、肩部などに圧迫
を受けることがあります。

1シートベルトの点検
ベルトがスムーズに巻き取られない場合、ベル
トが汚れていないことを確認してください。
ベルトが汚れているとスムーズに巻き取られ
ない場合があります。まず、ベルトに汚れが
ないか確認してください。汚れを落とすと動
きが元に戻ることがあります。

ベルトが破損していたり、正しく作動しない
場合は、ベルトを交換してください。
妊娠中のかたが運転または同乗するときは、ご自身と赤ちゃんを守るために、
常に三点式シートベルトを着用してください。

シートベルトの点検
シートベルトを安全にお使いいただくために、定期的な点検を行ってください。
点検の確認ポイントは下記のとおりです。
• すべてのベルトをいっぱいまで引き出し、ほつれ、破れ、焼けこげ、すり切
れがないか？

• バックルが確実に固定されるか？
• ベルトがスムーズに巻き取られるか？

■妊娠中のかたのシートベルト着用のしかた
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次ページに続く

シートベルトのアンカーポイント
シートベルトを交換する場合、図の中で示さ
れるアンカーポイントを使用してください。
フロントシートには三点式シートベルトが
使われています。

フロントシート

a アンカーポイント
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リヤシートには三点式シートベルトが使わ
れています。

リヤシート
スロープ非装備車

a アンカーポイント

リヤシート
スロープ装備車

a アンカーポイント



39

uuシートベルトuシートベルトのアンカーポイント

ブ
イ
ラ
ド
な
全
安

リヤ
スロープ装備車

a アンカーポイント
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エアバッグ
1エアバッグの種類

エアバッグは非常に速い速度で膨らみます。
エアバッグとの接触により、すり傷、やけ
ど、打撲などを受けることがあります。

この車にはイベントデータレコーダー（EDR）
が装備されています。
SRS エアバッグが作動したとき、もしくは一
定以上の衝突が発生した場合に車両データを
記録します。
2車両データの記録 P.24

w
エアバッグ装備車でもシートベルトは必ず
使用する。
エアバッグは、衝撃を緩和するためのシス
テムで、シートベルトの補助拘束具です。
エアバッグ装備車であっても、必ず正しく
シートベルトを着用してください。シート
ベルトを着用しないと、衝突時にエアバッ
グの効果が十分に発揮されず、重大な傷害
や死亡などの危険性が高くなります。

c
エアバッグが膨らんだ直後は、構成部品に
触れない。
エアバッグの構成部品が熱くなっているた
め、やけどなどの思わぬけがをすることが
あります。
エアバッグの種類
エアバッグは、パワーモードがONモードのときに車体が衝突による衝撃を受け
ると膨らみ、運転者および同乗者の受ける衝撃を緩和させます。
エアバッグには下記の種類があり、衝突の方向や条件などにより作動が異なり
ます。
• SRSエアバッグ：フロントシートの前方向エアバッグ
• サイドエアバッグ：フロントシートの横方向エアバッグ
• サイドカーテンエアバッグ：窓側の天井部両側についたエアバッグ

SRSエアバッグ
運転席と助手席についています。前方向からの衝突により、SRS エアバッグが
膨らんで運転者と助手席の同乗者の頭と胸部への衝撃を緩和します。

SRS：サプリメンタルレストレイントシステム（Supplemental Restraint
System）の略で、シートベルトの補助拘束の意味。

運転席側はハンドルの中央、助手席側はダッシュボードに SRS エアバッグが格
納されています。どちらも「SRS AIRBAG」と表示されています。

SRS エアバッグが作動するのは、一定以上の衝撃で前方向から衝突したときで
す。このとき、センサーが衝突による急激な減速を検知し、コントロールユ
ニットのはたらきにより運転席と助手席の SRSエアバッグが膨らみます。

■格納場所

■作動のしくみ
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1SRSエアバッグの作動

エアバッグが膨らむときに、空中に粉が舞う
ことがあります。
この粉は無害ですが、場合によっては一時的
に不快感をおぼえることがあります。
安全を確認後、ただちに車外に出てください。

w
インストルメントパネルに手をついたり頭
や胸を近づけた状態で乗車しない。
SRSエアバッグが膨らむ際、強い衝撃を受
け重大な傷害を受けるおそれがあります。

c
ハンドルやインストルメントパネル上面
に、ステッカーを貼ったり、ものを置いた
りしない。
SRSエアバッグが正常に機能しなくなった
り、エアバッグが膨らんだときに置いたも
のが飛んで運転者や同乗者がけがをする原
因になります。
次ページに続く

前方向から衝突すると、シートベルトが乗
員の下半身と胴体を拘束し、SRSエアバッグ
が頭と胸部を保護します。

運転者の視界を妨げたり、ハンドル操作の
邪魔にならないように、SRSエアバッグは膨
らんだあとすぐにしぼみます。

SRS エアバッグは、次のような場合に作動します。
• 20～30km/h以上の速度で、きわめて厚い固定されたコンクリートの壁に真
正面から衝突したときと同等か、それ以上の衝撃を受けたとき

• 車両の前方左右約30度以内の方向から強い衝撃を受けたとき
衝撃を吸収できるもの（車やガードレールのように変形するもの）に衝突した場
合、作動するときの車速は高くなります。

次のような場合、車両下部に強い衝撃を受け、SRS エアバッグが作動すること
があります。
• 縁石や地面の突起物に衝突したとき
• 深い溝や穴に落ちたとき
• 高いところから落ちたとき

■SRSエアバッグの作動
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uuエアバッグuSRSエアバッグ

1SRSエアバッグの作動

車体が衝撃を十分に吸収できた場合、システ
ムは作動しません。

c
SRSエアバッグの分解、取り外しはしない。
不適切な取り扱いは故障や誤作動の原因と
なります。
次のような場合、SRSエアバッグが作動しないことがあります。
• 電柱、立ち木などへの衝突
• トラックなどへの潜り込み
• 部分的な衝突や斜め方向からの衝突
車体の部位によって衝撃の吸収度合いが異なりますので、損傷状態の大小と
SRSエアバッグの作動は必ずしも一致しません。

シートベルトだけで乗員を保護できるような低い速度での衝突や次のような場
合、乗員保護の効果がないので作動しません。
• 横方向からの衝突
• 後部からの衝突
• 横転または転覆
事故の状況、形態によっては、SRSエアバッグが作動することがあります。
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1サイドエアバッグ

サイドエアバッグは、シートベルトを着用し
上体を起こしてシートに深く腰かけていると
きに保護効果を発揮します。
サイドエアバッグの保護効果を維持するため
に、シートベルトは正しく着用してください。

サイドエアバッグがシートカバーによって
は、正常に機能できなくなります。
フロントシートへのシートカバー装着にあ
たってはHonda 販売店にご相談ください。

c
ドアやその周辺にアクセサリーなどを取り
付けたり、ものを置いたりしない。
正常に作動しなかったり、作動時にこれら
のものが飛ぶことがあります。

サイドエアバッグ収納部に衝撃や無理な力
を加えない。
次ページに続く

サイドエアバッグ
フロントシートの背もたれの外側にあるエアバッグです。
側面からの衝突により、エアバッグが膨らみ、運転者と助手席の同乗者の胸部への
衝撃を緩和します。

運転席、助手席ともにシートの背もたれ外
側に格納されています。
どちらも「SIDE AIRBAG」と表示されています。

■格納場所

a 格納場所
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 センサーが一定以上の衝撃で側面方向から

衝突を検知し、コントロールユニットのは
たらきにより検知した側のサイドエアバッ
グが膨らみます。

■作動のしくみ

a サイドエアバッグ
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1サイドエアバッグ

サイドエアバッグを制御するための圧力セン
サが、ドアに装備されています。不適切なド
アの修理や部品の変更により、サイドエア
バッグが正常に作動しない可能性がありま
す。ドアの修理については、Honda 販売店に
ご相談ください。

エアバッグが膨らむときに、空中に粉が舞う
ことがあります。
この粉は無害ですが、場合によっては一時的
に不快感をおぼえることがあります。
安全を確認したら、ただちに車外に出てくだ
さい。

c
ドアに寄りかからない。
サイドエアバッグの格納部に手や顔を必要
以上に近づけない。
後席の同乗者は、フロントシートの背もた
れを抱えない。
サイドエアバッグが膨らむ際、強い衝撃を
受け傷害を受けるおそれがあります。

サイドエアバッグの分解、取り外しはしない。
不適切な取り扱いは故障や誤作動の原因と
なります。
■作動条件
次のような場合、車両下部に強い衝撃を受け、サイドエアバッグが作動するこ
とがあります。
• 縁石や地面の突起物に衝突したとき
• 深い溝や穴に落ちたとき
• 高いところから落ちたとき

次のような場合、サイドエアバッグが作動しないことがあります。
• 乗員付近以外の側面への衝突
サイドエアバッグは乗員の受ける衝撃の大きさによって作動するようになって
いますので、車両の損傷状態の大小とサイドエアバッグの作動は必ずしも一致
しません。

低い速度での衝突や次のような場合、乗員保護の効果がないので作動しません。
• 正面衝突
• 後部からの衝突
• 横転または転覆
事故の状況、形態によっては、サイドエアバッグが作動することがあります。
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1サイドカーテンエアバッグ

サイドカーテンエアバッグは、シートベルト
を着用し上体を起こしてシートに深く腰かけ
ているときに保護効果を発揮します。
サイドカーテンエアバッグの保護効果を維持
するために、シートベルトは正しく着用して
ください。

サイドカーテンエアバッグは衝撃を受けた側
のみ作動します。
サイドカーテンエアバッグは側面からの衝突
に対して作動するため、衝撃を受けた側のみ
作動します。また、助手席側が衝撃を受けた
場合は、助手席側に乗員がいないときでもサ
イドカーテンエアバッグが作動します。

c
サイドカーテンエアバッグが正常に作動し
なかったり、作動時にものが飛んだりする
ことがあるので、以下のことに注意する。
•フロントガラス、ドアガラス、フロン
ト、センター、リヤの各ピラーまわり
にアクセサリーなどを取り付けない
•グラブレールにものをかけない
サイドカーテンエアバッグ
窓側の天井部にあるエアバッグです。側面からの衝突により、エアバッグが膨
らみ、乗員の頭部への衝撃を緩和します。

運転席側、助手席側ともに窓側の天井部に
格納されています。
どちらも「SIDE CURTAIN AIRBAG」と表示
されています。

■格納場所

a サイドカーテンエアバッグ収
納部
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1サイドカーテンエアバッグ

c
サイドカーテンエアバッグ収納部に衝撃を
加えない。
収納部に傷が付いていたり、ひび割れがあ
るときは、Honda 販売店で交換してくだ
さい。

サイドカーテンエアバッグの分解、取り外
しはしない。
不適切な取り扱いは故障や誤作動の原因と
なります。
サイドカーテンエアバッグが作動するの
は、一定以上の衝撃で側面方向から衝突し
たときです。運転席側または助手席側のサ
イドカーテンエアバッグが膨らみます。

■作動条件
サイドカーテンエアバッグの作動条件は、
サイドエアバッグと同じ条件です。
2作動条件 P.45

■前方向から衝突したときの作動
前方向からの衝突時、横方向に一定以上の力がかかると、SRS エアバッグが膨
らんだあと必要な側のサイドカーテンエアバッグが膨らみます。

■作動のしくみ
作動時

a サイドカーテンエアバッグ
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1エアバッグシステム警告灯

エアバッグシステム警告灯が点灯状態のとき
は、Honda 販売店で点検を受けてください。
パワーモードを ON モードにしたときにエア
バッグシステム警告灯が点灯しない場合も、エ
アバッグシステムまたはプリテンショナーシス
テムに異常がある可能性があります。ただちに
Honda販売店で点検を受けてください。

w
エアバッグシステム警告灯を無視しない。
エアバッグシステム警告灯を無視すると、
エアバッグシステム、プリテンショナーシ
ステムが正しく機能せず、重大な傷害を受
けたり死亡したりするおそれがあります。
エアバッグシステム警告灯が点灯する場合
は、ただちに Honda 販売店で点検を受け
てください。
エアバッグシステム警告灯
エアバッグやシートベルトプリテンショナーの異常などを、警告灯やマルチイン
フォメーションディスプレイで知らせます。

■パワーモードをONモードにしたとき
パワーモードを ON モードにすると、エア
バッグシステム警告灯が数秒間点灯し、消
灯すれば正常です。

■異常が発生したとき
エアバッグシステムまたはプリテンショナー
システムに異常があるときに点灯します。

■エアバッグシステム警告灯
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1エアバッグのお手入れ
エアバッグ関連部品の再利用はしないでくだ
さい。
エアバッグのお手入れ
エアバッグシステムは、メンテナンスを必要とせず、部品交換の必要もありま
せん。 ただし、以下の場合はHonda 販売店で点検を受けてください。

■エアバッグが作動し、膨らんだとき
一度作動したエアバッグは、コントロールユニットやその他の関連部品ととも
に必ず交換する必要があります。
また、シートベルトプリテンショナーも同様に、一度作動した場合は新品と交
換する必要があります。
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お子さまの安全
1お子さまの安全を守るために

お子さまを助手席に乗せることをおすすめし
ない理由は下記の通りです。
• お子さまが助手席のシートに正しく乗車でき
ないと、SRSエアバッグが膨らんだときに重
大な傷害を負うおそれがある

• お子さまの体の一部がサイドエアバッグの作
動範囲に入ると、サイドエアバッグが膨らん
だときに重大な傷害を負うおそれがある

w
チャイルドシートは後席に設置する。
助手席に設置するとSRSエアバッグが作動
したときの衝撃で、重大な傷害を受けた
り、死亡するおそれがあります。

w

シート前方の作動可能なエアバッグで保護
されたシートには、後ろ向きチャイルド
シートを絶対に取り付けないでください。
お子さまが死亡、または重大な傷害を受け
るおそれがあります。
お子さまの安全を守るために
お子さまが乗車するときは、下記の注意点を確認し、お子さまの安全を確保し
てください。

• お子さまはリヤシートに乗せる
uお子さまを助手席に乗せると、不意の
動作が気になったり、スイッチ類をい
たずらしたりするなど運転の妨げにな
るおそれがあります。
また、SRS エアバッグが膨らむ際、強
い衝撃があります。

• お子さまにも必ずシートベルトを着用させる
uお子さまを抱えたり、ひざの上に乗せないでください。衝突したときに支
えることができません。 正しい着用方法でお子さまにもシートベルトをし
てください。

• 乳幼児にはチャイルドシートを使用する
u乳幼児を乗せるときは、必ずチャイルドシートを使用します。

• 車外に手や顔、ものを出さない
u走行中や一時停止時などに、お子さまが車外に手や顔、ものなどを出さな
いようにしてください。思わぬ障害物により事故のおそれがあります。

• ドア、ウィンドー、シートなどの操作は必ず大人が行う
u思わぬけがの原因となりますので、お子さまにはドア、ウィンドー、シー
トなどの操作をさせないでください。

• 車を離れるときは、お子さまを連れて出る
uお子さまだけを車内に残さないでください。特に、炎天下の車内は高温に
なります。また、お子さまのいたずらにより、車の発進、火災などの思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
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1乳児のチャイルドシート

w
後ろ向きのチャイルドシートを前向きにし
て使わない。
前向きにして使うと前方から衝突したとき
に、乳児が重大な傷害を負うおそれがあり
ます。

後ろ向きのチャイルドシートは助手席に設
置しない。
助手席の SRS エアバッグが膨らんだとき
に、チャイルドシートの背面にエアバッグ
が当たり、乳児が重大な傷害を負ったり死
亡したりするおそれがあります。
次ページに続く

乳幼児の安全

首のすわっていない乳児は、乳児用のチャイルドシートを正しく固定し、乗せ
てください。

■後ろ向きのチャイルドシートの設置
場所

リヤシートに設置することができます。
u推奨するのは、助手席の真後ろの席へ
の設置です。その場合、助手席には人
を乗せず助手席のシートをできるだけ
前に出してください。

u設置したチャイルドシートとフロント
シートが接触していないことを確認し
てください。

■乳児のチャイルドシート
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uuお子さまの安全u乳幼児の安全

1幼児のチャイルドシート

w
助手席に前向きのチャイルドシートを設置
しない。
助手席に前向きのチャイルドシートを設置
すると、助手席のシートが前に出すぎてい
たり、衝突したときに幼児の頭が前に投げ
出されるとSRSエアバッグで強い衝撃を受
けるため、重大な傷害を負ったり死亡した
りするおそれがあります。
やむをえず助手席に前向きのチャイルドシー
トを設置する場合は、助手席のシートをでき
るだけ後ろに下げて設置してください。
チャイルドシートメーカーが指定する範囲内の幼児は、前向きのチャイルド
シートを正しく固定し、乗せてください。

■前向きのチャイルドシートの設置場所
リヤシートへの設置を推奨します。

■幼児のチャイルドシート
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1チャイルドシートの選びかた
ISOFIX/i-Sizeチャイルドシートは取り付けが
簡単です。
ISOFIX/i-Sizeチャイルドシートは取り付けを簡
単にすることで、不適切な取り付けが原因で起
きる傷害を減らすために開発されたものです。

Honda 純正のチャイルドシートをご用意して
います。ご購入、ご使用に際しては Honda 販
売店にご相談ください。

UN R44 認可表示（例）

a 法規番号
b カテゴリー
c 体重範囲
d 認可番号
e 国番号
次ページに続く

チャイルドシートを購入するときは、シートベルト固定タイプチャイルドシー
トまたは ISOFIX/i-Size チャイルドシートをお選びください。
シートベルト固定タイプチャイルドシートは、シートベルトを用いて座席に固
定します。
ISOFIX/i-Size チャイルドシートは、リヤシートに付属している下部取付金具と
トップテザー取付金具またはサポートレッグで固定するため取り付けが簡単で
す。

■チャイルドシート選択の条件
チャイルドシートが適切な保護効果を発揮するためには、以下の3つの条件を満
たしている必要があります。
• チャイルドシートが一覧表に案内されているお子さまに合ったタイプとサイ
ズであること

• チャイルドシートが取り付ける車の座席にあったものであること
• チャイルドシートが安全基準に適合したものであること。
UN R44/R129 に適合したチャイルドシートをお勧めします。

■チャイルドシートの規格
UN 基準の認可を受けたシートベルト固定タイプチャイルドシートまたは
ISOFIX/i-Size チャイルドシートには、認可マークが表示されています。チャイ
ルドシートについている認可マークを確認してください。

■チャイルドシートの選びかた
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1チャイルドシートの選びかた
UN R129 認可表示（例）

a カテゴリー
b 身長範囲 / 体重範囲
c 認可番号
d 法規番号
e 国番号
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次ページに続く

■シート位置別チャイルドシート情報
スロープ非装備車

車両のシートベルトで固定するタイプの前向きに取り
付ける汎用（ユニバーサル）チャイルドシートに適して
いる

車両のシートベルトで固定するタイプの汎用（ユニ
バーサル）チャイルドシートに適している

トップテザー取付金具を装備している座席

※1 ：チャイルドシートを取り付ける場合、シートスライドを最も後ろの位置に調節してください。

i-Size および ISOFIX チャイルドシートに適している

前向きチャイルドシートのみに適している

後ろ向きのチャイルドシート取り付け禁止



56

uuお子さまの安全u乳幼児の安全

ブ
イ
ラ
ド
な
全
安

サポートレッグ付きのチャイルドシートは、i-Size チャイルドシートが搭載可能
ではない着座位置にも取り付けることができます。

ジュニアシートが安定して固定できない場合は、シートバック角度をチャイル
ドシート背面と平行になるように調節してください。その時、チャイルドシー
トがシートベルトのショルダーアンカーより前方にあることを確認してくださ
い。ショルダーアンカーが前過ぎてチャイルドシートが安定しない場合シート
バック角度やシートスライドを調節してください。  
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次ページに続く

シートの位置及びシート位置番号
サイズグループ

重量
身長

a b c
助手席※1※2 後席

（左側）※1
後席

（右側）※1

ベルト固定の汎用 （ユニバーサル）
チャイルドシートが搭載可能な着
座位置（有 /無）

グループ 0 10kg 以下 無 有 有グループ 0+ 13kg 以下
グループ I 9 － 18kg

有 有 有グループ II 15 － 25kg
グループ III 22 － 36kg

i-Size チャイルドシートが搭載可能
な着座位置（有 /無） 150cm以下 無 有 有

推奨チャイルドシートが搭載可能
な着座位置（有 /無）※3 Honda 純正チャイルドシートリスト参照 有 有 有

搭載可能な横向きチャイルドシー
ト固定具（L1/L2） ― 無 無 無

搭載可能な最大後ろ向きチャイル
ドシート固定具（R1/R2X/R2/R3）

グループ 0 10kg 以下
無 R3 R3グループ 0+ 13kg 以下

グループ I 9 － 18kg
搭載可能な最大の前向きチャイル
ドシート固定具（F2X/F2/F3） グループ I 9 － 18kg 無 F3 F3

搭載可能な最大の前向きジュニア
シート固定具（B2/B3） 150cm以下 B3 B3 B3
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1シート位置別チャイルドシート情報

チャイルドシートをご購入する際は、ISOFIX
サイズ等級に一致したものをお選びくださ
い。

w
シートベルトは必ず正しく着用する
シートベルトを正しく着用しないと、衝突
したときに重大な傷害を受けたり、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

固定具 お子さま
の大きさ

使用の
向き

形状、
大きさ

ISO/L1 乳児 左 寝台式
ISO/L2 乳児 右 寝台式
ISO/R1 乳児 後ろ ―
ISO/R2 幼児 後ろ 小型
ISO/R2X 幼児 後ろ 小型
ISO/R3 幼児 後ろ 大型
ISO/F2 幼児 前 低型
ISO/F2X 幼児 前 低型
ISO/F3 幼児 前 全高
ISO/B2 学童 前 狭幅
ISO/B3 学童 前 全幅
※1 ：チャイルドシートを取り付ける場合、シートスライドを最も後ろの位置に調節して
ください。

※2 ：前向き取り付けのみ。
※3 ：記載のチャイルドシートは車両販売時点の Honda 純正チャイルドシートです。最

新のHonda 純正チャイルドシートについては販売店にお問い合わせください。
Honda 純正チャイルドシート以外にも取り付けることができる場合があります、
チャイルドシートメーカーにお問い合わせください。

サポートレッグ付きのチャイルドシートは、i-Size チャイルドシートが搭載可能
ではない着座位置にも取り付けることができます。

ジュニアシートが安定して固定できない場合は、シートバック角度をチャイル
ドシート背面と平行になるように調節してください。その時、チャイルドシー
トがシートベルトのショルダーアンカーより前方にあることを確認してくださ
い。ショルダーアンカーが前過ぎてチャイルドシートが安定しない場合シート
バック角度やシートスライドを調節してください。
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次ページに続く

■シート位置別チャイルドシート情報
スロープ装備車

車両のシートベルトで固定するタイプの前向き
に取り付ける汎用（ユニバーサル）チャイルド
シートに適している

車両のシートベルトで固定するタイプの汎用
（ユニバーサル）チャイルドシートに適している

トップテザー取付金具を装備している座席

※1 ：チャイルドシートを取り付ける場合、シートスライドを最も後ろの位置に調節してください。
※2：R3 サイズのISOFIXチャイルドシートを取り付けた時に前席の背面と干渉する場合、前席

のシートバック位置を最前ロック位置に調節してください。

i-Size および ISOFIX チャイルドシートに適し
ている

前向きチャイルドシートのみに適している

後ろ向きのチャイルドシート取り付け禁止



60

uuお子さまの安全u乳幼児の安全

ブ
イ
ラ
ド
な
全
安

サポートレッグ付きのチャイルドシートは、i-Size チャイルドシートが搭載可能
ではない着座位置にも取り付けることができます。

ジュニアシートが安定して固定できない場合は、シートバック角度をチャイル
ドシート背面と平行になるように調節してください。その時、チャイルドシー
トがシートベルトのショルダーアンカーより前方にあることを確認してくださ
い。ショルダーアンカーが前過ぎてチャイルドシートが安定しない場合シート
バック角度やシートスライドを調節してください。
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次ページに続く

シートの位置及びシート位置番号
サイズグループ

重量
身長

a b c
助手席※1※2 後席

（左側）
後席
（右側）

ベルト固定の汎用 （ユニバーサル）
チャイルドシートが搭載可能な着
座位置（有 /無）

グループ 0 10kg 以下 無 有 有グループ 0+ 13kg 以下
グループ I 9 － 18kg

有 有 有グループ II 15 － 25kg
グループ III 22 － 36kg

i-Size チャイルドシートが搭載可能
な着座位置（有 /無） 150cm以下 無 有 有

推奨チャイルドシートが搭載可能
な着座位置（有 /無）※4 Honda 純正チャイルドシートリスト参照 有 有 有

搭載可能な横向きチャイルドシー
ト固定具（L1/L2） ― 無 無 無

搭載可能な最大後ろ向きチャイル
ドシート固定具（R1/R2X/R2/R3）

グループ 0 10kg 以下
無 R3※3 R3※3グループ 0+ 13kg 以下

グループ I 9 － 18kg
搭載可能な最大の前向きチャイル
ドシート固定具（F2X/F2/F3） グループ I 9 － 18kg 無 F3 F3

搭載可能な最大の前向きジュニア
シート固定具（B2/B3） 150cm以下 B3 B3 B3
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1シート位置別チャイルドシート情報

チャイルドシートをご購入する際は、ISOFIX
サイズ等級に一致したものをお選びくださ
い。

w
シートベルトは必ず正しく着用する
シートベルトを正しく着用しないと、衝突
したときに重大な傷害を受けたり、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

固定具 お子さま
の大きさ

使用の
向き

形状、
大きさ

ISO/L1 乳児 左 寝台式
ISO/L2 乳児 右 寝台式
ISO/R1 乳児 後ろ ―
ISO/R2 幼児 後ろ 小型
ISO/R2X 幼児 後ろ 小型
ISO/R3 幼児 後ろ 大型
ISO/F2 幼児 前 低型
ISO/F2X 幼児 前 低型
ISO/F3 幼児 前 全高
ISO/B2 学童 前 狭幅
ISO/B3 学童 前 全幅
※1 ：チャイルドシートを取り付ける場合、シートスライドを最も後ろの位置に調節して
ください。

※2 ：前向き取り付けのみ。
※3 ：R3 サイズの ISOFIX チャイルドシートを取り付けた時に前席の背面と干渉する場

合、前席のシートバック位置を最前ロック位置に調節してください。
※4 ：記載のチャイルドシートは車両販売時点の Honda 純正チャイルドシートです。最

新のHonda 純正チャイルドシートについては販売店にお問い合わせください。
Honda 純正チャイルドシート以外にも取り付けることができる場合があります、
チャイルドシートメーカーにお問い合わせください。

サポートレッグ付きのチャイルドシートは、i-Size チャイルドシートが搭載可能
ではない着座位置にも取り付けることができます。

ジュニアシートが安定して固定できない場合は、シートバック角度をチャイル
ドシート背面と平行になるように調節してください。その時、チャイルドシー
トがシートベルトのショルダーアンカーより前方にあることを確認してくださ
い。ショルダーアンカーが前過ぎてチャイルドシートが安定しない場合シート
バック角度やシートスライドを調節してください。 
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1推奨チャイルドシート
推奨チャイルドシートのご購入は Honda 販売
店にご相談ください。
次ページに続く

■推奨チャイルドシート
質量グループ チャイルドシート カテゴリー

0
10kg 未満
（0－ 9ヶ月）

Honda ISOFIX Neo 準汎用 ISOFIX（後向き）

スタンダード 汎用シートベルト固定（後向き）

0＋
13kg 未満
（0－ 2歳）

Honda ISOFIX Neo 準汎用 ISOFIX（後向き）

スタンダード 汎用シートベルト固定（後向き）

I
9 － 18kg
（9ヶ月－ 4歳）

Honda ISOFIX Neo 準汎用 ISOFIX（前向き）

スタンダード 汎用シートベルト固定（前向き）

II、III
15 － 36kg
（4－ 12歳）

Honda ジュニアシート 汎用シートベルト固定

適用範囲 チャイルドシート カテゴリー
身長100cm 以下

Honda Baby & 
Kids i-Size

i-Size （後向き）
身長71cm 以上か
つ月齢 15 か月以
上－身長100cm 
以下

i-Size
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1ISOFIX/i-Size チャイルドシートの取り付け

ISOFIX/i-Sizeチャイルドシートは、シートベ
ルトで固定する必要はありません。

チャイルドシートに付属の取扱説明書をよく
読んでください。

c
下部取付金具周辺に、異物やシートベルト
のかみ込みがないか確認する。
異物やシートベルトをかみ込むとチャイル
ドシートが確実に固定されず、ブレーキや
衝突のときなどにチャイルドシートが飛び
出し、傷害を受けるおそれがあります。

リヤシートが確実に固定されているか確認
する。
確実に固定されていないと、ブレーキや衝
突のときなどにシートといっしょにチャイ
ルドシートが動き、傷害を受けるおそれが
あります。
ISOFIX/i-Size チャイルドシートは、リヤシートに設置できます。チャイルド
シートは、下部取付金具とトップテザー取付金具で固定します。

1.マークの下にあるシートの切れ目から下
部取付金具を確認する。

2.チャイルドシートを座席に置き、チャイ
ルドシートの取扱説明書にしたがって下
部取付金具に取り付ける。
u取り付けの際に、異物やシートベルト
などが下部取付金具にかみ込まないよ
うにしてください。

■ ISOFIX/i-Size チャイルドシートの取り付け

a マーク

a 下部取付金具
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1ISOFIX/i-Size チャイルドシートの取り付け

c
チャイルドシートが確実に固定されている
か確認する。
確実に固定されていないと、ブレーキや衝
突のときなどにチャイルドシートが飛び出
し、傷害を受けるおそれがあります。

c
トップテザー取付金具シンボルが無いフッ
クに、トップテザーストラップを使用しな
いでください。
次ページに続く

3.ヘッドレストを調節して最上段で固定す
る。トップテザーストラップが1本タイプ
の場合はストラップをヘッドレストの下
に通し、2本タイプの場合はヘッドレスト
の外側に通す。
uこのときトップテザーストラップがね
じれないように注意してください。

4.トップテザー取付金具のカバーを開ける。

スロープ非装備車

a トップテザー取付金具シンボ
ル

トップテザーストラップ付きチャイルドシート

N-BOX JOY

a カバー

N-BOX JOY
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4.トップテザー取付金具のカバーを取り外
す。

5.トップテザーストラップをトップテザー
取付金具に引っかけ、ストラップを締め
る。

6.チャイルドシートを前後左右にゆすり、
しっかり固定されていることを確認する。

スロープ装備車

a カバー
b トップテザー取付金具シンボル

スロープ装備車

スロープ非装備車 1 本タイプ

a トップテザー取付金具
b トップテザーストラップ

共通操作
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次ページに続く

スロープ装備車 1 本タイプ

a トップテザー取付金具
b トップテザーストラップ

スロープ非装備車 2 本タイプ

a トップテザー取付金具
b トップテザーストラップ
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スロープ装備車 2 本タイプ

a トップテザー取付金具
b トップテザーストラップ



69

uuお子さまの安全u乳幼児の安全

ブ
イ
ラ
ド
な
全
安

次ページに続く

3.サポートレッグをチャイルドシートの取
扱説明書にしたがってフロアにつくまで
伸ばす。

uサポートレッグを設置するフロア面は水
平な面であることを確認してください。
シートの前後位置によっては、サポート
レッグの設置フロア面が水平ではなく安
定しない場合があります。その場合は、
シート前後位置を調整してください。

uスライドレールやカバーにサポート
レッグが接地しないことを確認してく
ださい。 

uサポートレッグを設置するフロア面は
水平な面であることを確認してくださ
い。サポートレッグの設置フロア面が
水平ではない場合、安定しないことが
あります。

u設置したチャイルドシートとフロント
シートが接触していないことを確認し
てください。

a サポートレッグ

サポートレッグ付きチャイルドシート

スロープ非装備車

スロープ装備車

共通操作
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1シートベルトでの取り付け

チャイルドシートに付属の取扱説明書をよく
読んでください。

チャイルドシートの種類によりシートベルト
の固定に固定金具（ロッキングクリップ）が必
要になります。

c
チャイルドシートが確実に固定されている
か確認する。
確実に固定されていないと、ブレーキや衝
突のときなどにチャイルドシートが飛び出
し、傷害を受けるおそれがあります。
1.チャイルドシートを座席に置く。
2.シートベルトをチャイルドシートに通し、
タングプレートをバックルに差し込む。
uこのとき、バックルが「カチッ」という
音がするまできちんと差し込んでくだ
さい。

3.チャイルドシートに付属の取扱説明書に
したがって取り付ける。

4.チャイルドシートを前後左右にゆすり、
しっかり固定されていることを確認する。

バックルを外し、シートベルトをチャイルドシートから引き抜きます。

■シートベルトでの取り付け

a タングプレート
b バックル

■チャイルドシートの取り外し
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1大きなお子さまの安全

2やむをえず、お子さまを助手席に乗せる場
合 P.72

w
お子さまは助手席に乗せない。
お子さまを助手席に乗せると、SRS エア
バッグが膨らんだときに、重大な傷害を負
うおそれがあります。
やむをえず、助手席にお子さまを乗せる場合
は、できるだけシートを後方に下げ、必要なら
ばジュニアシートを使用し、適切にシートベル
トを着用してすわらせてください。

1ジュニアシートについて
ジュニアシートの取り付けについては、ジュ
ニアシートに付属の取扱説明書をよく読み、
正しく取り付けてください。

ジュニアシートには、座高の高いものと低い
ものがあります。お子さまが適切にシートベ
ルトを着用できるものを選択してください。
次ページに続く

大きなお子さまの安全

幼児用のチャイルドシートの使用条件を超えるお子さまは、リヤシートに乗せ
て三点式シートベルトを着用させてください。お子さまをシートに深くすわら
せ、以下の確認項目でひとつでも適合しない場合、ジュニアシートの使用が必
要です。

■確認項目
• お子さまのひざがシートの前端で無理な
く曲がっているか？

• 肩ベルトがお子さまの首と腕の間にか
かっているか？

• 腰ベルトが低い位置にあり、お子さまの
太ももに触れているか？

• 乗車中、無理なくすわっていられるか？

三点式シートベルトを使用できず、ジュニ
アシートを用いる必要があるお子さまは、
ジュニアシートをリヤシートに設置して使
用してください。
安全のため、お子さまがジュニアシートの
使用に適した範囲に入っているか確認して
ください。

■シートの使用について

■ジュニアシートについて

a ジュニアシート
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 正しい姿勢ですわる、走行中にシートベルトを着用するなどの規則をお子さま

が守ることができ、お子さまを助手席に乗せても安全と判断した場合、下記の
項目を守ってお子さまを乗車させてください。
• 取扱説明書をよく読み、シートベルトに関する指示と安全に関して十分に理
解する

• 助手席を一番後ろまで下げる
• 上体を起こし、シートに深く腰かけるように指示する
• お子さまのシートベルトが正しい位置で、しっかり固定されているか確認する

■やむをえず、お子さまを助手席に乗せる場合
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1一酸化炭素について

ガレージなどの密閉された場所は、一酸化炭
素が急に充満するおそれがあります。
ガレージのドアを閉めたままエンジンを始動
しないでください。ドアが開いている場合で
も、ガレージから車を出す直前にエンジンを
始動してください。

w
一酸化炭素を吸い込む危険性のある作業を
避ける。
一酸化炭素は有毒です。一酸化炭素を吸い
込むと意識不明になったり、死亡したりす
るおそれがあります。
密閉された場所での作業や、一酸化炭素を
吸い込む危険性のある作業はしないでくだ
さい。

降雪時や積雪のある場所では、エンジンを
かけたままにしない。
周囲に積もった雪により排気ガスが滞留し
車内に入ってくると、重大な傷害や死亡に
いたるおそれがあります。
エンジンが始動している場合は、車両の周
囲の雪を取り除くなどしてください。
一酸化炭素について
この車の排気ガスには一酸化炭素が含まれています。車をきちんと保守してい
れば、一酸化炭素が車内に入ることはありません。以下の場合は、排気ガスの
もれがないかHonda 販売店で点検を受けてください。

■点検が必要な場合
• 排気音に異常を感じたとき
• 車が衝突し、排気システムが損傷した可能性があるとき
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三点式シートベルトの着用
1三点式シートベルトの着用

w
シートベルトは、以下のことに注意し、必
ず正しく着用する。
•腰部のベルトと肩部のベルトを両方着
用する
•腰部のベルトは必ず腰骨のできるだけ
低い位置にぴったり着用する
•肩部のベルトはベルトがくび、あご、
顔などに当たらないように着用する

正しく着用していないと、衝突したときな
どに重大な傷害を受けたり死亡することが
あります。

1腰部のベルト
車いすの種類によってシートベルトの通しか
たが異なります。
イラストを参考にして、ベルトを通してくだ
さい。
車いすに座っている人専用の ELR 付三点式シートベルトを装備しています。

■ELR 付三点式シートベルト
体の動きにあわせて伸縮し、強い衝撃を受けるとベルトが自動的にロックします。

1.タングプレートをつかみ、車いすの主車
輪のスポークの間を通してからサイドパ
ネルの下を通す。

■腰部のベルト

スロープ装備車

a タングプレート
b サイドパネル

自走式の車いす 自走式の車いす
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次ページに続く

1.タングプレートをつかみ、サイドパネル
の下から通す。

2.ベルトにねじれがないようにし、タング
プレートをバックルの中に「カチリ」と音
がするまで差し込む。

a タングプレート
b サイドパネル

介護式の車いす 介護式の車いす

a タングプレート
b バックル

共通操作



ブ
イ
ラ
ド
な
全
安

76

uu三点式シートベルトの着用u

1腰部のベルト
ベルトが自動的に巻き取られますので、タン
グプレートに手を添えてゆっくり巻き取らせ
てください。

シートベルトを使い終わったらバックルを下
まで倒して格納してください。
3.ベルトを腰骨のできるだけ低い位置にか
かるように戻し方向へ引き、たるみがな
いように身体に密着させる。

■外すとき
バックルの赤色の を押して外す。

a タングプレート
b バックル

PRESS
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1肩部のベルト

車いすの種類によってシートベルトの通しか
たが異なります。
イラストを参考にして、ベルトを通してくだ
さい。

c
肩部のベルトは腕の下に通したり、首の後
ろに回さない。
シートベルトを正しく着用しないと、本来
の機能を果たさず、衝突のときなどにけが
をするおそれがあります。
次ページに続く

1.タングプレートをつかみ、車いすの主車
輪のスポークの間を通してからサイドパ
ネルの下を通す。
uベルトがくび、あご、顔などに当たら
ないようにする。

1.タングプレートをつかみ、サイドパネル
の下から通す。
uベルトがくび、あご、顔などに当たら
ないようにする。

■肩部のベルト

a タングプレート
b サイドパネル

自走式の車いす 自走式の車いす

a タングプレート
b サイドパネル

介護式の車いす 介護式の車いす
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2.マジックテープをはがし、バックルを取
り外す。

3.ベルトにねじれがないようにし、タング
プレートをバックルの中に「カチリ」と音
がするまで差し込む。

4.ベルトにねじれ、たるみ、引っかかりが
ないかを確認する。

a バックル
b マジックテープ

共通操作

a バックル
b タングプレート
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1肩部のベルト
ベルトが自動的に巻き取られますので、タン
グプレートに手を添えてゆっくり巻き取らせ
てください。
■外すとき
1.バックルの赤色の を押して外す。

2.バックルをマジックテープで固定する。

a バックル
b タングプレート

PRESS

a バックル
b マジックテープ
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計器の見かた
この章では、運転中に使用するスイッチや警告灯・表示灯、
メーター類に関する情報を記載しています。
警告灯と表示灯 ........................................ 81
警告灯 ................................................... 83
表示灯 ................................................... 90

メーターとマルチインフォメーションディスプ
レイ
メーター................................................ 95

マルチインフォメーションディスプレ
イ ..................................................... 98
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次ページに続く

警告灯や表示灯は、車両状態に応じて点灯 /点滅します。
点灯 /点滅と同時にマルチインフォメーションディスプレイにメッセージが表示されることがあります。メッセージの内容に従い
Honda 販売店に連絡するなどして対処してください。

※1 ：これらの警告灯と表示灯は、パワーモードをONモードにしたときに点灯し、エンジン始動後または、数秒後に消灯します。
点灯しない場合や消灯しないときは、システム異常のおそれがありますので、取扱説明書の指示に従い対処してください。

ブレーキ警告灯（レッド）

PGM-FI 警告灯

充電警告灯

燃料残量警告灯（オレンジ）

トランスミッション警告灯

シートベルト非着用警告灯

ABS（アンチロック
ブレーキシステム）警告灯

エアバッグシステム警告灯

VSA（ビークルスタビリティ
アシスト）警告灯

VSA OFF 警告灯

EPS（電動パワーステア
リング）システム警告灯

 P.83  P.86

 P.84

 P.84

 P.85

 P.85

 P.84

 P.85

 P.86

 P.86

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

 P.85

ブレーキシステム警告灯
（オレンジ）  P.84

※1

方向指示器 /非常点滅
表示灯  P.90

パーキングセンサー警告灯  P.87

オートマチックブレーキ
ホールドシステム表示灯  P.92

ハイビーム表示灯

ライト点灯表示灯

低水温表示灯

オートハイビーム表示灯

シフトポジション表示灯

インフォメーション表示灯

ECONモード表示灯

 P.90

 P.90

 P.90

 P.90

 P.91

 P.92

 P.92

※1

クルーズコントロール
表示灯
（ホワイト /グリーン）

 P.93

オートマチックブレーキ
ホールド表示灯  P.92※1

急アクセル抑制機能表示灯✤  P.90

※1

シフトインジケーター/
M（７速マニュアルシフト
モード）表示灯✤

 P.91

フォグライト点灯表示灯✤
 P.90
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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※1 ：これらの警告灯と表示灯は、パワーモードをONモードにしたときに点灯し、エンジン始動後または、数秒後に消灯します。
点灯しない場合や消灯しないときは、システム異常のおそれがありますので、取扱説明書の指示に従い対処してください。

安全支援情報警告灯
（オレンジ）

安全支援情報表示灯
（グリーン /グレー）

 P.88

 P.94

※1
衝突軽減ブレーキ（CMBS）
警告灯（オレンジ）  P.87

※1

衝突軽減ブレーキ（CMBS）
表示灯（グレー）  P.93

路外逸脱抑制機能警告灯
（オレンジ）  P.87
※1

路外逸脱抑制機能表示灯
（グレー）  P.93

路外逸脱抑制機能操舵
アシスト一時停止警告灯  P.88車線維持支援システム

（LKAS）表示灯（ホワイト /
グリーン）

 P.93

渋滞追従機能付アダプティ
ブクルーズコントロール
（ACC）警告灯（オレンジ）

車線維持支援システム
（LKAS）警告灯（オレンジ）

 P.87

 P.87

渋滞追従機能付アダプティ
ブクルーズコントロール
（ACC）表示灯（ホワイト /
グリーン）

 P.93

※1 セキュリティアラーム
システム作動表示灯  P.91

イモビライザーシステム
表示灯  P.91

アイドリングストップ
システム警告灯（オレンジ）  P.86

※1

アイドリングストップ
表示灯（グリーン）  P.92

※1
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次ページに続く

警告灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

ブレーキ警告灯
（レッド）

• パーキングブレーキをかけると点灯 • パワーモードがアクセサリーモードまたは OFF
モードのときにパーキングブレーキをかけると
しばらく点灯した後、消灯

• パーキングブレーキがかかっているときにパ
ワーモードを OFF モードにするとしばらく点灯
した後、消灯

• ブレーキフルード量が低下したときに点
灯

• 走行中に点灯したりパーキングブレーキを解除
しても点灯するときは、ただちに安全な場所に
停車してブレーキフルードを点検し、下限より
減っている場合はHonda 販売店にご連絡くださ
い。
2ブレーキ警告灯（レッド）が点灯した/点滅した P.473

• ブレーキシステムが異常のときに点灯 • ABS 警告灯と同時に点灯した場合も、ただちに
Honda 販売店で点検を受けてください。
2ブレーキ警告灯（レッド）が点灯した/点滅した P.473

• 電子制御パーキングブレーキが異常のと
きに点滅

• パーキングブレーキが故障して作動しません。
2ブレーキ警告灯（レッド）が点灯した/点滅した P.473
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警告灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

ブレーキシステ
ム警告灯
（オレンジ）

• ブレーキに関係するシステムが異常のと
きに点灯

• 常時点灯する場合は、ただちにHonda 販売店で
点検を受けてください。
なお、点灯の場合でも通常のブレーキ機能とし
ての性能は確保されています。

• 電子制御パーキングブレーキシステム、
オートマチックブレーキホールドシステ
ムが異常のときに点灯

• 点灯したときは、パーキングブレーキを使用せ
ずに、ただちにHonda 販売店で点検を受けてく
ださい。

PGM-FI 警告灯

• エンジンの排気ガス制御システムに異常
があると点灯

• エンジン各気筒の失火状態を検知したと
きに点滅

2 PGM-FI 警告灯が点灯 /点滅した P.472

充電警告灯
• 充電システムに異常があるときに点灯 • 走行できません。ただちに安全な場所に停車し、

Honda 販売店にご連絡ください。
2充電警告灯が点灯した P.472

シートベルト
非着用警告灯

• 運転席および助手席のシートベルトを着
用しないと点灯

• パワーモードが ON モードのときに、リ
ヤシートのシートベルトを外すとしばら
く点灯

• 走行中にシートベルトを着用していない
とブザーが鳴り、ブザーが鳴っている間
は警告灯が点滅

• シートベルトを正しく着用するとブザーがや
み、警告灯が消灯します。

• シートベルトを正しく着用していても警告灯が
点灯する場合は、センサーの誤検知などの要因
が考えられます。
2シートベルトリマインダー P.31
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次ページに続く

警告灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

トランスミッ
ション警告灯

• トランスミッションが異常のときに点滅 • ただちにHonda 販売店で点検を受けてください。

燃料残量警告灯
（オレンジ）

• 燃料の残量が少なくなると点灯 • 点灯したら早めに給油してください。
• 点灯するのは、タンクに残っている残量がおよ
そ 4.0 リットル（2WD車）、3.7 リットル（4WD
車）になったときです。

• 燃料計に異常があるときは点滅 • ただちに Honda 販売店で点検を受けてくださ
い。

ABS（アンチ
ロックブレーキ
システム）警告
灯

• ABSが異常のときに点灯 • ただちに Honda 販売店で点検を受けてくださ
い。なお、点灯の場合でも通常のブレーキ機能と
しての性能は確保されていますが、ABS は作動
しません。
2 ABS（アンチロックブレーキシステム） P.359

エアバッグシス
テム警告灯

• エアバッグシステム、プリテンショナー
システムが異常のときに点灯

• ただちに Honda 販売店で点検を受けてくださ
い。
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警告灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

VSA（ビークル
スタビリティ
アシスト）
警告灯

• VSAが作動しているときは点滅 ─

• VSA システム、ヒルスタートアシストシ
ステム、電子制御ブレーキアシスト、発
進補助ブレーキ機能、アジャイルハンド
リングアシストのいずれかが異常のとき
に点灯

• ただちに Honda 販売店で点検を受けてくださ
い。なお、点灯の場合でも通常のブレーキ機能
としての性能は確保されています。
2 VSA（ビークルスタビリティアシスト） P.257

VSA OFF
警告灯

• VSAをOFF にすると点灯
2 VSA（ビークルスタビリティアシスト） P.257

EPS
（電動パワー
ステアリング）
システム警告灯

• EPSシステムが異常のときに点灯 • 常時点灯する場合は、ただちにHonda 販売店で
点検を受けてください。

• マルチインフォメーションディスプレイに「走行
しないでください」が表示した場合は、ただちに
安全な場所に停車し、Honda 販売店にご連絡く
ださい。
2 EPS（電動パワーステアリング）システム警告灯が点
灯した P.474

アイドリング
ストップ
システム警告灯
（オレンジ）

• アイドリングストップシステムに異常が
あるときに点滅

• 点滅したときは、ただちにHonda 販売店で点検
を受けてください。
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次ページに続く

警告灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

パーキングセン
サー警告灯

• パーキングセンサーが障害物を検知した
ときに点滅 2パーキングセンサーシステム P.364

渋滞追従機能付
アダプティブク
ルーズコント
ロール（ACC）
警告灯（オレン
ジ）

• 渋滞追従機能付ACCシステムが異常のと
きに点灯

• 運転中に点灯したときは、ただちにHonda 販売
店で点検を受けてください。

• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物
を積んで、車が傾いているときに点灯

• 常時点灯する場合は、ただちにHonda 販売店で
点検を受けてください。

車線維持支援シ
ステム（LKAS）
警告灯（オレン
ジ）

• LKASが異常のときに点灯 • ただちに Honda 販売店で点検を受けてくださ
い。

• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物
を積んで、車が傾いているときに点灯

• 常時点灯する場合は、ただちにHonda 販売店で
点検を受けてください。

衝突軽減ブレー
キ（CMBS）警告
灯（オレンジ）

• CMBS が異常のときやカメラ付近のフロ
ントガラスの汚れなどで機能停止してい
るときに点灯

• 安全支援情報警告灯（オレンジ）が同時に点灯し
ます。
2安全支援情報 警告灯 （オレンジ） P.88

路外逸脱抑制機
能警告灯（オレ
ンジ）

• 路外逸脱抑制機能が異常のときやカメラ
付近のフロントガラスの汚れなどで機能
停止しているときに点灯

• 安全支援情報警告灯（オレンジ）が同時に点灯し
ます。
2安全支援情報 警告灯 （オレンジ） P.88
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警告灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

路外逸脱抑制機
能操舵アシスト
一時停止警告灯

• 路外逸脱抑制機能の操舵アシストが一時
停止しているときに点灯 2路外逸脱抑制機能 P.285

安全支援情報
警告灯
（オレンジ）

• 路外逸脱抑制機能・歩行者事故低減ステ
アリング、踏み間違い衝突軽減システ
ム、CMBSが異常のときに点灯

• ただちに Honda 販売店で点検を受けてくださ
い。

• パーキングセンサーが異常のときに点灯 • パーキングセンサー周辺に泥、氷、雪などの付
着物がないか確認してください。付着物を取り
除いても点灯する場合は、Honda 販売店で点検
を受けてください。
2パーキングセンサーシステム P.364

• フロントガラス上部にあるカメラ内部の
温度が高温になると点灯

• エアコンで室内温度を下げるなどしてカメラ内
部の温度を下げてください。温度が下がるとシ
ステムは復帰します。

• フロントガラス上部にあるカメラ付近に汚
れ、氷、霜などの遮蔽物があるときに点灯
雨、霧、雪など悪天候や、夜間やトンネ
ル内、夜明け、夕暮れなど周囲が暗いと
きも点灯することがあります

• 走行中はウォッシャーとワイパーで汚れなどの
遮蔽物を取り除いてください。

• 安全な場所に停車してカメラ付近のフロントガラ
スの汚れなどの遮蔽物を取り除いてください。

• 汚れが落ちるとシステムは復帰します。
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警告灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

安全支援情報
警告灯
（オレンジ）

• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物
を積んで、車が傾いているときに点灯

• 常時点灯する場合は、ただちにHonda 販売店で
点検を受けてください。

• ソナーセンサーに汚れ、氷、霜などの遮
蔽物があると点灯

• 踏み間違い衝突軽減システムが作動しません。
安全な場所に停車してバンパーの汚れなどの遮
蔽物を取り除いてください。
2ソナーセンサー P.349

2踏み間違い衝突軽減システム P.274
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表示灯

表示灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

方向指示器 /
非常点滅表示灯

• 方向指示器と対応し、左右どちらかが点滅
• 非常点滅表示灯スイッチを押すと、左右
同時に点滅

• 点滅しない/点滅の周期が速いときは、ただちに
Honda 販売店で点検を受けてください。

• 高速で走行中に急ブレーキをかけると、
左右同時に点滅 2エマージェンシーストップシグナル P.361

ライト点灯
表示灯

• 車幅灯、尾灯などが点灯しているときに
点灯 2ライトの使いかた P.163

ハイビーム
表示灯

• ヘッドライトのハイビームが点灯してい
るときに点灯 ─

オート
ハイビーム
表示灯

• オートハイビームの作動条件がそろった
ときに点灯 2オートハイビーム P.168

フォグライト
点灯表示灯✤

• フォグライトを点灯させると点灯
2フォグライト✤ P.165

急アクセル抑制
機能表示灯✤

• 急アクセル抑制機能がONのときに点灯 • マルチインフォメーションディスプレイのメッ
セージを消すには、 スイッチを押してくださ
い。
2急アクセル抑制機能✤ P.280

低水温表示灯
• エンジン冷却水の温度が低いときに点灯 • 暖機を十分にした状態で、表示灯が点灯したまま

のときは、温度センサーなどの異常が考えられま
す。Honda販売店で点検を受けてください。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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次ページに続く

表示灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

イモビライザー
システム表示灯

• を押したとき、イ
モビライザーシステムがキーの情報を認
識できないと点滅

• を押したあと、点滅して
いるときは、エンジンを始動することはできませ
ん。
パワーモードをいったん OFF モードにしてか
ら、もう一度ONモードにしてください。

• 頻繁に表示灯の点滅を繰り返す場合は、システ
ムの異常が考えられますのでHonda 販売店で点
検を受けてください。

• のそばに、別のキーや金
属があるとイモビライザーシステムがキーの情
報を読み取れないことがあります。

セキュリティ
アラーム
システム
作動表示灯

• セキュリティアラームシステムがセット
されているときに点滅

2セキュリティアラームシステム P.154

シフト
ポジション
表示灯

• 現在のポジションで点灯
2シフト操作 P.247

シフトインジ
ケーター/
M（7速マニュア
ルシフトモー
ド）表示灯✤

• シフトポジションが (Sで、7速マニュア
ルシフトモードのときM表示灯が点灯

• 7速マニュアルシフトモードのとき、ギ
ヤ位置を表示

2 7速マニュアルシフトモードとは P.249

表示灯

ENGINE START/STOP ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP

表示灯
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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表示灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

アイドリングス
トップ表示灯
（グリーン）

• アイドリングストップシステムが作動
し、アイドリングストップしたときに点
灯

2アイドリングストップシステム P.252

ECONモード表
示灯

• ECONモードがONのときに点灯 2 ECONスイッチ P.251

2アイドリングストップシステムのON/OFF P.253

オートマチック
ブレーキ
ホールド
システム表示灯

• オートマチックブレーキホールドシステ
ムがONのときに点灯

2オートマチックブレーキホールド P.355

オートマチック
ブレーキ
ホールド表示灯

• オートマチックブレーキホールドが作動
しているときに点灯 2オートマチックブレーキホールド P.355

インフォ
メーション
表示灯

• 異常を検知すると警告音が鳴り、マルチ
インフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示され、同時に点灯

• メッセージは警告が解除されるか、 スイッチを
押すまで通常表示に戻りません。

• 点灯しているときに を押し、「警告メッセージ」
を選択すると、メッセージを再表示させることが
できます。
2表示の切り換えかた P.98
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次ページに続く

表示灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

渋滞追従機能付
アダプティブク
ルーズコント
ロール（ACC）
表示灯（ホワイ
ト /グリーン）

• 渋滞追従機能付ACCが待機中のときにホ
ワイトで点灯

• 渋滞追従機能付ACCが作動中で先行車を
検知していないとホワイト / グリーンで
点灯

• 渋滞追従機能付ACCが作動中で先行車を
検知しているとグリーンで点灯

2渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール
（ACC） P.302

車線維持支援シ
ステム（LKAS）
表示灯（ホワイ
ト /グリーン）

• LKASが待機中のときにホワイトで点灯
• LKASが作動するとグリーンで点灯

2車線維持支援システム（LKAS） P.324

クルーズ
コントロール
表示灯
（ホワイト /
グリーン）

• クルーズモードが設定されたときにホワ
イトで点灯

• クルーズモードが作動するとグリーンで
点灯

2クルーズモードへの切換え P.319

衝突軽減ブレー
キ（CMBS）表示
灯（グレー）

• CMBS を OFF にしているときに点灯
2安全支援情報 P.107

路外逸脱抑制機
能表示灯
（グレー）

• 路外逸脱抑制機能をOFF にしているとき
に点灯 2安全支援情報 P.107
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表示灯 名称 点灯 /点滅する状況 知識

安全支援情報
表示灯
（グリーン /
グレー）

• 路外逸脱抑制機能・歩行者事故低減ステ
アリング、踏み間違い衝突軽減システ
ム、CMBS、パーキングセンサー警報が
ON のときにグリーンで点灯

• いずれかが ON のときにグリーン / グ
レーで点灯

• すべてがOFF のときにグレーで点灯

2衝突軽減ブレーキ（CMBS） P.264

2踏み間違い衝突軽減システム P.274

2歩行者事故低減ステアリング P.294

2路外逸脱抑制機能 P.285

2パーキングセンサーシステム P.364
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1燃料計

アドバイス
燃料計が に近づいたら、早めに給油してく
ださい。
燃料がなくなるとエンジンが点火しなくな
り、触媒装置を損傷することがあります。

少量給油（約5L以下）を行ったときや車両の状
況によっては、実際の燃料残量と、メーター
に表示される量は異なる場合があります。

E

1オドメーター
マルチインフォメーションディスプレイで「シ
ンプル」を選択しているときはオドメーターは
表示されません。
2表示の切り換えかた P.98

1アンビエントメーター
クルーズコントロール、もしくは渋滞追従機
能付ACCおよび LKASの状態を表示している
ときは、アンビエントメーターは表示されま
せん。
2メーターの表示 P.263
次ページに続く

メーター
メーターには、スピードメーター、燃料計などの種類があります。
パワーモードがONモードのとき表示されます。

走行速度を km/hで表示します。

燃料タンクに残っている、燃料の量を表示します。

走行距離の累計を kmで表示します。

運転の状態を表示します。省燃費状態の時はアンビエントメーターの色が緑色
に変化します。

■スピードメーター

■燃料計

■オドメーター

■アンビエントメーター
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1外気温表示
温度センサーはフロントバンパー付近に付い
ています。
速度がおよそ 30km/h 以下のときは、表示さ
れる温度が、路面の熱、エンジンの熱、周囲の
車の排気ガスの影響を受けることがあります。
また、温度の読み取り値が安定するまで更新さ
れないため、温度表示の更新に数分かかること
があります。

外気温表示の補正は、温度が安定してから
行ってください。
パワーモードをONモードにしたとき、外気温
が 3 ℃以下の場合は、外気温低下メッセージ
がホワイトで表示されます。

運転中に外気温が 3 ℃以下に低下した場合
は、外気温低下メッセージがオレンジで表示
されます。
外気温を測定し表示します。

■外気温表示を補正するには
外気温とメーターの表示温度に差がある場合、±3 ℃の範囲で補正することがで
きます。
補正するには、マルチインフォメーションディスプレイの車両設定を使用しま
す。
2時計✤/ 車両設定 P.111

走行中に認識した道路標識情報を表示します。
認識した最高速度の道路標識に対して、速度超過したときは点滅してお知らせ
します。
2標識認識機能 P.341

■外気温表示

■標識認識機能表示
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。



97

uuメーターとマルチインフォメーションディスプレイuメーター

た
か
見
の
器
計

1時計
時計表示（24h/12h）✤を変えたり時刻調整✤を
することができます。
2時刻 /日付の設定 P.120
時刻を表示します。

渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC）/車線維持支援システ
ム（LKAS）の現在の状態を表示します。
2渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC） P.302

2車線維持支援システム（LKAS） P.324

■時計

■渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC）/車線
維持支援システム（LKAS）表示
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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マルチインフォメーションディスプレイ
マルチインフォメーションディスプレイには、航続可能距離や燃費などの情報
や、車両状態などのメッセージが表示されます。
警告メッセージが表示された場合は、メッセージの内容を確認して必要に応じ
てHonda 販売店にご連絡し、点検を受けてください。
マルチインフォメーションディスプレイに「エンジン油圧異常」または、「エンジ
ン冷却水高温」が表示した場合は、下記を参照してください。
2「エンジン油圧異常」の警告メッセージが表示された P.471

2オーバーヒート P.469

スイッチを押し、レフトセレクターホイールを回すと表示が切り換わりま
す。レフトセレクターホイールを押して決定してください。

■表示の切り換えかた
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次ページに続く

a スイッチ h電話✤  P.106 o 明るさ設定  P.109
b レフトセレクターホイール i ナビゲーション✤  P.106 p 時計 /車両設定✤  P.111
c シンプル  P.100 j全席シートベルト  P.106 q 車両設定✤  P.111
d タコメーター  P.100 k メンテナンス✤  P.106 r メーター表示設定  P.110
e 航続距離 /燃費  P.101 l安全支援情報  P.107 s 警告メッセージ  P.110
f 車速 /経過時間  P.104 mカレンダー  P.109
g オーディオ✤  P.106 n表示なし
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1タコメーター
エンジン故障の原因となりますので限界回転
数以上（レッドゾーン）に入らないよう運転し
てください。
特に、高速走行時にシフトダウンするときに
は、注意してください。

シフトポジションが (Rのときや、空ぶかしを
したときは、エンジンの限界回転数より低い
回転数でも、トランスミッション保護のため
燃料供給が停止されます。
シンプルモードを選ぶことで、メーター表示を必要最小限に設定することがで
きます。

1分間あたりのエンジン回転数を表示します。

■シンプル

■タコメーター
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次ページに続く

レフトセレクターホイールを回すと、トリップメーターのA、Bが切り換わりま
す。

■航続距離 /燃費 /トリップメーター

a トリップメーターA
b 航続可能距離
c 平均燃費
d 瞬間燃費
e トリップメーターB
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1トリップメーター
トリップメーターは走行距離が 9999.9km を
超えると、0.0km に戻ります。

1平均燃費表示
表示される平均燃費は実際に走行した燃費と
異なる場合があります。

トリップメーターA、B と平均燃費表示 A、B を
給油と連動させて自動的にリセットさせること
ができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

停車時または低速走行中にリセットした場合
は、走行を始めてから燃費の計算を開始しま
す。
■トリップメーター
リセットしてからの走行距離を kmで表示します。
トリップメーターAと、トリップメーターBがあり、それぞれ独立して計測する
ため 2つの走行距離を知ることができます。

トリップメーターをリセットするには
リセットしたいトリップメーターが表示されている状態でレフトセレクターホ
イールを押し、「リセット」を選択してください。トリップメーターが 0.0 にリ
セットされます。
また、平均燃費表示、平均車速表示、経過時間表示も同時にリセットされま
す。

■平均燃費表示
トリップメーターA、B と連動し、それぞれの平均燃費を一定時間ごとに更新し
て km/l で表示します。

■瞬間燃費表示
瞬間燃費をバーグラフに km/l で表示します。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1航続可能距離表示
表示される航続可能距離は、実際に航続可能
な距離とは異なる場合があります。
次ページに続く

■航続可能距離表示
燃料残量と平均燃費をもとに推定航続可能距離を kmで表示します。
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レフトセレクターホイールを回すと、トリップメーターのA、Bが切り換わりま
す。

■車速 /経過時間 /トリップメーター

a トリップメーターA
b 平均車速
c 経過時間
d トリップメーターB
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1経過時間表示
経過時間表示は999時間59分まで表示できま
す。

トリップメーターA、B と経過時間表示 A、B
を給油と連動させて自動的にリセットさせる
ことができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

1平均車速表示
トリップメーターA、B と平均車速表示 A、B
を給油と連動させて自動的にリセットさせる
ことができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111
次ページに続く

■トリップメーター
2トリップメーター P.102

■経過時間表示
トリップメーターA、Bをリセットしてからの経過時間を表示します。

■平均車速表示
トリップメーターA、B をリセットしてからの平均車速を km/hで表示します。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1ナビゲーション✤

交差点案内表示の ON/OFF を選択することが
できます。
2時計✤/ 車両設定 P.111
各種音楽メディアの表示を行います。

ハンズフリー電話の表示を行います。

■コンパス
コンパスが表示されます。

■交差点案内表示
ナビゲーションシステムによるルート案内の際に、交差点や分岐点などで進路
案内を表示します。

全席シートベルトの使用状況を表示します。
2シートベルトリマインダー P.31

エンジンオイルの交換までの距離を表示します。
2オイルメンテナンス表示✤ P.392

■オーディオ✤

■電話✤

■ナビゲーション✤

■全席シートベルト

■メンテナンス✤
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1安全支援情報
オレンジで表示された場合は、ただちに
Honda 販売店で点検を受けてください。

各機能の ON と OFF を切り換えるには、レフ
トセレクターホイールを回して機能を選択
し、次にレフトセレクターホイールを押して
ON/OFF を切り換えます。
2路外逸脱抑制機能 P.285
2衝突軽減ブレーキ（CMBS） P.264
2踏み間違い衝突軽減システム P.274
2歩行者事故低減ステアリング P.294
2パーキングセンサーシステム P.364

歩行者事故低減ステアリングは、路外逸脱抑
制機能がONのときに作動します。
次ページに続く

安全支援情報は、路外逸脱抑制機能・歩行者事故低減ステアリング、踏み間違
い衝突軽減システム、衝突軽減ブレーキ、パーキングセンサー警報の作動状態
を表示します。
• グリーン：作動中
• グレー：停止中
• オレンジ：システムが異常のとき

■安全支援情報
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1安全支援情報
各機能の状態は、警告灯・表示灯でも確認で
きます。
2路外逸脱抑制機能警告灯（オレンジ） P.87
2路外逸脱抑制機能操舵アシスト一時停止警
告灯 P.88

2路外逸脱抑制機能表示灯 （グレー） P.93
2衝突軽減ブレーキ（CMBS）警告灯（オレン
ジ） P.87

2衝突軽減ブレー キ（CMBS）表示灯（グレー） 
P.93

2安全支援情報 警告灯 （オレンジ） P.88
2安全支援情報 表示灯 （グリーン / グレー） 

P.94

踏み間違い衝突軽減システムアイコンがグ
リーンのときでも、「リアパーキングセンサー
警報設定」をOFF にしている場合は、後退時の
踏み間違い衝突軽減システムは作動しませ
ん。
2時計✤/ 車両設定 P.111

パーキングセンサー警報アイコンがグリーン
のときでも「リアパーキングセンサー警報設
定」をOFFにしている場合は、後方のパーキン
グセンサー警報は作動しません。
2時計✤/ 車両設定 P.111
a 路外逸脱抑制機能アイコン
b 路外逸脱抑制機能作動状態
c 踏み間違い衝突軽減システムアイコン
d 踏み間違い衝突軽減システム作動状態
e パーキングセンサー警報アイコン
f パーキングセンサー警報作動状態
g 衝突軽減ブレーキアイコン
h 衝突軽減ブレーキ作動状態
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1カレンダー
カレンダーの背景はランダムに表示します。
背景のON/OFF を選択することができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

誕生日や記念日を設定することができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111
設定した日付にパワーモードをONモードにす
るとメッセージを表示します。

1明るさ設定
車外の明るさに応じて、メーター内の照明の
明るさが自動で変化します。
• 周囲が暗いときは照明が暗くなる
• 周囲が明るいときは照明が明るくなる

周囲が明るいときも設定変更はできますが、
画面の明るさが変わらないことがあります。
次ページに続く

日付、時刻を表示します。
2時刻 /日付の設定 P.120

メーターの明るさ設定を表示します。

レフトセレクターホイールを回して明るさ調整を行います。
明るくする：レフトセレクターホイールを上に回す
暗くする：レフトセレクターホイールを下に回す

レフトセレクターホイールを押すと設定が完了します。

■カレンダー

■明るさ設定
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1メーター表示設定
文字色がグレーの機能を非表示にすることは
できません。

設定変更するときはシフトポジションを (Pに
してください。

1警告メッセージ
複数のメッセージがある場合は、レフトセレ
クターホイールを回すとその他のメッセージ
が表示されます。
機能の表示 /非表示をお好みに合わせて設定変更することができます。
1.「メーター表示設定」の画面が表示されま
すので、レフトセレクターホイールを回
す。

2.レフトセレクターホイールを回して表示
または非表示にしたい機能を選択する。

3.レフトセレクターホイールを押して決定
する。
uチェックマークが入っている項目は表
示され、入っていない項目は非表示に
なります。

警告メッセージがある場合は、警告メッセージが表示されます。

■メーター表示設定

■警告メッセージ
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1時計✤/ 車両設定
2設定項目 P.112
2カスタマイズ設定の例 P.115
次ページに続く

パワーモードがON モードでシフトポジションが (Pのときに、 スイッチを押
し、レフトセレクターホイールを回して、 を選択します。レフトセレクター
ホイールを押したあと、レフトセレクターホイールを回すと、設定を変更するこ
とのできる「グループ」画面に切り換わります。

■時計✤/ 車両設定

a マルチインフォメーションディスプレイ
b レフトセレクターホイール

• 回す：選択する
• 押す：決定する

c スイッチ
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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選択できる設定内容
年（2020 ～ 2200）、月（1 ～ 12）、
日（01 ～ 31）
時間（1 ～ 12）※1/（0 ～ 23）、分（00 ～ 59）
24h、12h※1、非表示
遠め、標準※1、近め
有り、無し※1

標準※1、早め、OFF
アシストタイミング早め、アシストタイミ
ング標準 ※1、アシストタイミング遅め、操
舵アシストなし警報のみ
ON、OFF※1

ON※1、OFF
ON※1、OFF
+0km/h※1、+5km/h、+10km/h、
+15km/h
ON※1、OFF
■設定項目
マルチインフォメーションディスプレイを使って、下表の機能をお好みに合わ
せて設定を変更することができます。

※1 ：工場出荷時の設定

項目
時計設定✤ 日付調整✤

時刻調整✤

時計表示✤

運転支援システム設定 衝突軽減ブレーキ（CMBS）警報距離
ACC先行車検知音
先行車発進お知らせ設定
路外逸脱抑制機能設定

LKAS（車線維持支援システム）制御解除
警報音
標識認識機能表示
標識認識機能速度超過お知らせ
標識認識機能速度超過量

リアパーキングセンサー警報設定
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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次ページに続く

※1：工場出荷時の設定
※2：Honda スマートキーごとに設定を記憶することができます。

項目 選択できる設定内容
メーター設定 外気温表示補正 ‒3℃～±0℃※1 ～ +3℃

TRIP A 自動リセットタイミング 満タン給油時、IGN OFF 時、手動のみ※1

TRIP B 自動リセットタイミング 満タン給油時、IGN OFF 時、手動のみ※1

アラーム音量※2 大、中※1、小
アンビエントメーター照明色変化設定※2 ON※1、OFF
アイドリングストップ状態表示※2 ON※1、OFF
交差点案内表示✤※2 ON※1、OFF
リアシートリマインダー※2 ON※1、OFF
タイヤ角度モニター※2 ON※1、OFF
カレンダー背景※2 ON※1、OFF
誕生日設定 1※2 月（‒‒※1、1 ～ 12）、日（‒‒※1、01 ～ 31）
誕生日設定2※2 月（‒‒※1、1 ～ 12）、日（‒‒※1、01 ～ 31）
記念日設定1※2 月（‒‒※1、1 ～ 12）、日（‒‒※1、01 ～ 31）
記念日設定2※2 月（‒‒※1、1 ～ 12）、日（‒‒※1、01 ～ 31）
記念日設定3※2 月（‒‒※1、1 ～ 12）、日（‒‒※1、01 ～ 31）
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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※1：工場出荷時の設定
※2：Honda スマートキーごとに設定を記憶することができます。

項目 選択できる設定内容
Honda スマートキーシステム設定 アンサーバックブザー音量※2 大※1、小

ドアハンドル操作アンサーバックブザー※2 作動※1、非作動
ライティング設定 オートハイビーム ON※1、OFF

インテリアライト点灯時間※2 60 秒、30秒※1、15秒
デイタイムランニングライト※2 ON※1、OFF
ワンタッチターンシグナル※2 ON※1、OFF

ドア設定 降車時オートドアロック※2 作動、非作動※1

キーレスアンサーバック※2 作動※1、非作動
オートリトラミラー格納✤※2 キーレス連動※1、手動のみ
予約ロック※2 ON※1、OFF

メンテナンスリセット✤ キャンセル、リセット
初期化設定 中止、実行
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1時計✤/ 車両設定
カスタマイズ操作の途中で以下の操作を行う
と、設定は変更されず元の設定のままとなり
ます。
• パワーモードをアクセサリーモードまたは
OFF モードにする

• シフトポジションを 以外にするP
次ページに続く

■カスタマイズ設定の例
例えば「TRIP A 自動リセットタイミング」を「満タン給油時」にする場合、下記の
手順で設定します。
「TRIP A 自動リセットタイミング」は工場出荷時の設定では「手動のみ」になって
います。

1. スイッチを押し、レフトセレクターホ
イールを回して、 が表示されたら、レ
フトセレクターホイールを押す。

2.レフトセレクターホイールを回す。
u「グループ」画面に切り換わりますの
で、レフトセレクターホイールを回
し、「メーター設定」を選択します。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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3.レフトセレクターホイールを押す。
u「メニュー」画面に切り換わります。

4.レフトセレクターホイールを回し、「TRIP
A 自動リセットタイミング」が表示された
ら、レフトセレクターホイールを押す。
u「セットアップ」画面に切り換わり、「満
タン給油時」、「IGN OFF 時」、「手動の
み」が表選択できます。

5.「満タン給油時」が選択されていることを確
認し、レフトセレクターホイールを押す。
u「メニュー」画面に戻ります。
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次ページに続く

6.「戻る」が表示されたら、レフトセレク
ターホイールを押す。

7.手順6の操作を通常画面に戻るまで繰り返
す。
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uuメーターとマルチインフォメーションディスプレイuマルチインフォメーションディスプレイ

1タイヤ角度モニター
タイヤ角度モニターの ON/OFF を選択するこ
とができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

表示中に スイッチを押すと、違う表示に
変わり再表示できません。
2表示の切り換えかた P.98
いずれかの表示条件を満たすと再度表示され
ます。
以下のとき、車速が約 15km/h になるまで、ハンドルの回転量とタイヤの角度
に合わせ、タイヤの向きを 7段階で表示します。

• ハンドル角度が左右90度以上で、パワーモードをONモードにしたとき
• ハンドル角度が左右 90 度以上で、シフトポジションを (Dまたは (Sにしたと
き

• シフトポジションを1秒以上 (Rにしたとき

■タイヤ角度モニター
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。



各部の操作
この章では、運転に必要な各部の操作方法について記載しています。
119
時刻 /日付の設定 .................................. 120
ドアの施錠と解錠
キー .................................................... 124
Honda スマートキーの微弱電波 ....... 127
車外でのドアの施錠 /解錠 ................ 129
車内での施錠 /解錠 ........................... 140
チャイルドプルーフ ........................... 142

テールゲート.......................................... 144
スライドドア.......................................... 147
セキュリティシステム
イモビライザーシステム .................... 154
セキュリティアラームシステム ......... 154
ウィンドーの開閉 .................................. 156

✤：タイプやオプションなどにより、装備が異な
ハンドルまわりのスイッチ操作
ENGINE START/STOP スイッチ .......159
方向指示器（ウィンカースイッチ）.......162
ライトの使いかた ................................163
ヘッドライトレべリングダイヤル.......167
オートハイビーム ................................168
ワイパー/ウォッシャー ......................171
リヤデフロスター/ ヒーテッドドアミラー✤

スイッチ .......................................................173
ハンドルの調節 ...................................174
ミラー類の調節 .......................................175
シートの調節
フロントシート ...................................180
リヤシート...........................................183

ります。
リアシートリマインダー .................... 190
ヘッドレスト ...................................... 191
アームレスト✤ .................................... 194

室内装備品
室内灯 ................................................. 195
収納装備 ............................................. 199
その他の室内装備品 ........................... 206

車いすの乗せかた、降ろしかた ......... 220
エアコン
エアコンの吹き出し口 ........................ 230
オートエアコンの使いかた................. 231
オートエアコンのセンサー................. 234

スロープ装備車
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時刻 /日付の設定
1時刻 /日付の設定

時計と日付は人工衛星からの情報を利用して
いますので、時刻、日付合わせは不要です。

ディスプレイオーディオ装備車
Honda CONNECT ナビ装備車
時計の時刻 /日付を合わせる✤

時計はメーターに表示されます。
パワーモードがON モードでシフトポジショ
ンが ( P のときに、 スイッチを押しま
す。
レフトセレクターホイールを回して表示を
切り換え、レフトセレクターホイールを押
して決定します。

a スイッチ
b レフトセレクターホイール
c 時計
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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次ページに続く

■日付の調整✤

1.レフトセレクターホイールで「時計 / 車両
設定」を表示させ、決定する。

2.レフトセレクターホイールで「時計設定」
を表示させ、決定する。

3.レフトセレクターホイールで「日付調整」
を表示させ、決定する。
u「年」の調整ができます。

4.レフトセレクターホイールで希望の数値
を表示させ、決定する。
u「年」が設定され、「月」の調整ができま
す。

5.手順4と同様の操作で「月」、「日」の調整を
する。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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■時刻の調整✤

1.レフトセレクターホイールで「時計 / 車両
設定」を表示させ、決定する。

2.レフトセレクターホイールで「時計設定」
を表示させ、決定する。

3.レフトセレクターホイールで「時刻調整」
を表示させ、決定する。
u「時」の調整ができます。

4.レフトセレクターホイールで希望の数値
を表示させ、決定する。
u「時」が設定され、「分」の調整ができま
す。

5.レフトセレクターホイールで希望の数値
を表示させ、決定する。
u「分」が設定されます。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。



123

uu時刻 /日付の設定u時計の時刻 /日付を合わせる✤

作
操
の
部
各

■時計表示の選択✤

1.レフトセレクターホイールで「時計 / 車両
設定」を表示させ、決定する。

2.レフトセレクターホイールで「時計設定」
を表示させ、決定する。

3.レフトセレクターホイールで「時計表示」
を表示させ、決定する。
u時計表示設定ができます。

4.レフトセレクターホイールで希望の項目
を表示させ、決定する。
u「12h」または「24h」を選択すると時計
表示が 12 時間または 24 時間に切り替
わります。

u「非表示」を選択すると時計が非表示と
なります。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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ドアの施錠と解錠
1キー
すべてのキーには、イモビライザーシステムが
ついています。イモビライザーシステムは、車
両を盗難から守るためのシステムです。
2イモビライザーシステム P.154

キーの故障を防ぐため、下記の点をお守りく
ださい。
• 直射日光が当たる場所、高温、多湿の場所に
置かない

• キーを落としたり、重いものをのせない
• キーに液体をかけない
• 砂やほこりを避ける
• 分解をしない
• 火であぶらない
• テレビ、オーディオなど磁気を帯びた機器の
近くに置いたりしない

キーの電子部品が故障すると、エンジンの始
動やリモート発信が作動しなくなることがあ
ります。
キーが正常に作動しなくなった場合は、
Honda 販売店で点検を受けてください。
キー
この車には、以下のキーが付いています。キーの組み合わせは、車両のタイプ
により異なります。

エンジンの始動、停止のほかに、すべての
ドア、テールゲート、フューエルリッドの
施錠 /解錠に使用できます。

運転席側パワースライドドア装備車

a 施錠ボタン
b 解錠ボタン
c 運転席側パワースライドドア
ボタン

d 内蔵キー
e 助手席側パワースライドドア
ボタン
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1キー
Honda スマートキーは、特定小電力無線設備
の技術基準適合証明を受けています。以下の
ことをお守りください。
• 日本国内でのみ使用する
• 電池交換時以外は分解しない
• 改造しない
• キーの内部にある技術基準適合表示を故意に
消去、改ざんしない
分解、改造したものを使用することは法律で
禁止されています。
2 Honda スマートキーの電池が切れたとき 

P.461
次ページに続く

運転席側パワースライドドア
非装備車

a 施錠ボタン
b 解錠ボタン
c 助手席側パワースライドドア
ボタン

d 内蔵キー
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uuドアの施錠と解錠uキー

1キーナンバータグ
キーナンバータグは、キーとは別に車両以外
の場所に大切に保管してください。
キーナンバータグには、キーを購入する際に
必要となる番号が記載されています。キーと
一緒に保管せず、車両以外の場所に大切に保
管してください。キーを紛失したときや、追
加購入したいときは、Honda 販売店に依頼し
てください。
Honda スマートキーの電池が切れたときや
車のバッテリーがあがったときは、内蔵
キーを使用してください。
内蔵キーは、ボタンを押しながら取り出し
ます。

収納するときは、「カチッ」と音がするまで
差し込みます。

Honda スマートキーの電池の消耗や故障した
ときのことを考慮して、内蔵キーはHondaス
マートキーに収納しておいてください。

キーナンバータグには、キーを購入する際
に必要となる番号が記載されています。

■内蔵キー

a ボタン
b 内蔵キー

■キーナンバータグ
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1Honda スマートキーの微弱電波

Honda スマートキーは車両との通信のために
常時受信動作をしているため、常に電池を消
耗しています。電池寿命は、使用状況により
異なりますが約2年間です。
また、強い電波を受信し続けると電池を著し
く消耗することがあります。テレビやパソコ
ンなどの電化製品の近くには置かないでくだ
さい。

電波の受信動作を停止させ、電池の消耗を抑
えることができます。Honda スマートキーの
施錠ボタンと解錠ボタンを同時に約3秒長押し
するとインジケーターが2回点滅し、電波の受
信が停止します。
Honda スマートキーのいずれかのボタンを 1
回押すと電波の受信が再開します。

c
植込み型心臓ペースメーカや植込み型除細
動器などの医療機器を装着されているかた
は、車両に搭載されている発信機から
22cm以内に近づかない。
Honda スマートキーシステムで発信され
ている電波が、機器の作動に影響を与える
可能性があります。医療用電子機器を使用
しているかたは、医師や医療用機器製造者
に影響を確認してからご使用ください。
次ページに続く

Honda スマートキーの微弱電波
Honda スマートキーを使用してドア、テールゲート、フューエルリッドの施錠
/解錠操作をするときやエンジンを始動するとき、Hondaスマートキーとの電子
照合を行うために車両から電波が発信されます。
そのため、次のような場合正常に作動しなかったり、不安定な動作となったり
することがあります。
• 強い電磁波を発する機器や設備が近くにあるとき
• 携帯電話や無線機などの通信機器やノートパソコンと一緒にHondaスマート
キーを携帯しているとき

• Honda スマートキーが金属物に触れていたり覆われていたりするとき

a 車室内発信機（インストルメントパネル内）
b 車室外発信機（ドアハンドル内）
c 車室内発信機（リヤフロア内部）
d 車室外発信機（テールゲート内）

スロープ非装備車
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a 車室内発信機（インストルメントパネル内）
b 車室外発信機（ドアハンドル内）
c 車室内発信機（リヤシート下）
d 車室外発信機（テールゲート内）
e 車室内発信機（インストルメントパネル内）

スロープ装備車
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1車外でのドアの施錠 /解錠
ドア、テールゲートを解錠すると、室内灯が
点灯します。
室内灯のスイッチがドアと連動する位置にあ
るとき、解錠すると室内灯が点灯します。
約30秒点灯し、徐々に暗くなります。30秒以
内にドア、テールゲートを施錠すると、室内
灯は直ちに消灯します。
2室内灯 P.195

1Honda スマートキーシステムでの施錠 /解錠
Honda スマートキーシステムで解錠操作をし
た場合、30 秒以内にドア、テールゲートを開
けないと、再び自動的に施錠されます。

パワーモードがOFFモード以外のときはHonda
スマートキーシステムによる施錠 / 解錠はでき
ません。

ドア、スライドドア✤、テールゲートが開いてい
るときは、Hondaスマートキーシステムで施錠で
きません。

• Honda スマートキーは運転者が携帯し、車
内に残したまま降車しないでください。

• 同じ作動範囲に Honda スマートキーを携帯
している人がいるときは、携帯していない人
でもロックボタンやドアハンドル、テール
ゲートハンドルで施錠 / 解錠操作ができま
す。
次ページに続く

車外でのドアの施錠 /解錠

Honda スマートキーを携帯し、ロックボタ
ン、ドアハンドル、テールゲートハンドル
を操作することでドア、テールゲート、
フューエルリッドの施錠や解錠ができま
す。
施錠 / 解錠が作動するのは、運転席または助
手席ドアハンドル、テールゲートハンドル
から周囲約80cm以内です。

■Honda スマートキーシステムでの施錠 /解錠

施錠 /解錠の作動範囲
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuドアの施錠と解錠u車外でのドアの施錠 /解錠

1Honda スマートキーシステムでの施錠 /解錠
• 革製やスキー用の手袋などを着用している
ときは、ドアハンドルでの解錠操作が遅れ
たりできなかったりすることがあります。

• 作動範囲内にHondaスマートキーがあるとき
は、大雨や洗車などで大量の水がドアハンド
ルにかかると、解錠されることがあります。

• 施錠後約2秒間は、ドアハンドルを握っても
解錠操作はできません。

• ドアハンドルを握った直後、もしくはテール
ゲートハンドルを押した直後はドア、テール
ゲートが開かないことがあります。ドアハン
ドルを握りなおすか、テールゲートハンドル
を押しなおして解錠されていることを確認し
てから開けてください。

• ドアハンドルまたはテールゲートハンドルよ
り約 80cm 以内の距離でも、Honda スマート
キーが地面の近くや高い位置にあるときは作
動しないことがあります。

• ドアやドアガラス、テールゲートに近づき
すぎていると作動しないことがあります。
■施錠するには
運転席ドア、助手席ドアまたはテールゲー
トのロックボタンを押します。
u「ピッ」というアンサーバック音が鳴り
非常点滅表示灯が1回点滅し、すべての
ドア、テールゲート、フューエルリッ
ドが施錠されます。

a ロックボタン

スロープ非装備車

a ロックボタン
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次ページに続く

スロープ装備車

a ロックボタン
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uuドアの施錠と解錠u車外でのドアの施錠 /解錠

1Honda スマートキーシステムでの施錠 /解錠
カスタマイズ機能について
施錠/解錠時に鳴るアンサーバックブザーは、
マルチインフォメーションディスプレイを
使って音量を変えたりブザーが鳴らないよう
にすることができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111
■解錠するには
運転席または助手席ドアのハンドルを握る
か、テールゲートハンドルを押します。
u「ピピッ」というアンサーバック音が鳴り
非常点滅表示灯が2回点滅し、すべての
ドア、テールゲート、フューエルリッド
が解錠されます。

スロープ非装備車

a テールゲートハンドル
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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次ページに続く

スロープ装備車

a テールゲートハンドル
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uuドアの施錠と解錠u車外でのドアの施錠 /解錠

1施錠するには（降車時オートドアロック機能）
降車時オートドアロック機能の工場出荷時の
設定はOFF になっています。
ONにするときは、マルチインフォメーション
ディスプレイのカスタマイズ機能で設定を変
更してください。
2時計✤/ 車両設定 P.111

オートロック機能を使用する時は、車内に
残ってる人がいないことを確認し、車から離
れてください。

オートロック機能が起動し、作動範囲内にい
るときはドアが施錠されるまで、Honda ス
マートキーのインジケーターが点滅します。

オートロック機能が起動し、車から離れずに
作動範囲内にいた場合は、アンサーバック音
が鳴ってから、約 30 秒後に自動で施錠されま
す。

オートロック機能が起動してからドアを開け
た場合、オートロック機能は中断されます。

以下のときオートロック機能は起動しません。
• Honda スマートキーが車内にあるとき
u警告ブザーは鳴りません。
• Honda スマートキーが作動範囲に無いとき
u警告ブザーが鳴ります。
■施錠するには（降車時オートドアロッ
ク機能）

Honda スマートキーを携帯し、車から離れ
ると、ドアが自動的に施錠します。
このオートロック機能は、以下の状態で、
Honda スマートキーが運転席または助手席ド
アハンドル、テールゲートハンドルから周囲約
1.5ｍ 以内にあるときに起動します。
• すべてのドア、テールゲートが閉まって
いる状態

• すべてのドア、テールゲートを閉めたあ
と、パワースライドドアが自動で閉じ始
めた状態

Hondaスマートキーを携帯し、降車してドア、
テールゲートを閉めてください。
1.そのまま約1.5m以内で待つ。
u「ピッ」と音が鳴り、オートロック機能
が起動します。

2. Honda スマートキーを携帯したまま、約
1.5ｍ以上離れて、約 2秒待つ。
u「ピッ」と音が鳴り、非常点滅表示灯が1回
点滅し、すべてのドア、テールゲート、
フューエルリッドが施錠されます。

オートロック機能の作動範囲
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuドアの施錠と解錠u車外でのドアの施錠 /解錠

作
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1施錠するには（降車時オートドアロック機能）
次のような場合は、オートロック機能は作動
しません。
• Honda スマートキーが車内に置いてあると
き

• ドア、テールゲート、ボンネットが完全に
閉まっていないとき

• パワーモードがOFF モード以外のとき
• 降車時にすでに Honda スマートキーが作動
範囲内にないとき

オートロック機能の起動後に、次のような場
合は、オートロック作動中止警告ブザーが約2
秒間鳴ります。
• Honda スマートキーを窓から車内に置いた
とき

• 車に近づきすぎているとき
オートロック作動中止警告ブザーが鳴ったとき
は、車から離れても自動で施錠されません。
Honda スマートキーを携帯していることを確
認し、再度ドアを開閉してオートロック起動
ブザーが鳴ることを確認してください。

意図しないタイミングでオートロック機能が
作動した場合、車外にいるときは再度解錠し
てください。
乗車しているときは、 ス
イッチを押し、車両を ON モードにしてくださ
い。

ENGINE START/STOP
次ページに続く

一時的にオートロック機能をOFFにするとき：
1.パワーモードをOFF モードにする。
2.運転席ドアを開ける。
3.マスタードアロックスイッチを施錠→解錠→施錠→解錠の順番で押す。
uオートロック機能がOFF になり、アンサーバック音が鳴ります。

以下のいずれかの操作をした場合、オートロック機能がONに戻ります。
• パワーモードをON モードにする
• 内蔵キー、キーレスエントリーシステムもしくはHondaスマートキーシステ
ムですべてのドア、テールゲートを施錠する

• Honda スマートキーを携帯したままオートロック機能の作動範囲内から離れ
る

• いずれかのドアを開ける
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uuドアの施錠と解錠u車外でのドアの施錠 /解錠

1キーレスエントリーシステムでの施錠 /解錠
キーレスエントリーシステムで解錠操作をし
た場合、30 秒以内にドア、テールゲートを開
けないと、再び自動的に施錠されます。

パワーモードがOFFモード以外のときはキーレ
スエントリーシステムによる施錠 / 解錠はでき
ません。

キーレスエントリーシステムは微弱電波を使用し
ているため、周囲の状況により作動範囲が変化す
ることがあります。

ドア、スライドドア✤、テールゲートが開いてい
るときは、キーレスエントリーシステムで施錠で
きません。

作動距離が不安定になった場合は、電池の消
耗が考えられます。
ボタンを押したときにインジケーターが点灯
しない場合は、電池切れです。
2電池交換のしかた P.427

マルチインフォメーションディスプレイを使っ
てキーレスアンサーバック機能の設定を変更す
ることが可能です。
2時計✤/ 車両設定 P.111
■施錠
施錠ボタンを押します。
1回目：
u非常点滅表示灯が1回点滅し、すべての
ドア、テールゲート、フューエルリッ
ドが施錠されます。

2回目（施錠ボタンを押して5秒以内）：
uアンサーバックブザーが鳴りドア、
テールゲートが施錠されたか確認でき
ます。

■解錠
解錠ボタンを押します。
u非常点滅表示灯が2回点滅し、すべての
ドア、テールゲート、フューエルリッ
ドが解錠されます。

■キーレスエントリーシステムでの施錠 /解錠

a 施錠ボタン
b 解錠ボタン
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuドアの施錠と解錠u車外でのドアの施錠 /解錠

作
操
の
部
各

1キーを差し込んでの施錠 /解錠
運転席ドアにキーを差し込んで施錠 / 解錠する
と、ほかのすべてのドア、テールゲート、
フューエルリッドも同時に施錠/解錠されます。

セキュリティアラームシステムがセットされ
ているとき、内蔵キーで解錠してドアを開け
ると警報装置が作動します。
2セキュリティアラームシステム P.154
次ページに続く

Honda スマートキーのボタンで施錠 / 解錠できない場合は、内蔵キーを使用し
てください。
2内蔵キー P.126

キーを確実に差し込んで、回します。

■キーを差し込んでの施錠 /解錠

a 施錠
b 解錠
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uuドアの施錠と解錠u車外でのドアの施錠 /解錠

1キーを使わない施錠
運転席ドアで施錠すると、ほかのすべてのド
ア、テールゲート、フューエルリッドも同時
に施錠されます。

施錠の際は車内にキーを置き忘れないように
してください。
キーが正常に作動しなくなったときや、キーを所持していないときに、キーを
使わずに施錠することができます。

■運転席のドアの施錠
ノブ（①）を押し込むか、マスタードアロッ
クスイッチ（②）を施錠のほうに押し、外側
のドアハンドル（③）を引いたままドアを閉
めます。

■運転席以外のドアの施錠
ノブを押し込み、ドアを閉めます。

■キー閉じこみ防止装置
Honda スマートキーが車内の作動範囲内に置いてあると、施錠できません。

■キーを使わない施錠
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uuドアの施錠と解錠u車外でのドアの施錠 /解錠

作
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1予約ロック機能

予約ロックによる施錠が完了する前に閉まっ
ているドアまたはテールゲートを開くと予約
ロックはキャンセルされます。

マルチインフォメーションディスプレイで予
約ロックの ON/OFF 設定を変更することがで
きます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

施錠の際は車内にキーを置き忘れないように
してください。

c
パワースライドドアに指などを挟みこまな
いように注意する。
特にお子さまには気をつけてください。
あらかじめ施錠操作をすることでパワース
ライドドアを閉めた後、自動で施錠する機
能です。
パワースライドドア以外を閉めてから操作
をしてください。
1.運転席ドア、助手席ドア、テールゲートの
いずれかのロックボタンを押す、または
Honda スマートキーの施錠ボタンを押し
ます。

2.パワースライドドアを閉める。
u施錠が完了すると通知音とハザード点
滅で施錠を知らせます。

施錠が完了したことを確認してから車両か
ら離れてください。

■予約ロック機能

a ロックボタン
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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作
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1ノブでの施錠 /解錠
運転席ドアのノブで施錠 / 解錠すると、ほかの
すべてのドア、テールゲート、フューエルリッ
ドも同時に施錠 /解錠されます。

1運転席ドアハンドルでの解錠
走行中でも運転席の内側のハンドルを引くと
ドアが解錠します。走行中はドアハンドルを
操作しないでください。
車内での施錠 /解錠

■施錠するには
ノブを押し込みます。

■解錠するには
ノブを引き出します。

運転席ドアは、内側のハンドルを引くと施
錠していてもドアが開きます。

■ノブでの施錠 /解錠

a 施錠
b 解錠

■運転席ドアハンドルでの解錠
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1マスタードアロックスイッチでの施錠 /解錠
運転席ドアのマスタードアロックスイッチで
施錠/解錠すると、ほかのすべてのドア、テー
ルゲート、フューエルリッドも同時に施錠/解
錠されます。
マスタードアロックスイッチを施錠 /解錠の
ほうに押します。

■マスタードアロックスイッチでの施錠 /解錠

a 施錠
b 解錠
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作
操
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1チャイルドプルーフ
チャイルドプルーフセット時に車内から開け
たい場合は、ノブを解錠状態にして後席ウィ
ンドーを下げ、窓から手を出して外側のドア
ハンドルを引いてください。
運転席スイッチ、キーレスエントリーシステ
ムでも開閉できます。
チャイルドプルーフ
チャイルドプルーフとは、走行中などにお子さまが車外に放り出されることを
防止するため、ノブの位置に関係なく、後席ドアを車内から開けることができ
ないようにする機能です。
お子さまをリヤシートに乗せるときなどにお使いください。

後席ドアについているツマミを、施錠の位
置にしてドアを閉めます。

■ドアを開ける場合
外側のハンドルで開けます。

■チャイルドプルーフのセット

a 解錠
b 施錠
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uuドアの施錠と解錠u衝撃感知ドアロック解除システム

作
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1衝撃感知ドアロック解除システム
衝撃の加わりかたや大きさによっては解錠し
ない場合があります。
衝撃感知ドアロック解除システム
車両に衝撃が加わったときに、自動的にすべてのドア、テールゲート、フュー
エルリッドを解錠するシステムです。
作動するのは以下の場合です。
• 正面からの衝撃：SRSエアバッグが作動したとき
• 側面からの衝撃：サイドエアバッグ /サイドカーテンエアバッグが作動したとき
• 後面からの衝撃：衝撃が大きいとき
いずれの場合も、安全性を考慮して衝撃を受けてから約10秒後に解錠します。
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テールゲート
1テールゲート開閉時の注意

c
テールゲートを閉めるときは、頭をぶつけ
たり手をはさまないよう注意する。
頭をぶつけたり、手などをはさんだりして
重大な損傷を負うおそれがあります。
特にお子さまには気をつけてください。

エンジンをかけた状態で手荷物を出し入れ
するときは、排気管の後方に立たないよう
にする。
やけどなどの思わぬけがをすることがあり
ます。

カーゴスペース内に、人を乗せない。
ブレーキや加速、衝突のときにけがをする
おそれがあります。
テールゲート開閉時の注意
テールゲートを開閉するときは、下記の点に注意してください。

• テールゲートは上までしっかりと開ける。
u途中までしか開けていないと、自重で閉まることがあります。

• 風の強い日は、風にあおられて閉まらないように注意する。
• テールゲートを開けたまま走行しない。
uテールゲートが破損するおそれがあります。
u車内に排気ガスが侵入するおそれがあります。

2一酸化炭素について P.73
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1テールゲート開閉時の注意
テールゲートオープンステイに荷物などが接
触しないように注意してください。

a テールゲートオープンステイ

1テールゲートの開閉
• Hondaスマートキーは運転者が携帯し、車内に
置かないようにしてください。

• 作動範囲内にHondaスマートキーを携帯してい
る人がいるときは、携帯していない人でもテー
ルゲートハンドルでテールゲートを解錠するこ
とができます。
次ページに続く

テールゲートの開閉
解錠されているときに、テールゲートハン
ドルを押して引き上げます。

施錠されているときに Honda スマートキー
を携帯してテールゲートハンドルを押す
と、解錠されますのでそのまま引き上げる
ことができます。
2 Honda スマートキーシステムでの施錠 /解錠 

P.129

スロープ非装備車

a テールゲートハンドル

スロープ装備車

a テールゲートハンドル
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テールゲートのインナーハンドルを持って
引き下げ、外側より押して閉めます。

a インナーハンドル
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1スライドドア

小さなお子さまが同乗しているときは、お子さ
まがスライドドアを誤って操作しないように、
チャイルドプルーフをセットしてください。
2チャイルドプルーフ P.142

c
スライドドアを開閉するときはドアの内側
と外側の安全を十分に確認し、手、足、顔
などをはさまないよう注意する。
特にお子さまには気をつけてください。

傾斜地ではスライドドアを開けたままにし
ない。
ドアが不意に閉まるおそれがあります。

ドアハンドルをしっかり持って開閉する。
ドア本体を持って閉めたり、車体側に手をか
けているとけがをするおそれがあります。

ドアのアームやレールなどには、手、足を
かけない。
スライドドア開閉時の注意
スライドドアを開閉するときは、下記の点に注意してください。

■開けるとき
• スライドドアはストッパーで固定されるまでしっかりと開ける
u途中までしか開けていないと、自重で閉まることがあります。

■閉めるとき
• Honda スマートキーを、車内に置き忘れないようにする
u運転席ドアを施錠したあとにスライドドアを閉めると、施錠されてスライ
ドドアが開かなくなります。
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uuスライドドアuスライドドアの開閉操作
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1スライドドアの開閉操作
スライドドアは全開にするとストッパーで固
定されます。

スライドドアの内側にあるカバーおよび内部の
電線が傷つくと、作動不良の原因となります。
踏まないように注意してください。

助手席側のスライドドアはフューエルリッド
が開いているとストッパーが作動して途中で
止まります。フューエルリッドを閉めてスラ
イドドアを少し戻してから開けると全開でき
ます。

a カバー
スライドドアの開閉操作
■車外から開閉するとき

■車内から開閉するとき
a ドアハンドル

開けるとき：ドアハンドルを引き後方へス
ライドさせる。

閉めるとき：ドアハンドルを引き前方へス
ライドさせる。

a 開
b 閉
c ハンドル

開けるとき：ハンドルを持ち後方へ引いて
スライドさせる。

閉めるとき：ハンドルを持ち前方へ押して
スライドさせる。
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uuスライドドアuパワースライドドアの開閉操作
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1パワースライドドアの開閉操作

w
パワースライドドアを開閉するときは、ド
アの内側と外側の安全を十分確認する。
ドアが動いているときは触ったり、近づい
たりしないでください。ドアにはさまれて
重大な傷害を受けるおそれがあります。
特にお子さまには気をつけてください。

c
後輪タイヤを交換するときは、メインス
イッチをOFFにする。
ON のままだと、誤ってメインスイッチに
触れたりしてドアが開き、思わぬ事故を起
こすおそれがあります。

車両が完全に停止した状態でパワースライ
ドドアを開閉する。また乗り降りのときも
車両が動き出さないように、確実にブレー
キをかける。
パワースライドドアの開閉中や乗り降りの
ときに車両が動き出すと、思わぬ事故を起
こすことがあります。
次ページに続く

パワースライドドアの開閉操作
キーレスエントリーシステムや運転席にあるパワースライドドアスイッチを
使って、パワースライドドアを自動で開閉することができます。また、ドアハ
ンドルを引いて自動で開閉することもできます。

次の条件が揃っているときに、自動で開閉することができます。
• メインスイッチがONのとき
• パワースライドドアが解錠されているとき
• フューエルリッドが閉じているとき（助手席側のみ）
• パワーモードが OFF モードのときに、キーレスエントリーシステムでの開閉
ができます。

• パワーモードを ON モードにしているときは、シフトレバーが (Pのときにパ
ワースライドドアスイッチ、ドアハンドルを操作して開閉ができます。
u (P以外でもブレーキペダルを踏むか、パーキングブレーキがかかっている
ときは操作できます。

■自動で開閉するときの条件
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uuスライドドアuパワースライドドアの開閉操作

1パワースライドドアの開閉操作
パワースライドドアのローラーの滑走面に石
などの異物があると、作動不良になる場合が
あります。
異物を取り除く場合は、水平な場所で必ずメ
インスイッチをOFF にして行ってください。

パワーモードがONモードでパワースライドドア
を作動中のときに、シフトレバーを (P以外の位
置でブレーキペダルから足を離したり、パーキン
グブレーキを解除すると、ブザーが鳴ります。
開けているときは「ピー」とブザーが鳴り続けて
途中で止まり、閉めているときは「ピーピーピー
ピー」とブザーが鳴り、そのまま閉まります。

坂道などでドアを開閉中にメインスイッチを
OFF にして止めないでください。
落下防止機構が作動し、ブザーが鳴り続けます。
坂道の場合は、スライドドアが断続的にブレー
キを掛けながら、傾斜方向へ移動します。

a ローラーの滑走面
自動開閉：メインスイッチをONにする
手動開閉：メインスイッチをOFF にする
2スライドドアの開閉操作 P.148

側を押すと開き、 側を押すと閉
まります。
開閉中に動かしているドア側のパワースラ
イドドアスイッチを押すと、「ピーピー
ピー」とブザー音が鳴り、パワースライドド
アは途中で止まります。
再度ドアの開閉をするには、同様の操作を
します。

■自動開閉と手動開閉の切り換え

a メインスイッチ

■パワースライドドアスイッチで開閉する

a 助手席側
b 運転席側✤

OPEN CLOSE
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1パワースライドドアの開閉操作
落下防止機構が作動中は、再度メインスイッチ
をONにして、ドアを自動で閉めてください。

下記の操作を行うと、落下防止機構が解除さ
れ、ドアが自重で動くことがあるので注意し
てください。
• ドアハンドルを操作する
• メインスイッチをONからOFF にする

パワースライドドアを自動開閉中に障害物を
検知すると、はさみ込み防止機構によりパ
ワースライドドアが反対側に動きます。この
とき、ブザーが「ピーピーピー」と鳴ります。

w
ドアを開閉する前に、ドア付近に障害物が
ないことを必ず確認する。
はさみ込み防止機能は、万一のときに、障害
物を検知して、ドアにはさまれてしまうこと
を防ぐためのものです。ドアにはさまれると
重大な傷害を受けるおそれがあります。
特にお子さまには気をつけてください。

c
パワースライドドアに指などをはさみ込ま
ないように注意する。
パワースライドドアを確実に閉め切るた
め、閉め切る直前の部分にはさみ込みを検
知しないエリアがあります。
次ページに続く

パワースライドドアボタンを約1秒以上押す
と、自動で開閉することができます。

開閉中に動かしているドア側のパワースラ
イドドアボタンを押すと、「ピーピーピー」
とブザーが鳴り、パワースライドドアは途
中で止まります。再度ボタンを押すと反対
側に動きます。

■キーレスエントリーシステムで開閉する

a 運転席側パワースライドドア
ボタン✤

b 助手席側パワースライドドア
ボタン
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1パワースライドドアの開閉操作

アドバイス
パワースライドドア前端にあるセンサーに触れない。
センサーに触れるとパワースライドドアが閉ま
りません。また、センサーを鋭利なものなどで
傷つけないでください。センサーが切断される
と自動で閉めることができなくなります。

フューエルリッドが開いた状態で、助手席側パ
ワースライドドアの操作を行うとブザーが鳴り
作動しません。
坂道でパワースライドドアを途中停止させた
ままにすると、約 30 分後自動で傾斜方向に作
動します。

パワーモードがONモードのときに、シフトレ
バーが (P以外の位置で下記の操作を行うと、
内側または外側のハンドルでパワースライド
ドアを開けようとしても、ブザーが鳴り自動
で開きません。
• ブレーキペダルから足を離す
• パーキングブレーキを解除する

a センサー部
■外側のハンドル
ハンドルを引くと自動で開閉することがで
きます。
施錠されていても、Honda スマートキーを携
帯してハンドルを引き、戻すと、自動的にすべ
てのドア、テールゲートが解錠されパワースラ
イドドアが開きます。
開閉中にハンドルを操作すると「ピーピー
ピー」とブザーが鳴り、途中で止まります。
再度ハンドルを引くと反対側に動きます。

■内側のハンドル
ハンドルを後ろ側に引くと自動で開き、前
側に押すと自動で閉じます。
開閉中にハンドルを操作すると「ピーピーピー」
とブザーが鳴り、途中で止まります。
再度ドアの開閉をするには、同様の操作を
します。

■ドアハンドルで開閉する

a ドアハンドル

a 開
b 閉
c ハンドル
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1イージードアクローザー

イージードアクローザー作動中にスライドド
アのハンドルを引くと、作動が止まり半ドア
状態のままになります。また、スライドドア
のハンドルを引いたままドアを閉めると、
イージードアクローザーは作動しません。

故障の原因になるので、イージードアクロー
ザーが作動しているときは、無理な力をかけ
ないでください。

c
半ドア状態の位置からドアが自動的に閉ま
るため、手などをはさまないように注意す
る。
イージードアクローザー
スライドドアを半ドア状態の位置まで閉めると、自動的に閉まります。

パワースライドドアのメインスイッチの位置に関係なくイージードアクロー
ザーが作動します。
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セキュリティシステム
1イモビライザーシステム
システムの改造や追加をしないでください。
システムが故障するおそれがあります。

1セキュリティアラームシステム
システムの改造や追加をしないでください。
システムが故障するおそれがあります。

警報装置はセキュリティアラームシステムを
停止させるまで、約5分間作動します。
ホーンおよび非常点滅表示灯は、1回の作動に
つき約 30 秒間作動し、その警報作動が 10 回
行われます。
状況によっては、5分間以上作動することがあ
ります。
イモビライザーシステム
車両とキーで電子照合をしており、登録されたキーでないとエンジンの始動は
出来ないシステムです。

を押すときは、下記の点に注意してください。
• スイッチの近くに強い電波を発するものを近づけない
• キーを金属に触れさせたり、覆ったりしない
• ほかの車両のイモビライザーシステムのキーを近づけない
• 磁気を帯びたキーホルダーなどをキーと一緒に取り付けない

セキュリティアラームシステム
セキュリティアラームシステムは、Honda スマートキーシステムまたはキーレスエ
ントリーシステムを使わずにドア、テールゲート、ボンネットを開けると、警報装
置が作動するシステムです。

■作動すると
ホーンが断続的に鳴り、非常点滅表示灯が点滅します。

■停止させるには
Honda スマートキーシステムまたはキーレスエントリーシステムで解錠するか、
パワーモードを ON モードにしてください。システムが停止し、ホーンと点滅も
停止します。

ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP
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1セキュリティアラームシステム
車内に人が乗っているときやウィンドーが開
いているときでも、セキュリティアラームシ
ステムは作動します。
警報装置の思わぬ作動を防ぐために、人が
乗っていたりウィンドーが開いているときに
は、セキュリティアラームシステムをセット
しないでください。

セキュリティアラームシステムをセットした
後にバッテリーがあがり、バッテリーの充
電、交換をすると、警報装置が作動すること
があります。
そのときは、Honda スマートキーシステムま
たはキーレスエントリーシステムでドアを解
錠し、セキュリティアラームシステムを解除
してください。

セキュリティアラームシステムがセットされ
ているとき、内蔵キーで解錠してドアを開け
ると警報装置が作動します。
■セットするには
セキュリティアラームシステムは、以下の条件が整うと自動的にセットされます。
• パワーモードがOFFモードのとき
• ボンネットが閉まっているとき
• Honda スマートキーシステムまたはキーレスエントリーシステムですべての
ドアとテールゲートが施錠されているとき

■セットされると
メーター内にある作動表示灯が点滅し、約15秒後に点滅間隔が長くなります。

■セットを解除するには
Honda スマートキーシステムまたはキーレスエントリーシステムで解錠する
か、パワーモードをONモードにすると解除されます。同時に作動表示灯が消灯
します。
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ウィンドーの開閉
1パワーウィンドーの開閉

お子さまだけを車内に残さない。
必ず Honda スマートキーを携帯し、ドアを
ロックしてお子さまと一緒に車外に出てくだ
さい。

パワーモードをOFF モードにしても、約 10分
間は自動開閉機能付きのパワーウィンドーを開
閉できます。この場合、運転席のドアを開閉す
ると、ウィンドーの開閉はできなくなります。

自動開閉機能付きのパワーウィンドーを自動
で閉めているときに障害物を検知すると、は
さみ込み防止機構によりウィンドーの動きが
逆転し止まります。

w
パワーウィンドーを閉めるときは、同乗者
が窓から手や顔などを出していないことを
確認する。
手や顔などをパワーウィンドーにはさむ
と、重大な傷害を負うおそれがあります。
特にお子さまには気をつけてください。

c
指などをはさみ込まないように注意する。
確実に閉めるため、閉め切る直前の部分に、
はさみ込みを検知しないエリアがあります。
パワーウィンドーの開閉
パワーモードが ON モードのときに、パワーウィンドーの開閉操作を行うことが
できます。開閉はそれぞれのドアにあるスイッチで行います。

運転席のスイッチでは、すべてのウィンドーの開閉操作を行うことができます。
運転席以外のウィンドーの開閉は、運転席のパワーウィンドーロックボタンを
OFFにしてから行います。パワーウィンドーロックボタンをOFFにすると、ボタ
ンにある表示灯が消灯します。

パワーウィンドーロックボタンを ON にしておくと、運転席以外のウィンドーは
作動しません。お子さまを乗せているときなどは、パワーウィンドーロックボタ
ンをONにしておいてください。

■手動開閉
開けるとき：スイッチを軽く押す
閉めるとき：スイッチを軽く引き上げる
希望の位置で手を離すことで、窓の開閉を
調節します。

■自動開閉
開けるとき：スイッチを強く押す
閉めるとき：スイッチを強く引き上げる
自動的に全開/全閉します。途中で止めるには、
スイッチを反対側に軽く上げ /下げします。

■自動開閉機能付きのウィンドーの開閉

a パワーウィンドーロックボタン
b ウィンドーを閉める
c ウィンドーを開ける
d 運転席用スイッチ
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1パワーウィンドーの開閉
故障などではさみ込み防止機構が作動し、自
動でウィンドーを閉めることができなくなっ
たときは、スイッチを軽く引き上げ続けると
閉めることができます。
路面や走行条件による衝撃などで、はさみ込
み防止機構が作動することがあります。
次ページに続く

開けるとき：スイッチを押す
閉めるとき：スイッチを引き上げる
希望の位置で手を離すことで、窓の開閉を
調節します。

■自動開閉機能なしのウィンドーの開閉
運転席側スイッチ

a 助手席用スイッチ
b 後席用スイッチ
c ウィンドーを閉める
d ウィンドーを開ける
助手席側スイッチ

a ウィンドーを閉める
b ウィンドーを開ける
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開けるとき：スイッチの下側を押す
閉めるとき：スイッチの上側を押す
希望の位置で手を離すことで、窓の開閉を
調節します。

後席スイッチ

a ウィンドーを閉める
b ウィンドーを開ける
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1ENGINE START/STOPスイッチ
小物入れなど車両との通信に影響がある場所
にHonda スマートキーが置かれている場合、
パワーモードが切り換わらないことがありま
す。

パワーモードがONモードのとき、シフトポジ
ションが (P以外の状態で

スイッチを押した場合
はアクセサリーモードに切り換わります。

パワーモードが OFF モードからアクセサリー
モードに切り換わらないときは、ハンドル
ロックを解除します。
ハンドルを左右に回しながら、

を押してください。ハ
ンドルロックが解除されます。

ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP
次ページに続く

ENGINE START/STOPスイッチ

Honda スマートキーを携帯し、ブレーキを
踏まずに を押すと
OFFモード→アクセサリーモード→ONモー
ド→OFFモードの順にパワーモードが切り換
わります。

OFFモード：
車両の電源がOFF の状態です。
アクセサリーモード：
オーディオなど一部のアクセサリーが使用
できます。
ONモード：
すべてのアクセサリーが使用できます。

■パワーモードの切り換えかた

ENGINE START/STOP
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シフトレバーが (Pでパワーモードがアクセサリーモードのときに30分～60分
経過すると、バッテリー保護のため自動的にパワーモードが OFF モードになり
ます。
このときはハンドルはロックされません。またキーレスエントリーシステムお
よびHonda スマートキーシステムによる施錠 /解錠ができなくなります。

を押してパワーモードを再度 OFF モードに切り換えてく
ださい。

次の状態で車を離れようとして運転席ドアを開けた場合、警告ブザーが鳴ります。
• パワーモードがアクセサリーモードのとき

■パワーモードオートオフ機能

■パワーモード警告ブザー

ENGINE START/STOP
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1Honda スマートキー持ち去り警告
パワーモード ON の作動範囲内に Honda ス
マートキーを戻してドアを閉めると、警告が
解除されます。

Honda スマートキーを持ち出した状態で、パ
ワーモードをOFFモードにすると、パワーモー
ドの操作ができなくなります。
パワーモードを操作するときは、Hondaスマー
トキーを持っていることを確認してください。

窓からの受け渡しでは、Hondaスマートキー持
ち去り警告は作動しません。

Hondaスマートキーを、インストルメントパネ
ル、グローブボックスなどに置いた場合、電波
状態により警告ブザーが鳴ることがあります。

Honda スマートキーがパワーモード ON の作
動範囲内にあっても、周囲の環境や電波状態
により Honda スマートキー持ち去り警告が行
われることがあります。
パワーモードが OFF モード以外のときに
Honda スマートキーを車外に持ち出しドアを
閉めると警告ブザーが鳴ります。
警告状態が続くときは、Honda スマート
キーの携帯位置を変更してください。

■パワーモードがアクセサリーモードの
とき

車外から警告ブザーが鳴ります。

■パワーモードがONモードのとき
車外と車内から警告ブザーが鳴ります。ま
た、メーター内に警告が表示されます。

■Honda スマートキー持ち去り警告
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1方向指示器（ウィンカースイッチ）
ワンタッチターンシグナルの ON/OFF 設定を
変更することができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

方向指示器が点滅するとメーター内の方向指
示器表示灯が点滅します。
2表示灯 P.90
方向指示器（ウィンカースイッチ）
パワーモードがONモードのときに使用できます。

■①：方向指示器
進行方向に応じてレバーを下または上に押
し込むと方向指示器が点滅します。

■②：ワンタッチターンシグナル
レバーを下または上に軽く押してレバーを
放すと、方向指示器が 3回点滅します。
u点滅中にレバーを反対方向に軽く押し
て放すと点滅が停止します。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。



163

uuハンドルまわりのスイッチ操作uライトの使いかた

作
操
の
部
各

1ライトの使いかた
ライト類が点灯するとメーター内の表示灯が
点灯します。
2表示灯 P.90

1ヘッドライト・車幅灯
車幅灯が点灯しているときはアクセサリーラ
ンプ✤、尾灯、番号灯も点灯します。

スイッチを にしたままパワーモードを
OFF モードにすると、運転席のドアを開けた
時にライト消し忘れ警告ブザーが鳴ります。
このとき、Honda スマートキーシステム、ま
たは、キーレスエントリーシステムですべて
のドア、テールゲートを施錠すると、ライト
が消灯します。

エンジンが停止しているときにライト類を点
灯したままにしていると、バッテリーあがり
の原因となります。
次ページに続く

ライトの使いかた

車外の明るさに応じて自動で点灯します。手動で点灯/消灯させることもできます。
パワーモードがONモードのとき、ライトス
イッチを #Yにすると自動点灯が作動し
ます。

■手動点灯 /消灯
ヘッドライト・車幅灯の点灯： 
ライトスイッチを にします。

車幅灯の点灯：
ライトスイッチを にして手を放します。
uヘッドライトは車外の明るさに応じて自動点灯します。 
u停車中に行うとヘッドライトは消灯します。低速でしばらく走行するか一
定以上の車速で走行するとヘッドライトの自動点灯が再開します。

u車幅灯の自動点灯を再開するにはスイッチを にしたあと、 #Yにし
ます。または、 にして手を離します。

■ヘッドライト・車幅灯
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1ヘッドライト・車幅灯
照度感知センサーは図の位置にあります。セ
ンサーの上にものを置かないでください。

a 照度感知部
ヘッドライト・車幅灯の消灯：
シフトポジションが (Pもしくはパーキングブレーキをかけて停車していると
き、ライトスイッチを $Eにして手を離します。
u発進すると車幅灯の自動点灯が再開します。低速でしばらく走行するか一
定以上の車速で走行するとヘッドライトの自動点灯が再開します。

ヘッドライトが点灯しているとき、レバーを前方に押すとハイビームに切り換
わります。手前に引くとロービームに戻ります。

■パッシング
レバーを手前に引くとハイビームが点灯し
ます。 
uレバーを放すとレバーはロービームの
位置に戻ります。

■ハイビーム
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次ページに続く

ライトスイッチがOFF以外のとき（AUTOの
ときは、車幅灯が点灯しているとき）に、
フォグライトスイッチを回して点灯するこ
とができます。

パワーモードをOFFモードにして、Hondaスマートキーシステム、およびキー
レスエントリーシステムですべてのドア、テールゲートを施錠すると、ヘッド
ライト、車幅灯、アクセサリーランプ✤、尾灯、番号灯やインストルメントパネ
ルの照明が消灯します。
u運転席ドアを開けると再び点灯し、ライト消し忘れ警告ブザーが鳴りま
す。

ライトスイッチを #YにしているときはパワーモードをOFF モードにすると
消灯します。

■フォグライト✤

■ヘッドライトオートオフ機能
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuハンドルまわりのスイッチ操作uライトの使いかた

1デイタイムランニングライト
デイタイムランニングライトと車幅灯は光源
を共用しています。

デイタイムランニングライトは車幅灯よりも
明るく点灯します。

車幅灯を手動点灯させたときはデイタイムラ
ンニングライトは点灯しません。

デイタイムランニングライトの ON/OFF 設定
を変更することができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111
デイタイムランニングライトは以下の条件をすべて満たしたときに点灯しま
す。
• パワーモードがONモード
• 車両の周囲が明るい
• ヘッドライトが消灯している

停車しているときにライトスイッチを $Eにして手を放すとデイタイムランニ
ングライトは消灯します。

車両を発進させると再び点灯します。

■デイタイムランニングライト
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1ヘッドライトレべリングダイヤル
車検などで光軸調節をするときは、ダイヤル
を (0の位置に戻してから行ってください。
ヘッドライトレべリングダイヤル
車幅灯、ヘッドライトが点灯していると
き、ヘッドライトの照らす方向（光軸）を下
向きに調節することができます。
光軸の調節はダイヤルを回して行います。
ダイヤルの数字が大きいほど光軸は下向き
になります。

■ダイヤル位置の目安
乗員の人数や荷物の量に応じて、下表を目安にダイヤル位置を選択してください。

※1 ：スロープ装備車

乗員やカーゴスペースの積載状況 ダイヤル位置
運転席のみ乗車時 0運転席と助手席に乗車時
4 名乗車時
3 名乗車時 (車いす利用者を含む )※1 1

4 名乗車でカーゴスペース満載時 2
運転席のみ乗車でカーゴスペース満載時 3
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1オートハイビーム
オートハイビームはあらゆる状況で作動する
機能ではありません。あくまでも、運転者を
アシストするための機能です。常に周囲の状
況を確認し、必要に応じて手動でハイビーム
とロービームを切り換えてください。

カメラが認識できる範囲や距離は周囲の状況
により変化します。

フロントガラス上部に装備されているカメラの
取り扱いについては下記を参照してください。
2フロントワイドビューカメラ P.347

オートハイビームを正しく動作させるために
次のことをお守りください。
• インストルメントパネルの上に光を反射す
るものを置かない

• カメラ付近のガラスはきれいにしておく
• フロントガラスのお手入れのときは、ガラ
スクリーナーがレンズに付着しないように
する

• カメラ付近のガラスにアクセサリー、ス
テッカーやフィルムを取り付けない

• カメラのレンズに触れない

カメラに強い衝撃が加わったときやカメラ周
辺の修理を行うときはHonda販売店にご相談
ください。
オートハイビーム
夜間走行時にフロントワイドビューカメラで前方車両のライトや街灯などを検
知し、状況に応じてヘッドライトのハイビームとロービームを自動で切り換え
るシステムです。
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1オートハイビームの使いかた
オートハイビームの ON/OFF 設定を変更する
ことができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111
次ページに続く

■システムの作動
以下の条件をすべて満たすとオートハイビーム表示灯が点灯し、状況に応じて
自動的にハイビームとロービームが切り換わります。

• パワーモードがONモード
• ライトスイッチが #Yの位置
• レバーがロービームの位置
• ヘッドライトが自動で点灯している
• 車両の周囲が暗い

上記の条件を満たしていてもオートハイビーム表示灯が点灯しないときは、続け
て以下のいずれかの操作を行うことで、オートハイビーム表示灯が点灯します。
• レバーを手前（パッシングの位置）に引いた後すぐに手を放す
• ライトスイッチを に回したあと、 #Yに戻す

■オートハイビームの使いかた

a オートハイビーム表示灯
b ライトスイッチ
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuハンドルまわりのスイッチ操作uオートハイビーム

1ハイビーム /ロービームの自動切り換え
次のような場合、ヘッドライトの切り換えタ
イミングが変化したり適切に切り換えが行わ
れない場合があります。運転者の感覚に合わ
ない場合は手動で切り換えを行ってくださ
い。
• 対向車や先行車のランプが明るい場合や暗
い場合、片側点灯や無灯火の場合

• 天候の状況（雨、雪、霧、フロントガラスの
霜など）

• 周囲にある街灯、電光掲示、信号機などの
光源が明るいとき

• 周囲の明るさが連続的に変わるとき
• カーブが多い道、起伏の激しい道路を走行
しているとき

• 前方の車両が突然現れたり、適切な方向を
向いていないとき

• カーゴスペースに重い荷物を積んで車が傾
いているとき

• 車両前方に標識やミラーなどの光を強く反
射するものがあるとき

• 中央分離帯、街路樹などで対向車が見え隠
れするとき

• 対向車や先行車が二輪車、自転車などのとき

フロントワイパーが高速（HI）作動していると
き、または、フロントワイドビューカメラが
濃霧と判断しているときは、ロービームが継
続します。
■ハイビーム /ロービームの自動切り換え
オートハイビームが作動しているとき、以下の条件によりハイビームとロー
ビームが自動で切り換わります。

■ハイビーム /ロービームの手動切り換え
ハイビームとロービームを手動で切り換えたい場合は、以下のいずれかの操作を行ってく
ださい。このとき、オートハイビーム表示灯が消灯し、オートハイビームが停止します。

レバーによる操作：
レバーを手前（パッシングの位置）に引いた後すぐに手を放す。または、レバー
を前方（ハイビームの位置）に押す。
uオートハイビームを復帰させる場合は、以下のいずれかの操作を行ってください。

• レバーを手前（パッシングの位置）に引いた後すぐに手を放す。
• レバーがロービームの位置のときにライトスイッチを に回した後、 #Yに
戻す。
このとき、オートハイビーム表示灯が点灯します。

ライトスイッチによる操作：
ライトスイッチを に回す。
uオートハイビームを復帰させる場合は、レバーがロービームの位置のとき
にライトスイッチを #Yに戻してください。このとき、オートハイビー
ム表示灯が点灯します。

ハイビーム ロービーム
以下の条件をすべて満たすとハイ
ビームに切り換わります。
• 車速が 30km/h以上
• 前方にライトを点灯した車両が
いない

• 前方に街灯などの光が少ない

以下の条件のいずれかを満たすと
ロービームに切り換わります。
• 車速が 24km/h以下
• 前方にライトを点灯した車両が
いる

• 前方に街灯などの光が多い
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1ワイパー/ウォッシャー

アドバイス
ワイパーを乾拭きさせないでください。
ガラスが傷付いたりブレードラバーを傷めた
りします。

アドバイス
ウォッシャー液が出ないときは、スイッチを
切ってください。
ポンプ故障の原因となります。

ワイパーには、内蔵モーターの保護機能を搭
載しています。
ワイパーモーターの負荷が大きい状態が続い
たときなどは、モーターの保護のため一時的
にワイパーが停止することがあります。数分
経過すると、通常通り使用できるようになり
ます。

c
寒冷時はフロントガラスが暖まるまで
ウォッシャー液を噴射させない。
ウォッシャー液が凍りついて視界の妨げと
なり、思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
次ページに続く

ワイパー/ウォッシャー

パワーモードがONモードのときに使用できます。
■MIST
レバーを押し上げている間、高速で作動し
ます。
霧や小雨のときに使用します。

■ワイパースイッチ（OFF、INT、LO、HI）
雨量に応じてワイパースイッチを切り換えて使
用します。

■間欠時間の調節✤

リングを回して、ワイパーの間欠時間を調
節します。

■ウォッシャースイッチ
レバーを手前に引くと、ウォッシャー液が
噴射します。
レバーを1秒以上引くとワイパーが作動しま
す。レバーを離すと数回ワイパーが作動し
て止まります。

■フロントワイパー/ウォッシャー

a MIST：（レバーを操作してい
る間作動）

b OFF：停止
c INT：間欠（雨量が少ないとき）
d LO：低速（普通の雨量のとき）
e HI：高速（雨量が多いとき）
f 間欠時間の調節✤

(-間欠間隔が長い
(+間欠間隔が短い

g ウォッシャー
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuハンドルまわりのスイッチ操作uワイパー /ウォッシャー

1ワイパー/ウォッシャー

間欠作動中は、車速が速くなると間隔が停止
時より数秒短くなります。
間欠時間を短いほうにいっぱいに回っている
状態で車速が速くなると、ワイパーが間欠か
ら低速作動に切り換わります。

アドバイス
寒冷時、凍結によりワイパーブレードがガラ
スに張りつくことがあります。
ワイパー故障の原因となりますので、デフロス
ターでフロントガラスを暖めてから、ワイパーを
作動させてください。

ワイパー作動中に雪などがたまりワイパーが
停止したときは、安全な場所に停車してくだ
さい。
ワイパースイッチを OFF、パワーモードをアク
セサリーモードまたはOFFモードにしてから、
ワイパーが作動できるように障害物を取り除い
てください。

間欠時間調節リング装備車
パワーモードがONモードのときに使用でき
ます。

■リヤワイパースイッチ（OFF、INT、ON）
雨量に応じてワイパースイッチを切り換え
て使用します。

■ウォッシャースイッチ
スイッチを まで回すと、ウォッシャー
液が噴射します。
スイッチを回している間はワイパーが作動
し、スイッチを離すと数回ワイパーが作動
して止まります。

■リバース連動モード
フロントワイパー作動中にシフトレバーを (Rに入れるとリヤワイパーが作動し
ます。

■リヤワイパー/ウォッシャー

a ON：低速作動
b INT：間欠作動
c OFF：停止
d ：ウォッシャー

フロントワイパーのレバー位置と作動モード リヤワイパーの作動モード
INT（間欠） 間欠作動
LO（低速） 連続作動HI（高速）
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1リヤデフロスター/ヒーテッドドアミラー✤スイッチ
この装置は消費電力が大きいので、曇りが取
れたらOFFにしてください。
また、エンジンの回転数が低いときに長時間使
わないでください。バッテリー容量が低下し、
エンジン始動に影響することがあります。

パワーモードをONモードにしたとき、外気温
が5℃以下の場合、ヒーテッドドアミラーのみ
約 10分間作動することがあります。

ヒーテッドドアミラー装備車
リヤデフロスター/ヒーテッドドアミラー✤ スイッチ
パワーモードがONモードのときにスイッチ
を押すと、リヤガラスとドアミラー✤ を暖
め、曇りをとることができます。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1ハンドルの調節

c
走行中にハンドル位置を調節しない。
走行中に調節すると、ハンドル位置が動
き、正確なハンドル操作ができないことが
あり、衝突して重大な傷害を負うおそれが
あります。ハンドルの調節は、必ず停車中
に行ってください。
ハンドルの調節
適切な運転姿勢で無理なくハンドルを握れるように、ハンドルの位置を調節す
ることができます。

1.ハンドル位置調節レバーを押し下げる。
uハンドル位置調節レバーは、ステアリ
ングコラムの左側にあります。

2.ハンドルの位置を調節する。
u調節した位置で、メーターや表示灯が
見えることを確認してください。

3.ハンドル位置調節レバーを引き上げ、ハ
ンドルを固定する。
u位置調節後、ハンドルに上下前後方向
の力を加え、ハンドルがしっかり固定
されていることを確認してください。

a 解除
b 固定
c 調節
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1ミラー類の調節
ミラー類の調節は走行前に行ってください。
ルームミラー
ルームミラーの角度は、正しい運転姿勢です
わった位置でミラーを調節してください。
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ドアミラー
ドアミラーの操作は、パワーモードが ON
モードのときに行います。

■角度調節
左右切り換えスイッチ：右か左を選択する
スイッチです。角度調節後、中央の位置に
戻します。
角度調節スイッチ：上下左右に鏡面を動か
すスイッチです。

■格納
格納スイッチを押すごとに ON と OFF が切
り換わります。格納スイッチ

の状態
ミラーの
状態

ON

OFF

a 格納スイッチ
b 左右切り換えスイッチ
c 角度調節スイッチ
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1オートリトラミラー✤

オートリトラミラーの機能は、マルチインフォ
メーションディスプレイのカスタマイズ機能で
ON/OFFを切り換えることができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

格納スイッチを押してドアミラーを格納した
場合、オートリトラミラー機能ではドアミ
ラーを元の位置に戻せません。
キーレスエントリーシステムや Honda スマートキーシステムでのドアの施錠や
解錠に連動して、パワーモードが OFF モードの状態でも、ドアミラーの格納や
元の状態への復帰が行えます。
格納するとき：
• Honda スマートキーの施錠ボタンを押す。
• Honda スマートキーを携帯し、ドアハンドルやテールゲートのロックボタン
を押して施錠する。

元の位置に戻すとき：
• Honda スマートキーの解錠ボタンを押す。
• Honda スマートキーを携帯し、運転席、助手席のドアハンドルを握るか、
テールゲートハンドルを押して解錠する。

• パワーモードをONモードにする。

■オートリトラミラー✤
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1サイドビューサポートミラー

アドバイス
ミラー表面の傷付きや曇りによる視界の妨げを
防止するために次のことをお守りください。
• ミラー表面に撥水剤やワックスを付着させ
ない

• 車外側ミラー表面が凍結しているときは解
氷剤やプラスチックの板を使用せずに、温
水や水道水を使って溶かす

• 砂の付いた布や油膜取り剤（コンパウンドな
ど）でミラー表面をこすらない

汚れや水滴を拭き取るときはきれいな布で拭
き取ってください。

水洗いでミラーの汚れが落ちない場合や、
誤ってワックスなどを塗布してしまった場合
は、家庭用中性洗剤を使って柔らかい布でミ
ラー表面を拭き取ってください。

見える範囲には限度がありますので、周囲の
安全は目視などで確認してください。

サイドビューサポートミラーの角度調節はで
きません。
サイドビューサポートミラー
助手席側ドアミラー前面と助手席側フロントピラー下部に付いているミラーに
より車両左側前方を見ることができます。

停車時や発進時、対向車とのすれ違いや路肩に寄せるときなど、車両左側前方
を確認するときに役立ちます。
車両左側前方の様子が車外側ミラーに映り、車内側ミラーに反射して見えます。

a 助手席側フロントピラー下部にあるミラー（車内側ミラー）
b 助手席側ドアミラー前面のミラー（車外側ミラー）
c 見える範囲
d 運転者の目線
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1サイドアンダーミラー

アドバイス
ミラー表面の傷付きや曇りによる視界の妨げ
を防止するために次のことをお守りくださ
い。
• ミラー表面に撥水剤やワックスを付着させな
い

• ミラー表面が凍結しているときは解氷剤やプ
ラスチックの板を使用せずに、温水や水道水
を使って溶かす

• 砂の付いた布や油膜取り剤（コンパウンドな
ど）でミラー表面をこすらない

汚れや水滴を拭き取るときはきれいな布で拭
き取ってください。

水洗いでミラーの汚れが落ちない場合や、
誤ってワックスなどを塗布してしまった場合
は、家庭用中性洗剤を使って柔らかい布でミ
ラー表面を拭き取ってください。

見える範囲には限度がありますので、周囲の
安全は目視などで確認してください。

サイドアンダーミラーは車両左側を見るため
に下向きになっています。

サイドアンダーミラーの角度調節はできませ
ん。
サイドアンダーミラー
助手席側ドアミラーの下部についています。停車時や発進前などに車両左側下
部を確認するときに役立ちます。

a サイドアンダーミラー
b 見える範囲
c 運転者の目線
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シートの調節
1フロントシート

フロントシートは、エアバッグからなるべく
離れた位置に調節してください。

同乗者もシートに深く腰かけ、背もたれから
背を離さないようにしてください。

サイドエアバッグがシートカバーによって
は、正常に機能できなくなります。
フロントシートへのシートカバー装着にあ
たってはHonda 販売店にご相談ください。

c
走行中にシートの調節はしない。
走行中に調節するとシートが必要以上に動く
ことがあり、思わぬ事故につながるおそれが
あります。調節は走行前に行い、確実に固定
されていることを確認してください。

シートを操作するときは、手や足などをは
さまないように十分注意する。

シートの下に物を置かない。
物がはさまってシートが固定されず、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
フロントシート
運転者は、正しい運転姿勢がとれるようにシートを調節します。
正しい運転姿勢とは、シートに深く腰かけた状態で、背もたれから背を離すこ
となくペダルを十分に踏み込め、ハンドル操作が楽にできる姿勢をいいます。
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次ページに続く

■シートの動かしかた

a 背もたれの角度調節
レバーを引き上げながら調節

b ヘッドレストの調節
• 高くするときは、引き上げる
• 低くするときは、ノブを押しながら下げる

c 前後位置の調節
レバーを引き上げながら、前後位置を調節

d 高さの調節（運転席）✤
レバーを繰り返し引き上げ / 引き下げし、高さを調節
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuシートの調節uフロントシート

1フロントシートの調節

w
SRS エアバッグからできるだけ離れた位
置までシートを下げる。
ハンドルやダッシュボードに近づきすぎる
と、フロントエアバッグが膨らむ際に重大
な傷害を受けたり、死亡したりするおそれ
があります。

背もたれを必要以上に倒さない。
背もたれを必要以上に倒すと、衝突したと
きに重大な傷害を受けたり、死亡したりす
るおそれがあります。

c
背もたれと背中の間にクッションなどを入
れない。
正しい運転姿勢がとれません。また、シート
ベルトなどの効果が十分に発揮されません。
■シート位置の調節
運転者とハンドルとの間に十分な距離をと
れるように、シートをできるだけ後ろに下
げます。
助手席の同乗者のシートも同様に、ダッ
シュボードのSRSエアバッグからできるだけ
離れた位置までシートを下げます。
シートの位置を調節したら、シートを前後に
揺すり、固定されていることを確認します。

■背もたれ角度の調節
シートに深く腰かけ、楽な姿勢ですわれる
ように背もたれを起こし調節します。
助手席の同乗者のシートも同様に、楽な姿
勢ですわれるように背もたれ角度を調節し
ます。

■フロントシートの調節

a 十分な距離をとる
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1リヤシート

c
走行中にシートの調節はしない。
走行中に調節するとシートが必要以上に動く
ことがあり、思わぬ事故につながるおそれが
あります。調節は走行前に行い、確実に固定
されていることを確認してください。

シートを操作するときは、手や足などをは
さまないように十分注意する。

c
シートの下に物を置かない。
物がはさまってシートが固定されず、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

1リヤシートの調節

c
スライドボードは、リヤシートと連動して
スライドします。
スライドボードで指や手をはさまないよう
にご注意ください。
荷物が倒れたり、はさまれたりすることが
あるのでご注意ください。
次ページに続く

リヤシート

リヤシートは、左右別々に調節することが
できます。

■シート位置の調節
前から調節する場合：
リヤシートの外側にあるストラップを引き
ながら、リヤシートの前後の位置を調節す
ることができます。

後ろから調節する場合：
カーゴスペースの床にあるストラップを引
きながら、リヤシートの前後の位置を調節
することができます。
スライドボードは、リヤシートと連動して
スライドします。

■リヤシートの調節

a ストラップ

スロープ非装備車

a ストラップ
b スライドボード
c カーゴリッド

N-BOX、N-BOX CUSTOM
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後ろから調節する場合：
カーゴスペースの床にあるカバーを開い
て、奥にあるストラップを引きながら、リ
ヤシートの前後の位置を調節することがで
きます。
スライドボードは、リヤシートと連動して
スライドします。

a カバー
b ストラップ
c スライドボード
d カーゴリッド

N-BOX JOY
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1リヤシートの調節

c
エンジンをかけた状態でシートを操作する
ときは、排気管の後方に立たない。
やけどなどの思わぬけがをすることがあり
ます。
次ページに続く

■背もたれの調節

レバーを引いて、背もたれの角度を調節し
ます。

ストラップを引いて、背もたれの角度を調
節します。

a レバー
レバーを引き上げながら調節

スロープ非装備車

a ストラップ
ストラップを引き上げながら
調節

スロープ装備車
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uuシートの調節uリヤシート

1座面をはね上げて固定する（チップアップ）

フットを格納した状態で座面を倒さないでく
ださい。

c
座面をはね上げたときや戻したときは、座
面を前後にゆすって確実に固定されている
ことを確認する。
固定されていないと、座面が前に倒れるお
それがあります。

座面を戻すときは、以下のことを確認する。
•ガイド周辺に異物がないか
•フロアマットがズレて、ガイドに乗り
上げていないか
•座面の下にものやシートベルトを置い
ていないか

異物をかみ込んだり、フットがガイドにき
ちんと入っていないと座面が確実に固定さ
れず、走行中に座面がはね上がり思わぬ事
故につながるおそれがあります。
座面は、左右別々にはね上げることができ
ます。

■座面のはね上げかた
1.ヘッドレストを下げる。
2.アームレスト✤ を起こす。
3.座面を引き上げる。
4.フットを格納する。
5.座面を背もたれに押しつけ、固定する。

■戻しかた
1.座面を手で押さえながら、フットをいっ
ぱいに開く。
u座面が前に倒れ込むので必ず手を添え
て操作してください。

2.座面に手を添えて静かに前方に倒して、
フットをガイドに入れる。
u座面を勢いよく倒すと、ガイドやフッ
クが破損するおそれがあります。

uガイドからフックが出ていることを確
認してください。

■座面をはね上げて固定する（チップアップ）
スロープ非装備車

a フット

a フック
b ガイド
c フット
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1背もたれの倒しかた

以下のような場合、ヘッドレストがシート
バックポケットに引っかかりやすいので注意
してください。
• フロントシートの背もたれを後ろに倒したとき
• シートバックポケットにものが入ったままリ
ヤシートを格納するとき

シートを格納するときは、シートの下にもの
やシートベルトを置いたまま操作しないでく
ださい。

背もたれを起こすときは、シートベルトを背
もたれではさみ込まないように注意してくだ
さい。
はさまれると正しく着用できません。

c
エンジンをかけた状態でシートを操作する
ときは、排気管の後方に立たない。
やけどなどの思わぬけがをすることがあり
ます。
次ページに続く

リヤシートを倒してカーゴスペースを広く
できます。 片側ずつ独立して行えます。

■倒しかた
1.ヘッドレストを下げる。
2.アームレスト✤ を起こす。
3.リヤシートを後方いっぱいに動かす。

2リヤシートの調節 P.183

4.フロントシートのシートバックテーブル
をたたむ。
2シートバックテーブル✤ P.202

5.背もたれのレバーを引き、前方に倒す。

■背もたれの倒しかた
スロープ非装備車

シートバックテーブル装備車

a レバー

共通操作
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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■戻しかた
1.背もたれを起こして固定する。
2.座面を手で押さえながら、フットをいっ
ぱいに開く。
u座面が前に倒れ込むので必ず手を添え
て操作してください。

3.座面に手を添えて静かに前方に倒して、
フットをガイドに入れる。
u座面を勢いよく倒すと、ガイドやフッ
クが破損するおそれがあります。

uガイドからフックが出ていることを確
認してください。

シートを元に戻したら、シートを前後にゆ
すり、固定されていることを確認します。

a フック
b ガイド
c フット
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1背もたれの倒しかた

シートを格納するときは、シートの下にもの
やシートベルトを置いたまま操作しないでく
ださい。

背もたれを起こすときは、シートベルトを背
もたれではさみ込まないように注意してくだ
さい。
はさまれると正しく着用できません。

c
エンジンをかけた状態でシートを操作する
ときは、排気管の後方に立たない。
やけどなどの思わぬけがをすることがあり
ます。
■倒しかた
1.ヘッドレストを下げる。

2. 背もたれのストラップを引き、前方に倒す。

■戻しかた
背もたれを起こして固定する。

シートを元に戻したら、シートを前後にゆ
すり、固定されていることを確認します。

■背もたれの倒しかた
スロープ装備車

a ストラップ
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1リアシートリマインダー
パワーモードを OFF モードにしたとき、お知
らせが行われ機能が終了します。

後席ドアを開閉した後、10 分以内にパワー
モードをON モードにしなかった場合は作動し
ません。

このシステムは後席の同乗者や荷物をセン
サーで検出するのではなく、後席ドアの開閉
の記録から後席に同乗者や荷物がある可能性
をお知らせします。

リアシートリマインダーが作動しないように
設定することができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111
リアシートリマインダー
後席の荷物などの置き忘れおよび同乗者を載せていることを、降車前に運転者
へお知らせする機能です。

■作動条件
• 後席ドアを開閉してからパワーモードを
ON モードにしたとき

• パワーモードがON モードのときに後席ド
アを開閉したとき

上記の条件をどちらか満たしパワーモードを
OFF モードにすると、ブザーが鳴り、マルチ
インフォメーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1ヘッドレスト

w
ヘッドレストは必ず正しい位置に調節する。
ヘッドレストの高さが適切でないと、ヘッ
ドレストの効果が低くなり、衝突したとき
に重大な傷害を受けるおそれがあります。

ヘッドレストを外した状態で走行しない。
衝突したときに重大な傷害を受けるおそれ
があります。
次ページに続く

ヘッドレスト

後頭部の中心が、ヘッドレストの中心に来る
ようにヘッドレストの高さを調節します。

高くするとき：ヘッドレストを引き上げます。
低くするとき：ノブを押しながら下げます。

■フロントシートのヘッドレストの調節

後頭部の中心がヘッドレストの
中心に

a ノブ
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uuシートの調節uヘッドレスト

1リヤシートのヘッドレストの位置変更

w
ヘッドレストを下げた状態で走行しない。
衝突したときに重大な傷害を受けるおそれ
があります。

スロープ装備車
乗車するときは、走行する前にヘッドレス
トを引き上げて、確実に固定します。

高くするとき：ヘッドレストを引き上げます。
低くするとき：ノブを押しながら下げます。

■リヤシートのヘッドレストの位置変更
スロープ非装備車

a ノブ

スロープ装備車

a ノブ
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1ヘッドレストの取り外しと取り付け

リアシートのヘッドレストは取り外しできま
せん。

スロープ装備車
ヘッドレストは、掃除や修理のために取り外すことができます。

ヘッドレストの取り外し：
ヘッドレストを引き上げ、ノブを押して取り外します。

ヘッドレストの取り付け：
ヘッドレストの脚を元の位置に差し込んでください。ノブを押しながらヘッド
レストの位置を適切な位置に合わせてください。ヘッドレストを軽く上下さ
せ、確実に固定します。

■ヘッドレストの取り外しと取り付け
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1アームレスト✤

アドバイス
アームレストに腰をかけたり荷物を載せるな
どの大きな力を加えないでください。
アームレストが破損するおそれがあります。

w
シートベルト着用時にアームレストに引っ
かけない。
万一のときにシートベルトの機能が発揮でき
ず、重大な傷害を負うおそれがあります。
アームレスト✤

前に倒して使います。

前に倒して使います。

■フロントシートアームレストの操作

■リヤシートアームレストの操作
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1室内灯
ドア連動で室内灯が点灯している場合は、ド
アを閉めると約30秒後に減光しながら消灯し
ます。
以下の場合も約 30秒後に消灯します。
• 運転席ドアを解錠してドアを開けなかった
とき

• パワーモードをOFFモードにしてドアを開け
なかったとき

室内灯の消灯する時間をカスタマイズするこ
とができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

また、以下の操作を行うと室内灯はすぐに消
灯します。
• 運転席ドアを施錠したとき
• パワーモードがOFFモード以外の状態でドア
を閉めたとき

• パワーモードをONモードにしたとき

バッテリーがあがるおそれがあるため、エン
ジンを停止しているときは、室内灯を長時間
点灯させないでください。

パワーモードが OFF モードのときにいずれか
のドアを開けたままにすると、約 15分後に室
内灯は消灯します。
次ページに続く

室内灯

■ON
ドア、テールゲートの開閉に関係なく室内
灯が点灯。

■ドア連動
以下のときに室内灯が点灯。
• いずれかのドア、テールゲートを開けた
とき

• 運転席ドアを解錠したとき
• パワーモードをOFF モードにしたとき

■OFF
ドア、テールゲートの開閉に関係なく室内
灯が消灯。

■室内灯スイッチ

a OFF
b ドア連動
c ON
d 室内灯スイッチ
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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夜間、車を停めて地図を見るときなどに使
用するライトです。
レンズを押すと点灯し、もう一度押すと消
灯します。

テールゲートを開けると点灯します。

■マップランプスイッチ

■カーゴスペース照明灯
スロープ非装備車

カーゴスペース照明灯スイッチ非装備車
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次ページに続く

■ドア連動
テールゲートを開けると点灯。

■OFF
テールゲートの開閉に関係なく消灯。

a OFF
b ドア連動
c カーゴスペース照明灯スイッチ

カーゴスペース照明灯スイッチ装備車



198

uu室内装備品u室内灯

作
操
の
部
各

■ドア連動
テールゲートを開けると点灯。

■OFF
テールゲートの開閉に関係なく消灯。

■スロープライトスイッチ
スロープ装備車

a OFF
b ドア連動
c スロープライトスイッチ
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1グローブボックス

w
走行中は必ずグローブボックスを閉める。
グローブボックスが開いていると、衝突し
たときに同乗者が重大な傷害を負うおそれ
があります。
次ページに続く

収納装備

ノブを引くと開きます。
■グローブボックス

a ノブ
b 引く
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1ドリンクホルダー

c
飲み物などを電装品にこぼさないように注
意する。
スイッチなどの電装品に飲み物がかかると
故障の原因となったり車両火災につながっ
たりするおそれがあります。
■フロントシート用ドリンクホルダー

フロントドアにあるドリンクホルダーは、
運転席側と助手席側にあります。

■ドリンクホルダー
運転席側

助手席側

ドア
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次ページに続く

■リヤシート用ドリンクホルダー
運転席側と助手席側にあります。

■リヤシート /車いす利用者用ドリンク
ホルダー✤

助手席側にあります。

スロープ非装備車

スロープ装備車
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1シートバックテーブル✤

アドバイス
シートバックテーブルには重いもの（約2kg 以
上）を置かないでください。重いものを置く
と、シートバックテーブルが格納されて、思
わぬけがをするおそれがあります。

アドバイス
コンビニフックが破損するおそれがあります
ので、重いもの（約 1kg 以上）や大きいものを
かけないでください。

テーブルが起こされている状態でフロント
シートの調節を行うと、テーブルが破損した
り、テーブルの上に置いているものが落ちた
りするなど、思わぬけがをするおそれがあり
ますので十分注意してください。

w
走行中は必ずシートバックテーブルを閉める。 
シートバックテーブルが開いていると、衝
突したときに同乗者が重大な傷害を負うお
それがあります。

c
使用するときは、確実に固定されているか
確認してください。 
使用中は、テーブルに手を突いたり、もたれ
かかったりしないでください。急にテーブル
が倒れ、思わぬけがのおそれがあります。
手前に引き上げて使用します。

使用後は、テーブル先端の中央部を押し下
げてもとの位置にもどします。

■シートバックテーブル✤

a コンビニフック
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1コンビニフック

アドバイス
コンビニフックが破損するおそれがあります
ので、重いもの（約 3kg 以上）や大きいものを
かけないでください。
次ページに続く

フックを手前に倒して使います。
軽い荷物をかけておくのに便利です。

カーゴスペースにあります。
軽い荷物をかけておくのに便利です。

■コンビニフック
センターコンソール

助手席側✤

スロープ非装備車
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1停止表示板入れ
収納可能な停止表示板のサイズは以下の通り
です。
• 長さ…427mm 以下
• 高さ…116mm 以下
• 幅…48mm 以下

1カーゴフロアボックス

c
走行中は荷物の出し入れをしない。
急ブレーキなどのときに思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
カーゴリッドの下に停止表示板入れがあり
ます。

カーゴリッドの下にカーゴフロアボックス
があります。

■停止表示板入れ

スロープ非装備車
N-BOX、N-BOX CUSTOM

a 停止表示板入れ

■カーゴフロアボックス

スロープ非装備車
N-BOX JOY

a カーゴリッド
b カーゴフロアボックス
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1タイダウンフック

c
走行中は荷物の出し入れをしない。
急ブレーキなどのときに思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
起こして使います。
荷物を固定するときに使います。

■タイダウンフック
スロープ装備車

a フック
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1その他の室内装備品

c
アクセサリーソケットやUSBジャックな
どの電装品に液体がかかったり、異物が
入ったりしないように注意する。
電装品に水がかかったり、ゴミやほこりな
どの異物が入ったりすると故障の原因と
なったり車両火災につながったりするおそ
れがあります。 

1アクセサリーソケット
シガレットライターは差し込まないでください。
発熱するおそれがあります。

消費電力 180W（15A）以下のアクセサリー
に、直流 12Vの電源を供給します。

バッテリーあがりを防ぐため、エンジンがか
かっている状態でご使用ください。

使用しないときは異物の侵入を防ぐためカ
バーを閉めてください。
その他の室内装備品

パワーモードがアクセサリーモードまたはONモードのときに使用できます。

■フロントコンソール
カバーを開けて使います。

■カーゴスペース
カバーを開けて使います。

■アクセサリーソケット

a カバー

a カバー

スロープ装備車
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1充電専用USB ジャック
接続した機器を車内に放置しないでください。

接続した機器の種類によっては充電できない
場合があります。

USB 延長コードを使用すると、充電できない
場合があります。

ハードディスクやカードリーダー、メモリ－
リーダーは機器およびデータが破損すること
があるため、使用しないでください。
誤って接続した場合はパワーモードを OFF
モードにしてから取り外してください。

データ破損のおそれがあるため、ファイルの
バックアップをおすすめします。
次ページに続く

充電する機器のUSBケーブルをUSBジャッ
ク (3.0A) に接続します。

■充電専用USB ジャック

a USBジャック
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1フロントシートヒーター✤

この装置は消費電力が大きいので、エンジン
が停止しているときは長時間使わないでくだ
さい。
バッテリーの容量が低下し、エンジン始動に
影響することがあります。

c
低温やけどに注意する。
次のようなかたは、低温やけどに十分注意
してください。
•乳幼児、お年寄り、体の不自由なかた
•皮膚の弱いかた
•疲労の激しいかた
また、毛布などの保温性の高いものをかけて使
用すると低温やけどをすることがあります。
パワーモードがON モードのときに使用でき
ます。

スイッチを押すたびに設定が切り換わりま
す。
1回目 - 高：インジケーターが 2個点灯
2回目 - 低：インジケーターが 1個点灯
3回目 -OFF：インジケーターが消灯

パワーモードを一度OFFモードにしてから再
度ONモードにしても、前回と同じ設定で復
帰します。

■フロントシートヒーター✤

a 助手席用スイッチ
b 運転席用スイッチ
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1スライドドアウィンドウサンシェード

以下の場合、サンシェードが破損するおそれ
があります。
• 斜めに収納したり、勢いよく収納する
• フックにかけたままスクリーン部分をめくる

c
フックにはサンシェード以外のものをかけ
たりしない。
サイドカーテンエアバッグが正常に作動し
なかったり、作動時にものが飛んだりして
けがをするおそれがあります。
また、走行中は窓を閉めてください。風に
あおられてサンシェードがフックから外れ
るおそれがあります。
次ページに続く

使用するときはノブを持って引き上げます。
サンシェードをフックにかけます。

■スライドドアウィンドウサンシェード

a フック
b ノブ
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1電動ウインチのリモコンの使いかた
リモコンは、特定小電力無線設備の技術基準
適合証明を受けています。以下のことをお守
りください。
• 日本国内でのみ使用する
• 分解しない
• 改造しない
• リモコンに印字されている技術基準適合表
示を故意に消去、改ざんしない
分解、改造したものを使用することは法律で
禁止されています。

リモコンの故障を防ぐため、下記の点をお守り
ください。
• 直射日光が当たる場所、高温、多湿の場所
に置かない

• リモコンを落としたり、重いものをのせない
• リモコンに液体をかけない
• 砂や埃を避ける
• 分解をしない
• 火であぶらない
• テレビ、オーディオなど磁気を帯びた機器
の近くに置いたりしない
■電源スイッチ
スイッチを押すとリモコンの電源が入

ります。
uインジケーターが赤く点灯します。
リモコンの スイッチを押してから約 6
秒以内に スイッチまたは スイッチを
押さないと、自動的にリモコンの電源が切
れます。

■電動ウインチのリモコンの使いかた
スロープ装備車

a インジケーター
b 乗車スイッチ（ スイッチ）
c 降車スイッチ（ スイッチ）
d リモコン
e スイッチ

入
出

電源

電源

電源
入 出
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1電動ウインチのリモコンの使いかた
操作中にリモコンのスイッチから指を離すと
「ピッピッ」と音がします。

作動距離が不安定になった場合は、電池の消
耗が考えられます。

スイッチを押したときにインジケーター
が点灯しない場合は、電池切れです。
2電動ウインチリモコンの電池交換 P.440

リモコンは微弱電波を使用しているため、周
囲の状況により作動範囲が変化することがあ
ります。また、周囲の電波状態により ま
たは スイッチを押しても電動ウインチが
作動しない場合があります。
そのときはリモコンの スイッチを押し
直した後、再度 または スイッチを押し
て動かしてください。

リモコンは、リモコンカバーのバンドで車い
すのハンドル等に固定することができます。

電源

出
入

電源
出 入
次ページに続く

■乗車スイッチ（ スイッチ）
スイッチを押している間、電動ウインチ

が作動し、ウインチベルトが巻き取られま
す。
uインジケーターが緑に点滅します。
■降車スイッチ（ スイッチ）
スイッチを押している間、電動ウインチ

が作動し、ウインチベルトが引き出されま
す。
uインジケーターが緑に点滅します。

スイッチや スイッチを押している間
は電動ウインチが作動します。停止したい
場合は スイッチや スイッチから指を
離してください。

a ウインチベルト

入
入

出
出

a リモコンの作動範囲

入 出

入 出
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1.固定金具を持ち、ボタンを押しながら固
定溝にスライドさせる。

2.固定金具を「カチッ」と音がするまで回
し、ホルダープレートに確実に固定され
ていることを確認する。

■固定ベルトの取り付けかた
スロープ装備車

a 固定溝
b ホルダープレート

a 固定ベルト
b ボタン
c 固定金具
d 固定溝
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次ページに続く

■取り外しかた
固定金具を持ち、ボタンを押しながらスラ
イドさせて固定溝から取り外す。
u車いすを乗せないときは、固定ベルト
をカーゴスペース右側のポケット等に
収納してください。

a 固定金具
b ボタン
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1スロープの扱いかた

アドバイス
スロープの上では１ヵ所に重さが集中しない
ようにする。
傷や破損の原因となります。

スロープの耐荷重を超えないようにしてくだ
さい。
スロープの耐荷重（200kg：車いすを含む）を
超えないようにしてください。スロープを損
傷するおそれがあります。

c
スロープを操作するときは、以下のことに
注意する。
•傾斜のない平らな所で行う
•手などをはさまないように十分注意する
•スロープは最後まで引き出し、完全に
接地した状態で使用する
•スロープを引き出した状態で車を走行
しない
•降雨時または積雪時はスロープが滑り
やすくなるので注意する
■直立位置に格納されたスロープを降ろす
1.バックドアを開ける。
2.スロープを手で押さえながら、ノブを引
いて左右のスロープロックを回転させて
解除する。
u解除後のスロープロックは垂直の向き
で確実に固定してください。

uノブの穴が赤くなっていないことを確
認してください。

■スロープの扱いかた
スロープ装備車

a 穴
b ノブ
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次ページに続く

3.操作グリップを持って手前に倒し、スライ
ド式のスロープを引き出し地面に降ろす。
uスロープが地面に接地していることを確
認するまでは手を放さないでください。

■室内側に格納されたスロープを降ろす
1.バックドアを開ける。
2.ストラップでスロープを引き上げ、倒れ
ないように支えながら操作グリップに持
ち替える。

a スロープ
b 操作グリップ

a ストラップ
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1直立位置にスロープを格納する

アドバイス
スロープロックが確実に固定されていない状
態でバックドアを閉めるとノブが当たりス
ロープロック及びバックドアの損傷の原因に
なります。

引き出したスロープが確実に収納されている
か確認してください。
3.操作グリップを持って手前に倒し、スライ
ド式のスロープを引き出し地面に降ろす。
uスロープが地面に接地していることを確
認するまでは手を放さないでください。

■直立位置にスロープを格納する
1.操作グリップを持って、スロープを持ち
上げ、スライドさせて起こす。

a スロープ
b 操作グリップ

a スロープ
b 操作グリップ
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次ページに続く

2.スロープを手で押さえながら、ノブを引
いて左右のスロープロックを回転させて
固定する。
uスロープは確実に固定してください。
uノブの穴が赤くなっていないことを確
認してください。

a 穴
b ノブ
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1室内側にスロープを格納する

アドバイス
スロープの損傷の原因になりますので、室内
側にスロープを格納する際は、以下のことを
確認してください。
• 固定ベルトは必ず外し、車内のポケットな
どに収納してください。

• スロープの下に物がないことを確認してく
ださい。
■室内側にスロープを格納する
スロープを室内側に倒して格納することが可能です。

1.スロープを手で押さえながら、ノブを引
いて左右のスロープロックを回転させて
解除する。
u解除後のスロープロックは垂直の向き
で確実に固定してください。

uノブの穴が赤くなっていないことを確
認してください。

a 穴
b ノブ
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2.ストラップを持ち、ゆっくりと室内側に
倒す。

a ストラップ
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1車いすの乗せかた、降ろしかた

w
車いすは必ず車いす固定装置で固定する。
確実に固定されていないと、ブレーキや衝
突のときなどに車いすが動いたり、倒れた
りして重大な傷害を受けたり死亡すること
があります。

c
車いすの乗降や固定操作をするときは、必
ずエンジンを止める。
不意に車が動き出したりして、思わぬけが
をすることがあります。

車いすの乗降や固定操作は介護する人が行う。
車いすに座っている人が自力でスロープを
走行したり、固定操作を行うと、スロープ
から落ちたり、体の一部をはさんだりして
けがをするおそれがあります。

車いす乗車後にフロントシートを後方にス
ライドさせるときは、後ろに十分注意して
スライドしてください。
車いすの乗せかた、降ろしかた
車いすの乗降や固定操作は平坦な場所で、周囲の安全を十分確認してから行っ
てください。

車いすを乗せる前に
1.パーキングブレーキがかけてあること
と、シフトレバーが (Pに入っていること
を確認する。

2.リヤシートの背もたれを倒す。
2背もたれの倒しかた P.189

3.スロープを降ろす。
2スロープの扱いかた P.214

■車いすの乗せかた

スロープ装備車
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1車いすの乗せかた

c
ウインチベルトの操作は、電動ウインチ付
近に人がいないことを確認して行う。

ウインチベルトを急に離すといきおいよく
巻き取られるので、フックを持ってゆっく
りと巻き取らせる。

ウインチベルトを床面に放置しない。
乗員がつまずいてけがをしたり、ベルトを
傷めるおそれがあります。所定の場所に収
納してください。

車いすを車の所定の位置に乗せるときは、
座っている人の頭や手足の位置を確認しな
がら行い、車両にぶつかったり、車いすと
の間にはさまれないように十分注意する。

介護する人が車両に頭をぶつけないように
十分注意する。
次ページに続く

車いすを乗せる
1.車いすをスロープの目印を目安にスロー
プ中央に停車させ、車いすのブレーキを
かける。

2. スイッチを押してシステムを
「ON」にする。（「ピッ」と音がして表示灯
点灯）
u スイッチを押してから約1 分間、
ベルトフリーなどのスイッチ操作が無い
場合は自動的に主電源が切れます。（表示
灯消灯）

a 目印

a スイッチ（表示灯点灯）主電源

主電源

主電源
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1車いすの乗せかた
電動ウインチは車いすの乗降を補助するもの
で、自動で乗降する装置ではありません。

電動ウインチユニットに飲み物などをこぼさ
ないでください。
ウインチが作動しなくなるおそれがあります。

リヤシートに乗車する場合は、電動ウインチ
ユニットを踏まないでください。
ウインチが作動しなくなるおそれがあります。

ベルトフリー作動中にウインチベルトが引き
出せないとき、または表示灯が点滅したとき
は、 スイッチを押してもベル
トを引き出すことができません。
2ベルトフリースイッチを押してもベルトが
引き出せないとき P.499

ベルトフリー
3. スイッチを 1 秒間押す。
「ピーッ」と音がして表示灯が点灯します。
uベルトフリー作動中は「ピッピッ・・・
ピッピッ・・・」と音が続きます。

4.フロントシートの下にあるウインチベル
トのフックをホルダーから取り出す。
uフックを取り出す際は、フロントシー
トを前にスライドさせてください。
2フロントシート P.180

a スイッチ
（表示灯点灯）
ベルトフリー

ベルトフリー

a ウインチベルトのフック
b ホルダー
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次ページに続く

5.ウインチベルトのフックを引き出して、
ベルトがねじれないように車いすの前輪
側のフレームやフックにかける。
uウインチベルトは、イラストを参考に
して通してください。
2ベルトフリースイッチを押してもベルト
が引き出せないとき P.499

a リヤシート背面ロッドの上
b ウインチベルト
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uu室内装備品u車いすの乗せかた、降ろしかた

1車いすの乗せかた

電動ウインチ停止中に スイッ
チを押すことで車いすの乗車速度の変更ができ
ます。
ボタンを押し込むとベルトを巻き取る速度が
速くなります。
通常の速度に戻す場合は再度ボタンを押して
ください。

車輪止めを越えないようにゆっくり乗車させ
てください。電動ウインチに当たり、損傷す
るおそれがあります。

c
電動ウインチで車いす以外のものを引き上
げない。
電動ウインチの故障やベルトの損傷につな
がったり、思わぬ事故の原因になるおそれ
があります。

ベルト巻取速度

a スイッチベルト巻取速度
6.車いすのブレーキを解除する。
7.リモコンの スイッチを押しインジ
ケーターが点灯後、 スイッチを押しな
がら介護する人が車いすをしっかりと支
えて車内に乗せる。
2電動ウインチのリモコンの使いかた P.210

8.車いすの前輪が車輪止め付近にくるまで
ゆっくり前進する。
後輪中央を床面のマークを目安として停
車してください。
uリヤシート下部が車輪止めになります。

電源
入

a リヤシート下部
b マーク
c 前輪
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1車いすの乗せかた

w
車いす本体のブレーキを必ずかける。
確実にかかっていないと、ブレーキや衝突
のときなどに車いすが動いたり、倒れたり
して重大な傷害を受けたり死亡することが
あります。

c
走行する前に、車いすが確実に固定されて
いることを確認する。
確実に固定されていないとブレーキや衝突
のときなどに車いすが動いたり、倒れたり
して傷害を受けるおそれがあります。

走行する前に、 スイッチを押して
「OFF」にする。

主電源
次ページに続く

車いすを固定する
1.固定ベルトを取り付ける。

2固定ベルトの取り付けかた P.212

2.固定ベルトのバックルのレバーを押し、
ベルトをゆるめる。

3.固定ベルトのフックを車いす後側（後部）
のフレームやフックにかける。

4.調整側のベルトを引っ張り、たるみをな
くす。
uフックを軽くゆさぶり、ベルトにたる
みがないことを確認してください。

5. リモコンの スイッチを押しインジケー
ターが点灯後、 スイッチを「ピーピー
ピー」と音がするまで押し続けた後、車いす
をゆすり確実に固定されていることを確認す
る。
2電動ウインチのリモコンの使いかた P.210

6. 車いすのブレーキをかけ車輪をロックする。

a 固定ベルト
b ゆるめる
c たるみをとる
d バックルのレバー

電源
入
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uu室内装備品u車いすの乗せかた、降ろしかた

1車いすの乗せかた

w
バックドアを閉めるときは、車いすに座っ
ている人の頭にぶつけないように十分注意
する。

c
車いす乗車スペース内には車いすに座った
人以外の人を乗せない。
ブレーキや加速、衝突のときなどにけがを
するおそれがあります。
7. スイッチを押してシステムを
「OFF」にする。

8.シートベルトを着用する。
2三点式シートベルトの着用 P.74

スロープを格納する
1.直立位置にスロープを格納する。

2スロープの扱いかた P.214

2.バックドアを閉める。

a スイッチ（表示灯消灯）主電源

主電源
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1車いすの降ろしかた

c
車いすを車から降ろすときは、座っている
人の頭や手足の位置を確認しながら行い、
車両にぶつかったり、車いすとの間にはさ
まれないように十分注意する。

介護する人が車両に頭をぶつけないように
十分注意する。

介護する人はスロープの途中で車いすから
手を離さない。
次ページに続く

車いすを降ろす前に
1.パーキングブレーキがかけてあること
と、シフトレバーが (Pに入っていること
を確認する。

スロープを降ろす
2スロープの扱いかた P.214

車いすの固定を解除する
1.シートベルトを外す。

2三点式シートベルトの着用 P.74

2.固定ベルトのバックルのレバーを押し、
ベルトをゆるめてフックを車いすから取
り外す。

3.  固定ベルトを取り外す。
2取り外しかた P.213

■車いすの降ろしかた

a 固定ベルト
b バックルのレバー
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1車いすの降ろしかた

ウインチベルトを収納するときは、リモコン
を使わずに収納してください。
リモコンを使うと、電動ウインチシステム
が、車いすが乗っていると認識し、落下防止
の状態となります。
そのため、 スイッチを押して
もベルトが引き出せなくなります。
2ベルトフリースイッチを押してもベルトが
引き出せないとき P.499

c
ウインチベルトの操作は、電動ウインチ付
近に人がいないことを確認して行う。

ウインチベルトを床面に放置しない。
乗員がつまずいてけがをしたり、ベルトを
傷めるおそれがあります。所定の場所に収
納してください。

ベルトフリー
車いすを降ろす
1. スイッチを押してシステムを「ON」にする。
2.車いすの車輪のブレーキを解除する。
3.リモコンの スイッチを押しインジケーターが点灯後、 スイッチを押
しながら介護する人がゆっくりと車いすを引き、車外へ降ろす。
u スイッチを押してもベルトがゆるまない場合は、車いすを押しなが
ら スイッチを押してください。

2電動ウインチのリモコンの使いかた P.210

2ウインチベルトが作動しないとき P.495

4.車いすがスロープから完全に降りていることを確認し、車いすのブレーキを
両輪ともかける。
u車いすの前輪がスロープ後端から 10cm程度の距離で停めてください。

5.リモコンの スイッチを押しインジ
ケーターが点灯後、 スイッチを押しな
がら、フックを持ち車いすから取り外す。

6.フックを持ち、リモコンを使わずに、ウ
インチベルトがねじれないようにゆっく
りと巻き取らせます。

主電源

電源 出

出
出

a フック

電源
出
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1車いすの降ろしかた
ウインチベルトのフックがホルダーに届かな
くなった場合は、 スイッチを
押すと収納しやすくなります。

ベルトフリー
7.フックをホルダーに収納できる長さまでウ
インチベルトを巻き取らせて、ベルトを手
で押さえながらホルダーに収納する。
uフックを収納する際は、フロントシー
トを前にスライドさせてください。
2フロントシート P.180

8. スイッチを押してシステムを「OFF」
にする。

スロープを格納する
1.スロープを格納する。

2スロープの扱いかた P.214

2.バックドアを閉める。

a ウインチベルトのフック
b ホルダー

a スイッチ（表示灯消灯）主電源

主電源
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エアコン
エアコンの吹き出し口
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1オートエアコンの使いかた
オート（AUTO）で使用中いずれかのスイッチを
押すと、押したスイッチの機能が優先されます。
このとき #Yの表示灯は消灯しますが、押
したスイッチ以外の機能は自動制御されます。

外気温が低いときは、冷風の吹き出しを防ぐ
ため、 #Yを押してもすぐにファンが回転
しないことがあります。

炎天下に駐車していたときは、窓を開けて熱気
を追い出しながら、冷房を開始してください。

設定温度表示で「Lo」は最大冷房を、「Hi」は最
大暖房を示します。

を押すたびに ON や OFF に切り換わりま
す。ONするとOFF する前の状態に戻ります。

急な上り坂などでは、走行性能を優先するた
め、エアコンが作動しないことがあります。

アイドリングストップ中は、冷暖房機能が停止
し、送風機能のみが作動します。冷暖房機能を
停止させたくないときは、ECONスイッチを押
して ECON モードを OFF にしてください。ア
イドリングストップ機能がOFFになります。
2アイドリングストップシステムのON/OFF 

P.253

ECON モードのときは、走行中にエアコンの効
きが弱くなる場合があります。
次ページに続く

オートエアコンの使いかた
エンジンを始動してから使用します。
1. #Yを押す。
2.温度調節ダイヤルで温度を調節する。
3.停止するときは、 を押す。

a ファンスピード切り換えスイッチ f スイッチ
b 温度調節ダイヤル • 上半身送風
c 内外気切り換えスイッチ • 足元送風、上半身送風
d #Yスイッチ • 足元送風
e [Qスイッチ • 足元送風、窓ガラスの曇り取り

g スイッチ

MODE
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1オートエアコンの使いかた
パワーモードをONモードにしたときには、前
回と同じ設定になります。また、Honda ス
マートキーに刻印されている番号ごとにエア
コンの設定を記憶します。
■内気 /外気の切り換え
状況に合わせて を押して、内気 /外気を切り換えます。
• 内気（表示灯点灯）：トンネルや渋滞などで、汚れた空気を車内に入れたくな
い場合

• 外気（表示灯消灯）：換気を行う場合

■除湿暖房
暖房中に [Qを押すと、除湿暖房となります。
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1前面・側面ガラスの曇り止め（デフロスター）の
使いかた
設定温度を最大冷房付近にしないでください。
冷風が前面ガラスに当たると、ガラスの外側
が曇ることがあります。

霜が取れたら、ただちに外気導入に切り換え
てください。
内気循環で使い続けると車内の湿気で窓ガラ
スが曇り、視界の妨げになります。

アイドリングストップ中に を押すと、エン
ジンが自動的に再始動します。
を押すとエアコンが作動し、自動的に外
気導入に切り換わります。

をもう一度押すと曇り止めが停止し、前
の状態に戻ります。

■急速に霜を取りたいとき
1. を押す。
2. を押す。

■前面・側面ガラスの曇り止め（デフロスター）の使いかた

a 外気導入（表示灯消灯）

a 内気循環（表示灯点灯）
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オートエアコンのセンサー
オートエアコンには、センサーが付いてい
ます。センサーの上にものを置いたり、水
をかけたりしないでください。

a センサー

a センサー



オーディオ
この車両はメーカーオプションのオーディオを装備していません。
この車両で利用可能なオーディオについては、Honda 販売店に

ご相談ください。
235
オーディオ装置
アンテナ ............................................. 236
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オーディオ装置
1アンテナ

アドバイス
自動洗車機を使用するときは、アンテナを取
り外してください。
アンテナを格納した状態で自動洗車機を使用
すると、アンテナが破損することがありま
す。また、取り外したアンテナは紛失しない
ようにしてください。

アンテナの破損を防ぐために、次のような場
合は、アンテナを格納してください。
• 駐車場の天井などにアンテナが当たるとき
• ボディーカバーをかけるとき
アンテナ

マイクロアンテナは格納、取り外しができ
ます。
ラジオを受信するときは、アンテナを節度
感のあるところまで立ててください。

■マイクロアンテナ

a 取り外す
b 格納する



運転
この章では、運転操作、給油などについて記載しています。
237
運転の前に ............................................. 238
運転操作
エンジンの始動 .................................. 240
走行時の注意点 .................................. 243
無段変速オートマチックについて...... 246
シフト操作.......................................... 247
ECONスイッチ.................................. 251
アイドリングストップシステム ......... 252
VSA（ビークルスタビリティアシスト）... 257
アジャイルハンドリングアシスト...... 259
4WD（四輪駆動機構）✤ ....................... 260

Honda SENSING ................................ 261
各機能を作動させるためのスイッチと
表示................................................... 262

✤：タイプやオプションなどにより、装備が異な
衝突軽減ブレーキ（CMBS）.................264
踏み間違い衝突軽減システム ..............274
急アクセル抑制機能✤ ..........................280
路外逸脱抑制機能 ................................285
歩行者事故低減ステアリング ..............294
渋滞追従機能付アダプティブクルーズコ
ントロール（ACC）.............................302
車線維持支援システム（LKAS）............324
先行車発進お知らせ機能 .....................336
標識認識機能 .......................................341
フロントワイドビューカメラ ..............347
ソナーセンサー ...................................349

ります。
ブレーキ操作
ブレーキシステム ............................... 350
ABS（アンチロックブレーキシステム）... 359

電子制御ブレーキアシスト................. 360
エマージェンシーストップシグナル ....361

駐停車操作
駐車する ............................................. 362
パーキングセンサーシステム ............. 364

リアワイドカメラシステム✤ .................. 369
マルチビューカメラシステム✤ ............... 370
給油 ........................................................ 384
ターボ車✤ について................................ 387
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運転の前に
1車外での確認項目

アドバイス
ドアが凍結しているときは、無理にはがさず
お湯をかけて溶かしてください。
無理にはがすと、ドアまわりのゴムがはがれ
ます。お湯をかけた後は、凍結防止のため、
水分をよく拭き取ってください。

ドアのキー穴部には、お湯をかけないでください。
凍結すると、キーが差し込めなくなります。

エンジンルーム内に可燃物の置き忘れや、燃
えやすいものがないか確認してください。
車両を長期間使用しなかった場合や、メンテナン
スの後は、特に注意してください。火災などの思
わぬ事故につながるおそれがあります。

1車内での確認項目
運転者は、携帯電話を走行中に使用しないで
ください。
運転者が運転中にハンズフリー以外の携帯電
話を使用することは、法律で禁止されていま
す。 運転中の使用により周囲の状況に対する
注意が不十分になると、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

車に合ったフロアマットをお使いください。
運転の準備
運転を始める前に下記の項目を確認してください。

• 窓やミラーの視界、灯火器類の光をさえぎるものがないか？
u霜、雪、氷が付着している場合は取り除きます。
u屋根に雪が積もっている場合は、走行時に滑り落ちて視界をさえぎる可能
性があるため取り除きます。
氷結しているときは、氷が溶けてから取り除いてください。

u足回りに氷塊が付着している場合は、部品を損傷しないよう注意しながら
取り除きます。

• ボンネットは完全に閉まっているか？
u走行中にボンネットが開くと、視界がさえぎられて危険です。

• タイヤは正常か？
u空気圧、亀裂、損傷や異常な摩耗がないか確認します。

2タイヤの点検と整備 P.417

• 車の周囲に子供はいないか？
車の周りに障害物はないか？
u運転席から見えない死角や、バックミラーでは確認できない死角がありま
すので、乗車する前に確認します。

• フロアマットがペダルに引っかかっていないか？
• フロアマットが固定されているか？
• フロアマットを重ねていないか？
uブレーキやアクセルの操作が確実にできないおそれがあり危険です。

■車外での確認項目

■車内での確認項目
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運
転

• 積み込んだ荷物が適切に固定されているか？
u不適切な荷物の積み込みは、タイヤに負担をかけたり走行中のバランスを
維持できず危険です。

• 荷物はシートの高さを越えていないか？
u後方視界を妨げたり急ブレーキのときに荷物が飛び出したりするおそれが
あり危険です。

• フロントシートの足元にものを置いていないか？
• 動物を乗せるときは、動きまわらないようにしているか？
u運転の妨げになったり、急ブレーキのときなどに思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

• ドア、テールゲートが確実に閉まっているか？
u走行前にすべてのドア、テールゲートが完全に閉まり、正しく施錠されて
いることを確認します。
2車内での施錠 /解錠 P.140

• シート位置などが適切に調節されているか？
u不適切なシート位置での走行は危険です。

2シートの調節 P.180

• ルームミラー、ドアミラー、ハンドルは適切に調節したか？
u正しい運転姿勢ですわり、それぞれ適切な位置に調節します。

2ミラー類の調節 P.175

2ハンドルの調節 P.174

• すべての乗員がシートベルトを締めているか？
uすべての乗員は必ずシートベルトを着用します。

2シートベルトの着用 P.34

• エンジンを始動したとき、メーターに異常を示す警告灯などが点灯していないか？
u異常を示す警告灯の異常を解決してから走行します。

2警告灯 P.83
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運転操作
1エンジンの始動

寒いときのエンジンの始動は、すべての電気
アクセサリーをOFFにしてから行います。
寒いときのエンジンの始動は、バッテリーの
消耗を防ぐためライト類、エアコン、リヤデ
フロスターなどの電気アクセサリーをすべて
OFF にしてから行ってください。

排気音が変わったり、車内でガソリンや排気
ガスのにおいが消えないときは、排気系や燃
料系の異常が考えられます。
Honda 販売店で点検を受けてください。

はエンジンが始動する
まで押し続ける必要はありません。

w
バッテリー液が不足しているときは、エン
ジンを始動しない。
バッテリーが破裂するおそれがあります。

c
エンジンを始動するときは、ブレーキペダ
ルをしっかりと踏む。

ENGINE START/STOP
エンジンの始動
1.パーキングブレーキスイッチをゆっくり
と確実に引き上げる。
uパーキングブレーキがかかっている
と、スイッチのインジケーターとメー
ター内 のブレーキ警告灯（レッド）が約
30秒間点灯します。

2.シフトポジションが (Pであることを確認
し、右足でブレーキペダルを踏む。
u (Nでも始動できますが、安全のため駆動
輪が固定される (Pで行ってください。

a パーキングブレーキスイッチ

a ブレーキペダル
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運
転

1エンジンの始動
Honda スマートキーの電池が切れたときは、
キーで に触れてくださ
い。
2 Hondaスマートキーの電池が切れたとき 

P.461

Honda スマートキーが強い電波を受けている
と、エンジンが起動しないことがあります。

エンジンがかからない場合は、30 秒以上待っ
てから操作してください。

車を盗難から守るため、イモビライザーシス
テムのキーを採用しています。
そのため、あらかじめ登録されたキーでない
とエンジンの始動ができません。
2イモビライザーシステム P.154

ENGINE START/STOP
次ページに続く

3.アクセルペダルを踏まずに、
を押す。ENGINE START/STOP
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1発進時の操作

パーキングブレーキスイッチの操作で解除す
ることもできます。
下り坂の場合、アクセルペダルを踏まずに
パーキングブレーキを手動で解除すると、よ
りスムーズに発進することができます。

c
アクセルペダルを踏んだまま、シフトレ
バーを操作しない。
急発進して思わぬ事故の原因となります。

1ヒルスタートアシストシステム
緩やかな坂道ではシステムが作動しないこと
があります。
1.右足でブレーキペダルを踏んだまま、シフトポジションを (Dにする。
u後退する場合は (Rにします。

2.パーキングブレーキをかけたまま、ブレーキペダルを離して、アクセルペダ
ルをゆっくりと踏む。
uブレーキ警告灯（レッド）が消灯したことを確認してください。
u運転席シートベルトを装着していないと、発進時でも電子制御パーキング
ブレーキは自動解除されません。
2電子制御パーキングブレーキ P.350

■ヒルスタートアシストシステム
急な坂道からの発進をするときに、ブレーキペダルから足を離した後、ブレー
キ力を約1 秒間保持することで車両の後退を緩和し、発進を容易にするシステム
です。

車が完全に停止しているとき、エンジンを切ることができます。
1.ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトポジションを (Pにする。
2. を押す。

■発進時の操作

■エンジンの停止

ENGINE START/STOP
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運
転

1走行時の注意点
走行中はエンジンを停止しないでください。
下記のような状態になり危険です。
• ブレーキの倍力装置が作動しないため、ブ
レーキの効きが悪くなる

• パワーステアリングのパワー装置が作動しな
いためハンドル操作が重くなる

走行中はシフトポジションを (Nにしないでく
ださい。
エンジンブレーキが全く効かず、思わぬ事故
の原因となります。

車を移動するときは、必ずエンジンを始動し
てください。
下り坂を利用しての移動などは、思わぬ事故
の原因となります。

1,000km走行するまでは、エンジンや駆動系
の保護のため急発進、急加速を避け、控えめ
な運転をしてください。
次ページに続く

走行時の注意点

霧が出たときは視界が悪くなります。昼間でもヘッドライトを下向きで点灯
し、中央線、ガードレール、前走車のテールランプなどを目安にして、速度を
落として走行してください。

風が強く車が横に流されるようなときは、ハンドルをしっかり握り、速度を
徐々に落として進路を立て直します。
トンネルの出口、橋、土手の上、山を削った切り通しの走行時や大型トラック
の追い越し時などには、特に横風の影響を受けやすいため、十分に注意してく
ださい。

■霧が出たときは

■風が強いときは
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1雨が降っているときは
ハイドロプレーニング現象に注意してください。
ハイドロプレーニング現象とは、路面が水で
おおわれているところを高速で走行したとき
に、タイヤと路面の間に水の膜ができ、タイ
ヤが浮いてハンドルやブレーキが効かなくな
る状態のことをいいます。
雨天時は路面が滑りやすくなっているため、急ブレーキ、急加速、急ハンドル
を避け通常より注意深く運転してください。
わだちなどの水のたまりやすい場所ではハイドロプレーニング現象を起こしや
すくなります。

冠水路などの深い水たまりは走行しないでください。エンジンや駆動系の破
損、電装品の故障につながるおそれがあります。

■雨が降っているときは
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運
転

1その他の注意点

アドバイス
停車中や極低速のときハンドル操作を繰り返
したり、ハンドルに力をかけ保持するなどし
て EPS（電動パワーステアリング）システムの
温度が上昇すると、システム保護のためパ
ワー装置のはたらきを制限するので、ハンド
ル操作が徐々に重くなります。
システムの温度が下がると復帰しますが、シ
ステム保護がはたらくような使いかたを断続
的に繰り返すと、システム破損の原因となり
ます。

c
シフトダウンする際の車速には、十分注意
する。
滑りやすい路面では、急激なエンジンブレーキ
がタイヤのスリップを招くことがあります。

7 速マニュアルシフトモード装備車
走行中、床下に強い衝撃を受けたときは、思わぬ事故につながるおそれがある
ため、ただちに安全な場所に停車してブレーキフルードや燃料の漏れ、各部に
損傷がないかを確認してください。

■その他の注意点
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運
転

1クリープ現象
エンジン回転が上がるとクリープ現象が強くな
ります。エンジン回転が上がったときは、ブ
レーキペダルをしっかりと踏んでください。

上り坂での停車時、クリープ現象による前進
の力よりも、後退しようとする力のほうが大
きくなり、車が後退する場合があります。
ブレーキペダルを踏み、パーキングブレーキ
をかけてください。

1キックダウン
上り坂などでアクセルペダルを踏み込んだと
き、キックダウンにより急にエンジン回転が上
がり、速度が出すぎてしまうことがあります。
アクセルペダルは慎重に操作してください。
滑りやすい路面やカーブでは、特に注意が必
要です。
無段変速オートマチックについて

エンジンがかかっているとき、シフトポジションが (P (N以外に入っていると
動力がつながった状態になり、クリープ現象によりアクセルペダルを踏まなく
ても、車がゆっくり動き出します。

シフトポジションが (D (Sで走行中にアクセルペダルをいっぱいに踏み込む
と、自動的に変速比が変わりエンジンの回転数が上がって、力強い加速を得る
ことができます。

■クリープ現象

■キックダウン
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運
転

1シフト操作
シフトポジションが (P以外のときは、パワー
モードがOFF モードになりません。

(Rのときは、チャイム音が鳴り運転者にシフ
トレバーが (Rに入っていることを知らせま
す。

(Nのときでも、エンジンが冷えているときは
トランスミッションフルードの粘性により、
車がわずかに動き出すことがあります。
ブレーキペダルをしっかりと踏み、必要に応
じてパーキングブレーキをかけてください。
次ページに続く

シフト操作
走行状態に応じてシフトレバーで切り換えます。

■シフトポジションの名称とはたらき
(Pパーキング
駐車またはエンジンの始動
(Rリバース
車を後退
(Nニュートラル
駆動力が伝達されない状態
(Dドライブ
• 通常走行

• 一時的に7速マニュアルシフトモードにす
るとき

(Sドライブ（S）
• 上り坂や下り坂を走行するとき

• 7速マニュアルシフトモードにするとき

a シフトレバーボタン 7 速マニュアルシフトモード装備車

7速マニュアルシフトモード装備車
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1シフトレバーの操作

アドバイス
前進から後退、後退から前進するときは車を
完全に止め、ブレーキペダルを踏んだままシ
フトレバーを操作してください。
車が完全に止まっていない状態でレバーを操
作すると、トランスミッションを破損するお
それがあります。

車を発進させるときは、思い違いによる事故
を防ぐためにシフトポジション表示灯でもシ
フトポジションの位置を確認してください。

走行中にトランスミッション警告灯が点滅し
ているときは、トランスミッションに異常が
あります。急加速を避け、Honda 販売店で点
検を受けてください。
シフトポジションは、メーター部にあるシフトポジション表示灯と連動し、現
在のポジションを表示灯の点灯で表示します。

■シフトレバーの操作

a シフトインジケーター✤

b M（7速マニュアルシフトモード）表示灯✤

c シフトポジション表示灯 /（トランスミッション警告灯）
d ブレーキペダルを右足で踏み、シフトレバーボタンを押して操作
e シフトレバーボタンを押さずそのまま操作
f シフトレバーボタンを押して操作
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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運
転

1シフトレバーの操作
シフトレバーボタンを押したままブレーキペ
ダルを踏んだ場合、シフトレバーの操作がで
きないことがあります。
先にブレーキペダルを踏んでください。

外気温が非常に低い（マイナス 30 度以下）と
き、シフトポジションの表示の切り替わりが
少し遅れることがあります。走行前は必ずシ
フトポジションを確認してください。
次ページに続く

ハンドルにあるシフトスイッチで、ハンドルから手を離さずに手動で1～7速ま
で変速することができます。走行中にシフトスイッチを引くと、7速マニュアル
シフトモードへ切り換わります。エンジンブレーキが必要なときにも、使用し
てください。

■シフトポジションが (Dのとき
一時的に7速マニュアルシフトモードとなり、シフトインジケーターが点灯しま
す。
定速走行の状態になると、7速マニュアルシフトモードは自動的に解除され、シ
フトインジケーターが消灯します。また、 (+のシフトスイッチ（右側）を数秒間
引き続けることでも解除することができます。
カーブの手前など、一時的に減速したいときに便利です。

■シフトポジションが (Sのとき
7速マニュアルシフトモードとなり、M表示灯とシフトインジケーターが点灯し
ます。
シフトスイッチを操作せずに車速が下がると、順次低速段に自動的にシフトダ
ウンし、停止すると1速にシフトダウンします。
車速が上がりエンジン回転数が限界回転数（レッドゾーン）に近づくと、自動的
に1段シフトアップします。

モードを解除する場合は、シフトレバーを (Sから (Dに動かすか、 (+のシフト
スイッチ（右側）を数秒間引き続けてください。7速マニュアルシフトモードが解
除され、M表示灯とシフトインジケーターが消灯します。

■7速マニュアルシフトモードとは
7 速マニュアルシフトモード装備車
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17速マニュアルシフトモードの操作
シフトスイッチを操作したとき、操作後のエ
ンジン回転数が許容範囲外になる場合は、変
速せず表示灯が点滅します。

エンジンを保護するために、自動的にシフト
アップやシフトダウンすることがあります。

滑りやすい路面でシフトスイッチを操作した
ときに、タイヤがロックするような場合、7速
マニュアルシフトモードから通常走行に戻る
場合があります。
1 回のシフトスイッチ操作で、ギヤは1段変速します。
発進は 1速でのみ行うことができます。

■7速マニュアルシフトモードの操作
7速マニュアルシフトモード装備車

a シフトスイッチ
b (+のシフトスイッチ（右側）を引くと、シフトアップ（高速ギヤに変速）
c (-のシフトスイッチ（左側）を引くと、シフトダウン（低速ギヤに変速）
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運
転

1ECONスイッチ
ECON モードのときは、走行中にエアコンの
効きが弱くなる場合があります。

アイドリングストップ中に、スイッチを押す
とエンジンが再始動し、アイドリングストッ
プシステムは作動停止状態になります。この
ときアイドリングストップ表示灯（グリーン）
は消灯します。
ECONスイッチ

パワーモードをONモードにしたときは、常にECON モードがONになり、メー
ター内の表示灯が点灯し、運転の状況に応じて省燃費制御に切り換わります。
ECON スイッチを押すと、アイドリングストップシステムの作動が停止し、
メーター内の ECONモード表示灯が消灯します。
エンジン、トランスミッション、オートエアコンの作動を制御して、省エネ運
転をしやすくするように制御します。



252

uu運転操作uアイドリングストップシステム

運
転

1アイドリングストップシステム
アイドリングストップシステム装備車に適合
したバッテリーを使用しています。
指定されたバッテリー以外を使用すると、
バッテリーの早期劣化やアイドリングストッ
プが作動しにくくなる可能性があります。
交換時は指定されたバッテリーを使用してくだ
さい。
詳しくはHonda 販売店にご相談ください。
2仕様 P.502, 504, 506
アイドリングストップシステム
燃費向上やアイドリング騒音低減のために、停車する直前もしくは停車時にアイドリ
ングストップしたり、エンジンが自動的に再始動するシステムです。アイドリングス
トップ中は、表示灯（グリーン）が点灯します。

アイドリングストップシステムの作動は、
車両の状態や環境により影響を受けること
があります。
2アイドリングストップをする P.254

表示灯（グリーン）が点灯しているときに運転
席ドアを開けるとブザーがなり、アイドリン
グストップしていることを知らせます。
2警告灯 P.83

2表示灯 P.90

マルチインフォメーションディスプレイにア
イドリングストップ状態のメッセージが表示
されます。
2カスタマイズ設定の例 P.115

a アイドリングストップ表示灯
（グリーン）
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運
転

1アイドリングストップシステムのON/OFF
アイドリングストップ中に ECON スイッチを
押すと、エンジンが再始動します。
次ページに続く

アイドリングストップシステムの作動を停止す
るには、ECONスイッチを押してください。
ECONモード表示灯が消灯し、アイドリング
ストップシステムの作動が停止します。

前回の走行時に作動を停止した場合でも、
再度エンジンを始動させると自動的に作動
可能状態になります。

■アイドリングストップシステムのON/OFF

a ECONスイッチ
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1アイドリングストップをする
オートマチックブレーキホールドシステムが
ON のときは、シフトポジションが (Dで走行
中にブレーキペダルをしっかり踏んで車両を
完全に停止させると、アイドリングストップ
します。

アイドリングストップ中は、ボンネットを開
けないでください。
ボンネットを開けると、エンジンが自動で再
始動しません。
ボンネットを開けたときは、

でエンジンを再始動さ
せてください。
2エンジンの始動 P.240

アイドリングストップ中に、
を押すと自動で再始動

しなくなります。その場合は、通常のエンジ
ンの始動操作をしてください。
2エンジンの始動 P.240

渋滞追従機能付 ACC が作動していると、ブ
レーキを操作せずに停車しアイドリングス
トップ状態になる場合があります。 このよう
な場合は、シフトポジションを (D以外にする
とエンジンが再始動します。

ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP
停車する直前もしくは停車時にブレーキペダルを踏んでいるとアイドリングス
トップします。
アイドリングストップ中シフトポジションを素早く (Pにした場合、ブレーキペ
ダルを離してもアイドリングストップは継続します。
uブレーキペダルを踏むと、エンジンが自動的に再始動します。

■アイドリングストップしない条件
• ECONモードがOFF のとき
• 運転者がシートベルトを着用していないとき
• エンジンが十分に暖まっていないとき、または冷却水の水温が高いとき
• トランスミッションフルードの油温が低いとき、または高いとき
• エンジン始動後、5km/h に達しないまま停車したとき
• 急な坂道で停車したとき
u坂道を走行しているとき

• シフトポジションを (D以外にしているとき
• ボンネットが開いている状態でエンジンを始動したとき
uボンネットを閉めてからエンジンを再始動してください。

• バッテリーの充電量が少ないとき
• バッテリーの内部温度が 5℃以下のとき
• 外気温が－ 20℃以下または 40℃以上で、エアコンを使用しているとき
• エアコンの風量が多いとき
• エアコンの設定温度がHi または Loで、エアコンを使用しているとき
• がONのとき

■アイドリングストップをする
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運
転

次ページに続く

■アイドリングストップしないことがある条件
• 急ブレーキをかけて停止したとき
• ハンドルを動かしているとき
• 標高が高いとき
• 低車速で、加減速が繰り返されるとき
• エアコン風量が多いとき
• エアコンを使用中で設定温度と車内の温度差が大きいとき
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1エンジンが自動的に再始動する
アイドリングストップからエンジンが再始動
すると、使用している電子機器によっては、
電源が一時的にオフになることがあります。

ブレーキペダルの踏み込み方がゆるいとき
に、停車直前に減速時アイドリングストップ
から再始動することがありますが再びブレー
キペダルを踏み込むとアイドリングストップ
することがあります。

1ブレーキペダルを離さずに、エンジンが自動的
に再始動する条件※1

※1：オートマチックブレーキホールドによる
ブレーキ保持中はアイドリングストップシス
テムが作動しているときにブレーキペダルを
離すことができます。
ただし、オートマチックブレーキホールドシ
ステムを OFF したとき、またはオートマチッ
クブレーキホールドシステムに問題が発生し
たときにはエンジンが自動的に再始動しま
す。
2オートマチックブレーキホールド P.355
ブレーキペダルを離すとエンジンが自動的に再始動します。
• オートマチックブレーキホールドシステムがONで停止した場合はアクセルペ
ダルを踏みます。
2オートマチックブレーキホールド P.355

• 坂道でシフトポジションを (Dまたは (Nから (Pに操作したとき。

■ブレーキペダルを離さずに、エンジンが自動的に再始動する条件※1

• ECONスイッチを押したとき
• ハンドルを動かしたとき
• シフトポジションを (R、 (Sにしたとき、または (Nから (Dに操作したとき
uアイドリングストップ中シフトポジションを (Pにした場合、アイドリング
ストップは継続します。
この場合、ブレーキペダルを踏むとエンジンは再始動します。

• 坂道で停車中に、ブレーキをゆるめて車が動いたとき
• ブレーキを繰り返し踏み込んだりゆるめたりしたとき
• バッテリーの放電量が多いとき
• アクセルペダルを踏んだとき
• 運転者がシートベルトを外したとき
•  を押したとき
• エアコン使用中で設定温度と車内の温度差が大きくなったとき
• 渋滞追従機能付 ACC の機能で自動停止後、追従走行または定速走行を再開さ
せたとき

アイドリングストップからの発進はブレーキペダルから足を離しても一時的に
ブレーキ力を保持し、坂道で車を下がりにくくします。

■エンジンが自動的に再始動する

■発進補助ブレーキ機能
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uu運転操作uVSA（ビークルスタビリティアシスト）

運
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1VSA（ビークルスタビリティアシスト）
種類やサイズの異なるタイヤが混在している
と、VSAが正常に機能しないことがあります。
タイヤは必ず、同一指定サイズ、同一種類の
タイヤを指定空気圧で使用してください。

VSA 警告灯が運転中に点灯するときや、パ
ワーモードをONモードにしても点灯しない場
合は、システムの異常が考えられます。
通常の運転には支障はありませんが、ただち
にHonda 販売店で点検を受けてください。

VSA が作動した状態でも車両の安定性の確保
には限界がありますので、無理な運転はしな
いでください。
• カーブ手前では十分に速度を落とす
• 雪道、凍結路を走行するときは、スノータイ
ヤまたはタイヤチェーンを装着し控えめな速
度で運転する

新雪やぬかるみから脱出したいときに、 で
VSAをOFFにするとTCS機能が制限され、
低速で駆動輪が回転しやすくなるので効果的
な場合があります。
新雪やぬかるみから脱出した後は、すみやかに
VSAをONにしてください。
VSAをOFFにしたままでの走行は、お勧めしま
せん。
次ページに続く

VSA（ビークルスタビリティアシスト）
VSAとは、ABS機能、TCS機能および横滑り抑制機能を総合的に制御し、急激
な車両の挙動変化を抑制しようとする装置です。

■ABS（アンチロックブレーキシステム）機能 2 P.359

■TCS（トラクションコントロールシステム）機能
滑りやすい路面などでの駆動輪の無駄な空転を防止し、駆動力、操舵能力を確
保しようとする機能です。

■横滑り抑制機能
急激なハンドル操作や滑りやすい路面などでの旋回時に、車輪の横滑りなどを
抑制することで車両の安定性を確保しようとする機能です。

さらに、緊急制動時に運転者のブレーキ操作を補助する電子制御ブレーキアシ
ストも装着しています。
2電子制御ブレーキアシスト P.360
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uu運転操作uVSA（ビークルスタビリティアシスト）

1VSA（ビークルスタビリティアシスト）
エンジン始動直後や走行中、システムチェック
のためエンジンルームからモーター音が聞こえ
ることがありますが、異常ではありません。
TCS 機能または横滑り抑制機能作動中は、
VSA警告灯が点滅します。

VSA 機能を部分的に停止（OFF）状態にするに
は、 を「ピッ」とブザーが鳴るまで押してく
ださい。
TCS機能が制限され、低速で駆動輪が回転しや
すくなります。
再度使用（ON）するには、  を「ピッ」とブ
ザーが鳴るまで押します。
前回の走行時にOFFにした場合でも、再度エ
ンジンを始動させると自動的にONになりま
す。

■VSAの作動と警告灯

a VSA（ビークルスタビリティ
アシスト）警告灯

■VSAのONとOFF

a VSA OFF 警告灯
b （VSA OFF）スイッチ
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uu運転操作uアジャイルハンドリングアシスト

運
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1アジャイルハンドリングアシスト
アジャイルハンドリングアシストはすべての
走行条件で安定性を向上させる機能ではあり
ません。安全のために、カーブ走行時は状況
に応じた適正な速度で、十分に車間距離を
とって走行してください。

走行中に VSA 警告灯が点灯したままのとき
は、アジャイルハンドリングアシストが作動
しません。
アジャイルハンドリングアシスト
運転者のハンドル操作に応じて、4 輪それぞれに軽いブレーキをかけることで、
車両の動きを滑らかにし、安定感のあるコーナリングを可能とする機能です。
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uu運転操作u4WD（四輪駆動機構）✤

運
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14WD（四輪駆動機構）✤

種類やサイズの異なるタイヤが混在していると、
4WDが正常に機能しないことがあります。
タイヤは必ず、同一指定サイズ、同一種類の
タイヤを指定空気圧で使用してください。
4WD（四輪駆動機構）✤

4WD（四輪駆動機構）は、積雪地、砂地、ぬかるみ、急坂路など滑りやすい路面
において、2WD 車（二輪駆動車）に比べて走破性にすぐれていますが、万能では
ありませんので以下の点に注意してください。
• アクセル、ハンドル、ブレーキ操作は一般の車と同じく慎重に行う
• 砂地、ぬかるみなど、車輪が空転しやすい場所での連続走行はしない
• 渡河などの水中走行はしない
• ブレーキ性能は2WD車と比べてほとんど差がないため、滑りやすい路面では
十分に車間距離をとって走行する
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1Honda SENSING

パワーモードをONモードにするときは、車を
静止させてください。駐車場のターンテーブ
ル上など、車両が動いているときにパワー
モードをONモードにすると、各機能が作動し
ない場合があります。

w
Honda SENSING は、補助システムと
して使用してください。
自動運転システムではありません。
あくまでも運転者をアシストするためのシ
ステムです。
各機能の能力（認識能力・制御能力）には限
界があります。
機能に頼った運転をすると衝突などの事故
につながり、死亡または重大な傷害にいた
るおそれがあります。常に周囲の状況を確
認し、十分な車間距離を保ち安全運転を心
がけ走行してください。
衝突被害の軽減、衝突事故の回避、運転者の負担を軽減するために、運転者の
アクセル・ブレーキ・ハンドル操作などを支援します。

Honda SENSINGには、次の機能があります。

■作動させるためにスイッチ操作が不要な機能
• 衝突軽減ブレーキ（CMBS） 2 P.264

• 踏み間違い衝突軽減システム 2 P.274

• 急アクセル抑制機能✤ 2 P.280

• 路外逸脱抑制機能 2 P.285

• 歩行者事故低減ステアリング 2 P.294

• 先行車発進お知らせ機能 2 P.336

• 標識認識機能 2 P.341

• オートハイビーム 2 P.168

• パーキングセンサーシステム 2 P.364

■作動させるためにスイッチ操作が必要な機能
• 渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC） 2 P.302

• 車線維持支援システム（LKAS） 2 P.324
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuHonda SENSINGu各機能を作動させるためのスイッチと表示

運
転

各機能を作動させるためのスイッチと表示
■ステアリングスイッチ

a スイッチ
以下機能の待機状態の設定を行います。
• 渋滞追従機能付アダプティブクルーズ
コントロール（ACC）

• 車線維持支援システム（LKAS）

b 車線維持支援システム（LKAS）スイッチ
渋滞追従機能付ACCの作動中にLKASの
作動と解除の設定を行います。

c スイッチ
以下機能の解除を行います。
• 渋滞追従機能付ACC
• LKAS

d ディスタンススイッチ
渋滞追従機能付 ACC の車間距離設定を行
います。

e スイッチ / スイッチ
• 渋滞追従機能付ACCの車速のセットと
復帰、設定車速の調整を行います。

• LKASの作動と復帰を行います。

CANCEL

RES/+ SET/−
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uuHonda SENSINGu各機能を作動させるためのスイッチと表示
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渋滞追従機能付ACC、LKASの現在の状態を表示します。
a渋滞追従機能付ACCの作動状態
• グリーン、ホワイト /グリーン：作動中
u先行車を検知していないとき、ホワイ
ト /グリーンで表示

• ホワイト：待機中
• オレンジ：システムが異常のとき
bLKASの作動状態
• グリーン：作動中
• ホワイト：待機中
• オレンジ：システムが異常のとき
cLKASのONとOFF の状態と制御状態
• グリーンの線：作動中
• ホワイトの線：車線を検知した状態
• オレンジの線：
点灯した側の車線逸脱を検知

d渋滞追従機能付ACCの前走車検知状態
e渋滞追従機能付ACCの設定車速
f渋滞追従機能付ACCの設定車間

■メーターの表示
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uuHonda SENSINGu衝突軽減ブレーキ（CMBS）
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1衝突軽減ブレーキ（CMBS）

このシステムのカメラの取り扱いについては
下記を参照してください。
2フロントワイドビューカメラ P.347

w
衝突軽減ブレーキ（CMBS）は、あらゆる
状況で衝突を回避できるシステムではあり
ません。カメラは天候や速度、路面状況に
よって検知しにくいことがあります。

取扱説明書に従い使用しないと、衝突など
の事故につながり、死亡または重大な傷害
にいたるおそれがあります。

周囲の状況を確認し、十分な車間距離を保
ち安全運転を行ってください。
衝突軽減ブレーキ（CMBS）
自車が、前方の車両（二輪車含む）のほぼ真後ろから追突するおそれがあるときや、
対向車両に正面から衝突するおそれがあるとき、前方の交差車両に衝突するおそれ
があるとき、歩行者および人が乗車し移動している自転車（移動する自転車）に衝突
するおそれがあるときに、運転者のブレーキ操作を支援し、衝突回避を支援したり
衝突被害の軽減を支援したりするシステムです。

■システムの作動

自車の車速が約 5km/h 以上になるとカメラが前方の車両（二輪車含む）、歩行者
および移動する自転車の検知を開始。

自車との速度差が約 5km/h 以上ある車両（二輪車含む）、歩行者および移動する
自転車に対して衝突のおそれがあるときに、CMBSが作動します。

交差点などでの右折時は、自車が約30km/h以下で走行中に対向車両（二輪車含
む）、歩行者および移動する自転車に対して正面で衝突するおそれがあるとき
に、CMBSが作動します。

a フロントワイドビューカメラ
uフロントガラスの上部にカメラを装備。
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uuHonda SENSINGu衝突軽減ブレーキ（CMBS）
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1衝突軽減ブレーキ（CMBS）
アクセルペダルの踏み込み量が大きいとき
に、システムが作動しない場合があります。
次ページに続く

対向車両、停止車両、前方の交差車両、歩行者および移動する自転車に対して
は、自車が約 100km/h 以下で走行中に衝突のおそれがあるときに、CMBS が
作動します。

CMBS が作動し、停車した後または衝突のおそれがなくなったと判断した後
に、CMBSは解除されます。
なお、衝突を回避しようとして、運転者がハンドル、ブレーキペダル、アクセ
ルペダルを操作したときは、システムが解除されることがあります。

■CMBSの警告のしかた
以下の方法により、CMBS は衝突のおそれ
があることを、運転者に知らせます。
uマルチインフォメーションディスプレ
イの警告表示や警告音による警告が発
生します。

CMBSの警報距離を遠め・標準・近めの3段階から選択することができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

遠めは標準に対して遠くで警告します。近めは標準に対して近くで警告しま
す。

a 警告音
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuHonda SENSINGu衝突軽減ブレーキ（CMBS）
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CMBSの作動には衝突の可能性に応じ3つの段階があります。しかし、状況によっては途中の段階から作動することがあります。

※：CMBSによるブレーキが作動しているときは制動灯が点灯します。

■CMBS作動の流れ

車両と自車の距離 状況 ブザーと表示による警告 ブレーキ

第 1
段階

車両への衝突のおそ
れがでてきた状況

警告表示が点滅する
さらに接近すると、警告表示およびブザーによる警
報を行う
u衝突警報距離を変更することができます。

2時計✤/ 車両設定 P.111

─

第 2
段階

衝突の危険が増し、
衝突するまでの余裕
が少なくなった状況

警告表示およびブザーによる警報を行う

軽い
ブレーキ

第 3
段階 回避が困難な状況 強い

ブレーキ

a 自車
b 車両
c 遠め
d 標準
e 近め
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuHonda SENSINGu衝突軽減ブレーキ（CMBS）
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1衝突軽減ブレーキ（CMBS）
運転中はCMBSをOFFにすることはできませ
ん。

以下の場合、CMBS が自動的に停止し、警告
灯が点灯することがあります。
• 山岳路や悪路を長時間走行したとき
• 雨、霧、雪などの悪天候のとき
• パーキングブレーキをかけて走行したとき
• カメラの温度が高温のとき
• フロントガラスの汚れ、曇り、雨粒、泥、
湿った雪、シール、アクセサリー、ステッ
カーやフィルムなどによりカメラ前方が覆わ
れているとき

• タイヤの異常を検出したとき
CMBS が作動できる状態になると、CMBS は
自動復帰します。

エンジン始動後、約15秒の間はCMBSは作動
しません。

車両の整備や検査の際に、シャシーダイナモ
やフリーローラーを使用するときは CMBS を
OFF にしてください。
次ページに続く

マルチインフォメーションディスプレイを使用して、システムの ON/OFF を切
り換えることができます。
2表示の切り換えかた P.98

2安全支援情報 P.107

CMBS を OFF にした状態でパワーモードを OFF にした場合でも、再度パワー
モードをONにすると自動的にONになります。

■CMBSのONとOFF
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uuHonda SENSINGu衝突軽減ブレーキ（CMBS）

1衝突軽減ブレーキ（CMBS）
頻繁に警報が作動するなど、システムに異常
を感じたときは、Honda 販売店で点検を受け
てください。
次のような場合、カメラが車両（二輪車含む）、歩行者および移動する自転車や
路面状況を正しく検知できず、CMBSが正常に作動しない場合があります。

■環境によりカメラが正しく検知できない事例
• 雨、霧、雪などの悪天候のとき
• トンネルの出入り口や、木、建物の影などで周囲の明るさが変化したとき
• 車両（二輪車含む）、前方の交差車両、歩行者および移動する自転車と背景の
コントラストが低いとき

• 夜明けや夕暮れ時に太陽に向かって走行するとき
• 強い光が車両、歩行者、移動する自転車および路面に反射しているとき
• 路上の設置物（ガードレール、電柱、木、駐車車両、建物、壁など）を、車両
や歩行者と誤って認識したとき

• 前方の車両（二輪車含む）による水しぶきや雪の巻上げがあるとき
• 夜間やトンネル内などで周囲が暗く、車両（二輪車含む）、歩行者および移動
する自転車の全体が照らされていないとき

■道路の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 不鮮明な車線、タイヤのあと、ライトの反射、水しぶき、高いコントラスト
などがある雪道、または湿った路面のとき

• カーブ、うねった道路、坂道などのとき
• 坂道や、丘の頂上に近づいているとき
• 段差などにより車両が大きく揺れたとき
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1自車の状態によりカメラが正しく検知できない事例
タイヤは、四輪とも同一指定サイズ、同一種
類、同一銘柄および摩耗差のないタイヤをお
使いください。サイズ、種類、銘柄や摩耗度
合の異なるタイヤを使用すると、システムが
正常に作動しないおそれがあります。

サスペンションの改造はしないでください。シ
ステムが正常に作動しないおそれがあります。
次ページに続く

■自車の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 夜間やトンネル内などの暗いところで、ヘッドライトが点灯していない状態
で走行しているとき

• フロントガラスの汚れ、曇り、雨粒、泥、湿った雪、シール、アクセサ
リー、ステッカーやフィルムなどによりカメラ前方が覆われているとき

• ワイパーの拭き残しがあるとき
• ヘッドライトのレンズが汚れて照射が弱いときや光軸がずれて、暗いところ
で前方が見にくいとき

• サイズや種類、構造の違うタイヤやホイールを装着していたり、タイヤ空気
圧が適切でないとき

• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物を積んで、車が傾いているとき
• サスペンションを変更したとき
• タイヤチェーンを装着しているとき
• パーキングブレーキがかかった状態で走行中のとき
• ウィンドウォッシャーからの水滴またはワイパーブレードによってカメラの
視野が遮られているとき

• 滑りやすい路面などで車の動きが不安定なとき
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■前方の車両、対向車両、前方の交差車両、歩行者および移動する自転
車の状態によりカメラが正しく検知できない事例

• 前方の車両（二輪車含む）、対向車両、前方の交差車両、歩行者および移動す
る自転車との距離が極端に短いとき

• 前方に車両（二輪車含む）、対向車両、前方の交差車両、歩行者および移動す
る自転車が急に割り込んできたり、飛び出してきたとき

• 自転車が停止しているとき
• 前方の車両（二輪車含む）、対向車両が横、または斜めを向いているとき
• 前方の車両（二輪車含む）、対向車両、前方の交差車両、歩行者および移動す
る自転車が背景に紛れて検知できないとき

• 歩行者が集団で前方にいるとき
• 移動する自転車が集団で前方にいるとき
• 歩行者や移動する自転車の横断速度が速いとき
• 歩行者や移動する自転車が対向して接近してきたとき
• 暗がりで前方の車両、対向車両が片側点灯または無灯火のとき
• 歩行者の一部（頭や手足など）が荷物などによりかくれているとき
• 歩行者が前かがみやしゃがんだ姿勢をとっているとき、手を挙げたり、走っ
ているとき

• 歩行者の身長が約1m 以下、または約 2m 以上のとき
• 歩行者がベビーカーや自転車などを押しているとき
• 車両が斜め横から接近してきたとき
• 特殊な形状の車両（タンクローリーなど）が側方から接近してきたとき
• カーブや坂を走行中の車両が側方から接近してきたとき
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次ページに続く

■その他検知、作動できない事例
• 小さい二輪車やサイドカー付き二輪車、特殊な形状の車両および車いす
• 荷物を積んでいないトラックなど前側に対して後側の高さが低い、もしくは
幅が狭い車両

• 前方の車両（二輪車含む）、対向車両、歩行者および移動する自転車が自車の
正面にいないとき

• 前方の車両（二輪車含む）、対向車両、歩行者および移動する自転車と自車と
の速度差が大きいとき

• 前方の車両（二輪車含む）、対向車両、歩行者および移動する自転車と自車と
の速度差が小さく、対象物との距離が短いとき

• 側方から接近する車両、歩行者、および移動する自転車と自車との速度差が
大きいとき

• 側方から接近する車両、歩行者、および移動する自転車と自車との速度差が
小さく、対象物との距離が短いとき

• 前方の車両（二輪車含む）や移動する自転車が急減速したとき
• 運転者が衝突を回避しようとして、ブレーキやハンドルを操作したとき
• 運転者が急加速やハンドル操作（交差点などでの右折時を除く）※1をしながら、
前方の車両（二輪車含む）、対向車両、歩行者および移動する自転車に接近した
とき

• 子供用自転車、折り畳み自転車および三輪車などのタイヤ径が小さい自転車
やタンデム自転車などの全長が長い自転車

• 前方の車両（二輪車含む）、対向車両、前方の交差車両、歩行者および移動す
る自転車の形状をカメラが正しく検知できないとき

• 前方または側方から接近する車両の最低地上高が極端に高いとき

※1：右折時に対向車両に対して正面で衝突のおそれがあるときにCMBSが作
動しますが、急なハンドル操作などによっては作動できない場合があり
ます。
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衝突の可能性が高くなくても、以下のとき、CMBS が作動することがありま
す。
また、車両、歩行者および移動する自転車の動きによってシステムが衝突の可
能性があると判断した場合にはCMBSが作動することがあります。

■衝突の可能性が高くない場合の作動について

• 左折、または右折している前方車
両がいるとき、または右左折待ち
の車両がいるとき

• 前走車を追い越すときに車両に接
近して走行する場合
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• 車両、歩行者および移動する自転車と自車が接近したとき
• 車両や歩行者、移動する自転車が自車の前方を通過したとき
• 低い構造物の下や狭いゲートの間などを規制速度を超えるような速度で通過
しようとするとき

• 駐車時など、停止している車両や壁に接近するとき
• カーブを走行中に側方から車両が接近するとき
• 左折または右折する車両（二輪車含む）、歩行者、および自転車を通過するとき
• 前方の側方から近づいてくる車両（二輪車含む）、歩行者、および自転車の前
を通過するとき

• 車両（二輪車含む）、歩行者、および自転車が左折または右折して自車の側方
から近づいたとき

• 左折または右折中に前方の車両（二輪車含む）、および自転車の前を通過しよ
うとしたとき

• 左折または右折中に車両（二輪車含む）、および自転車が自車の前方を通過し
ようとしているとき

• 車両（二輪車含む）、歩行者、および自転車が自車の進路に入って止まったとき
• 左折または右折中に横断中の歩行者が自車の進路に入って止まったとき
• 路上駐車中の車両の横を通過するとき

• カーブ途中の道路脇に標識やガー
ドレールなどの構造物があるとき

• カーブ走行などで自車の正面に対
向車両がいるとき
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1踏み間違い衝突軽減システム

踏切内に閉じ込められた場合など、意図しな
いタイミングで踏み間違い衝突軽減システム
が作動したときは、ブレーキペダルを踏み、
システムが解除されてから運転を続けてくだ
さい。

縁石・輪留め、道路上の段差によりシステム
が作動し、駐車や段差を乗り越えることがで
きない場合には機能をOFF にしてください。

w
踏み間違い衝突軽減システムは、あらゆる
状況でアクセルペダルの踏み間違いや踏み
すぎ、または見落としによる衝突を回避し
たり、衝突による被害を軽減できるもので
はありません。
機能に頼った運転をすると衝突などの事故
につながり、死亡または重大な傷害にいた
るおそれがあります。
運転者がシフトポジションやペダルの位置
および周囲の状況を確認し、安全運転を心
がけ走行してください。
踏み間違い衝突軽減システム
踏み間違い衝突軽減システムは近距離衝突軽減ブレーキ、誤発進抑制機能、後
方誤発進抑制機能の 3つの機能を持ったシステムです。
フロントバンパー、フロントグリルおよびリヤバンパーに設置してあるソナー
センサーによって、自車が、壁などの障害物に衝突するおそれがある場合のブ
レーキ制御や壁などの障害物があるにもかかわらずアクセルペダルを必要以上
に強く踏み込んだ場合のエンジンの出力抑制により、衝突回避を支援したり衝
突被害の軽減を支援したりするシステムです。
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1踏み間違い衝突軽減システム
ソナーセンサーの取り扱いについては下記を
参照してください。
2ソナーセンサー P.349

システムが作動してから一定時間経過すると
ブレーキ操作の支援が解除されます。停車状
態を保持するには、ブレーキペダルを踏み続
けるか、シフトポジションを (Pにしてくださ
い。

不要な作動を防ぐために、車両の整備や船
舶、トラックなどへの積載時、検査の際の
シャシーダイナモやフリーローラーを使用す
るときはOFF にしてください。

リアセンサーや、その周囲にアクセサリー（自
転車ラックなど）を取り付けた場合、アクセサ
リーを障害物として検知して踏み間違い衝突
軽減システムが作動する恐れがありますの
で、リアパーキングセンサーを OFF にしてく
ださい。
2パーキングセンサーのONとOFF P.365
次ページに続く

■近距離衝突軽減ブレーキ
約 2km/h ～約 10km/h で走行しているとき、壁などの障害物に衝突するおそ
れがあるとき運転者のブレーキ操作を支援し、音と表示でお知らせします。

パーキングセンサーシステムをリヤのみ OFF にしている場合は、後退時の近距
離衝突軽減ブレーキが作動しません。
2パーキングセンサーのONとOFF P.365

■システムの作動

a 緊急ブレーキ作動開始
b ブレーキ
c 停車
d 停止保持後ブレーキ解除
e 警告音
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■誤発進抑制機能および後方誤発進抑制機能
停車時や約 10 ㎞ /h 以下で走行しているとき、自車のほぼ正面もしくは真後ろ
の近距離に壁などの障害物があるにもかかわらず、アクセルペダルを必要以上
に強く踏み込んだ場合には、音と表示で知らせるとともにエンジンの出力抑制
をすることで急な前進・後退を防止します。

誤発進抑制機能および後方誤発進抑制機能が作動しないとき
前進：急な坂道やシフトポジションが、 (P、 (R、 (Nのとき
後退：
• 急な坂道やシフトポジションが (R以外のとき
• パーキングセンサーシステムをリヤのみOFF にしているとき
2パーキングセンサーのONとOFF P.365

a アクセル誤踏み込み
b 警告音
c エンジン始動の出力を抑制
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次ページに続く

マルチインフォメーションディスプレイを使用して、システムの ON/OFF を切
り換えることができます。
2表示の切り換えかた P.98

2安全支援情報 P.107

機能をOFF にした状態でパワーモードをOFF にした場合でも、再度パワーモー
ドをONにすると自動的にONになります。

■システムのONとOFF
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1作動解除の条件
近距離衝突軽減ブレーキ、誤発進抑制機能お
よび後方誤発進抑制機能が一度作動した後
は、同じ障害物に近づいた場合は作動しませ
ん。
作動後一定距離走行した場合に再作動が可能
となります。

近距離衝突軽減ブレーキ、誤発進抑制機能お
よび後方誤発進抑制機能は、前進時と後退時
にそれぞれ作動することができます。
（例：前進時に作動し一定距離走行前でも、後
退時には作動する）
ただし近距離衝突軽減ブレーキが作動した場
合、誤発進抑制機能および後方誤発進抑制機
能の再作動には一定距離の走行が必要となり
ます。
誤発進抑制機能および後方誤発進抑制機能の解除条件
• アクセルペダルを離したとき
• アクセルペダルを約4 秒間踏み続けたとき
• ブレーキペダルを踏んだとき
近距離衝突軽減ブレーキの解除条件
近距離衝突軽減ブレーキが作動してから、一定時間経過したとき

次のような状態のときは、システムが正常に作動しない場合があります。

■ソナーセンサーが検知しない障害物の事例
• 人・雪・布・スポンジなど音波を反射しにくい障害物のとき
• フェンス・自転車・標識の支柱など細い障害物のとき
• 背が低い・小さい障害物のとき
• バンパーのすぐ近くにある障害物のとき
• 地面に対して垂直でない壁などの障害物のとき
• 移動する物体など進路上に飛び出してきた障害物のとき

■作動解除の条件

■踏み間違い衝突軽減システムの条件と制限
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■ソナーセンサーが障害物を正しく検知できない事例
• ソナーセンサーが汚れているとき（雪、氷、泥などで覆われているとき）
• 車両が高温または低温の状況にあるとき
• 障害物に対して斜めに接近する場合やハンドルを大きく切っているとき

■その他システムが正しく作動しない事例
• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物を積んで、車が傾いているとき
• 雨・霧・雪など悪天候のとき
• 気温・湿度が高いまたは低いとき
• 急勾配の坂道を走行するとき
• 他の車両のソナーセンサーなど、超音波を発するものが付近にあるとき
• サイズや種類、構造の違うタイヤやホイールを装着していたり、タイヤ空気
圧が適切でないとき

• サスペンションを変更したとき

■次のような場合は衝突の可能性がなくてもシステムが作動する場合が
あります

• 低いゲートや狭いゲートなどの間を通過しようとするとき
• 凸凹な路面や、草地、段差がある場所を走行するとき
• 高い位置に斜めの柱や壁などが突き出しているとき
• 道路脇に障害物があるとき
• 旗や幕、木の枝、踏切や ETCゲートのバーなどに向かって走行するとき
• 冠水した道を走行するとき
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1急アクセル抑制機能✤

急アクセル抑制機能はHonda販売店で機能が
作動するように設定された Honda スマート
キーが必要となります。
設定についてはHonda販売店にご相談ください。

急アクセル抑制機能が作動するように設定さ
れていないキーと同時持ち込みをしないでく
ださい。
同時持ち込みすると急アクセル抑制機能が起
動しないことがあります。
起動のためには必ず設定されているキーで、
内蔵キーを使わずに解錠するようにしてくだ
さい。

w
急アクセル抑制機能は、運転者の運転を支
援するためのシステムであり、あらゆる状
況でアクセルペダルの踏み間違いや踏みす
ぎによる衝突を回避したり、衝突による被
害を軽減できるものではありません。
システムに頼った運転をすると衝突など思
わぬ事故につながり、死亡または重大な傷
害にいたるおそれがあります。運転者はシ
フトポジションやペダルの位置や常に周囲
の状況を確認し、安全運転を心がけ走行し
てください。
急アクセル抑制機能✤

アクセルペダルの踏み間違いや踏みすぎによる急加速を抑制するとともに、音
と表示で知らせる運転支援機能です。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。



281

uuHonda SENSINGu急アクセル抑制機能✤

運
転

1急アクセル抑制機能✤

タイヤは、四輪とも同一指定サイズ、同一種
類、同一銘柄および摩耗差のないタイヤをお
使いください。サイズ、種類、銘柄や摩耗度
合の異なるタイヤを使用すると、システムが
正常に作動しないおそれがあります。

サスペンションの改造はしないでください。
システムが正常に作動しないおそれがありま
す。

1システムを作動させるには
電池切れの場合、急アクセル抑制機能が起動
しない場合があります。
次ページに続く

急アクセル抑制機能が作動するように設定
された Honda スマートキーを携帯している
ことを確認し、内蔵キーを使わずに解錠す
る。
uエンジンを始動したとき、急アクセル
抑制機能の起動メッセージ、急アクセ
ル抑制機能表示灯の点灯を確認してく
ださい。

u起動メッセージを消すには、 スイッ
チを押してください。

■システムを作動させるには

a スイッチ
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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車速が約30km/ｈ以下のとき、踏み間違いや踏みすぎでアクセルペダルを素早く強
く踏み込んだ場合には、音と表示で知らせるとともに急加速を抑制します。

■システムの作動

a 急加速を抑制
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次ページに続く

加速抑制状態中に、アクセルペダルを数秒間踏み続けたときや、加速抑制状態
になった後、すぐにアクセルペダルを早く強く踏み直したときは、一定の速度
まで徐々に加速します。

次の場合、急アクセル抑制機能は作動しません。
• 方向指示器が点滅中、または、消灯後、約2秒間
• ブレーキペダルを踏んでいるとき、またはブレーキペダルを離したあと、約2秒間
uオートマチックブレーキホールド作動時に急発進しようとすると、急アク
セル抑制機能が作動する場合があります。

• 上り坂を走行しているとき

a 一定の速度まで徐々に加速
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• アクセルペダルを離したとき

次のような状態のときは、急アクセル抑制機能が正常に作動しない場合があり
ます。
また、加速したい場合に作動することがあります。

■道路状況
• 坂道、凸凹道、砂利道など非舗装路の走行
• 雪道などスリップが発生するような道路の走行
• 坂道の出口など、車両姿勢が急激に変化したとき
• スピードブレーカー、縁石など、大きな段差を乗り越えたとき

■自車の状態
• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物を積んで、車が傾いているとき

■その他
• 惰性走行から急いで加速したとき（たとえば、ETCレーン通過後の加速）

■作動解除の条件

■急アクセル抑制機能の条件と制限
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1路外逸脱抑制機能

路外逸脱抑制機能は、方向指示器（ウィン
カー）を使用しない車線逸脱、草、砂利などの
道路境界や対向車両への接近を検知したとき
に警告します。
車線区画線（白線や黄線）や車線逸脱を検出で
きない場合があります。草、砂利などの道路
境界や対向車両への接近を検出できない場合
があります。天候、速度や路面状況によって
は、支援できない場合があります。

w
路外逸脱抑制機能は、補助システムとして
使用してください。路外逸脱抑制機能は、
自動運転システムではなく、運転者のハン
ドル操作に代わるものではありません。あ
くまでも運転者をアシストするためのシス
テムです。

取扱説明書に従い使用しないと、思わぬ事
故につながり、死亡または重大な傷害にい
たるおそれがあります。

常に周囲の状況を確認し、安全運転を心が
けて走行してください。
次ページに続く

路外逸脱抑制機能
路外逸脱抑制機能は、システムが車両の車線逸脱、草、砂利などの道路境界や
対向車両への接近の可能性を検知すると、路外逸脱を回避するように運転を支
援し警告で知らせる機能です。
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1路外逸脱抑制機能
エンジン始動後、約 15秒の間は路外逸脱抑制
機能は作動しません。

フロントガラス上部に装備されているカメラの
取り扱いについては下記を参照してください。
2フロントワイドビューカメラ P.347

路外逸脱抑制機能は、正常に作動しないこと
があります。
2路外逸脱抑制機能の条件と制限 P.290

運転者による操作が行われているときや、路
面の状況によっては支援が感じられないこと
があります。
このシステムは、フロントガラス上部に設置
されたカメラによって左右の白線（黄線）、
草、砂利などの道路境界や対向車両を検知
し、方向指示器（ウィンカー）を使用せずに白
線（黄線）を逸脱した、または、草、砂利など
の道路境界や対向車両へ接近したことを判断
したとき、作動します。
u車線区画線（白線や黄線）を検出できな
い場合、対向車両への接近を回避する
支援は行いません。

マルチインフォメーションディスプレイに
より警告を行うことで運転者の操作を促
し、さらに逸脱を防ぐ方向にハンドル操作
を支援します。

■システムの作動

a 車線表示（オレンジ）
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1路外逸脱抑制機能
カスタマイズ機能でシステムの設定を変更す
ることができます。
車線維持支援システム (LKAS)を作動させてい
ない場合、車線逸脱、草、砂利などの道路境
界や対向車両への接近の可能性を検知した場
合に以下のメッセージが表示される場合があ
ります。
2時計✤/ 車両設定 P.111
次ページに続く

繰り返し路外逸脱抑制機能が作動しても運
転者の操作がない場合は警報音が鳴りま
す。その後、路外逸脱抑制機能操舵アシス
ト一時停止警告灯が点灯し操舵アシストが
一時停止して、警報音のみで警告します。

一時停止状態から数分経過すると、路外逸
脱抑制機能操舵アシスト一時停止警告灯が
消灯し路外逸脱抑制機能は復帰します。

a 路外逸脱抑制機能操舵アシス
ト一時停止警告灯
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1システムの作動条件
路外逸脱抑制機能は自動的に OFF になり、安
全支援情報警告灯（オレンジ）および路外逸脱
制御機能警告灯（オレンジ）が点灯する場合が
あります。
2警告灯 P.83

下記の条件下では路外逸脱抑制機能を抑制し
ています。
• カーブ内側に、はみ出して走行してしまっ
ているとき

• 車線幅が狭いとき
路外逸脱抑制機能は、以下の条件を満たすとき作動します。
• 白線（黄線）の場合
車速が約60km/h～ 120km/h のとき
u対向車両が走行している場合
車速が約30km/h ～ 120km/h のとき

• 草、砂利などの道路境界の場合
車速が約30km/h～ 120km/h のとき

• 直線またはゆるやかなカーブの道路を走行しているとき
• 方向指示器（ウィンカー）を使用していないとき
• システムがアクセル、ブレーキ、ハンドルの操作の量と頻度から運転意志が
ないと判断したとき

■システムの作動条件
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1システムのONとOFF
マルチインフォメーションディスプレイを使
用してシステムの設定を変更することができ
ます。
時計✤/ 車両設定で「操舵アシストなし警報の
み」を選択した場合、システムはハンドル制御
を行いません。
2時計✤/ 車両設定 P.111
次ページに続く

マルチインフォメーションディスプレイを使用して、システムの ON/OFF を切
り換えることができます。
2表示の切り換えかた P.98

2安全支援情報 P.107

エンジン始動したときは、パワーモードを OFF する前の状態（ON または OFF）
を保持します。

■システムのONとOFF
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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以下の条件下では、システムは白線（黄線）、草、砂利などの道路境界や対向車
両を検知できず、システムが正しく機能しない場合があります。

■環境の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 白線（黄線）と道路表面の区別ができないとき
• 雨、霧、雪などの悪天候のとき
• 路面に雪が残っていたり湿っているとき
• 夜明けや夕暮れ時に太陽に向かって走行するとき
• 白線（黄線）の付近に影が映っているとき (木々、建物、ガードレール、車両な
ど )

• トンネルの出入り口や、木、建物の影などで周囲の明るさが変化したとき
• 強い光が路面に反射しているとき
• 夜間やトンネル内などで周囲が暗く、車線や路面、対向車両の全体が照らさ
れていないとき

• 前方の車両との距離が極端に短く、車線や路面がかくれているとき
• 道路境界が草や砂利以外などのとき

■路外逸脱抑制機能の条件と制限
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次ページに続く

■道路の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 車線規制や仮設車線がある区間を走行するとき
• 道路の修復や古い白線（黄線）のため、かすれや重複、タイヤ痕、さまざまな
白線（黄線）が道路にあるとき

• 交差点や横断歩道など車線の数が増減している区間や車線が複雑に交差して
いる区間を走行するとき

• 車線の幅が極端に狭いときや広いとき、または変化しているとき
• 車両などが白線（黄線）の一部を隠しているとき
• 坂道や、丘の頂上に近づいているとき
• 段差などにより車両が大きく揺れたとき
• 路上のもの（縁石、ガードレール、パイロンなど）を白線（黄線）と認識したとき
• 舗装されていない道路や荒れた道路を走行するとき
• 車線が二重に描かれている道路を走行するとき
• 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を走行するとき
• 分岐・合流路などを走行するとき
• 雪上路や路上の雪・水溜まりなどで舗装路が部分的に見えているとき
• 未舗装路やわだちのある道路を走行しているとき
• カーブ、うねった道路、坂道など、道路状況により白線（黄線）を正しく認識
できないとき
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■自車の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• ヘッドライトのレンズが汚れて照射が弱いときや光軸がずれて、暗いところ
で前方が見にくいとき

• フロントガラスの汚れ、曇り、雨粒、泥、湿った雪、シール、アクセサ
リー、ステッカーやフィルムなどによりカメラ前方が覆われているとき

• 夜間やトンネル内などの暗いところで、ヘッドライトが点灯していない状態
で走行しているとき

• 運転者がアクセル、ブレーキまたはステアリングを操作したとき
• ワイパーの拭き残しがあるとき
• サイズや種類、構造の違うタイヤやホイールを装着していたり、タイヤ空気
圧が適切でないとき

• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物を積んで車両が傾いているとき
• タイヤチェーンを装着しているとき
• サスペンションを変更したとき
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■対向車両の状態により正しく検知できない事例
• 対向車両が横、または斜めを向いているとき
• 前方に対向車両が飛び出したとき
• 対向車両が背景に紛れて検知できないとき
• 暗がりで対向車両が片側点灯または無灯火のとき
• 対向車両との距離が極端に短いとき
• 対向車両の一部が前方の車両によりかくれているとき
• 対向車線が複数あるとき、または右左折専用車線があるとき
• 隣接車線に駐停車もしくは極端に遅い速度で移動している車両があるとき

■その他、作動できない事例
• 対向車両が特殊な形状の車両
• 対向車両の形状をカメラが正しく検知できないとき

■衝突の可能性のない場合の作動について
以下のとき、路外逸脱抑制機能が作動することがあります。
• カーブ走行などで自車の正面に対向車両がいるとき
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1歩行者事故低減ステアリング

車線内を走行していないときは、歩行者事故
低減ステアリングは作動しません。

エンジン始動後、約 15秒の間は歩行者事故低
減ステアリングは作動しません。

フロントガラス上部に装備されているカメラ
の取り扱いについては下記を参照してくださ
い。
2フロントワイドビューカメラ P.347

w
歩行者事故低減ステアリングは、運転者の
運転操作を支援するシステムです。
あらゆる状況での歩行者事故を、軽減した
り回避できるものではありません。

取扱説明書に従い使用しないと、衝突など
の事故につながり、死亡または重大な傷害
にいたるおそれがあります。

運転者は周囲の状況を確認し、歩行者と適
切な距離を保ち安全運転を行ってくださ
い。
歩行者事故低減ステアリング
カメラにより歩行者と白線（黄線）を検出し、ステアリング操作を支援すること
により運転者の衝突回避操作を促します。

カメラが白線（黄線）および歩行者を検出します。
路肩の歩行者との衝突のおそれがある場合、表示と警報音で警報し、さらにス
テアリング支援で回避操作を促すので、必ず回避行動をとってください。
車両と歩行者の位置関係によっては衝突軽減ブレーキ（CMBS）の作動が優先さ
れる場合があります。

■システムの作動

a 警報と支援
b 運転者の回避操作
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1歩行者事故低減ステアリング
歩行者事故低減ステアリングは、正常に作動
しないことがあります。
2歩行者事故低減ステアリングシステムの条
件と制限 P.298

運転者による操作が行われているときや、路
面の状況によっては支援が感じられないこと
があります。
次ページに続く

繰り返し歩行者事故低減ステアリングが作
動しても運転者の操作がない場合は警報音
が鳴ります。その後、路外逸脱抑制機能操
舵アシスト一時停止警告灯が点灯し操舵ア
シストが一時停止して、警報音のみで警告
します。

一時停止状態から数分経過すると、路外逸
脱抑制機能操舵アシスト一時停止警告灯が
消灯し歩行者事故低減ステアリングは復帰
します。

a 路外逸脱抑制機能操舵アシス
ト一時停止警告灯
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■システムの作動条件
歩行者事故低減ステアリングは、以下の条件を満たすとき作動します。
• 白線（黄線）が連続しているとき
• 車速が約10 ～ 40km/hで走行しているとき
• 直線の道路を走行しているとき
• 方向指示器（ウィンカー）を使用していないとき
• システムがアクセル、ブレーキ、ハンドルの操作の量と頻度から運転意志が
ないと判断したとき
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1システムのONとOFF
カスタマイズ機能で路外逸脱抑制機能の設定
を「操舵アシストなし警報のみ」にした場合、
歩行者事故低減ステアリングはステアリング
制御を行いません。
2時計✤/ 車両設定 P.111
次ページに続く

マルチインフォメーションディスプレイを使用して、システムの ON/OFF を切
り換えることができます。
2表示の切り換えかた P.98

2安全支援情報 P.107

エンジン始動したときは、パワーモードを OFF する前の状態（ON または OFF）
を保持します。

■システムのONとOFF
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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以下の条件で、歩行者事故低減ステアリングの支援が遅れたり、支援できない
場合があります。
運転者が周囲の状況を確認し、歩行者と適切な距離を保ち安全運転を行ってく
ださい。

■環境によりカメラが正しく検知できない事例
• 白線（黄線）と道路表面の区別ができないとき
• 雨、霧、雪などの悪天候のとき
• 路面に雪が残っていたり湿っているとき
• 夜明けや夕暮れ時に太陽に向かって走行するとき
• 強い光が歩行者や路面に反射しているとき
• 白線（黄線）の付近に影が映っているとき（木々、建物、ガードレール、車両な
ど）

• 前方の車両による水しぶきや雪の巻上げがあるとき
• トンネルの出入り口や、木、建物の影などで周囲の明るさが変化したとき
• 夜間やトンネル内などで周囲が暗く、車線や路面、歩行者の全体が照らされ
ていないとき

• 前方の車両との距離が極端に短く、車線や路面がかくれているとき

■歩行者事故低減ステアリングシステムの条件と制限
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次ページに続く

■道路の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 車線規制や仮設車線がある区間を走行するとき
• 道路の修復や古い白線（黄線）のため、かすれや重複、タイヤ痕、さまざまな
白線（黄線）が道路にあるとき

• 交差点や横断歩道など車線の数が増減している区間や車線が複雑に交差して
いる区間を走行するとき

• 車線の幅が極端に狭いときや広いとき、または変化しているとき
• 車両などが白線（黄線）の一部を隠しているとき
• 坂道や、丘の頂上に近づいているとき
• 段差などにより車両が大きく揺れたとき
• 路上のもの（縁石、ガードレール、パイロンなど）を白線（黄線）と認識したと
き

• カーブ、うねった道路、坂道など、道路状況により白線（黄線）や歩行者を正
しく認識できないとき

• 未舗装路やわだちのある道路を走行しているとき
• 車線が二重に描かれている道路を走行するとき
• 分岐・合流路などを走行するとき
• 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を走行するとき
• 舗装されていない道路や荒れた道路を走行するとき
• 雪上路や路上の雪・水溜まりなどで舗装路が部分的に見えているとき
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■自車の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• ワイパーの拭き残しがあるとき
• ヘッドライトのレンズが汚れて照射が弱いときや光軸がずれて、暗いところ
で前方が見にくいとき

• カーゴスペースや、リヤシートに重い荷物を積んで、車が傾いているとき
• サイズや種類、構造の違うタイヤやホイールを装着していたり、タイヤ空気
圧が適切でないとき

• タイヤチェーンを装着しているとき
• フロントガラスの汚れ、曇り、雨粒、泥、湿った雪、シール、アクセサ
リー、ステッカーやフィルムなどによりカメラ前方が覆われているとき

• 夜間やトンネル内などの暗いところで、ヘッドライトが点灯していない状態
で走行しているとき

• サスペンションを変更したとき
• 運転者がアクセル、ブレーキまたはステアリングを操作したとき
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運
転

■歩行者の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 歩行者との距離が極端に短いとき
• 前方に歩行者が飛び出したとき
• 歩行者がベビーカーや自転車などを押しているとき
• 歩行者の一部（頭や手足など）が荷物などによりかくれているとき
• 歩行者が背景に紛れて検知できないとき
• 歩行者が前かがみやしゃがんだ姿勢をとっているとき、手を挙げたり、走っ
ているとき

• 歩行者の身長が約1m以下、または約 2m以上のとき
• 歩行者が集団で前方にいるとき

■その他、作動できない事例
• 運転者が急加速やステアリング操作をしながら、前方の歩行者に接近したと
き

• 歩行者の形状をカメラが正しく検知できないとき
• 自転車や二輪車、車いす、特殊な形状の車両など
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運
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1渋滞追従機能付アダプティブクルーズコント
ロール（ACC）

w
渋滞追従機能付 ACC の不適切な使用は事
故につながります。取扱説明書の操作手順
に従い操作してください。
高速道路や自動車専用道路でのみ使用して
ください。

w
渋滞追従機能付 ACC は、補助システムと
して使用してください。渋滞追従機能付
ACC は、自動運転システムではありませ
ん。あくまでも運転者をアシストするため
のシステムです。

取扱説明書に従い使用しないと、思わぬ事
故につながり、死亡または重大な傷害にい
たるおそれがあります。

常に周囲の状況を確認し、安全運転を心が
け、走行してください。
渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール
（ACC）
渋滞追従機能付 ACC は、フロントガラス上部に設置してあるカメラが先行車と
の車間距離を測定して、高速道路の渋滞時に適切な加減速を行い、設定車間距
離を保持しながら、運転者がアクセルやブレーキを操作せずに走行、停車出来
るよう支援するシステムです。
渋滞追従機能付 ACC によるブレーキが作動しているときは、制動灯が点灯しま
す。
渋滞追従機能付ACCを作動させるには：
渋滞追従機能付 ACC システムは、シフトポジションが (D、 (Sのときに使用す
ることができます。
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運
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1渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロー
ル（ACC）

使用上の注意：
渋滞追従機能付 ACC は、運転者を支援するシ
ステムです。天候や環境などによって機能し
ないことがあります。必要なときはブレーキ
ペダルを使用し、常に安全な車間距離を保っ
てください。

フロントガラス上部に装備されているカメラ
の取り扱いについては下記を参照してくださ
い。
2フロントワイドビューカメラ P.347

w
渋滞追従機能付 ACC の作動中に停車した
車両から、適切な駐車操作無しで外に出る
と車両が操作無しで動き出す可能性があり
ます。
適切な駐車操作無しで動く車両は、思わぬ
事故につながり、死亡または重大な傷害に
いたるおそれがあります。
渋滞追従機能付 ACC で停車した車両から
絶対に外に出ないでください。
次ページに続く

ブレーキペダルを操作しての減速中や、パーキングブレーキがかかっていると
きは、渋滞追従機能付ACCは作動しません。
悪天候などで、フロントワイドビューカメラが先行車との車間距離を測定でき
ないときは、システムが作動しないことがあります。

a フロントガラス上部にフロントワイドビューカメラを装備
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運
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■システムを作動させるには

a ハンドルの スイッチを押す
b メーター内に （ホワイト）が点灯し、渋滞追従機能付 ACC が待機状態にな
ります。
u条件を満たせば、同時に車線維持支援システム（LKAS）が待機状態にな
ります。
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運
転

1車速をセットするには
下記の状況のときは、渋滞追従機能付 ACC を
使用しないでください。
• 車線変更や急な加減速を繰り返すような交通
状況では、適切な車間距離が保てません。

• 急カーブのある道では道路状況にあった速度
で走行できません。

• 高速道路などで、料金所、インターチェン
ジ、サービスエリア、パーキングエリアに進
入するときは、自車の前から先行車がいなく
なることで設定車速まで加速を始めてしまい
ます。

• 悪天候（雨、霧、雪など）のときは先行車との
車間距離を正確に測定できない場合がありま
す。

• 凍結路や積雪路などの滑りやすい路面ではタ
イヤが空転して車のコントロールを失うおそ
れがあります。

• 急な上り坂や急な下り坂を走行していると
き。

• 起伏のある坂道を走行しているとき。
次ページに続く

ブレーキペダルを操作していないときに スイッチを上か下に押す
と現在の車速が設定車速とされ、渋滞追従機能付 ACC が作動し、メーターにア
イコンや設定車速が表示されます。
u条件を満たせば、同時に車線維持支援システム（LKAS）が作動します。

車速が30km/h 以下で走行しているとき：
先行車を検知している場合のみ作動させる事ができ、現在の車速にかかわらず
設定車速が約 30km/h に設定されます。車両が動いていない場合は、ブレーキ
ペダルを踏んでいても作動することができます。

■車速をセットするには

a スイッチ
b 渋滞追従機能付ACC開始時に点灯
c （グリーン）
d 設定車速（ホワイト）

RES/+/SET/-

RES/+/SET/-
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1渋滞追従機能付ACCの作動
先行車が急減速したり、遅い車両が割り込ん
できたときは、警告音が鳴りマルチインフォ
メーションディスプレイの警告で視覚への警
告が表示されます。

ブレーキを踏み、適切な車間距離を保ってく
ださい。

a 警告音
■先行車がいるとき
渋滞追従機能付 ACC は先行車がフロントワイドビューカメラの検知範囲に入る
と、先行車の車速変化に合わせ、設定車速の範囲内で車間距離を保ちながら追
従走行します。

■渋滞追従機能付ACCの作動

a 渋滞追従機能付ACCの検知範囲：120m
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運
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1渋滞追従機能付ACCの作動
先行車または割り込み車の車速が自車よりも
速く、次第に離れていく場合、先行車との距
離が短くても警報が出ず、そのまま追従する
ことがあります。

カスタマイズ機能で先行車検知音の有り/無し
を設定できます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

制限：
安全な車間距離を保つために、渋滞追従機能
付 ACC を使用中でもブレーキペダルを使用し
ブレーキをかける必要があります。また、天
候や環境などにより渋滞追従機能付 ACC が適
切に作動しないことがあります。
2渋滞追従機能付ACCの条件と制限 P.310
2車間距離を設定するには P.314
次ページに続く

設定車速より遅い速度で走行する先行車や
割り込み車が前方にあらわれた場合、シス
テムは減速制御を行います。

a メーターに車のアイコンが
表示されます。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1渋滞追従機能付ACCの作動
• 道路状況（カーブなど）や自車の状況（ハンド
ル操作や車線内の位置）によっては、一時的
にとなりの車線の車や周囲の物に対して車
間距離制御を行う場合があります。

• 先行車がインターチェンジやサービスエリ
アなどに入る際、自車の前から先行車がい
なくなるときは、車間距離制御が少しの間
継続する場合があります。
■先行車がいないとき
先行車がいない場合、設定した車速で定速
走行します。
先行車が車線変更などでいなくなると、設
定車速までゆるやかに加速後、定速走行し
ます。

急な下り坂では、設定した車速を超えてし
まう場合があります。

■アクセルペダルを踏んだとき
• アクセルペダルを踏み込むと、渋滞追従機能付 ACC が一時的に解除され車速
が上がります。このとき、渋滞追従機能付 ACC の警告範囲内に先行車がいて
も警告音やマルチインフォメーションディスプレイの警告表示はでません。

• アクセルペダルを離すと、渋滞追従機能付 ACC が復帰し追従走行または定速
走行を再開します。

a メーターに実線の車のアイコ
ンが表示されます
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運
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次ページに続く

■先行車が減速して停車するとき
先行車が停車すると、自車も自動で停車し
ます。メーターにメッセージが表示されま
す。
先行車の動きに合わせて ス
イッチを上か下に押すか、アクセルペダル
を踏むことで発進し、以前の設定車速の範
囲内で追従走行します。

a （グリーン）

RES/+/SET/-
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運
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一定の条件でシステムは自動解除する場合があります。以下の条件では渋滞追
従機能付ACCの機能の一部を発揮できない場合があります。
2フロントワイドビューカメラ P.347

■環境によりカメラが正しく検知できない事例
• 雨、霧、雪などの悪天候のとき
• トンネルの出入り口や、木、建物の影などで周囲の明るさが変化したとき
• 強い光が車両や路面に反射しているとき
• 前方の車両による水しぶきや雪の巻上げがあるとき
• 夜間やトンネル内などで周囲が暗く、車両の全体が照らされていないとき
• 夜明けや夕暮れ時に太陽に向かって走行するとき

■道路の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• カーブ、うねった道路、坂道などのとき

• 雪道や未舗装路などわだちのある道路
• 路面に水溜まりや水膜があるとき
• 段差などにより車両が大きく揺れたとき

■渋滞追従機能付ACCの条件と制限
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運
転

次ページに続く

■自車の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物を積んで、車が傾いているとき
• タイヤチェーンを装着しているとき
• フロントガラスの汚れ、曇り、雨粒、泥、湿った雪、シール、アクセサ
リー、ステッカーやフィルムなどによりカメラ前方が覆われているとき

• 夜間やトンネル内などの暗いところで、ヘッドライトが点灯していない状態
で走行しているとき

• ワイパーの拭き残しがあるとき
• ヘッドライトのレンズが汚れて照射が弱いときや光軸がずれて、暗いところ
で前方が見にくいとき

• サイズや種類、構造の違うタイヤやホイールを装着していたり、タイヤ空気
圧が適切でないとき

• サスペンションを変更したとき

■前方の車両の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 前方に車両が急に割り込んだとき
• 前方の車両との距離が極端に短いとき
• 前方の車両が背景に紛れて検知できないとき
• 前方の車両の車高が低いとき
• 暗がりで前方の車両が片側点灯または無灯火のとき
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■その他、システムが正しく作動しない事例
• 前方の車両が駐停車していたり、自車との速度差が大きいとき
• 前方の車両が急減速したとき
• 前方の車両が特殊な形状の車両
• 荷物を積んでいないトラックなど前側に対して後側の高さが低い、もしくは
幅が狭い車両

• 自車または前方の車両が、車線の片側にかたよって走行しているとき
• 前方の車両が二輪車など幅の狭い車両のとき
• 前方の車両の最低地上高が極端に高いとき

• 前方の車両の形状をカメラが正しく検知できないとき

a トラックの上部を検知
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1設定車速を調整するには
検知した先行車の車速が自車が上げた設定車
速よりも遅い場合は、自車の車速を加速させ
ない場合があります。
これは設定した先行車との車間距離を維持す
るためです。

アクセルペダルを踏み、 スイッ
チを下に押すと、現在の車速が設定車速にな
ります。

RES/+/SET/-
次ページに続く

手元の スイッチの操作で、設定車速を上げ/ 下げすることができま
す。

a 側
• 1回押すごとに 1km/h ずつ設定車速が上がる
• 押し続けると 10km/h ずつ設定車速が上がり、手を離したときの設定車速に
固定

b 側
• 1回押すごとに 1km/h ずつ設定車速が下がる
• 押し続けると 10km/h ずつ設定車速が下がり、手を離したときの設定車速に
固定

■設定車速を調整するには
RES/+/SET/-

RES/+

SET/-
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ディスタンススイッチを押し、車間距離を
設定します。
先行車との車間距離設定は、4 段階に切り換
えることができます。
ディスタンススイッチを押すごとに、最長
→長→中→短と切り換わります。
適切な車間距離の設定を決定してくださ
い。

■車間距離を設定するには

a ディスタンススイッチ
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次ページに続く

車速が低くなるほど、車間距離は短くなります。車間距離の目安は以下の通り
です。
常に周囲の状況を確認し、安全運転を心がけ、実際の交通状況に応じて車間距
離を選択して、走行してください。

先行車が停車し、自車も自動で停車したときの車間は車間距離設定により変わ
ります。

車間距離設定 車速80km/hのとき 車速 100km/h のとき

短 約27m 約 33m

中 約 35m 約 43m

長 約 44m 約 55m

最長 約 54m 約 67m
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1解除するには
解除前の設定車速を復帰させるには：
渋滞追従機能付 ACC を解除したあと、先行車
を検知している場合、停車状態でも

スイッチを上に押すとメーター
上に表示されている解除前の設定車速（グ
レー）で作動を開始することができます。

スイッチまたはブレーキペダルで解
除した場合、その直前の設定車速がグレーで表
示されます。 スイッチを上に押
した場合、この車速で作動が開始されます。
また、 （ホワイト）が表示され、解除前の設
定車速（グレー）の表示が無い状態で

スイッチを上に押した場合は、
スイッチを下に押した場合と同

様に現在の車速が設定されます。
ただし、以下の場合は復帰しません。
• スイッチを押して渋滞追従機能付ACCを
OFF したあと

• 30km/h 以下で先行車がいないとき

RES/+/SET/-

CANCEL

RES/+/SET/-

RES/+/SET/-
RES/+/SET/-
以下のいずれかの操作をすると、渋滞追従
機能付 ACC が解除されます。このとき同時
に車線維持支援システム（LKAS）が解除され
ます。
• スイッチを押す
uメーター内の がホワイトになります。

• スイッチを押す
uメーター内の （グリーン）が消灯しま
す。

• 車両が前進しているときにブレーキペダ
ルを踏む
uメーター内の （グリーン）が （ホワ
イト）になります。

■解除するには

a スイッチ
b スイッチCANCEL

CANCEL



317

uuHonda SENSINGu渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC）

運
転

1解除するには

加減速を多く繰り返す走行や長い下り坂の走
行、重い荷物を積んで走行しているときなどに
渋滞追従機能付ACCが自動解除された後、条件
が継続する場合は、その後一時的に渋滞追従機
能付ACCをセットできない場合があります。

a 解除前の設定車速（グレー）
b （ホワイト）
次ページに続く

■渋滞追従機能付ACCの自動解除
次の場合は、メッセージが表示され、「ピー」とブザーが鳴り、渋滞追従機能付
ACCが自動解除されます。
• 雨、霧、雪などの悪天候のとき
• 先行車を安定して検知できないとき
• タイヤの異常を検知したとき
• 悪路の走行や山岳路を長時間走行したとき
• 急なハンドル操作をしたとき
• ABS や VSA、衝突軽減ブレーキ（CMBS）または踏み間違い衝突軽減システム
や急アクセル抑制機能✤ が作動したとき

• VSA警告灯が点灯したとき
• 急斜面で停車しているとき
• パーキングブレーキをかけたとき
• 前方の車両による水しぶきや雪の巻上げがあるとき
• 夜明けや夕暮れ時に太陽に向かって走行するとき
• 検知した先行車との車間距離が短すぎるとき
• 停車状態で先行車がいなくなったとき
• 急加速したとき
• フロントガラスの汚れ、曇り、雨粒、泥、湿った雪、シール、アクセサ
リー、ステッカーやフィルムなどによりカメラ前方が覆われているとき

• パワーモードをOFF モードにしたとき
• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物を積んでいるとき
• 夜間やトンネル内などの暗いところを走行したとき
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuHonda SENSINGu渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC）

1解除するには
停車中の解除：
渋滞追従機能付 ACC によって自車が自動的に
停車しているときに渋滞追従機能付 ACC が解
除された場合に、警告音が鳴りマルチイン
フォメーションディスプレイに警告が表示さ
れることがあります。

すみやかにブレーキを踏み、適切な車間距離
を保ってください。

a 警告音
• 停車中に運転席のシートベルトを外したとき
• 車両が10分以上停車しているとき
• ブレーキシステム警告灯（オレンジ）が点灯したとき
• 長い下り坂などで減速を繰り返したとき
• LKAS  が作動しているときに、システムが一定時間運転者の操作がないと判
断したとき
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uuHonda SENSINGu渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC）

運
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1クルーズモードへの切換え
現在のモードがどちらなのかを常に意識して
使用してください。クルーズモード中は先行
車との車間距離を保持しません。

以下の場合、モードを切り換えられません。
• 車速をセットしているとき
• スイッチがOFF のとき
クルーズモードへ切り換えた状態でも ス
イッチを押してONにし直すたびに、渋滞追
従機能付ACCに戻ります。
次ページに続く

ディスタンススイッチを1秒間押し続けます。
マルチインフォメーションディスプレイに
「クルーズモードに設定しました」と表示され
た後、クルーズモードに切り換わります。
同時に、メーター内の （ホワイト）が （ホ
ワイト）に変わります。
再度ディスタンススイッチを 1秒間押し続け
ると、マルチインフォメーションディスプレ
イに「ACC モードに設定しました」と表示さ
れた後、渋滞追従機能付ACCに戻ります。

■クルーズモードへの切換え

a 渋滞追従機能付ACC ON
b クルーズモードON
c （ホワイト）
d （ホワイト）
e ディスタンススイッチ



320

uuHonda SENSINGu渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC）

運
転

希望の車速になったらペダルから足を離し、 スイッチを上か下に
押します。

スイッチを上か下に押して離すと、離したときの車速にセットされ
自動定速走行になります。

同時に、メーターに （グリーン）と設定車
速が表示されます。

■作動条件
約 30km/h 以上で走行しているとき

■車速をセットするには
RES/+/SET/-

RES/+/SET/-

a （グリーン）
b 設定車速
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uuHonda SENSINGu渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC）

運
転

次ページに続く

RES/+ 側
• 1回押すごとに 1km/h ずつ設定車速が上がる
• 押し続けると 10km/h ずつ設定車速が上がり、手を離したときの設定車速に
固定

SET/- 側
• 1回押すごとに 1km/h ずつ設定車速が下がる
• 押し続けると 10km/h ずつ設定車速が下がり、手を離したときの設定車速に
固定

■車速を調節するには
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uuHonda SENSINGu渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC）

1解除するには
解除前の設定車速に復帰させる
自動定速走行を解除したあとでも、30km/h
以上の車速で走行中に スイッチ
を上に押すとメーター上に表示されている解
除前の設定車速（グレー）で作動を開始するこ
とができます。

スイッチまたはブレーキペダルで解
除した場合、その直前の設定車速がグレーで
表示されます。 スイッチを上に
押した場合、この車速で作動が開始されま
す。
また、  (ホワイト)が表示され、解除前の設
定 車 速（グ レ ー）の 表 示 が 無 い 状 態
で スイッチを上に押した場合
は、 スイッチを下に押した場合
と同様に現在の車速が設定されます。
ただし、下記の場合は復帰できません。
• 車速が30km/h 未満のとき
• スイッチでOFF 操作をしたとき

RES/+/SET/-

CANCEL

RES/+/SET/-

RES/+/SET/-
RES/+/SET/-
次の操作をすると、自動定速走行が解除されます。
• スイッチを押す
uメーター内の （グリーン）が （ホワイト）になります。

• スイッチを押す
uメーター内の （グリーン）が消灯します。

• ブレーキペダルを踏む
uメーター内の （グリーン）が （ホワイト）になります。

■解除するには

CANCEL
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uuHonda SENSINGu渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール（ACC）

運
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1解除するには

車速が 25km/h 未満になると自動的に自動定
速走行が解除になります。

a （ホワイト）
b 解除前の設定車速（グレー）
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uuHonda SENSINGu車線維持支援システム（LKAS）

運
転

1車線維持支援システム（LKAS）

インストルメントパネル上部に物をおかない
でください。物がフロントガラスに反射して
車線を正確に検知できない場合があります。

LKASは方向指示器（ウィンカー）を出さずに車
線変更を検知した時のみ警告します。
LKASは、すべての車線区画線（白線や黄線）や
車線逸脱を検出できない場合があります。ま
た天候や速度、路面状況によっては、システ
ムが機能しないことがあります。
運転者が周囲の道路状況を確認し、安全運転
を心がけて走行してください。

w
LKAS は補助システムとして使用してくだ
さい。LKAS は、自動運転システムではあ
りません。あくまでも運転者をアシストす
るためのシステムです。

取扱説明書に従い使用しないと、思わぬ事
故につながり、死亡または重大な傷害にい
たるおそれがあります。

常に周囲の状況を確認し、安全運転を心が
けて走行してください。
車線維持支援システム（LKAS）
LKAS は、フロントガラス上部に設置してあるカメラによって、左右の白線（黄
線）をとらえ、電動パワーステアリングの動きをアシストし、車線維持走行を補
助するためのシステムです。

■システムの作動

車線変更する場合は、方向指示器（ウィンカー）を操作するとLKASが一時解除状
態になります。その後、車線の中央を走行しカメラが白線（黄線）を検知する
と、LKAS が復帰します。渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロール
（ACC）作動中に方向指示器（ウィンカー）を出さずに車線変更すると、LKASが解
除されず車線逸脱警報が作動します。

a フロントワイドビューカメラ
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運
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1車線維持支援システム（LKAS）
LKAS は、急なカーブや加速・減速の繰り返しが
続く道路では、システムが正常に機能しないおそ
れがあります。LKAS は、高速道路や自動車専用
道路などを運転するときに使用してください。

フロントガラス上部に装備されているカメラの
取り扱いについては下記を参照してください。
2フロントワイドビューカメラ P.347

LKASは条件により正常に作動しない場合があ
ります。
2 LKASの条件と制限 P.332

車線の検知ができないときは、一時的にシス
テムが解除されます。車線を検知するとシス
テムが自動復帰します。
次ページに続く

■車線維持支援機能
車が車線中央を走行するようにアシストし、白線（黄線）に近づくと電動パワー
ステアリングの操舵力が強くなります。
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運
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■車線逸脱警告機能
車が警報エリアに入ると車線逸脱の警報を音およびディスプレイ表示で行いま
す。

a 車線維持支援システム（LKAS）表示灯（グリーン）
b 車線表示（オレンジ）
c 警報エリア
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uuHonda SENSINGu車線維持支援システム（LKAS）

運
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1LKASを作動させるには
システムが作動しているときに、左右の白線
（黄線）に偏る場合は、システムを停止し
Honda 販売店で点検を受けてください。

白線（黄線）を正しく検知できず走行位置を正
しく設定できない場合があります。
2 LKASの条件と制限 P.332
次ページに続く

LKASは、渋滞追従機能付ACCが作動しているときに以下の条件で作動します。
• 車速が約65 ～ 120km/hで走行しているとき
• 左右に白線（黄線）が引かれている車線の中央付近を走行しているとき
• 直線またはゆるやかなカーブの道路を走行しているとき
• 方向指示器（ウィンカー）を出していないとき

■ LKASを作動させるには
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uuHonda SENSINGu車線維持支援システム（LKAS）

1LKASを作動させるには
システムを正しく作動させるために、必ず次
のことをお守りください。
• カメラ付近のガラスは常にきれいにしておく
• フロントガラスのお手入れをするときは、
ガラスクリーナーなどがカメラのレンズに
付着しないようにする

• カメラのレンズには触れない
• カメラ付近のガラスにステッカーを貼らない
■システムの作動方法
1. スイッチを押す。
uメーターに （ホワイト）とともに車線
維持支援システム（LKAS）表示灯（ホワ
イト）が点灯し、システムが待機状態に
なります。
車線維持支援システム（LKAS）表示灯
（ホワイト）が消灯している場合は ス
イッチを押すと点灯し待機状態になり
ます。

uカメラが両側の白線（黄線）を検知する
と、メーターに車線表示（ホワイト）が
点灯します。

uこのとき渋滞追従機能付 ACC が待機状
態になります。

2. スイッチを上か下に押す。
uシステムが作動可能状態のときに

スイッチを押すと、制御
を開始します。

uこのとき渋滞追従機能付 ACC が作動し
ます。

a 車線表示（ホワイト）
b 車 線 維 持 支 援 シ ス テ ム
（LKAS）表示灯（ホワイト）

c スイッチ
d スイッチ RES/+/SET/-

RES/+/SET/-
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uuHonda SENSINGu車線維持支援システム（LKAS）
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次ページに続く

3.車線の中央付近を走行する。
u車線中央付近を走行中にカメラが両側
の白線（黄線）を検知すると、メーター
の車線表示とLKAS表示灯がグリーンに
切り替わり、LKAS の制御を開始しま
す。

a 車線表示（グリーン）
b LKAS表示灯（グリーン）
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スイッチを押すと、LKASが解除されます。
■解除するには

a スイッチ
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運
転

1LKASが自動的に一時解除されるとき
カスタマイズ機能で自動解除ブザーの ON/
OFF を設定できます。
2時計✤/ 車両設定 P.111
次ページに続く

■LKASが自動的に一時解除されるとき
次の場合、メーターの車線表示と LKAS 表示灯がホワイトに切り替わり、LKAS
が自動解除されます。

• 車速が50km/h 以下になったとき
u車速が50km/h以下になると、LKASは
自動解除します。車速が 65km/h 以上
になると、LKASは復帰します。

• 白線（黄線）を検知できないとき
• 急なハンドル操作をしたとき
• ハンドル操作をしていないとき
• 急なカーブを走行したとき
• 制限速度を超えた速度で走行したとき
• ABS、VSA が作動しているとき
• ACCが作動していないとき
これらの条件が続かなければ、システムは
自動的に再開されます。

■LKASが自動的にキャンセルされるとき
次の場合、メーターの車線表示が消え、ブザーが鳴り、LKAS が自動的にキャン
セルされる場合があります。
• カメラ内部の温度が一定以上高温になったとき
• カメラまたはカメラ付近のフロントガラスが汚れているとき

a 車線表示（ホワイト）
b LKAS表示灯（ホワイト）
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuHonda SENSINGu車線維持支援システム（LKAS）
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以下の条件では、システムは白線（黄線）を検知できず、LKAS が正しく機能しな
い場合があります。

■環境によりカメラが正しく検知できない事例
• 白線（黄線）と道路表面の区別ができないとき
• 雨、霧、雪などの悪天候のとき
• 路面に雪が残っていたり湿っているとき
• 夜明けや夕暮れ時に太陽に向かって走行するとき
• 白線（黄線）の付近に影が映っているとき (木々、建物、ガードレール、車両な
ど )

• トンネルの出入り口や、木、建物の影などで周囲の明るさが変化したとき
• 夜間やトンネル内などで周囲が暗く、車線や路面が照らされていないとき
• 前方の車両との距離が極端に短く、車線や路面がかくれているとき
• 強い光が路面に反射しているとき

■ LKASの条件と制限
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運
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次ページに続く

■道路の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 車線規制や仮設車線がある区間を走行するとき
• 道路の修復や古い白線（黄線）のため、かすれや重複、タイヤ痕、さまざまな
白線（黄線）が道路にあるとき

• 交差点や横断歩道など車線の数が増減している区間や車線が複雑に交差して
いる区間を走行するとき

• 車線の幅が極端に狭いときや広いとき、または変化しているとき

a 線が薄くなっている
b 古い車線の消し残し
c タイヤ痕

a 車線幅が極端に広い／狭い
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• 車両などが白線（黄線）の一部を隠しているとき
• 坂道や、丘の頂上に近づいているとき
• 段差などにより車両が大きく揺れたとき
• 路上のもの（縁石、ガードレール、パイロンなど）を白線（黄線）と認識したと
き

• 舗装されていない道路や荒れた道路を走行するとき
• 車線が二重に描かれている道路を走行するとき
• 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を走行するとき
• 雪上路や路上の雪・水溜まりなどで舗装路が部分的に見えているとき
• 路面に水溜まりや水膜があるとき
• カーブ、うねった道路、坂道など、道路状況により白線（黄線）を正しく認識
できないとき

• 未舗装路やわだちのある道路を走行しているとき
• 分岐・合流路などを走行するとき

a 線のひかれていない分岐
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■自車の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• ヘッドライトのレンズが汚れて照射が弱いときや光軸がずれて、暗いところ
で前方が見にくいとき

• フロントガラスの汚れ、曇り、雨粒、泥、湿った雪、シール、アクセサ
リー、ステッカーやフィルムなどによりカメラ前方が覆われているとき

• 夜間やトンネル内などの暗いところで、ヘッドライトが点灯していない状態
で走行しているとき

• ワイパーの拭き残しがあるとき
• サイズや種類、構造の違うタイヤやホイールを装着していたり、タイヤ空気
圧が適切でないとき

• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物を積んで、車が傾いているとき
• サスペンションを変更したとき
• タイヤチェーンを装着しているとき
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1先行車発進お知らせ機能

フロントガラス上部に装備されているカメラ
の取り扱いについては下記を参照してくださ
い。
2フロントワイドビューカメラ P.347

他の運転支援システムと同様に、先行車発進
お知らせ機能は、天候や環境などによって機
能しないことがあります。

w
先行車発進お知らせ機能は、運転者をアシ
ストするための補助システムです。安全に
発進できる状況を知らせるシステムではあ
りません。

取扱説明書に従い使用しないと、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

発進するときは、運転者が目視で周囲と前
方の安全を十分に確認し、適切な車間距離
を保ち運転してください。
先行車発進お知らせ機能
信号待ちなどで、先行車が発進したことに気づかず停止し続けたときに、音と
表示で運転者に知らせるシステムです。

a 停止
b 先行車停止
c 先行車発進
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1先行車発進お知らせ機能
先行車発進お知らせ機能をOFFにすることがで
きます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

渋滞追従機能付アダプティブクルーズコント
ロール（ACC）警告灯が点灯しているときは、
先行車発進お知らせ機能は作動しません。
2警告灯 P.83
次ページに続く

先行車に続いて停車（停止状態での車間距離が約10m以内、かつ自車・先行車が
しばらく停止）すると先行車を認識し続け、先行車の発進を検知しても自車が停
止し続けたときに作動します。

■シフトポジションが (D、 (Sの場合
ブレーキペダルを踏んでいる、オートマチックブレーキホールドのブレーキ保
持機能が作動しているまたは渋滞追従機能付アダプティブクルーズコントロー
ル（ACC）が作動中で停車している。

■シフトポジションが (Nの場合
ブレーキペダルを踏んでいる、パーキングブレーキが作動しているまたはオー
トマチックブレーキホールドのブレーキ保持機能が作動している。

システムの作動タイミングを標準・早めの2段階から選択することができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

標準は先行車が停止状態から約3ｍ以上進んだときに作動します。
早めは先行車の発進を検知したときに作動します。

■システムの作動条件
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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システムが作動すると、「ポーン」とブザー
が鳴り、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます。

次のような場合、先行車が発進していなくてもシステムが作動したり、先行車
が発進していてもシステムが作動しないことがあります。

■環境によりカメラが正しく検知できない事例
• 雨、霧、雪などの悪天候のとき
• 前方の車両による水しぶきや雪の巻上げがあるとき
• トンネルの出入り口や、木、建物の影などで周囲の明るさが変化したとき
• 強い光が車両や路面に反射しているとき
• 夜間やトンネル内などで周囲が暗く、車両の全体が照らされていないとき
• 夜明けや夕暮れ時に太陽に向かっているとき

■システムの作動状態

a 警告音

■先行車発進お知らせ機能の条件と制限
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次ページに続く

■道路の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• カーブ、うねった道路、右左折直後、坂道などのとき

■自車の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物を積んで、車が傾いているとき
• 自車の停車している時間が短いとき
• フロントガラスの汚れ、曇り、雨粒、泥、湿った雪、シール、アクセサ
リー、ステッカーやフィルムなどによりカメラ前方が覆われているとき

• タイヤチェーンを装着しているとき
• 夜間やトンネル内などの暗いところで、ヘッドライトが点灯していない状態
で走行しているとき

• ワイパーの拭き残しがあるとき
• ヘッドライトのレンズが汚れて照射が弱いときや光軸がずれて、暗いところ
で前方が見にくいとき

• サイズや種類、構造の違うタイヤやホイールを装着していたり、タイヤ空気
圧が適切でないとき

• サスペンションを変更したとき
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■先行車の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 先行車の停車している時間が短いとき
• 先行車との距離が極端に短いとき
• 先行車が極端に遅い速度で移動しているとき
• 先行車が右左折や急旋回したとき
• 先行車が背景に紛れて検知できないとき
• 暗がりで先行車が片側点灯または無灯火のとき

■その他、カメラが正しく検知できない事例
• 歩行者や自転車、二輪車、特殊な形状の車両など
• 自車と先行車の間に別の車両や歩行者、自転車などが割り込んできたとき
• 先行車が自車の正面にいないとき

■その他、作動できない事例
• 先行車の形状をカメラが正しく検知できないとき
• 先行車の最低地上高が極端に高いとき
• 先行車が荷物を積んでいないトラックなど前側に対して後側の面積が小さい
車両
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1標識認識機能

この機能は、日本の道路標識を認識するよう設
計されていますが、すべての標識が表示される
わけではありません。
また、表示される道路標識であっても新しい
デザインの道路標識は表示されません。

エンジン始動後、約 15秒の間は標識認識機能
は作動しません。

フロントガラス上部に装備されているカメラの
取り扱いについては下記を参照してください。
2フロントワイドビューカメラ P.347

標識認識機能表示は、ON/OFF の設定を変更す
ることができます。
2時計✤/ 車両設定 P.111

w
標識認識機能は補助機能として使用する。
標識認識機能は、あらゆる状況で作動する
機能ではありません。あくまでも、運転者
をアシストするための機能です。
常に周囲の状況を確認し、安全運転を心が
け、走行してください。
次ページに続く

標識認識機能
標識認識機能は走行中に認識した道路標識情報をメーターに表示し、運転者に
お知らせする機能です。
表示される道路標識は以下の4つです。
• 最高速度
• はみ出し通行禁止
• 一時停止
• 車両進入禁止

走行中にフロントガラス上部にあるカメラで特定の道路標識を認識し、メー
ターに道路標識情報を表示します。

運転中に道路標識が認識されない場合や認識できない場合、道路標識は表示さ
れません。

標識認識機能は以下の条件で作動します。
• 最高速度 / はみ出し通行禁止：速度に関係なく作動
• 一時停止 / 車両進入禁止：自車の速度が約 60km/h以下のとき

■作動のしかた
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1標識認識機能
走行中に認識された最高速度の標識に対し
て、速度超過したときは表示された最高速度
アイコンが点滅します。
2時計✤/ 車両設定 P.111
以下のときは、道路標識情報が別のものに切り換わります。
• 表示中の最高速度と異なる最高速度標識を認識したとき
• 一時停止標識または、車両進入禁止標識を認識したとき

以下のときは道路標識情報が消えます。
• 最高速度とはみ出し通行禁止は、標識を通過してから標識ごとに設定された
距離（数百～千数百 ｍ）を走行したとき、または終了を示す補助標識を認識し
たとき

• 一時停止は、標識を通過したとき
• 車両進入禁止は、進入せず標識を通過したとき
• 交差点で方向指示器（ウィンカー）を出しながら右左折したとき
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1標識認識機能
標識認識機能が故障した場合はメーターに
が表示されます。
のメッセージが消えないときは、Honda 販

売店で点検を受けてください。 
次ページに続く

以下の場合などにおいては、標識を正しく認識できない場合や、標識の認識が
遅れたり、認識できない場合があります。

■環境によりカメラが正しく検知できない事例
• 夜明けや夕暮れ時に太陽に向かって走行するとき
• 強い光が路面に反射しているとき
• 夜間やトンネル内などの暗いところ
• 雨、霧、雪などの悪天候のとき
• トンネルの出入り口や、木、建物の影などで周囲の明るさが変化したとき
• 前方の車両による水しぶきや雪の巻上げがあるとき

■道路の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 段差などにより車両が大きく揺れたとき

■標識認識機能の条件と制限
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■自車の状態によりカメラが正しく検知できない事例
• ヘッドライトのレンズが汚れて照射が弱いときや光軸がずれて、暗いところ
で前方が見にくいとき

• フロントガラスの汚れ、曇り、雨粒、泥、湿った雪、シール、アクセサ
リー、ステッカーやフィルムなどによりカメラ前方が覆われているとき

• ワイパーの拭き残しがあるとき
• サイズや種類、構造の違うタイヤやホイールを装着していたり、タイヤ空気
圧が適切でないとき

• カーゴスペースやリヤシートに重い荷物を積んで、車が傾いているとき
• サスペンションを変更したとき
• タイヤチェーンを装着しているとき
• 夜間やトンネル内などの暗いところで、ヘッドライトが点灯していない状態
で走行しているとき

■標識の位置や状態によりカメラが正しく検知できない事例
• 標識の周囲が煩雑で標識を見つけにくい場合
• 自車から遠く離れた位置にある標識
• 自車のヘッドライトの光が届きにくい位置にある標識
• 曲がり角やカーブの先に設置された標識
• 色あせた標識や折れ曲がった標識
• 向きが変えられた標識や破損した標識
• 泥、雪、又は、霜で覆われた標識
• 一部が樹木などで隠れていたり、車両などの陰になった標識
• 標識の表面上に光（街灯など）や影が映り込んでいる場合
• 明るすぎたり、暗い標識（電光式標識）
• 小さいサイズの標識 (終了を示す補助標識など )
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次ページに続く

■その他、カメラが正しく検知できない事例
• 高い速度で走行しているとき

以下の場合などにおいては、標識認識が正しく作動せず、自車の走路に対する
規制内容とは異なる表示をしたり、実際には対象となる標識が無いのに表示し
たりすることがあります。
（最高速度標識においては、実際の規制速度よりも高い数値を表示したり、低い
数値を表示したりすることがあります。）
• 標識の上や下に、規制の地点（始まり、終わりなど）や条件（曜日、時間帯な
ど）を示す補助標識がある場合

• 数字の判別がつきにくい標識（電光式標識、数字がかすれた標識など）
• 自車の走路に対しての標識ではないが、自車の走路付近にあり、標識が自車
の走路に向いている場合（側道が本線に合流する地点の一時停止標識など）

• 認識対象の標識の色、形、図形に似たものがある場合（類似の標識、電光掲示
板、看板、のぼり旗、構造物など）
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1メーターの表示
車両進入禁止区域に進入すると車両進入禁止
アイコンが点滅します。
約5秒間点滅したあと、車両進入禁止アイコン
は消えます。
同時に2つまで道路標識情報を表示します。右側には最高速度または一時停止標
識、左側にははみ出し通行禁止または車両進入禁止標識を表示します。

■表示例

左側は車両進入禁止、右側は一時停止を優先表示します。

■メーターの表示
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1フロントワイドビューカメラ
カメラの視野内のフロントガラスにキズ、打
痕、損傷があると、システムが正常に作動しな
くなることがあります。この問題が発生した場
合、フロントガラスの交換をお勧めします。
Honda 純正品以外のフロントガラスを使用す
るとシステムが正常に作動しなくなる場合が
あります。
フロントガラスの修理や交換をする場合は
Honda 販売店にご相談ください。

カメラのレンズを汚したり傷つけたりしない
でください。
2車内の清掃 P.431

インストルメントパネル上部に物をおかない
でください。
物がフロントガラスに反射して車線を的確に
検知できない場合があります。

カメラを取り外さないでください。システム
が正常に作動しなくなる場合があります。
次の場合はHonda販売店にご相談ください。
• カメラおよび周辺部に衝撃が加わったとき

フロントガラスが曇った場合は曇りをとって
ください。
必要に応じてデフロスターモードを使用して
ください。
次ページに続く

フロントワイドビューカメラ
カメラはフロントガラス上部に設置されて
います。

炎天下に駐車したときなど、室内温度が高温
になり、カメラ機能が一時停止する場合があ
ります。一時停止を防ぐため、駐車時は太陽
光を避けて日陰に駐車することをおすすめし
ます。反射サンシェードを使用する場合、カ
メラを覆わないでください。覆うとカメラに
熱を集中させてしまう可能性があります。

フロントガラスにフィルムを貼ったり、カ
メラの視野を遮るものを取り付けないでく
ださい。

a フロントワイドビューカメラ

a ステッカー貼り付け不可範囲
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1フロントワイドビューカメラ
ボンネットやフロントグリルの上にカメラの
視野を妨げるものを装着しないでください。
カメラの視野を妨げシステムが正常に作動し
ない場合があります。

マルチインフォメーションディスプレイに「運
転支援システムの一部が使用できません　カ
メラの温度が下がるまでお待ちください」が表
示される場合：
• エアコンを使用して車内の温度を下げてく
ださい。必要に応じてデフロスターモード
を使用し、風がカメラに向かうようにして
ください。

• 車両を走行させ、フロントガラスとフロント
ワイドビューカメラ周辺の温度を下げてくだ
さい。

マルチインフォメーションディスプレイに「運
転支援システムの一部が使用できません　カ
メラ視界不良のため認識できません」が表示さ
れる場合：
• 安全な場所に車を駐車し、フロントガラスが
汚れていないか確認をしてください。フロン
トガラスが汚れている場合は、汚れを落とし
てください。フロントガラスの汚れを落と
し、しばらく走行した後でもメッセージが消
えない場合は、Honda 販売店で点検を受け
てください。
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1ソナーセンサー
ソナーセンサーの取り扱いについて
• センサーやその周囲にステッカーなどを貼
り付けない。

• センサーの周囲に強い衝撃をあたえない。
• 分解は行わない。
• センサーの近くにアクセサリーを取り付け
ない。

次の場合は、Honda 販売店にご相談くださ
い。
• ソナーセンサーに衝撃が加わったとき
• ソナーセンサー周辺の修理を行うとき

以下のときはソナーセンサーが正常に作動し
なくなる場合があるため、Honda 販売店で点
検を受けてください。
• フロントバンパーおよびリヤバンパーが段
差、縁石、輪留め、盛り土などに接触した
とき

• 車両前方または後方が衝突、接触したとき
• 深い水たまりに進入したとき
ソナーセンサー
■センサーの取り付け位置と検知範囲
ソナーセンサーは、フロントバンパー、フロントグリルとリヤバンパーに設置
されています。

a ソナーセンサー

a センサーの検知範囲
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ブレーキ操作
1電子制御パーキングブレーキ
パーキングブレーキをかけたり解除したとき
に作動音が聞こえます。
これはブレーキシステムが作動している音で
異常ではありません。

パーキングブレーキをかけたり解除するとブ
レーキペダルが動くことがあります。
これはブレーキシステムの作動によるもので
異常ではありません。

バッテリーがあがっているときは、パーキン
グブレーキをかけたり、解除することはでき
ません。
2バッテリーがあがったとき P.464

走行中にパーキングブレーキスイッチを引き
続けると、その間はパーキングブレーキがか
かります。
ブレーキシステム

主に停車中や駐車時に使用するブレーキです。自動での解除および手動での操
作ができます。

■手動で操作するとき
パーキングブレーキスイッチの操作で、パーキングブレーキをかけたり解除し
たりできます。
急な下り坂の発進時などに、手動でパーキングブレーキを解除すると、スムー
ズな発進を行うことができます。

■手動でパーキングブレーキをかける
パーキングブレーキスイッチをゆっくりと
確実に引き上げてください。
uパーキングブレーキが作動すると、ス
イッチのインジケーターとメーター内の
ブレーキ警告灯（レッド）が点灯します。

■電子制御パーキングブレーキ

a パーキングブレーキスイッチ
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1電子制御パーキングブレーキ
以下の状態のときは、パーキングブレーキが
自動で作動します。
• 10 分以上渋滞追従機能付 ACC またはオー
トマチックブレーキホールドシステムが作
動している状態で停車しているとき

• 渋滞追従機能付 ACC またはオートマチック
ブレーキホールドシステムが作動している
状態で運転席のシートベルトを外したとき

• アイドリングストップ中を除き、渋滞追従
機能付 ACC またはオートマチックブレーキ
ホールドシステムが作動している状態でパ
ワーモードをOFF モードにしたとき

• オートマチックブレーキホールドシステム
が作動している状態でシステムに問題が発
生したとき

パーキングブレーキを自動で解除できないと
きは、手動で解除してください。

次の警告灯が点灯しているときは、自動解除
できません。
• PGM-FI 警告灯
• トランスミッション警告灯

次の警告灯が点灯しているときは、自動解除
できないことがあります。
• ブレーキ警告灯（オレンジ）
• VSA警告灯
• ABS 警告灯
• エアバッグシステム警告灯
次ページに続く

■手動でパーキングブレーキを解除する
1.パワーモードがONモードのときに、右足
でブレーキペダルをしっかりと踏む。

2.パーキングブレーキスイッチを押す。
uパーキングブレーキが解除され、スイッ
チのインジケーターとメーター内のブ
レーキ警告灯（レッド）が消灯します。

■自動パーキングブレーキ作動機能
自動パーキングブレーキ作動機能がONになっているとき：
パワーモードをOFF モードにするとパーキングブレーキが自動でかかります。
パーキングブレーキがかかっていることを、ブレーキ警告灯（レッド）で確認し
てください。
2自動作動機能をON/OFF するには P.353

a パーキングブレーキスイッチ
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■自動解除するとき
アクセルペダルの操作とパーキングブレーキの解除が連動します。
渋滞や上り坂での発進に便利です。

アクセルペダルをゆっくりと踏んでくださ
い。
uパーキングブレーキが解除され、ブ
レーキ警告灯（レッド）が消灯します。

パーキングブレーキの自動解除は、次の条
件が揃ったときに行えます。
• 運転席シートベルトを着用しているとき
• エンジンが始動しているとき
• シフトポジションが 、 以外のときa アクセルペダル P N
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1自動作動機能をON/OFF するには
寒冷時に、パーキングブレーキをかけると、
凍結することがあります。
自動作動機能を OFF にして、石などで輪留め
をしてください。
また、けん引の場合は、必要に応じて自動作
動機能を OFF にして、パーキングブレーキが
かからないようにしてください。
次ページに続く

■自動作動機能をON/OFF するには
パーキングブレーキの自動作動機能は、パワーモードがONモードのときに以下
の操作でONとOFF を切り換えることができます。
1.シフトレバーを (Pに入れる。
2.ブレーキペダルを踏まずに、パーキングブレーキスイッチを引き上げます。
uブレーキ警告灯（レッド）が点灯していることを確認してください。

3.パーキングブレーキスイッチを引き上げたままにする。
「ピーッ ピーッ ピーッ ・ ・ ・ ・ 」と鳴り始めたら手を離し、3秒以内に再び
パーキングブレーキスイッチを引き上げたままにする。

4.操作完了音が聞こえたらスイッチから手を離す。
u自動作動機能がONになると、「ピーッ ピーッ」と鳴ります。
u自動作動機能がOFF になると、「ピー」と鳴ります。
uパーキングブレーキの作動状態は、ブレーキ警告灯（レッド）で確認してく
ださい。

また、下記操作を行うことで、パーキングブレーキの自動作動を一時的に OFF
することもできます。
1.ブレーキペダルを踏んで停車する。
2.パワーモードをOFFモードにした後、2秒以内にパーキングブレーキスイッチ
を押す。
u自動作動機能のON/OFF 設定は変わりません。
u渋滞追従機能付ACC およびオートマチックブレーキホールドシステムの機
能がOFF になっている状態で行ってください。

uパーキングブレーキの作動状態は、ブレーキ警告灯（レッド）で確認してく
ださい。
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1フットブレーキ
水たまりを走行したときは、ブレーキの効き
具合を確認してください。
効きが悪いときは、効き具合が戻るまでブ
レーキペダルを何回か軽く踏んでください。

ブレーキを踏んでいる間、絶えず金属的な摩
擦音が聞こえる場合はブレーキパッドを交換
する必要があります。
Honda 販売店で点検を受けてください。

長い下り坂でブレーキペダルを踏み続ける
と、ブレーキが過熱し、ブレーキの効きが悪
くなり危険です。
そのため、長い下り坂などではエンジンブ
レーキを使用します。
アクセルペダルから足を離し、ギヤを低速に
シフトすると、エンジンの回転抵抗で速度が
落ちます。

エンジン始動直後や標高が高いときなど特定
の条件下でブレーキを踏んだとき、ブレーキ
の効きを補うハイドロリックブレーキブース
トが装備されています。
この機能が作動するとブレーキペダルが小刻
みに動いたり、作動音が聞こえる場合があり
ます。
車の減速や停止をするためのメインのブレーキです。ブレーキペダルで操作し
ます。 
緊急制動時により大きな制動力を発生させる電子制御ブレーキアシストが装備
されています。
2電子制御ブレーキアシスト P.360

また、ブレーキのロックを防止する ABS（アンチロックブレーキシステム）で、
安全性の向上を図っています。
2 ABS（アンチロックブレーキシステム） P.359

■フットブレーキ
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1オートマチックブレーキホールド

w
急な坂道やすべりやすい路面の場所では、
ブレーキペダルから足を離さない。
急な坂道やすべりやすい路面の場所では、オー
トマチックブレーキホールドが作動していて
も、ブレーキペダルから足を離したときに車が
動くことがあります。
不意に車が動くことにより衝突の原因となり、
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

w
駐車をする目的でオートマチックブレーキ
ホールドを作動させない。
不意に車が動くことにより衝突の原因となり、
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
オートマチックブレーキホールドシステム作動
中は絶対に車から離れないでください。駐車す
る際はシフトポジションを にしてパーキン
グブレーキをかけてください。

P

次ページに続く

停車中に、ブレーキペダルを踏み続けなくても、自動的にブレーキを保持する
機能です。保持中にアクセルペダルを操作すると、自動でブレーキが解除され
発進することができます。信号待ちなどの一時的に停止したいときの使用に適
しています。

■機能をONさせるには
シートベルトを着用し、エンジンを始動し
てからオートマチックブレーキホールドス
イッチを押す。
uオートマチックブレーキホールドシス
テム表示灯が点灯し、機能が ON にな
ります。

■オートマチックブレーキホールド

a オートマチックブレーキホー
ルドスイッチ

b オートマチックブレーキホー
ルドシステム表示灯が点灯
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■ブレーキを保持させるには
シフトポジションが (P  (R以外のときにブ
レーキペダルを踏んで停車する。
uオートマチックブレーキホールド表示
灯が点灯し、自動でブレーキが10 分間
保持されます。

uオートマチックブレーキホールド表示
灯が点灯後、ブレーキペダルから足を
離してください。

a ブレーキペダル
b オートマチックブレーキホー
ルドシステム表示灯

c オートマチックブレーキホー
ルド表示灯が点灯



357

uuブレーキ操作uブレーキシステム

運
転

1オートマチックブレーキホールド

システムが作動していても通常と同じ手順で
エンジンの停止が行えます。
2駐停車操作 P.362

パワーモードを OFF にすると、システムは自
動的にOFFになります。

w
オートマチックブレーキホールドを使用す
る際は、オートマチックブレーキホールド
表示灯が点灯するまでブレーキペダルから
足を離さない。
不意に車が動くことにより衝突の原因とな
り、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
オートマチックブレーキホールド表示灯が
点灯した後にブレーキペダルから足を離し
てください。
次ページに続く

■車両を発進させるには
シフトポジションが 以外のときにア
クセルペダルを踏むと機能が解除し、発進
します。
uオートマチックブレーキホールドシス
テム表示灯が点灯し、自動でブレーキ
が解除されます。

■ブレーキ保持機能が自動的に解除されるとき
• シフトポジションが もしくは で、ブレーキペダルを踏んでいるとき
• パーキングブレーキスイッチを引いたとき

以下の状態のときは、パーキングブレーキが自動で作動した後、オートマチッ
クブレーキホールドシステムによるブレーキ保持が解除されます。
• 10分以上ブレーキを保持したとき
• 運転席のシートベルトを外したとき
• エンジンを停止したとき
• オートマチックブレーキホールドシステムに問題が発生したとき

a アクセルペダル
b オートマチックブレーキホー
ルド表示灯

c オートマチックブレーキホー
ルドシステム表示灯が点灯

P N

P R
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1機能をOFFさせるには
自動洗車機を使用するときは、システムが
OFF になっていることを確認してください。

ブレーキ保持中にタイヤの回転を検知する
と、ブレーキ力を強めるために作動音が発生
する場合があります。
■機能をOFF させるには
機能がONのときにオートマチックブレーキ
ホールドスイッチを押します。
uオートマチックブレーキホールドシス
テム表示灯が消灯します。

オートマチックブレーキホールド表示灯が
点灯中にOFFにしたいときは、ブレーキペダ
ルを踏みながらオートマチックブレーキ
ホールドスイッチを押します。a オートマチックブレーキホー

ルドスイッチ
b オートマチックブレーキホー
ルドシステム表示灯が消灯
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1ABS（アンチロックブレーキシステム）

アドバイス
種類やサイズの異なるタイヤが混在している
と、ABSが正常に機能しないことがあります。
タイヤは必ず、同一指定サイズ、同一種類の
タイヤを指定空気圧で使用してください。

ABS 警告灯が運転中に点灯するときは、シス
テムの異常が考えられます。
通常のブレーキ操作には支障はありませんが、
ABSが作動していない可能性があります。
ただちにHonda販売店で点検を受けてください。

ABS は、制動距離を短くするためのものでは
ありません。
ABSを装備していない車両と同様に、路面が滑
りやすいほど長い制動距離が必要になります。
ABS が作動した状態でも車両の姿勢やハンド
ルの効きには限界がありますので、安全運転
に心がけてください。また、次のような場
合、ABS の装着されていない車両に比べ、制
動距離が長くなることがあります。
• 砂利道、深い新雪、凸凹路などの悪路
• 舗装の継ぎ目やマンホールなどの段差
• タイヤチェーン装着時

エンジン始動直後や走行中、システムチェック
のためエンジンルームからモーター音が聞こえ
ることがありますが、異常ではありません。
ABS（アンチロックブレーキシステム）

ABS（アンチロックブレーキシステム）とは、急制動や滑りやすい路面で制動す
るとき、車輪のロックを防止することで車両の姿勢を安定させ、ハンドルの効
きを確保しようとするための装置です。

■ABSの作動と警告灯
ブレーキペダルを踏んだとき、ブレーキペダルが小刻みに動くことがあります
が、これは ABS の正常な動作です。そのままブレーキペダルを強く踏み続けて
ください。
なお、低速（車速約10km/h以下）ではABSは作動せず、通常のブレーキと同じ
作動となります。

■ABSとは

ABS警告灯
パワーモードをONモードにすると数秒間点灯し消灯するのが正常な状態。
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電子制御ブレーキアシスト

緊急制動時に、より大きな力を発生させ運転者のブレーキ操作を補助する装置
です。

■電子制御ブレーキアシストの作動
ブレーキペダルを強く踏み込んだときに、ブレーキがより強く効くようになり
ます。

ブレーキアシストが作動すると、ペダルが小刻みに動いたり、作動音が聞こえ
たりすることがあります。これはブレーキアシストが作動しているときの現象
で異常ではありません。そのままブレーキペダルを強く踏み続けてください。
2 VSA（ビークルスタビリティアシスト） P.257

■電子制御ブレーキアシストとは
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1エマージェンシーストップシグナル
エマージェンシーストップシグナルは、追突さ
れるおそれを低減するシステムであり、追突を
完全に防ぐものではありません。運転するとき
は不必要な急ブレーキを避け、安全運転を心が
けてください。

ハザードスイッチが ON のときは、エマージェ
ンシーストップシグナルは作動しません。

ABSが一定時間以上作動しないとき、システム
が作動しない場合があります。
エマージェンシーストップシグナル
エマージェンシーストップシグナルは、自車が急ブレーキをかけたことを非常点
滅表示灯が自動的に高速で点滅して後続車に知らせ、追突される可能性を低減す
るシステムです。60km/h 以上で走行しているときに急ブレーキをかけると作動
します。

■作動のしくみ

エマージェンシーストップシグナルは、以下の状態になると作動が停止しま
す。
• ブレーキペダルを離したとき
• ABSが停止したとき
• 急減速でなくなったとき
• ハザードスイッチをONにしたとき

a 急ブレーキをかける
b 制動灯点灯
c 非常点滅表示灯が高速で点滅
d メーター内の方向指示器表示灯が左右同時に高速で点滅
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駐停車操作
1駐停車操作

枯れ草や紙、油、木材など燃えやすいものが
あるところには駐停車しないでください。
排気管や排気ガスの熱により、着火するおそ
れがあります。

植え込みなどの近くに駐停車するときは、排
気ガスが植え込みに当たらないように車の向
きを決めてください。

w
駐車時はエンジンを止める。
万一、シフトポジションが (P (N以外に
入っていた場合、クリープ現象により車が
動き出したり、乗り込む際に誤ってアクセ
ルペダルを踏み、急発進するおそれがあり
ます。

c
停車中の空ぶかしはしない。
万一、シフトポジションが (P (N以外の場
合、思わぬ急発進のもとになります。
駐車する
1.ブレーキペダルをしっかり踏む。
2.ブレーキペダルを踏んだまま、パーキングブレーキスイッチをゆっくりと確
実に引き上げる。

3.シフトポジションを (Pにする。
4.エンジンを停止する。
u車から離れるときは必ず施錠してください。

坂道に駐車をするときは、かならずパーキングブレーキをかけてください。
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1駐車する

アドバイス
アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏
まないでください。また、上り坂で (P (N以
外に入れた状態で、アクセルを調節しながら
車を停車させたりしないでください。
トランスミッションが過熱し、故障の原因と
なります。

アドバイス
車が完全に止まらないうちに (Pに入れないで
ください。
トランスミッション破損の原因となります。

車内の見えるところに貴重品などを置かない
でください。

車内にライターや炭酸飲料缶を放置しないで
ください。
車内温度上昇によりライターなどの可燃物が
自然発火したり、缶などは破裂したりするお
それがあります。

寒冷時に、パーキングブレーキをかけると、
凍結することがあります。
パーキングブレーキをかけずに、輪留めをし
てください。
輪留めをしないと車が動き出し、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
仮眠するときは、エンジンを停止してください。
無意識にシフトレバーを動かしたり、アクセルペダルを踏み込んだりして思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
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1パーキングセンサーシステム
駐車する前に車両の周りに障害物がないこと
を確認してください。

次のようなときは、システムが正常に働かな
いことがあります。
• センサーが雪、氷、泥などで覆われている
とき

• 車両が高温または低温の状況にあるとき
• 超音波や周波数の高い音を発するものが近
くにあるとき

• 雨・霧・雪など悪天候のとき

次のようなときは、システムが障害物を検知
できないことがあります。
• 障害物が細いとき、または低いとき
• 雪、布、スポンジなど吸音しやすい材質が
あるとき

• バンパーの真下に障害物があるとき

次のようなときは、システムが誤って障害物
を検知することがあります。
• 凸凹な路面や、草地、段差があるとき
• 他の車両のソナーセンサーなど、超音波を
発するものが付近にあるとき

• 大雨などによりセンサー付近に水しぶきが
かかったとき

センサーの近くにアクセサリーを取り付けない。
パーキングセンサーシステム
車両前方のフロントセンターセンサーおよびフロントコーナーセンサーと車両
後方のリヤセンターセンサーおよびリヤコーナーセンサーが障害物を検知し、
障害物と車両の距離を警報音と表示で知らせます。
2ソナーセンサー P.349

■パーキングセンサーの取付位置と検知範囲

a フロントコーナーセンサー
b リヤコーナーセンサー
c フロントセンターセンサー
d リヤセンターセンサー
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1パーキングセンサーのONとOFF
エンジンを始動したときは、パワーモードを
OFFする前の状態（ONまたはOFF）を保持しま
す。

マルチインフォメーションディスプレイを使
用して、リアパーキングセンサー警報設定の
ON/OFF を切り換えることができます。
2設定項目 P.112
次ページに続く

■パーキングセンサーのONとOFF
マルチインフォメーションディスプレイを使用して、システムの ON/OFF を切
り換えることができます。
2表示の切り換えかた P.98

2安全支援情報 P.107

フロントコーナーセンサーおよびリヤセンサーは、シフトポジションが (Rで、
車速が8km/h以下のとき障害物を検知します。

フロントセンサーは、シフトポジションが (P、 (R以外で、車速が 8km/h 以下
のとき障害物を検知します。
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■画面操作
アイコンをタッチして、ディスプレイを

通常表示または分割表示に切り替えること
ができます。

マルチビューカメラシステム装備車

a 通常表示
b 分割表示
c アイコン



367

uu駐停車操作uパーキングセンサーシステム

運
転

次ページに続く

■障害物を検知したときの作動状態
パーキングセンサー警告灯
パーキングセンサー警告灯が点滅します。
uシステムをOFFにしても障害物を検知するとパーキングセンサー警告灯のみが点滅します。

※1 ：マルチインフォメーションディスプレイ
※2 ：ナビゲーションの画面
※3 ：このときは、センターセンサーのみが障害物を検知します。

警報音の間隔
障害物との距離

インジケーター マルチインフォメーションディスプレイ
ナビゲーションの画面✤コーナーセンサー センターセンサー

長い ̶ フロント：約 80-60cm
リア：約 110-75cm

点灯※1/ 点滅※2

（イエロー※3）

短い フロント : 約 65-45cm
リア : 約 60-45cm

フロント：約60-45cm
リア：約 75-60cm 点灯※1/ 点滅※2

（オレンジ）
非常に短い 約 45-35cm フロント：約45-35cm

リア：約 60-50cm

連続 約 35cm以下 フロント：約35cm以下
リア：約 50cm以下

点灯※1/ 点滅※2

（レッド）

a 障害物を検知した場所をインジケーターで知らせる

ナビゲーションの
画面

ナビゲーションの
画面

ナビゲーションの
画面

マルチインフォメー
ションディスプレイ
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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運
転

警報音を一時的にOFFにするには、警報音がなっているときにレフトセレクターホイールを押してください。シフトポジションを
切り替えるか 14km/h 以上で走行すると一時OFF が解除されます。
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リアワイドカメラシステムの取り扱いについては、ナビゲーションまたはオー
ディオの取扱情報をご覧ください。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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マルチビューカメラシステム✤
1マルチビューカメラシステム✤

w
周囲の安全は、マルチビューカメラシステ
ムの画像だけに頼らず、目視やミラーなど
で直接確かめてください。

このシステムは運転者の操作をサポートす
るためのものであり、事故や衝突を防止す
るためのシステムではありません。

運転操作時は、必ず目視やミラーなどで後
方および周囲の安全を直接確認して運転し
てください。

状況によっては、表示できない可能性があ
るため、画面の表示のみを頼って操作する
と、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

事故防止のため、周囲の安全を確かめてご
使用ください。
マルチビューカメラシステムは、運転席から死角となる部分を、ナビゲーションの
画面に映る画像で確認するシステムです。このシステムを補助的に使用すること
で、次のような場合に運転者の負担を軽減します。

• 見通しの悪い交差点で左右を確認する
2見通しの悪い交差点で左右を確認するには P.379

• 狭い道でのすれ違いや路肩への幅寄せ、車庫入れなどで前方の障害物を確認
する
2前方と前方側面の障害物を確認するには P.377

• 後方の障害物を確認する
2後方の障害物を確認するには P.381
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1マルチビューカメラの画像を表示させるには
パーキングセンサーが障害物を検知すると、
インジケーターが表示されます。
2パーキングセンサーシステム P.364

シフトポジションが (Rのときは、オーディオ
とナビゲーションシステムは操作できませ
ん。

マルチビューカメラシステム画面の表示中に
ナビゲーションシステムまたはオーディオシ
ステムを操作すると、ナビゲーションシステ
ム画面またはオーディオシステム画面を表示
します。

速度が 25m/h 以上のときに スイッチを押
すと、待機画面が表示されます。
速度が 20km/h 以下になると、自動的にマル
チビューカメラシステム画面に戻ります。
次ページに続く

マルチビューカメラの画像を表示させるには
前方表示：
停車中または速度が 20km/h 以下のとき
に、 スイッチを押します。
スイッチを押すと画像が切り換わりま

す。

後方表示：
停車中にシフトポジションを (Rにします。
スイッチを押すと画像が切り換わりま

す。

表示設定はカスタマイズできます。
ナビゲーションの取扱情報をご覧ください。

a スイッチ
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 カメラは特殊なレンズを使用しています。そのため、画面上の距離と実際の距

離が異なって見えたり、対象物が変形して表示されることがあります。車両か
ら離れるほど、その傾向は強くなります。

■カメラの設置場所と画像について

a フロントカメラ
b サイドカメラ



373
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次ページに続く

a グラウンドビュー：4 台のカメラでとらえた合成画像で、車両を真上から見
たイメージで表現されます。

b 左右サイドビュー+グラウンドビュー
c  または 
d  または 
e 左右サイドビュー
f 、  または スイッチ
g  または 
h フロントブラインドビュー
i  または 
j  または 
k フロントビュー+グラウンドビュー
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カメラは特殊なレンズを使用しています。そのため、画面上の距離と実際の距
離が異なって見えたり、対象物が変形して表示されることがあります。車両か
ら離れるほど、その傾向は強くなります。

a リアカメラ
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次ページに続く

a グラウンドビュー：4 台のカメラでとらえた合成画像で、車両を真上から見
たイメージで表現されます。

b リアワイドビュー+グラウンドビュー
c  または 
d  または 
e リアワイドビュー
f 、  または スイッチ
g 、  または スイッチ
h リアビュー
i  または 
j  または 
k リアビュー+グラウンドビュー
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uuマルチビューカメラシステム✤uマルチビューカメラの画像を表示させるには

1目安ガイド線と予測ガイド線表示
目安ガイド線および予測ガイド線とカメラ画
像が示す距離は、車高の変化や路面の状態の
影響などにより、実際の距離と異なることが
あります。
目安ガイド線および予測ガイド線はあくまで
も参考としてお使いください。

目安ガイド線および予測ガイド線はカスタマ
イズにより表示/ 非表示を切り換えることがで
きます。
ナビゲーションの取扱情報をご覧ください。

目安ガイド線および予測ガイド線を OFF にし
た場合、再度 ON にするまで OFF の状態が維
持されます。
マルチビューカメラシステムが起動している状態のときに以下のガイド線を表
示できます。
目安ガイド線：車両からの距離を表示することができます。この距離は、実際
の距離とは異なる場合があります。
予測ガイド線：ハンドル操作に応じて、車両の動く方向を表示することができ
ます。

■目安ガイド線と予測ガイド線表示
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1マルチビューカメラの使いかた
ドアミラーを格納してもグラウンドビューは
表示されます。ただし、ドアミラー格納中は
表示エリアおよび死角が異なりますので注意
してください。

a 格納中の表示
次ページに続く

■前方と前方側面の障害物を確認するには
スイッチを押すと前方画面表示が表示できます。車速が20km/h以下のとき

に スイッチを押すと、画像が以下のように切り換わります。

■マルチビューカメラの使いかた
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1前方と前方側面の障害物を確認するには
車速が 25km/h 以上になるとフロントビュー
またはサイドビュー画面は自動的にナビゲー
ションの画面に切り換わります。

ガイド線の距離は、おおよその距離です。

a0 km/h
b25 km/h
cカメラ画面
dナビゲーションの画面

a約 1m
a フロントブラインドビュー
b  または 
c  または 
d フロントビュー+グラウンドビュー
e ハンドルを90度以上切る
f 死角になる部分は黒く表示されます。
g 予測ガイド線は、車両の外側から約35cmの位置に表示されます。
h ハンドルを90度以上切る
i 左右サイドビュー+グラウンドビュー
j  または 
k  または 
l 左右サイドビュー
m  または 
n 、  または スイッチ
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1見通しの悪い交差点で左右を確認するには
フロントブラインドビュー画面は広い範囲を
写すため、画像は大きくゆがんで表示されま
す。また障害物との距離が実際より近くまた
は遠くに見えることがあります。
次ページに続く

■見通しの悪い交差点で左右を確認するには
フロントブラインドビュー画面は見通しの悪い交差点などで左右を確認する際
に使用すると便利です。

a フロントブラインドビュー画面に表示される範囲は約 180度です。
b フロントブラインドビュー
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1前方側面の障害物を確認するには
左右サイドビューは、ドアミラーを格納して
いるときは表示されません。
■前方側面の障害物を確認するには
左右サイドビュー画面は路肩や料金所に幅寄せしたり、狭い道でのすれ違いの
際に使用すると便利です。

目安ガイド線の距離は、車両外側から約 30cm

a 約30cm
b サイドビュー画像
c サイドビュー：サイドカメラの画像です。
d  または 
e  または 
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1後方の障害物を確認するには
シフトポジションを (Rに切り換えたときに、
後方画面表示が遅れて切り換わることがあり
ます。

おおよその距離
a 目安ガイド線の距離
b 約0.6m
c 約1.4m（テールゲートを開いたときの目安
距離）

d 予測ガイド線の距離
e 約1.1m
次ページに続く

■後方の障害物を確認するには
シフトポジションを (Rにすると、自動的に後方画面表示に切り換わります。
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a リアビュー
b  または 
c  または 
d リアビュー+グラウンドビュー
e ハンドルを90度以上切る
f 予測ガイド線は、車両の外側から約35cmの位置に表示されます。
g ハンドルを90度以上切る
h リアワイドビュー+グラウンドビュー
i  または 
j  または 
k リアワイドビュー
l 、  または スイッチ
m 、  または スイッチ
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次の状態では、システムは適切に働きません。
■マルチビューカメラシステムの制限

状態 対処のしかた
予測ガイド線が不正確 Honda 販売店で点検を受けてください。
カメラの画像が不鮮明 • 雨、霧、雪などの悪天候のとき、または周囲が

暗い場合
• カメラが高温になった場合
• トンネルの出入り口などで明るさが変化した場
合

• 夜明けや夕暮れ時に太陽に向かって走行する場
合

• カメラのレンズに傷がついた場合

システムが適切に作動するまでマルチビューカメ
ラシステムを使用せず、目視やミラーで直接周囲
を確認してください。

• カメラのレンズが汚れ、水滴、ちりなどでおお
われている場合

• 水滴や虫などがついた場合

レンズが汚れたときは、水や中性洗剤、ガラスク
リーナーなどを含ませた柔らかい布で汚れを拭き
取ってください。

• 画面が指紋などで汚れている場合 ナビゲーションの画面の汚れを柔らかい布で拭き
取ってください。

カメラの位置がずれた カメラもしくは、その周囲に強い衝撃が加わった
ことが考えられます。

マルチビューカメラシステムの使用をやめて、
Honda 販売店にご相談ください。マルチビューカメラシステムを使用中に画面にエラーメッセージが表示さ

れた
20km/h 以下で走行中に、画面に映像が表示されない
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給油
1指定燃料について

アドバイス
指定燃料以外の燃料（粗悪ガソリン、軽油、灯油等）
を補給したり、不適切な燃料添加剤を使用しないで
ください。
以下のような状態になるおそれがあります。
• 触媒装置などの損傷
• エンジンや燃料系などの損傷
• エンジンなどへの悪影響

プレミアムガソリンをお使いになることもで
きますが、この場合、本来のエンジン性能が
大きく変わることはありません。

1給油のしかた

ガソリンスタンド内に掲示されている注意事
項を守ってください。

w
燃料補給時は火気厳禁。
燃料や燃料蒸気は引火しやすいため火災や
爆発のおそれがあります。燃料を扱ってい
るときは下記の項目を厳守してください。
•エンジンは常に停止させる
•炎、火花を近づけない
•たばこを吸わない
•燃料の取り扱いは屋外で行う
•こぼれた燃料はすみやかに拭き取る
指定燃料について
■指定燃料

■タンク容量
 27 リットル
 25リットル

給油のしかた
1.助手席側にガソリンスタンドの給油機がくるように車を停める。
2.エンジンを停止させる。
3.運転席ドアを解錠する。
u車の外側のフューエルリッドが解錠されます。

無鉛レギュラーガソリン
レギュラーバイオ混合ガソリン（E10/ETBE22）

2WD車
4WD車
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1給油のしかた

w
燃料補給作業は、フューエルキャップを開
ける前に車体などの金属に触れて身体の静
電気を除去してから行う。
静電気の放電による火花により気化したガ
ソリンに引火し、やけどを負うおそれがあ
ります。

c
キャップはゆっくり開ける。
急激に開けると燃料補給口より吹き返しが
発生し、火災になるおそれがあります。

c
給油ノズルの自動停止後は、追加補給しない。
気温などの変化により燃料があふれ、火災
になるおそれがあります。

キャップが確実に閉まっていることを確認
する。
閉まっていないと燃料がもれ、火災になる
おそれがあります。
次ページに続く

4.フューエルリッドの右端を「カチッ」と音
がするまで押し、手を離す。
uリッドが少し浮き上がります。

5.ツマミをゆっくり回し、フューエル
キャップを開ける。

a フューエルリッド
b 押す

a キャップ
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1給油のしかた

燃料補給は、静電気を放電した人のみで行っ
てください。
燃料補給中に車内に戻ると、再び帯電することが
あります。再度、静電気を放電してください。

「シュー」という音がする場合は、その音が止
まってからゆっくり開けてください。

燃料蒸気を吸わないでください。
燃料成分には有害物質を含んでいる場合があ
ります。

降車時オートドアロック機能を使用すると、
フューエルリッドも施錠されます。 フューエ
ルリッドを開ける前に、必ず運転席ドアと
フューエルリッドの両方が解錠されているこ
とを確認してください。
2施錠するには（降車時オートドアロック機
能） P.134

Honda純正以外のキャップを使わないでください。
純正品を使用しないと、火災などを起こすお
それがあります。

c
気温などの変化により燃料があふれないよ
うに、タンク容量に達すると燃料タンクに
空間を残して給油ノズルの自動停止がはた
らくようになっています。
自動停止後に追加補給をすると、燃料が満
タン容量以上に入ることがあります。
6.キャップをホルダーにかける。
7.給油ノズルを奥まで差し込み、給油する。
u満タンになると、給油ノズルの自動停
止がはたらき、給油が停止します。

8.給油後、「カチッ」という音が1回以上する
までキャップを締め付ける。
uフューエルリッドは、手で押さえ付け
て閉めます。

a キャップ
b ホルダー
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1ターボ車✤ について
エンジンオイル、オイルフィルターの交換時
期は、マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。表示にしたがって交換を
行ってください。
2オイルメンテナンス表示✤ P.392
2推奨エンジンオイル P.401

高速走行や山道走行などの高負荷で走行したあ
と、エンジンを再始動するとマルチインフォ
メーションディスプレイに「エンジン冷却水温上
昇中　急発進・急加速・高速走行を避けてくだ
さい」または、「エンジン冷却水高温　安全な場
所に停車し運転を停止してください」とメッセー
ジが表示されることがありますが、機能的に問
題はありません。
約1分間アイドリング運転を行うか、走行する
とメッセージは消えます。
取り扱い
ターボ装置は、排気ガスの圧力でタービンを回してエンジンに大量の空気を圧
縮して送り込み、より大きな馬力を引き出す非常に精密に作られた装置です。
ターボ装置の故障を防ぐため、必ず以下の点をお守りください。

• エンジン始動直後のエンジンが冷えているときは、空ぶかしや急加速はしない

• エンジンオイル、オイルフィルターの交換時期を必ず守る
タービンは毎分10万回転以上の高回転で回り、かつ700℃以上の高温になり
ます。その潤滑と冷却はエンジンオイルにより行われます。したがって、定
められた距離または期間でエンジンオイル、オイルフィルターの交換を行わ
ないと、劣化したエンジンオイルによりタービン軸受部の固着や異音の発生
など、故障の原因になります。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1点検整備について
作業に不慣れな場合や難しい場合は、Honda
販売店にご相談ください。
点検整備について
道路運送車両法により、法定点検と日常点検が義務づけられています。正しい
点検整備で、車を安全・快適にお使いください。
普段と違う点（音、におい、ブレーキフルードの不足、地面に油のあとが残って
いるなど）に気づいたら、Honda 販売店で点検を受けてください。
点検整備の詳細については、別冊のメンテナンスノートも併せてご覧ください。

■日常点検
長距離走行前や洗車・給油時などに、お客様自身の判断で行う点検です。

■定期点検
12か月および24か月ごとに実施する点検です。法律で定められているものと、
Honda が指定するものがあります。

■その他
新車時の無料点検や定期交換、厳しい使われかたをしたときの点検整備があり
ます。

■点検整備の種類
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1メンテナンスを安全に行うために

w
適切なメンテナンスを行い、走行前に故障
がないようにする。
走行時に故障がある状態や、適切なメンテ
ナンスがなされていないと、重大な傷害や
死亡に至る事故を引き起こす可能性があり
ます。
必ず、取扱説明書に記載されている点検と
メンテナンスに関する注意事項や別冊のメ
ンテナンスノートに記載の点検時期を守っ
てください。

メンテナンスは、指示と注意事項を守って
行う。
メンテナンスの指示と注意事項を守らない
と重大な傷害や死亡のおそれがあります。
必ず、取扱説明書に記載されている手順と
注意事項を守ってください。
メンテナンスを安全に行うために
メンテナンスを行う際は、メンテナンスノートと下記の安全に関する注意事項
をよくお読みのうえ、安全を確保して行ってください。
お客さま自身でメンテナンスを実施したときは、メンテナンス点検整備記録簿
のメンテナンスレコードに記録してください。

• 火災や爆発防止のため、タバコの火、火花、炎を引火性の液体やガスから遠ざける。
• ボンネット内の、タオルや可燃物の置き忘れに注意する。
u火災などの思わぬ事故につながるおそれがあります。

• エンジンの排気ガスに含まれる一酸化炭素の毒作用に注意する。
uエンジンを始動するときは必ず十分な換気を行ってください。

• エンジンルーム内を点検するときは、冷却ファンが止まってから行ってくだ
さい。
u車両の状態によっては、パワーモードを OFF モードにしていても冷却ファ
ンが作動することがあります。

• 熱くなった部品によるやけどに注意する。
u部品に触れる前に、エンジンと排気システムを十分に冷やしてください。

• 可動部品によるけがに注意する。
u指示されたとき以外は、エンジンを始動しないでください。
uアイドリングストップ中は、ボンネットを開けないでください。

■メンテナンスを行う場所や備品についての安全事項

■車についての安全事項
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メンテナンスに関する注意事項

メンテナンスサービスを受けるときは、Honda 純正部品やオイル類を使用する
ことをおすすめします。Honda 純正部品は、車で使われている部品と同じ高品
質の基準に基づいて製造されているため、性能と耐久性の面で安心です。

■メンテナンスサービスで使用する部品やオイル
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オイルメンテナンス表示✤
オイルメンテナンス表示は、リセットしてからの距離に応じてエンジンオイ
ル、エンジンオイルフィルターの交換時期の目安をマルチインフォメーション
ディスプレイにてお知らせします。
メンテナンスが必要な場合は、表示されたメッセージと距離を目安に、Honda
販売店でメンテナンスを受けてください。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1オイルメンテナンス情報の表示
残距離表示が十分残っていても、前回のオイ
ル交換からの経過時間に応じてメンテナンス
が必要です。詳しくはメンテナンスノートを
確認してください。
次ページに続く

オイルメンテナンス情報の表示
1.パワーモードをONモードにする。
2. スイッチを押し、 アイコンが表示されるまで、レフトセレクターホ
イールを回す。

3.レフトセレクターホイールを押す。
uマルチインフォメーションディスプレイにオイルメンテナンス画面が表示
されます。

a スイッチ
b レフトセレクターホイール
c 次回メンテナンスまでの残距離
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■マルチインフォメーションディスプレイの警告メッセージと
オイルメンテナンス情報

警告メッセージ オイルメンテナンス情報 説明 情報

―

マルチインフォメーション
ディスプレイでオイルメンテ
ナンス画面を選択するとメン
テナンス時期までの走行距離
が表示されます。

―

メンテナンス時期までの走行
距離が750km 未満になったと
き表示されます。

メンテナンス時期が近くなっ
ています。
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期までの走行
満になったと

できるだけ早めにメンテナン
スを受けてください。

期を過ぎてい
す。

メンテナンス時期を過ぎてい
ます。メンテナンスを受けた
ら、オイルメンテナンスをリ
セットしてください。

情報

メンテナンス時
距離が250km未
き表示されます。

メンテナンス時
るとき表示されま

警告メッセージ オイルメンテナンス情報 説明
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1オイルメンテナンス表示のリセットのしかた

アドバイス
メンテナンス後にオイルメンテナンスをリ
セットしないと、メンテナンス時期を正しく
お知らせできないため、故障につながる可能
性があります。

カスタマイズ機能でもオイルメンテナンスの
表示をリセットできます。
2  時計✤/ 車両設定 P.111
オイルメンテナンス表示のリセットのしかた
メンテナンスを行った後は、オイルメンテナンスの表示をリセットします。
1.パワーモードをONモードにする。
2. スイッチを押す。
3. アイコンが表示されるまでレフトセレクターホイールを回す。
4.表示されたらレフトセレクターホイールを押す。
5.レフトセレクターホイールを約10秒間押し続けるとリセットモードになる。
6.レフトセレクターホイールを回し「リセット」を選択する。
7.リセットが選択された状態でレフトセレクターホイールを押すとリセットさ
れる。

a スイッチ
b レフトセレクターホイール
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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次ページに続く

エンジンルーム内のメンテナンス項目

※：点検整備については、別冊の「メンテナンスノート点検整備について」をご
覧ください。

ターボ非装備車

a バッテリー※
b 冷却水リザーブタンク※

c ラジエーターキャップ※

d エンジンオイルレベルゲージ※

e エンジンオイル注入口※

f ウィンドウォッシャー液注入口
g ブレーキフルードリザーブタンク※
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※：点検整備については、別冊の「メンテナンスノート点検整備について」をご
覧ください。

ターボ装備車

a バッテリー※
b 冷却水リザーブタンク※

c ラジエーターキャップ※

d エンジンオイルレベルゲージ※

e エンジンオイル注入口※

f ウィンドウォッシャー液注入口
g ブレーキフルードリザーブタンク※
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1ボンネットを開ける

アドバイス
ワイパーアームを起こした状態で、ボンネッ
トを開けないでください。
ボンネットがワイパーに当たり、ボンネット
やワイパーが損傷することがあります。

ボンネットを閉めたときは、ボンネットが確実
にロックされていることを確認してください。

アイドリングストップ中は、ボンネットを開
けないでください。

w
ステーの金属部分は、エンジンから発生す
る熱により非常に熱くなります。
やけどを負うおそれがあるので、冷めるまで
はステーの金属部分に触れないでください。

c
ボンネットを閉めるときは、手などをはさ
まないように注意する。
次ページに続く

ボンネットを開ける
1.車を停め、パーキングブレーキをかける。
2.運転席足元にある、ボンネット解除ノブ
を引く。
uボンネットが少し浮き上がります。

3. ボンネット中央のレバーを右に押してロック
機構を解除し、ボンネットを開ける。

a ボンネット解除ノブ

a レバー
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4.ステーをクランプから取り外し、ステーを
ボンネットにかける。

閉めるときは、ステーを外しクランプに納
めてからボンネットを静かに下げて、約
30cmの高さから手を離します。

a クランプ
b ステー
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1推奨エンジンオイル
冬期はエンジンオイルの劣化が激しくなりま
す。
冬期に主として短距離、市街地を運転する場
合は、早めに交換してください。

API CERTIFICATION（エーピーアイサーティ
フィケーション）マークは下記のとおりです。

ターボ非装備車
次ページに続く

推奨エンジンオイル
純正および市販のエンジンオイルは、種類と、（外気温に応じた）粘度について
表にもとづきお使いください。

エンジンオイルは、量が少なかったり劣化したものを使用していると、エンジ
ンの不調や破損につながることがあります。

*1：最も省燃費性に優れたHonda 純正オイルです。

純正エンジンオイル 市販エンジンオイル
Honda 純正油
• Honda ULTRA NEXT*1
• Honda ULTRA Green
• Honda ULTRA LEO

API SN 級以上かオイル缶に
API CERTIFICATION（エーピーアイ
サーティフィケーション）マークの
入ったエンジンオイル

外気温
外気温

ターボ非装備車
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*1：最も省燃費性に優れたHonda 純正オイルです。

純正エンジンオイル 市販エンジンオイル
Honda 純正油
• Honda ULTRA LEO*1
• Honda ULTRA LTD

API SN 級以上かオイル缶に
API CERTIFICATION（エーピーアイ
サーティフィケーション）マークの
入ったエンジンオイル

外気温 外気温

ターボ装備車
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1ウィンドウォッシャー液の補給
ウォッシャー液以外の液体を、タンクに入れ
ないでください。
ウォッシャー液は必要に応じて水（軟水）で薄
めてください。

冬期はウォッシャー液の凍結を防ぐため、
ウォッシャー液の濃度を上げてください。
ウィンドウォッシャー液の補給
ウォッシャー液の量を確認します。

減っていた場合は、ウォッシャー液キャップ
を外し、ウォッシャータンクに補給します。
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電球の交換
ヘッドライト電球
ロービームヘッドライト、ハイビームヘッドライトは LED を使用しています。
点検、交換はHonda 販売店に依頼してください。

前面方向指示器 /前面非常点滅表示灯電球
前面方向指示器 / 前面非常点滅表示灯は LED を使用しています。点検、交換は
Honda 販売店に依頼してください。

デイタイムランニングライト /車幅灯電球
デイタイムランニングライト/車幅灯はLEDを使用しています。点検、交換はHonda
販売店に依頼してください。

フォグライト電球✤

フォグライトは LED を使用しています。点検、交換は Honda 販売店に依頼してく
ださい。

側面方向指示器 /側面非常点滅表示灯電球
側面方向指示器 / 側面非常点滅表示灯は LED を使用しています。点検、交換は
Honda 販売店に依頼してください。

制動灯 /尾灯電球
制動灯/尾灯はLED を使用しています。点検、交換はHonda販売店に依頼して
ください。
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。



405

uu電球の交換u後面方向指示器 /後面非常点滅表示灯電球、後退灯電球

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

後面方向指示器 /後面非常点滅表示灯電球、後退灯電球
後面方向指示器/ 後面非常点滅表示灯、後退灯はLEDを使用しています。点検、
交換はHonda 販売店に依頼してください。

ハイマウントストップランプ電球
ハイマウントストップランプはLEDを使用しています。点検、交換はHonda販
売店に依頼してください。

アクセサリーランプ電球✤

アクセサリーランプはLEDを使用しています。点検、交換はHonda販売店に依
頼してください。

a アクセサリーランプ
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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番号灯電球

番号灯はLEDを使用しています。点検、交換はHonda販売店に依頼してくださ
い。

交換する場合は、下記の電球をご使用ください。

1. レンズの側面を押してランプ本体を外す。

2.ツメを押してカバーを外す。
3.古い電球を抜き取る。
4.新しい電球を差し込む。

番号灯：12Vー5W

LEDタイプ

電球タイプ

a ツメ
b 電球
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下記の電球をご使用ください。

1.ランプ本体にマイナスドライバーの先
端を差し込み、押し開ける。
uランプが傷付かないよう、ドライバー
に布などを巻き付けてください。

■マップランプ電球

マップランプ：12V―8W
3.新しい電球を差し込む。

a電球
次ページに続く

下記の電球をご使用ください。

1.ランプ本体にマイナスドライバーの先
端を差し込み、押し開ける。
uランプが傷付かないよう、ドライバー
に布などを巻き付けてください。

■室内灯電球

室内灯：12V―8W
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2.古い電球を抜き取る。
3.新しい電球を差し込む。

a 電球
下記の電球をご使用ください。

1.ランプ本体にマイナスドライバーの先
端を差し込み、押し開ける。
uランプが傷付かないよう、ドライ
バーに布などを巻き付けてくださ
い。

■カーゴスペース照明灯電球

カーゴスペース照明灯 ：12Vー5W

スロープ非装備車
 2.古い電球を抜き取る。
3.新しい電球を差し込む。

a 電球
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下記の電球をご使用ください。

1.ランプ本体にマイナスドライバーの先
端を差し込み、押し開ける。
uランプが傷付かないよう、ドライ
バーに布などを巻き付けてくださ
い。

■スロープライト電球

スロープライト ：12Vー8W

スロープ装備車
 2.古い電球を抜き取る。
3.新しい電球を差し込む。

a電球
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ワイパーブレードラバーの点検と整備
1フロントワイパーブレードラバーの交換

アドバイス
ワイパーアームを起こした状態でボンネット
を開けたりワイパーを作動させたりすると、
ボンネットとワイパーアームを損傷します。

アドバイス
ブレードを外した状態でワイパーアームが倒れ
ると、ガラスが損傷するおそれがあります。
ワイパーブレードラバーの点検
ワイパーブレードラバーが傷んでいると、拭きムラになったり、ウィンドーガ
ラスを傷つけたりします。定期的にワイパーブレードラバーの状態を点検し、
傷んでいる場合は交換してください。

フロントワイパーブレードラバーの交換
1.運転席側、助手席側の順にワイパーアー
ムを起こす。

2.ホルダーを起こす。
3.ブレードをスライドさせ、ワイパーアー
ムから取り外す。

a ホルダー
b ブレード
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次ページに続く

4.ブレードの両端のキャップとカバーを取
り外す。

5.ラバーのストッパーがブレードのツメか
ら外れるまで引き、そのままラバーをブ
レードから引き抜く。

a キャップ
b カバー

a ストッパー
b ツメ
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6.引き抜いたラバーからリテーナーを外
し、新しいラバーに取り付ける。
uリテーナーの切欠き部が、正しくラ
バーに取り付けられているか確認して
ください。

7.ラバーをブレードの端から差し込む。
u正しく固定されているか確認してくだ
さい。

a リテーナー
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8.ブレードの両端のカバーとキャップを取
り付ける。
uキャップの合わせ位置がラバーの四角
マーク内に収まっているか確認してく
ださい。

9.ブレードをワイパーアームに取り付けて
ホルダーを閉じる。

10.ワイパーアームを戻すときは、助手席
側、運転席側の順に戻してください。a 四角マーク

b 合わせ位置
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1リヤワイパーブレードラバーの交換

アドバイス
ワイパーアームを無理に持ち上げようとする
と、ワイパーアームが破損するおそれがありま
す。

アドバイス
ブレードを外した状態でワイパーアームが倒れ
ると、ガラスが損傷するおそれがあります。
リヤワイパーブレードラバーの交換
1.ワイパーアームを起こす。
2.ブレードを回転させ、アームのホルダー
部からブレードを引き抜いて取り外す。

3.ラバーを引いて先端部をブレードのツメ
から外す。

4.ラバーをブレードから引き抜く。

a ブレード
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次ページに続く

5.引き抜いたラバーからリテーナーを外
し、新しいラバーに取り付ける。
uリテーナーには反りがあります。リ
テーナーを図の向きでラバーに取り付
けてください。

6.ラバーをブレードの 2 番目のツメからブ
レードに沿って差し込み、ラバーをブレー
ドのストッパーから約2cm引き出す。

a リテーナー

a 先端のツメ
b 2番目のツメ
c ストッパー
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7.ブレードの先端のツメにラバーを通す。
8.ブレードの先端のストッパーにラバーを
戻して固定する。
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1タイヤの点検について

w
摩耗が激しいタイヤ、空気圧が適正でない
タイヤを使用しない。
不適切なタイヤを使用すると、重大な傷害
や死亡に至る事故につながるおそれがあり
ます。
次ページに続く

タイヤの点検

タイヤが摩耗・損傷していたり、適正な空気圧でないと、安全な走行ができな
いばかりか乗り心地も損なわれます。
安全な走行のために求められるタイヤの条件は下記のとおりです。
• 種類とサイズが適正であること
• 接地面の状態が良好であること
• 空気圧が適正であること
• 摩耗、傷、亀裂、異物などがないこと

これらの条件を満たすために下記の点検を行い、常にタイヤを最適な状態に
保ってください。

■日常的な点検
乗車前に必ず行う点検です。下記の項目を確認し、状況によってはメンテナン
スをしてください。
• タイヤがつぶれているように見えないか？
uつぶれているように見えたら、すぐに空気圧をチェックしてください。

• 激しい摩耗、傷、亀裂、異物はないか？
u状況に応じて、タイヤを交換してください。

■タイヤの点検について
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1タイヤの点検について
タイヤの空気圧は、タイヤ温度が低いときに
測定してください。
必要な場合は、指定空気圧になるまで空気を
注入または排出してください。
タイヤが高温のときに空気圧を測っても、低
温のときより高めになるため正しく測定でき
ません。

指定空気圧は、運転席横の車体に貼ってある
ラベルにも記載されています。
取扱説明書が手元にない場合は、車のラベル
をご覧ください。
■空気圧測定器による点検
すべてのタイヤの空気圧を測定してください。空気圧が下がっている場合は、
パンクを入念に調べます。
タイヤの指定空気圧は、巻末の資料を参照してください。
2仕様 P.503,505,506

■損傷、異物、摩耗の点検
下記の項目を点検してください。
• タイヤの接地面と側面の突起、膨らみが正常か？
u異常が見られた場合は、タイヤを交換する必要があります。

• タイヤ側面に、裂け目、亀裂がないか？
u裂け目や亀裂がある場合は、タイヤを交換する必要があります。

• 接地面とウェアインジケーターが同じ高さになっていないか？

ウェアインジケーター（摩耗限界表示）
ウェアインジケーターはタイヤの接地面に
あり、他の部分より溝が1.6mm浅くなって
います。
接地面が摩耗して、ウェアインジケーター
と同じ高さになったら、タイヤを交換して
ください。

a ウェアインジケーターの位置
を示すマークの代表例
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1ホイールカバーの脱着方法

ホイールカバーを取り付ける前に、裏面の爪
がリングに正しく組み付いていることを確認
してください。
正しく組み付いていないとホイールカバーが
外れる原因となります。また、爪が折れてい
るときはホイールカバーを取り付けないでく
ださい。

c
ホイールカバーを取り外すときは、手など
をはさまないように十分注意する。

a リング
b 爪
次ページに続く

■ホイールカバーの脱着方法
ジャッキハンドルバー（別売り）または先端
が平らな固い金属の棒の先を切り欠き溝に
差し込み、タイヤ側にこじってホイールカ
バーを外す。
uホイールカバーが傷つかないよう、
ジャッキハンドルバーまたは先端が平
らな固い金属の棒に布などを巻き付け
てください。

u場所を変えて2、3 カ所繰り返すと楽に
外れます。

ホイールカバー装備車

a ジャッキハンドルバー（別売り）
b ホイールカバー

N-BOX

a ジャッキハンドルバー（別売り）
b ホイールカバー

N-BOX JOY
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uuタイヤの点検と整備uタイヤの点検

1ホイールカバーの脱着方法

ホイールカバーを取り付けるときは、ホイー
ルにあるタイヤバルブの位置にホイールカ
バーのバルブマークを合わせてから取り付け
てください。

a ホイールカバー
b バルブマーク



421

uuタイヤの点検と整備uタイヤの点検

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

1ホイールハーフキャップの脱着方法

ホイールハーフキャップを取り付けるとき
は、ホイールハーフキャップ裏側の位置決め
部の中にホイールナットが収まるように合わ
せて押し込んで下さい。

c
ホイールハーフキャップを取り外すときは、
手などをはさまないように十分注意する。

a 位置決め部
次ページに続く

■ホイールハーフキャップの脱着方法
ジャッキハンドルバー（別売り）または先端
が平らな固い金属の棒の先を切り欠き溝に
差し込み、タイヤ側にこじってホイール
ハーフキャップを外す。
uホイールハーフキャップが傷付かない
よう、ジャッキハンドルバーまたは先
端が平らな固い金属の棒に布などを巻
き付けてください。

uホイールハーフキャップを取り外すと
きは、地面に落ちて傷が付かないよ
う、手で支えてください。

N-BOX JOY

a ジャッキハンドルバー（別売り）
bホイールハーフキャップ
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uuタイヤの点検と整備uタイヤの点検

1ホイールハーフキャップの脱着方法

ホイールハーフキャップのホンダマーク下に
タイヤバルブがくるように組み付けると、位
置決め部がホイールナットに収まる位置とな
ります。

a マーク
b バルブ
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1タイヤとホイールの交換

w
必ず、サイズと種類が適切なタイヤを使用
する。
不適切なタイヤを使用すると、重大な傷害
や死亡に至る事故につながるおそれがあり
ます。
タイヤとホイールの交換
タイヤは、四輪とも同一指定サイズ、同一種類、同一銘柄および摩耗差のない
タイヤをお使いください。サイズ、種類、銘柄や摩耗度合いの異なるタイヤを
使用すると、運転に関わるシステムが正常に機能しなくなったり、動力伝達装
置に悪影響を与えたりします。

同時にすべての4 つのタイヤを交換することをお勧めします。それができない場
合は、前輪または後輪タイヤの左右を一緒に交換してください。

ホイールの仕様が純正ホイールと同一のものか確認してください。
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1タイヤのローテーション
タイヤ回転方向が指定されているタイヤに
は、タイヤ回転指示マークがあります。
図のように回転指示マークが前へ向くように
取り付けてください。

ホイールナット締め付けトルク
108 N・m（11 kgf・m）

a 前
b 回転指示マークの代表例
タイヤのローテーション
5,000km走行したときタイヤローテーションをしてください。
タイヤローテーションを行うのは、特定のタイヤが摩耗するのを防ぐためです。 

■回転指示マークがないタイヤの場合
図のように、タイヤをローテーションさせ
ます。

■回転指示マークがあるタイヤの場合
図のように、タイヤをローテーションさせ
ます。

a 前

a 前
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1冬期のタイヤ

アドバイス
サイズが不適切なチェーンを装着したり、装
着のしかたが不適切だと、車のブレーキライ
ン、サスペンション、ボディー、ホイールを
損傷するおそれがあります。
チェーンが車のどこかに当たる場合、ただち
に走行をやめてください。

タイヤチェーンは前輪に装着します。
後輪には、タイヤチェーンを装着しないでく
ださい。

タイヤチェーンを装着したときは、30km/h
以下の速度で走行してください。
なお、乾燥路面ではタイヤチェーンを装着し
たまま走行するのは避けてください。タイヤ
チェーンの摩耗を早めます。
冬期のタイヤ
雪道や凍結した道路を走行する場合は、スノータイヤやタイヤチェーンを装着
し、速度を落として十分に車間距離をとって運転してください。
また、横滑りの原因となりますのでハンドルやブレーキの操作は、特に慎重に
行ってください。

タイヤチェーンおよびスノータイヤは、走行条件や法令により装着が必要とさ
れた場合に使用します。
装着する場合は、下記のポイントを参照してください。

スノータイヤの場合：
• 四輪とも同じ種類、指定サイズのタイヤを選ぶ
• 四輪すべてにスノータイヤを装着する

タイヤチェーンの場合：
• Honda 純正スチールチェーンを、付属の取扱説明書にしたがって前輪に装着
する

• タイヤサイズに適合したチェーンを装着する
• ブレーキラインやサスペンションと接触していないか確認する
• ゆっくり走行する
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Honda スマートキー
1取り扱いについて
Honda スマートキーをなくした場合は、Honda
販売店へご連絡ください。
Honda スマートキーの取り扱いと電池交換

Honda スマートキーの取り扱いは、下記の点に注意してください。
• 発信機を落としたり投げたりしない
• 温度が極端に高い /低い場所に置かない
• 液体にひたさない

■取り扱いについて
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1電池交換のしかた

電池交換の際は、破損などのおそれがあるた
め、Honda販売店での交換をおすすめします。

電池交換の際は、カバーを確実に取り付けて
ください。
確実に取り付けられていないと、耐水性能の
低下や故障の原因となります。

電池は Honda 販売店または時計店、カメラ店
などでお求めください。

w
ボタン電池は、お子さまが飲み込まないよ
うに注意する。
重大な傷害を受けたり死亡したりするおそ
れがあります。
飲み込んだ時は、ただちに医師の診察を受
けてください。
次ページに続く

作動距離が不安定になった場合は、電池の消耗が考えられます。
ボタンを押したときにインジケーターが点灯しない場合は、電池切れです。電
池を交換してください。
電池切れの場合、急アクセル抑制機能✤ が起動しない場合があります。

1.ボタンを押しながら、内蔵キーを取り出
す。

2.ボタンを下にしてカバーを外す。
u内蔵キーのグリップを差し込んで回し
ます。

uカバーに傷が付かないように、グリッ
プに布などを巻いてカバーを取り外し
ます。

■電池交換のしかた

a ボタン
b 内蔵キー

ボタン電池CR2032
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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3.電池を取り外す。
uケースに傷が付かないように、マイナ
スドライバーに布などを巻いて電池を
取り外します。

4. + と - を間違えないよう、電池を交換す
る。

a 電池
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1エアクリーンフィルター
エアコンの風量が著しく減少したり、ガラス
が曇りやすくなったときは、フィルターの目
詰まりが考えられます。フィルターを交換し
てください。
次ページに続く

エアクリーンフィルター

エアクリーンフィルターは、通常 1年または 15,000km ごとに交換してくださ
い。
粉じんなどの多い場所で使用される場合は、早めの交換をおすすめします。

1.グローブボックスを開ける。

■エアクリーンフィルターの交換時期

■エアクリーンフィルターの交換

a ノブ
b 引く
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2.グローブボックスの両側に付いているス
トッパーを内側に押し込み、グローブ
ボックスを下ろす。

3.グローブボックスを外す。

4.左右にあるツメを押しながら、エアク
リーンフィルターケースのカバーを外
す。

5.エアクリーンフィルターを引き出す。
6.新品と交換する。
u「AIR FLOW」マークの矢印が、下向き
になるように取り付けます。

a ストッパー

a エアクリーンフィルター
b ツメ
c カバー
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1車内の清掃
室内に水をかけないでください。
室内の部品に水がかかると故障や、さびの原
因となります。

オーディオ、スイッチなどの電装品にシリコ
ン系のスプレーを塗布しないでください。
故障や車両火災の原因となるおそれがあります。
万一、電装品にシリコン系のスプレーを塗布し
たときは、Honda販売店にご相談ください。

ケミカル類、液体芳香剤は成分により、樹脂
部品、布材の変色、しみ、ひび割れなどを起
すことがあります。
ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤、酸、ア
ルカリ性の溶剤は使用しないでください。

ケミカル類を使用したあとは、必ず乾いた布
で軽く拭き取ってください。
使用した布をそのまま樹脂部品、布材の上に
長時間放置しないでください。

液体芳香剤は、こぼさないよう確実に固定し
てください。
次ページに続く

車内の清掃
内装の清掃は、掃除機で塵やほこりを取り除いてから汚れを落としてくださ
い。ぬるま湯に中性洗剤を溶かしたものを柔らかい布に軽く含ませ、固く絞っ
て汚れを落とします。その後、真水を含ませたきれいな布で、洗剤分をきれい
に落としてください。

ぬるま湯に中性洗剤を溶かしたものをブラシにつけて清掃し、その後空気乾燥
させます。

■シートベルトの清掃
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uu清掃u車内の清掃

1ガラスのお手入れ
リヤガラスは、ガラスの内側に電熱線が装着
されています。傷付けないよう、これに沿っ
て柔らかい布で拭いてください。

UVカット膜やIRカット膜を長持ちさせるため
に次のことをお守りください。
• 汚れがひどいときは、開閉をなるべく行わ
ない

• みがき粉（コンパウンド）入りガラスクリー
ナーやワックス、洗剤等は使わない

ルームミラー周辺にある電子機器のカバーや
周辺に水やガラスクリーナーなどの液体がか
からないようにしてください。
ガラスクリーナーなどで拭いてください。

■スーパーUV カット /IR カットガラスのお手入れ
前席ウィンドー（ドアガラス）、フロントコーナーガラスの車内側にUV カット膜
や IR カット膜がコーティングしてあります。水またはぬるま湯を含ませた布な
どで汚れを拭き取ってください。

■ガラスのお手入れ
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1フロアマット
他のフロアマットをご使用の際は、フロアア
ンカーでしっかりと固定できるものをご使用
ください。
後席のフロアマットを使用する際は、正しく
取り付けてください。
次ページに続く

運転席のフロアマットが前方にずれるのを
防止するため、フロアアンカーで確実に固
定してください。

フロアアンカーで固定されているフロア
マットの上に、他のフロアマットを重ねな
いでください。

■フロアマット
フロアマット固定方法（例）

a 解錠
b 固定
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塵やほこりを掃除機や乾いた布で取り除いてください。
ウール用中性洗剤の 10%水溶液を柔らかい布に軽く含ませ汚れを落とします。
その後、真水を含ませた柔らかい布を固く絞り、洗剤分をきれいに拭き取りま
す。乾いた布で水分を拭き取り、風通しをよくして日陰で乾燥させます。濃色
のデニムなど、衣類の染料が本革に移ってしまうことがあります。
汚れが付着したらすぐに拭き取ってください。

■本革✤ のお手入れ
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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1洗車について
故意にエンジンルームや空気取り入れ口に水
をかけないでください。
電装品などに水がかかると、故障や車両火災
の原因となるおそれがあります。

洗車するときは、運転席ドア（フューエルリッ
ド）を施錠してください。
フューエルリッド付近に水をかけるとフュー
エルリッドが勢いよく開いて、車体に傷を付
けるおそれがあります。

洗車時に水やケミカル類がブレーキに付着し
た際は、走行してブレーキを数回かけてから
駐車してください。
ブレーキが濡れたまま駐車しておくと、錆び
て張り付くことがあります。

a 空気取り入れ口
次ページに続く

車外の清掃
走行後は、塗装面に付着したほこりなどを毛はたきなどで払い落としてくださ
い。飛び石などによる塗装面の傷は錆の原因になります。見つけたら早めに補
修してください。

月に一度は洗車をするようにしてください。以下の場合は、必ず洗車をしてく
ださい。
• 凍結防止剤を散布した道路を走行したとき
• 海岸地帯を走行したとき
• コールタール、ばい煙、鳥のふん、虫、樹液などが付いたとき

• 自動洗車機に記載されている指示にしたがう
• ドアミラーを格納する
• ホイールカバー/ ホイールハーフキャップ装備車は、自動洗車機のホイール専
用ブラシを使わない

• アンテナを取り外す

• 洗車ノズルと車体の距離を十分に離す
• ドアガラスやドアまわりなど開閉部分は、特に注意する
u近づけすぎると室内に水が入ることがあります。

• カメラやカメラ周辺には、直接水をかけない
uレンズ内に水が入り、故障の原因となります。

■洗車について

■自動洗車機を使うとき

■高圧洗浄機を使うとき
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1ワックスをかけるとき

アドバイス
みがき粉（コンパウンド）入りのワックスは、
使わないでください。塗装面に細かい傷が残
ることがあります。
ワックスは Honda 純正ケミカル用品をお使い
ください。

1バンパーなどの樹脂塗装部品のお手入れ
樹脂塗装部品の補修をする場合は、Honda 販
売店にご相談ください。
不適当な塗料を使うと塗膜を傷めます。
ワックスは、月に1回程度または水をはじかなくなったときにかけてください。
洗車した後や、車体表面が体温以下に下がっているときにかけるようにしてく
ださい。

樹脂塗装部品に、ガソリン、オイル、ラジエーター液、バッテリー液などが付
着するとしみや塗膜はがれの原因となります。付着した場合は、すぐに柔らか
い布で拭き取ってください。

ガラスクリーナーなどで拭いてください。

■ワックスをかけるとき

■バンパーなどの樹脂塗装部品のお手入れ

■ガラスのお手入れ
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1アルミホイール✤ のお手入れ
この車専用のホイールをお使いください。
専用以外のホイールを使うと、走行装置やブ
レーキ装置に支障をきたすおそれがあります。
ホイール交換は、Honda 販売店にご相談くだ
さい。

硬いブラシやコンパウンド（研磨剤）の入った
洗剤などは使わない。
変色やしみ、光沢の変化の原因になったり、傷
をつけるおそれがあります。
アルミは塩分や汚れを嫌います。道路凍結防止剤や海水が付いたときは、柔ら
かい布やスポンジに中性洗剤を含ませ汚れを早めに落としてください。
洗車後は、水が乾かないうちに拭きとってください。

ヘッドライト、制動灯などのランプは、雨天走行や洗車などにより、レンズ面
が一時的に曇ることがあります。また、ランプ内と外気との温度差により、レ
ンズ内面が結露することもあります。
これは雨天時などに窓ガラスが曇るのと同様の自然現象で、機能上の問題では
ありません。
また、ランプの構造上、レンズの縁に水滴が付着することがありますが、機能
上の問題ではありません。ただし、ランプ内に水がたまっている場合や大粒の
水滴が付いている場合はHonda 販売店で点検を受けてください。

■アルミホイール✤ のお手入れ

■ヘッドライト、制動灯の曇り
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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アクセサリーと改造
1アクセサリーと改造

車の性能、品質を維持するために、Honda 車に
最も適したHonda純正部品をお使いください。
純正部品には下記のマークが付いています。

お求め、装着に際しては、Honda 販売店にご
相談ください。

w
不正改造は、法律に触れることはもちろん、
思わぬ事故につながる可能性があります。
適正な性能や機能を発揮しなかったり、思
わぬ事故につながる可能性があります。

電装品の分解、改造は行わないでください。
故障や火災など思わぬ事故につながる可能
性があります。
アクセサリー
アクセサリーを取り付ける場合は、下記の項目を確認してください。
• アクセサリーをフロントガラスに取り付けていないか？
uアクセサリーの揺れる動きが車外の状況認識を遅らせることがあります。
また、吸盤がレンズのはたらきをして、火災につながるおそれがあります。

• フロントガラス、ドアガラスやフロント、センター、リヤの各ピラーまわり
にアクセサリーを取り付けていないか？
uサイドカーテンエアバッグの作動の妨げになるので、上記の場所にはアク
セサリーを取り付けないでください。

改造や部品交換について
車の改造はしないでください。
Honda純正部品以外の、車の性能や機能に適さない部品を使用しないでください。
Honda が国土交通省に届け出をした部品以外のものを装着すると、違反になる
ことがあります。

診断コネクターは、故障診断用の診断装置などの機器のみを接続するためのもの
です。
それ以外の機器を接続すると、車の電子機器に悪影響をおよぼしたり、バッテ
リーがあがるなど、思わぬトラブルを招くおそれがあります。

無線装置などの取り付けの際には、必ずHonda 販売店にご相談ください。
装置や取り付け方法が適切でない場合、電子機器部品に悪影響をおよぼすこと
があります。
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1車いす固定装置の点検
車いす固定装置の点検整備方式は、下表の通
りです。

部品の交換は、Honda 販売店に依頼してくだ
さい。

点検整備項目

点検時期

日
常
点
検

12
か
月
ご
と

24
か
月
ご
と

作動のスムーズさ、異音 ○ ○ ○
ウインチベルト、固定ベルト ○ ○ ○
次ページに続く

車いす固定装置の点検は、日常点検と定期点検があります。日常点検は使用状
況に応じ、お客様の判断で適時行ってください。定期点検は、12 か月および24
か月ごとにHonda 販売店に依頼してください。

■作動のスムーズさ、異音の点検
リモコンの スイッチを押した後、 スイッチや スイッチを押して装
置がスムーズに作動するか、異音がないかを点検します。
2電動ウインチのリモコンの使いかた P.210

■ベルトの点検
ウインチベルトはベルトを引き出して点検
してください。

以下の各ベルトにほつれ、すりきれ、破れ
などがあるときは交換してください。
- ウインチベルト
- 固定ベルト
- 車いす用シートベルト
- ストラップ
• ベルトが汚れた場合は、中性洗剤を溶か
したぬるま湯に布をひたして拭き取り乾
かしてください。薬剤を使ったり漂白や
染色は絶対しないでください。ベルトを
弱めます。

■点検項目

スロープ装備車

電源 入 出

a ウインチベルト
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1電動ウインチリモコンの電池交換

電動ウインチリモコンをなくした場合は、
Honda 販売店へご連絡ください。

電池交換の際は、カバーを確実に取り付けて
ください。
確実に取り付けられていないと、耐水性能の
低下や故障の原因となります。

電池はHonda 販売店または時計店、カメラ店
などでお求めください。

w
ボタン電池は、お子さまが飲み込まないよ
うに注意する。
重大な傷害を受けたり死亡したりするおそ
れがあります。
飲み込んだ時は、ただちに医師の診察を受
けてください。
作動距離が不安定になった場合は、電池の消耗が考えられます。 スイッチ
を押したときにインジケーターが点灯しない場合は、電池切れです。電池を交
換してください。

1.コインなどを使い、電池カバーを矢印の
方向に回して外す。

2.電池固定部の隙間にマイナスドライバー
の先端を差し込み、電池を取り外す。
uショートさせないよう、ドライバーに
布などを巻き付けてください。

3. +と-を間違えないよう、電池を交換する。
u交換後、元のように電池カバーを取り
付けます。

■電動ウインチリモコンの電池交換
電源

ボタン電池： CR2032
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工具、発炎筒
1工具の種類

工具はカーゴスペース内に収納されています。
スロープ非装備車
工具の種類

a ホイールナットレンチ（兼ジャッキハンドル）（別売り）
b ジャッキ（別売り）
c アイボルト
d ジャッキハンドルバー（別売り）
e N-BOX、N-BOX CUSTOM
f N-BOX JOY

スロープ非装備車
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1工具の種類

工具は工具ボックス内に収納されています。
スロープ装備車
a アイボルト
b ホイールナットレンチ（兼ジャッキハンドル）（別売り）
c ジャッキハンドルバー（別売り）
d ジャッキ（別売り）

スロープ装備車
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1発炎筒

w
ガソリンなどの燃えやすいもののそばで使
わない。
火災や爆発のおそれがあります。

c
発炎筒を使うときは、以下のことに注意する。
•お子さまにさわらせないでください。い
たずらなどにより発炎筒が発火して思わ
ぬ事故ややけどの原因になります。
•顔や身体に向けないでください。思わ
ぬ事故ややけどの原因になります。
•トンネル内では視界を悪くするので使
用しないでください。トンネル内では
非常点滅表示灯を使ってください。
発炎筒
高速道路や踏切などの危険な場所で故障したときに使います。
発炎筒に記載されている次のことをよく読んであらかじめ確認しておいてくだ
さい。
• 使いかた
• 使用上の注意
• 発炎時間
• 有効期限

2発炎筒 P.2
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1パンクしたタイヤの応急修理
以下のような場合、タイヤパンク応急修理
キットは使用できません。Honda 販売店また
はロードサービスにご連絡ください。
• 応急修理剤の有効期限が切れているとき
• タイヤが 2本以上パンクしているとき
• 約4mm以上の切り傷や刺し傷によるパンク
のとき

• 路面接地部以外が損傷を受けパンクしたとき

• ほとんど空気が抜けた状態で走行したとき
• タイヤがホイールから外れているとき
• ホイールが破損しているとき

タイヤに刺さったクギなどは抜かないでくだ
さい。
抜いてしまうと、タイヤパンクの応急修理キット
では応急修理が不可能になる場合があります。

釘やネジなど 直径4mm以下 ○
直径4mmより大きい ×

a 接地面
次ページに続く

パンクしたタイヤの応急修理
スペアタイヤの装備はありません。タイヤの損傷が激しい場合は、乗り物をけ
ん引する必要があります。
単にタイヤに小さな穴がある場合、永久的な修理をするために最寄りの販売店
へ運転することができるよう、損傷を一時的に補修するタイヤパンク応急修理
キットで応急修理ができます。
パンクしたときは、ハンドルをしっかり握り徐々にブレーキをかけてスピード
を落とし安全な場所に停車してください。

1.地面が固く、滑らない、水平なところに車を停める。
2.パーキングブレーキをかける。
3.シフトレバーを (Pに入れる。
4.非常点滅表示灯を点滅させ、パワーモードをOFF モードにする。



万
一の
場
合
に
は

446

uuパンクしたときuパンクしたタイヤの応急修理

1タイヤ応急修理の準備
コンプレッサーを使用する際は、以下の点に
注意してください。
• 降雨時などは水がかからないようにしてく
ださい。

• 砂埃などを吸い込むと故障の原因になるた
め砂地など砂埃の多い場所に直接置いて使
用しないでください。

• オイルや潤滑油などを注油しないでくださ
い。

• 分解、改造などは絶対にしないでくださ
い。また、衝撃を与えないでください。故
障の原因になります。
■タイヤ応急修理の準備

a コンプレッサー
b タイヤパンク応急修理剤
c 有効期限年月○○／○○○○
　　　　　　月　　年

d 速度制限シール
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次ページに続く

1.リヤシートを前方いっぱいにスライドさ
せる。
2リヤシートの調節 P.183

2.カーゴリッドを開ける。
3.タイヤパンク応急修理キットを取り出
す。

4.交通から遠ざけ、パンクしたタイヤ付近
にキットを水平に置く。

スロープ非装備車
N-BOX JOY

a カーゴリッド

N-BOX、N-BOX CUSTOM 共通操作

a カーゴリッド

N-BOX JOY
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1.カーゴスペース運転席側のリッドを開け
る。

2.タイヤパンク応急修理キットを取り出
す。

3.交通から遠ざけ、パンクしたタイヤ付近
にキットを水平に置く。

a リッド

スロープ装備車
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1応急修理剤とエアの注入

お子さまが誤って手を触れないよう、保管、
取り扱いに注意してください。

応急修理剤が衣類などに付着すると、落ちな
いおそれがありますのでご注意ください。

w
応急用修理剤は、飲用すると有害で、致命
的になりうる物質を含んでいます。
誤って飲用した場合、
•できるだけたくさんの水を飲んでくだ
さい。
•ただちに医師の診察を受けてくださ
い。

目に入ったり皮膚に付いた場合
•水でよく洗い流してください。
•異常を感じたときはただちに医師の診
察を受けてください。
次ページに続く

1.バルブからバルブキャップを取り外す。

2.応急修理剤のボトルをよく振る。
3.ボトルにコンプレッサーホースをきつく
締め付ける。

■応急修理剤とエアの注入

a バルブキャップ
b バルブ

a コンプレッサーホース
b ボトル
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uuパンクしたときuパンクしたタイヤの応急修理

1応急修理剤とエアの注入

w
一酸化炭素を吸い込む危険性のある作業を
避ける。
一酸化炭素は有毒です。一酸化炭素を吸い
込むと意識不明になったり、死亡したりす
るおそれがあります。
密閉された場所での作業や、一酸化炭素を
吸い込む危険性のある作業はしないでくだ
さい。

降雪時や積雪のある場所では、エンジンを
かけたままにしない。
周囲に積もった雪により排気ガスが滞留し
車内に入ってくると、重大な傷害や死亡に
いたるおそれがあります。エンジンが始動
している場合は、車両の周囲の雪を取り除
くなどしてください。
4.コンプレッサーにボトルキャップを取り
付ける。

5.バルブにボトルホースをきつく締め付け
る。

6.コンプレッサーの電源コードの電源プラ
グを、アクセサリーソケットに差し込
む。
uドアや窓にコードをはさまないように
注意してください。
2アクセサリーソケット P.206

7.エンジンを始動する。
2一酸化炭素について P.73

a ボトルキャップ
b ボトルホース

a 電源プラグ
b アクセサリーソケット
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万
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1応急修理剤とエアの注入

アドバイス
15 分以上コンプレッサーを使用しないでくだ
さい。
コンプレッサーは過熱し、破損するおそれが
あります。

コンプレッサーホースを取り付けるときは、
コンプレッサーのスイッチを OFF にしてくだ
さい。

コンプレッサーのスイッチをONにすると、振
動して音が聞こえます。

応急修理剤が注入されている間、圧力は一時
的に高くなります。注入が完了すると圧力は
落ちますが、再度上昇します。これは正常で
す。
正しい空気圧を測定するためには、応急修理
剤が注入された後にコンプレッサーのスイッ
チをOFF にしてください。

10 分以内に指定空気圧にならないときは、応
急修理剤による応急修理はできません。
Honda 販売店やロードサービスに連絡してく
ださい。
次ページに続く

8.コンプレッサーのスイッチをONにして、
指定の空気圧まで高める。
指定空気圧：

前輪：240 kPa
後輪：230 kPa

前輪：220 kPa
後輪：220 kPa
uコンプレッサーはタイヤに応急修理剤
とエアを注入し始めます。

u応急修理剤の注入が完了すると、エア
のみ注入されます。

9.指定の空気圧に達したら、コンプレッ
サーのスイッチをOFF にする。
uコンプレッサーの空気圧計を確認して
ください。

10.コンプレッサーの電源コードの電源プラ
グを、アクセサリーソケットから外す。
u使用直後は電源プラグ先端が熱くなる
ため、素手で触らないように注意して
ください。

a スイッチ

14インチタイヤ装備車

15インチタイヤ装備車

a 空気圧計
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uuパンクしたときuパンクしたタイヤの応急修理

1応急修理剤とエアの注入
Honda 販売店やロードサービスにタイヤ交換
または修理を依頼する際には、タイヤパンク
応急修理剤を使用したことを知らせてくださ
い。

備え付けのコンプレッサーは、乗用車タイプ
の空気充填用です。取り扱いの際には、以下
の点にご注意ください。
• コンプレッサーの電源は自動車用 12V 専用
です。他の電源は使用しないでください。

• 使用中、コンプレッサーの表面が熱くなり
ます。15 分以上は連続して使用しないでく
ださい。また、再使用する場合は、コンプ
レッサーが冷えてからお使いください。

タイヤパンク応急修理剤の購入および空きボ
トルの適切な処分については販売店にお尋ね
ください。
11.タイヤバルブからボトルホースを外しバ
ルブキャップを取り付ける。
uボトルホースを外すときは応急修理剤
のふきこぼれに注意してください。ふ
きこぼれた修理剤は、布などで拭き
取ってください。

12.コンプレッサーからボトルを外す。
13.キットを車両に戻す。

a ボトルホース
b タイヤバルブ
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万
一の
場
合
に
は

1点検走行

w
一酸化炭素を吸い込む危険性のある作業を
避ける。
一酸化炭素は有毒です。一酸化炭素を吸い
込むと意識不明になったり、死亡したりす
るおそれがあります。
密閉された場所での作業や、一酸化炭素を
吸い込む危険性のある作業はしないでくだ
さい。

降雪時や積雪のある場所では、エンジンを
かけたままにしない。
周囲に積もった雪により排気ガスが滞留し
車内に入ってくると、重大な傷害や死亡に
いたるおそれがあります。エンジンが始動
している場合は、車両の周囲の雪を取り除
くなどしてください。
次ページに続く

1.速度制限シールを、運転者のよく見える
位置に貼る。

2.点検走行を開始する。
u法定速度を守ってください。高速道路
では 80 km/h 以下を厳守してくださ
い。

3. 10分または5 km走行したあと安全な場
所に車を停める。

4.タイヤのバルブにコンプレッサーホース
をきつく締め付ける。

■点検走行

a 速度制限シール

a コンプレッサーホース
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uuパンクしたときuパンクしたタイヤの応急修理

1点検走行

走行前に、コンプレッサーなどの積み忘れが
ないか、しっかりと確認してください。

c
ハンドルのパッドにシールを貼らない。
SRSエアバッグが正常に機能しなくなりま
す。

警告灯やスピードメーターが見えない位置
に貼らない。
安全運転の妨げとなります。
5.コンプレッサーに付属の空気圧計で空気
圧を測定する。
• 空気圧が130 kPa 未満の場合：
応急修理剤では修理はできません。
運転を中止して Honda 販売店または
ロードサービスに連絡してください。

• 空気圧が指定空気圧の場合、応急修理
は完了です。
指定空気圧：

前輪：240 kPa
後輪：230 kPa

前輪：220 kPa
後輪：220 kPa

• 空気圧が130 kPa以上で下記以下のとき：

前輪：240 kPa
後輪：230 kPa

前輪：220 kPa
後輪：220 kPa
コンプレッサーを使って指定空気圧ま
で高める。

14インチタイヤ装備車

15インチタイヤ装備車

14インチタイヤ装備車

15インチタイヤ装備車
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万
一の
場
合
に
は

次ページに続く

Honda 販売店または専門修理工場に
到着するまで、手順2から5までを繰
り返す。

u法定速度を守ってください。高速道路
では 80 km/h 以下を厳守してくださ
い。

u急ブレーキ、急加速、急ハンドルを避
け通常より注意深く慎重に運転してく
ださい。

u速やかに Honda 販売店または専門修
理工場でタイヤの修理、交換を行って
ください。

6.タイヤバルブからコンプレッサーホース
を外しバルブキャップを取り付ける。

7.キットを車両に戻す。
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uuパンクしたときuパンクしたタイヤの応急修理

1タイヤ空気圧の補充

コンプレッサーのスイッチをONにすると、振
動して音が聞こえます。

w
一酸化炭素を吸い込む危険性のある作業を
避ける。
一酸化炭素は有毒です。一酸化炭素を吸い
込むと意識不明になったり、死亡したりす
るおそれがあります。
密閉された場所での作業や、一酸化炭素を
吸い込む危険性のある作業はしないでくだ
さい。

降雪時や積雪のある場所では、エンジンを
かけたままにしない。
周囲に積もった雪により排気ガスが滞留し
車内に入ってくると、重大な傷害や死亡に
いたるおそれがあります。エンジンが始動
している場合は、車両の周囲の雪を取り除
くなどしてください。
装備されているコンプレッサーを使用して、パンクしていないタイヤの空気圧を補
充することができます。

1.コンプレッサーを準備する。
2.交通から遠ざけ、空気を補充するタイヤ
付近にキットを水平に置く。

3.バルブからバルブキャップを取り外す。
4.バルブにコンプレッサーホースを確実に
取り付ける。

5.コンプレッサーの電源コードの電源プラ
グを、アクセサリーソケットに差し込
む。
uドアや窓にコードをはさまないように
注意してください。
2アクセサリーソケット P.206

6.エンジンを始動する。
2一酸化炭素について P.73

■タイヤ空気圧の補充

a コンプレッサーホース
b バルブ

a 電源プラグ
b アクセサリーソケット
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1タイヤ空気圧の補充

アドバイス
備え付けのコンプレッサーは、乗用車タイプ
の空気充填用です。取り扱いの際には、以下
の点にご注意ください。
• コンプレッサーの電源は自動車用12V専用で
す。他の電源は使用しないでください。

• 使用中、コンプレッサーの表面が熱くなり
ます。15 分以上は連続して使用しないでく
ださい。また、再使用する場合は、コンプ
レッサーが冷えてからお使いください。

タイヤの空気圧を空気圧計で確認するときは、
コンプレッサーのスイッチをOFFにしてくださ
い。
7.コンプレッサーのスイッチをONにして、
指定の空気圧まで高める。
指定空気圧：

前輪：240 kPa
後輪：230 kPa

前輪：220 kPa
後輪：220 kPa

8.コンプレッサーのスイッチをOFFにする。
uコンプレッサーに付属の空気圧計で、
空気圧を確認します。

uもし空気圧が高ければ、コンプレッ
サーホースを少し緩めて減圧します。

9.エンジンを止め、コンプレッサーの電源
コードの電源プラグを、アクセサリーソ
ケットから外す。
u使用直後は電源プラグ先端が熱くなる
ため、素手で触らないように注意して
ください。

10.タイヤバルブからコンプレッサーホース
を外しバルブキャップを取り付ける。

11.キットを車両に戻す。

a スイッチ

14インチタイヤ装備車

15インチタイヤ装備車
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ジャッキの取り扱い
1ジャッキのかけかた

この車には、ジャッキが標準で搭載されてい
ません。ジャッキアップをする場合は、この
車専用のジャッキをお使いください。詳しく
は Honda 販売店にご相談ください。
他のジャッキでは支えられる重量（呼荷重）が不
足したり、形状が合わないことがあります。

w
車がジャッキだけで支えられているとき
は、車の下に入らない。
車がジャッキから外れて、車の下にいる人
が重大な傷害を負うおそれがあります。

c
ジャッキを使うときは安全のため、次のこ
とを必ず守る。
•エンジンをかけたままにしない
•地面が固い平らなところ以外では使用
しない
•ジャッキポイント以外にかけない
•人や荷物を乗せたままにしない
•ジャッキ使用中に車内に入らない
•ジャッキの上や下にものを入れたりし
ない
ジャッキのかけかた
1.地面が固く、滑らない、水平なところに
車を停める。

2.パーキングブレーキをかける。
3.シフトレバーを (Pに入れる。
4.パワーモードをOFF モードにする。
5.交換するタイヤの対角線上にあるタイヤ
の前後に、石などで輪留めをする。

6.交換するタイヤにもっとも近いジャッキ
ポイントの下にジャッキ（別売り）を置
く。

a 交換タイヤ
b 輪留め

ジャッキポイントa ジャッキポイント
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1ジャッキのかけかた

c
後輪タイヤを交換するときは、パワースラ
イドドアのメインスイッチをOFFにする。
誤ってスイッチに触れたりしてドアが開き、
思わぬ事故を起こすおそれがあります。
7.ジャッキの上部がジャッキポイントに接触
するまで図の部分を矢印の方向に回す。
uジャッキの溝にジャッキポイントがは
まったことを確認します。

8.ジャッキハンドル（別売り）とジャッキハ
ンドルバー（別売り）を使って、タイヤが
地面から離れるまで車体を上げる。

a ジャッキポイント

a 奥まで差し込む
b ジャッキハンドル（別売り）
c ジャッキハンドルバー（別売り）
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エンジンが始動しない
を確認する
ください」のメッセージが表示されているとき

しないとき

ズの点検と交換 P.480

ください。 2エンジンの始動 P.240

は、エンジンの始動ができません。

計 P.95 

ズの点検と交換 P.480 

ださい。

タートさせます。

動することができます。
エンジンの状態の確認
エンジンが始動しない場合、スターターの状態を確認してください。

スターターの状態 確認項目
スターターが全く回らない！
スターターの回転が非常に遅い！

バッテリーがあがっていることな
どが考えられます。右記の項目を
チェックして適切な対応をしてく
ださい。

マルチインフォメーションディスプレイの表示
「キーのHondaエンブレムでスイッチに触れて
2 Honda スマートキーの電池が切れたとき P.461

ボタンを押してもキーのインジケーターが点灯
2 Honda スマートキーの電池が切れたとき P.461

ヒューズを点検する
全てのヒューズを確認してください。 2ヒュー

スターターは正常に回るが…

ヒューズに問題があることなどが
考えられます。右記の項目を
チェックして適切な対応をしてく
ださい。

エンジン始動の手順を実行する
もう一度、正しいエンジン始動操作をしてみて
イモビライザーシステム表示灯を確認する
イモビライザーシステム表示灯が点滅しているとき
2イモビライザーシステム P.154 
2イモビライザーシステム表示灯 P.91 
燃料の量を点検する
燃料が入っているか確認してください。 2燃料
ヒューズを点検する
全てのヒューズを確認してください。 2ヒュー

以上の確認をしてもエンジンが始動しない場合は、Honda 販売店で点検を受けてく

すぐに車を動かす必要がある場合は、ブースターバッテリーを利用してジャンプス
2ジャンプスタートの方法 P.464

状況によっては、緊急時のエンジン始動方法を行うことで、一時的にエンジンを始
2緊急時のエンジン始動方法 P.462
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Honda スマートキーの電池が切れたとき
ブザーが鳴り、マルチインフォメーションディスプレイに「キーのHondaエンブレムで
スイッチに触れてください」とメッセージが表示されるか、 が
点滅しているときは、エンジンの始動ができません。
以下の手順でエンジンを始動してください。

1. を押す。
uブザーが鳴り、 が
約30秒間点滅します。

2. が点滅している間
に、Honda スマートキーのHonda エンブ
レムをスイッチに接触させる。
uブザーが鳴り、 が
約10秒間点灯します。

3. が点灯している間
に、ブレーキペダルを踏みながら、

を押す。
uブレーキペダルを踏んでいないときは、
アクセサリーモードになります。

ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP
ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP
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1緊急時のエンジン始動方法
シフトレバーが、 (Pの位置でロックされて動か
なくなったら、下記を参照してください。
2シフトレバーが動かない P.468
緊急時のエンジン始動方法
通常のエンジンの始動方法で、エンジンが始動しない場合は、次の操作でエン
ジンが始動する場合があります。
緊急時など必要な場合以外は、この操作をしないでください。
1.パーキングブレーキがかかっていることを確認する。
2.シフトレバーが (Pであることを確認し、パワーモードをアクセサリーモード
にする。

3.ブレーキペダルをしっかり踏んだまま、 を約15秒以上
押し続ける。

上記の操作でエンジンが始動できてもシステムの異常が考えられます。
ただちにHonda 販売店で点検を受けてください。

ENGINE START/STOP
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1緊急時のエンジン停止方法
緊急時など必要な場合以外は、走行中に

を押さないでください。
走行中に を押すとブ
ザーが鳴ります。

ENGINE START/STOP
ENGINE START/STOP
緊急時のエンジン停止方法
スイッチは走行中、緊急事態の場合にエンジンを停止す

るために使用することができます。
エンジンを停止しなければならない場合は、以下のいずれかを行ってください：
• を約2秒以上押す
• を連続して3回押す

このときハンドルはロックしません。

エンジンが停止すると、パワーモードはアクセサリーモードになります。
パワーモードをOFFにするには、車両が完全に停止後に以下の操作を行ってくだ
さい：
1.シフトレバーを に入れる
2.ブレーキペダルを踏まずに を2回連続して押す

ENGINE START/STOP

ENGINE START/STOP
ENGINE START/STOP

P
ENGINE START/STOP
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バッテリーがあがったとき
1ジャンプスタートの方法

アドバイス
気温が極端に低い場所にバッテリーを長時間
にわたって置くと、内部のバッテリー液が凍
結するおそれがあります。
バッテリー液が凍結したバッテリーでジャン
プスタートすると、バッテリーが壊れること
があります。

寒冷時は、バッテリーの性能が低下します。
エンジン始動に支障をきたすことがあります
ので、液量、比重の確認をし、必要に応じて
液の補給や補充電をしてください。

金属どうしがきちんと接続されているか確認
してください。
ケーブルをエンジンのスタッドボルト以外に
接続しないでください。

バッテリー液が不足しているときは、使用し
ないでください。
バッテリー内部の劣化が進むおそれがあります。

w
ジャンプスタートは、正しい手順で慎重に行う。
ジャンプスタートの操作を間違えると、
バッテリーが爆発し、重大な傷害を受ける
おそれがあります。
タバコの火、火花、炎をバッテリーから遠
ざけ、正しい手順で行ってください。
ジャンプスタートの方法

まず、ボンネットを開け、バッテリーの状態を確認します。バッテリー液が
凍っている場合はバッテリー液が溶けるまでジャンプスタートはできません。
次に、オーディオやライトなどの電源をOFF にしてください。
ブースターケーブルのクリップは、エンジンの振動などで外れないように確実
に固定してください。また、ケーブルの巻き込みに注意してください。

1.自車と救援車のパワーモードを OFF モー
ド /エンジンスイッチを (0にする。

2.ブースターケーブルを、自車のバッテ
リーの+端子に接続する。

3.ケーブルの反対側を、救援車のバッテ
リーの+端子に接続する。
u救援車には、12V のバッテリーを装着
している車を使用してください。

u自動車用充電器を使用する場合は、電
圧を15Ｖ以下に設定してください。

■処置のしかた

ターボ非装備車

a 救援車のバッテリー
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uuバッテリーがあがったときuジャンプスタートの方法

万
一の
場
合
に
は

次ページに続く

4.もう1本のブースターケーブルを、救援車
のバッテリーの-端子に接続する。

5.ケーブルの反対側を、自車のエンジンの
スタッドボルトに接続する。

6.救援車のエンジンを始動し、回転数を少
し高めにする。

7.自車のエンジンを始動する。

ターボ装備車

a 救援車のバッテリー
ターボ非装備車

a スタッドボルト
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uuバッテリーがあがったときuジャンプスタートの方法

万
一の
場
合
に
は

ターボ装備車

a スタッドボルト
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uuバッテリーがあがったときuジャンプスタートの方法

万
一の
場
合
に
は

1エンジン始動後の作業

ブースターケーブルの端子どうしが接触しな
いよう注意してください。

w
バッテリーを扱うときは、火気を近づけない。
バッテリーから発生する可燃性のガスに引
火すると、バッテリーが爆発し、重大な傷
害を受けたり死亡したりするおそれがあり
ます。
バッテリーを扱うときは、保護衣・保護面
を着用するか、Honda 販売店でバッテ
リーのメンテナンスを受けてください。

バッテリー液の取り扱いに注意する。
バッテリー液は希硫酸です。目や皮ふに付
くとその部分が侵されますので十分注意し
てください。
•万一、付着したときはすぐに多量の水
で少なくとも5分間以上洗浄する
•飲み込んだときはすぐに多量の飲料水
を飲む

応急処置後は、専門医の診察を受けてくだ
さい。
自車のエンジンが始動したら、下記の手順でブースターケーブルを取り外します。

1.自車のエンジンのスタッドボルトからケーブルを外す。
2.ケーブルの反対側を、救援車のバッテリーの-端子から外す。
3.自車のバッテリーの+端子からケーブルを外す。
4.ケーブルの反対側を、救援車のバッテリーの+端子から外す。

Honda 販売店や最寄りのガソリンスタンドなどで点検を受けてください。

■エンジン始動後の作業
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万
一の
場
合
に
は

シフトレバーが動かない
シフトレバーが、 (Pの位置でロックされて動かなくなったら、下記の方法で解
除してください。

1.パーキングブレーキをかける。
2.パワーモードをOFF モードにする。
3. Honda スマートキーから内蔵キーを取り
出す。

4.シフトロック解除穴に内蔵キーを差し込む。
5.キーを押しながらシフトレバーのボタンを
押し、シフトレバーを (Nに入れる。
uロックが解除されました。Honda 販売
店で、早めに点検を受けてください。

■ロックを解除する

a ボタン
b シフトロック解除穴
c 内蔵キー



オーバーヒート
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万
一の
場
合
に
は

1オーバーヒートしたときの対処方法

アドバイス
マルチインフォメーションディスプレイに「エ
ンジン冷却水高温　安全な場所に停車し運転を
停止してください」とメッセージが表示された
状態で運転すると、エンジンを著しく損傷する
おそれがあります。

冷却水がもれている場合は、Honda 販売店に
修理を依頼してください。

w
蒸気が出ている場合は、蒸気が出なくなる
までボンネットを開けない。
ラジエーターから噴き出る蒸気や熱湯に触
れると、重大な傷害を受けるおそれがあり
ます。

エンジンが熱いうちにラジエーターキャッ
プを外さない。
冷却水が噴き出し、重大な傷害を受けるお
それがあります。必ずラジエーターが十分
に冷えてからキャップを外してください。
次ページに続く

オーバーヒートしたときの対処方法
次のようなときは、オーバーヒートです。
• エンジンの力が急に落ちる
• マルチインフォメーションディスプレイに「エンジン冷却水高温　安全な場所
に停車し運転を停止してください」とメッセージが表示される

• エンジンルームから蒸気が立ちのぼっている

■最初にすること
1.ただちに車を安全な場所に停める。
uパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを (Pに入れます。

2.すべてのアクセサリーの電源を切り、非常点滅表示灯を点滅させます。
u蒸気が出ていない場合：エンジンをかけたままボンネットを開ける。
u蒸気が出ている場合：エンジンを停止し、蒸気が出なくなってからボン
ネットを開ける。
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uuオーバーヒートuオーバーヒートしたときの対処方法

万
一の
場
合
に
は

■次にすること
1.冷却ファンの作動を確認し、マルチイン
フォメーションディスプレイに「エンジン
冷却水高温　安全な場所に停車し運転を
停止してください」のメッセージが表示さ
れなくなったらエンジンを停止する。
u冷却ファンが作動していない場合は、
すぐにエンジンを停止します。

2.エンジンが冷えてから冷却水量、ホース
などからの水漏れを点検する。
u冷却水量が不足していたら、ラジエー
ターとリザーブタンクに冷却水を補給
します。冷却水がない場合は、応急的
に水を補給します。

■最後にすること
• 十分にエンジンが冷えたら、エンジンを始動し、「エンジン冷却水高温　安全
な場所に停車し運転を停止してください」のメッセージを確認する。メッセー
ジが消えた場合は、運転を再開します。消えないときは、Honda 販売店に修
理を依頼します。

a リザーブタンク
b 上限
c 下限



警告灯の点灯 /点滅
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万
一の
場
合
に
は

1「エンジン油圧異常」の警告メッセージが表示さ
れた

アドバイス
油圧が低い状態でエンジンを回転させると、
エンジンが破損するおそれがあります。
「エンジン油圧異常」の警告メッセージが表示された
■表示の理由
エンジン内部を潤滑しているオイルの油圧が低
下すると表示されます。

■表示されたらすぐにすること
1.ただちに車を水平で安全な場所に停車す
る。

2.非常点滅表示灯を点滅させる。

■車を停車してからすること
1.エンジンを停止し、3分間ほど放置する。
2.ボンネットを開け、エンジンオイルの量
を確認する。
u必要に応じて、エンジンオイルを補給
してください。

3.エンジンを始動する。
u「エンジン油圧異常」の警告メッセージ
が消えた：運転を再開してください。

u「エンジン油圧異常」の警告メッセージ
が消えない：エンジンを止めて、ただ
ちにHonda販売店に修理を依頼してく
ださい。



472

uu警告灯の点灯 /点滅u充電警告灯が点灯した

万
一の
場
合
に
は

1充電警告灯が点灯した
一時的に停車する場合は、エンジンを停止し
ないでください。
エンジンを始動すると、バッテリーが急速に
放電します。

1PGM-FI 警告灯が点灯 /点滅した

アドバイス
点灯したときは
PGM-FI 警告灯が点灯したまま運転すると、排
気ガス制御システムとエンジンを損傷する場
合があります。

点滅したときは
エンジン再始動後、警告灯が再び点滅すると
きは、50km/h 以下の速度で最寄りの Honda
販売店まで走行し点検を受けてください。
充電警告灯が点灯した
■点灯の理由
充電システムに異常があるときに点灯します。

■点灯したらすること
安全な場所に停車して、ただちに Honda 販売店で点検を受けてくだ
さい。

PGM-FI 警告灯が点灯 /点滅した
■点灯 /点滅の理由
• エンジンの排気ガス制御システムが異常のとき点灯します。
• エンジン各気筒の失火状態を検知したときに点滅します。

■点灯したときは
高速走行を避けて、ただちにHonda販売店で点検を受けてください。

■点滅したときは
枯草などの可燃物のない安全な場所に停車し、10 分以上エンジンを
停止して冷えるまでお待ちください。
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uu警告灯の点灯 /点滅uブレーキ警告灯（レッド）が点灯した /点滅した

万
一の
場
合
に
は

1ブレーキ警告灯（レッド）が点灯した /点滅した
ただちに、Honda 販売店に修理を依頼してく
ださい。
ブレーキフルードが減っている状態で運転す
ることは危険です。

ブレーキペダルに抵抗がない場合は、ただち
に安全な場所に車を停めてください。必要に
応じて、ギヤを落とします。

ABS警告灯と同時に点灯した場合は、急ブレー
キ時に車両が不安定になる可能性があります。
高速走行や急ブレーキを避けてください。
ただちに、Honda 販売店に修理を依頼してく
ださい。

ブレーキシステム警告灯（オレンジ）の点灯と
同時に点滅した場合は、パーキングブレーキ
が作動しないことがあります。パーキングブ
レーキを使用せずに、ただちにHonda 販売店
で点検を受けてください。
2ブレーキシステム警告灯（オレンジ）の点灯
と同時にブレーキ警告灯（レッド）が点灯ま
たは点滅した P.474
ブレーキ警告灯（レッド）が点灯した /点滅した
■点灯の理由
• ブレーキフルードが減っているときに点灯します。
• ブレーキ配分機能が異常のときに点灯します。

■走行中に点灯したらすること
• ブレーキペダルを軽く踏んで、ペダルの圧力を確認する。
• ブレーキフルード量を確認する。

■点滅の理由
電子制御パーキングブレーキが異常のときに点滅します。

■点滅したときは
パーキングブレーキを使用せずに、ただちにHonda 販売店で点検を
受けてください。
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uu警告灯の点灯 /点滅uブレーキシステム警告灯（オレンジ）の点灯と同時にブレーキ警告灯（レッド）が点灯または点滅した

万
一の
場
合
に
は

1ブレーキシステム警告灯（オレンジ）の点灯と同
時にブレーキ警告灯（レッド）が点灯または点滅
した
パーキングブレーキをかけると、パーキング
ブレーキが解除できなくなることがありま
す。

ブレーキ警告灯（レッド）が同時に点灯してい
るときは、パーキングブレーキが作動してい
ます。

ブレーキ警告灯（レッド）が同時に点滅してい
るときは、システムの点検中でパーキングブ
レーキが作動していない可能性があります。
ブレーキシステム警告灯（オレンジ）の点灯と同時にブ
レーキ警告灯（レッド）が点灯または点滅した

■ブレーキシステム警告灯（オレンジ）の点灯と同時にブレー
キ警告灯（レッド）が点灯または点滅したときは

手動または自動でパーキングブレーキを解除してください。
2電子制御パーキングブレーキ P.350

• ブレーキ警告灯（レッド）が同時に点灯または点滅し続けているとき
は、ただちに安全な場所に停車しHonda 販売店へご連絡ください。
u車両が動き出さないように、シフトレバーを (Pにしてくださ
い。

• ブレーキ警告灯（レッド）だけが消灯したときは、パーキングブレーキ
を使用せずに、ただちにHonda 販売店で点検を受けてください。

EPS（電動パワーステアリング）システム警告灯が点灯した
■点灯の理由
• EPS システムが異常のときに点灯します。

■点灯したらすること
• 安全な場所に停車し、エンジンを再始動する。
その後も走行中に点灯する場合は、ただちにHonda 販売店で点検
を受けてください。

• マルチインフォメーションディスプレイに「走行しないでくださ
い」が表示した場合は、ただちに安全な場所に停車し、Honda 販
売店にご連絡ください。

（オレンジ）

（レッド）



ヒューズ
475

万
一の
場
合
に
は

次ページに続く

ヒューズの設置場所
電気装置が作動しない場合、パワーモードを OFF モードにして、ヒューズが切れ
ていないか確認します。ヒューズは、エンジンルームと室内のヒューズボックス
に入っています。
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uuヒューズuヒューズの設置場所

万
一の
場
合
に
は

エンジンルーム内の助手席側に付いているバッテリーの隣にあります。タブを
押して開けてください。
ヒューズの場所は次のイラストに示しています。
表のヒューズ番号とイラストで、該当するヒューズの位置を確認してください。

■エンジンルーム内のヒューズボックス

a タブ
b ヒューズボックス
c 前
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uuヒューズuヒューズの設置場所

万
一の
場
合
に
は

■各ヒューズの装備と容量
容量に（　）がついているヒューズは、装
備が無い場合でもヒューズが入っている
場合があります。

装備 容量

1

ヒューズボックス
メイン 2 40A

DC/DC 2 30A

ABS/VSA FSR 40A

EPS 40A

DC/DC 1 30A

ABS/VSA モーター 40A

MAIN 100A

2

IG MAIN 50A

ヒューズボックス
メイン 1 60A

3 車いす VMP 1✤ (40A)

4 車いす VMP 2✤ (40A)

5 ホーン・制動灯 10A
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異な
装備 容量

6
助手席側

パワースライドドア 30A

7 リレーモジュール 1 10A

8
運転席側

パワースライドドア✤ (30A)

9 非常点滅表示灯 10A

10 リレーモジュール 2 10A

11 フォグライト✤ (7.5A)

12 バックアップ 10A

13 バックアップ (VST) 15A

14
サブヒューズ

ボックスメイン (EPB)✤ (30A)

15 スターター 30A

16 冷却ファン 30A

17 ワイパー 20A

18 MGクラッチ 7.5A

19 VBACT✤ (10A)

20 LAF 7.5A

21
ライトコントロール
モジュール L 10A
ります。

次ページに続く

※1 ：ターボ非装備車
※2 ：ターボ装備車

装備 容量

22
ライトコントロール
モジュール R 10A

23 ドライブバイワイヤ 15A※1

20A※2

24 バッテリーセンサー 10A

25 イグニッションコイル 15A

26 IGP 15A

27 ― ―
28 ― ―
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uuヒューズuヒューズの設置場所

万
一の
場
合
に
は

インストルメントパネルの奥にあります。
u下から確認できます。
ヒューズの場所は次のイラストに示しています。
表のヒューズ番号とイラストで、該当するヒューズの位置を確認してください。

■室内のヒューズボックス

a ヒューズボックス
b 44 ～ 47 番ヒューズ✤
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異なります。
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uuヒューズuヒューズの設置場所

万
一の
場
合
に
は

■各ヒューズの装備と容量
容量に（　）がついているヒューズは、装
備が無い場合でもヒューズが入っている
場合があります。

装備 容量
1 ヒーターモーター 30A

2 ― ―
3 ウォッシャー 10A

4 SRS 10A

5
運転席側

リヤパワーウィンドー 15A

6
助手席側

リヤパワーウィンドー 15A

7
助手席

パワーウィンドー 15A

8 オーディオ (VST) 10A

9 USBチャージャー 7.5A

10 ― ―
11 E-LATCH 7.5A

12 バックアップ 2 10A

13 VSA(VST) 5A

14 アクセサリーソケット 20A

15 アクセサリー 5A
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異な
装備 容量

16
Honda スマートキー

システム 10A

17 IMG 7.5A

18
運転席

パワーウィンドー 20A

19
運転席側イージードア

クローザー 20A

20 SRS エアバッグシステム 5A

21 リヤワイパー 10A

22 後退灯 5A

23 シートヒーター✤ (10A)

24 オプション 7.5A

25 ヒーテッドドアミラー✤ (10A)

26
助手席側イージードア

クローザー 20A

27 電動ドアミラー 7.5A

28 エアコン 5A

29 RR DEF 20A

30
運転席側ドアロック
モーター（アンロック） 10A

31 ― ―

32
助手席側ドアロック
モーター（アンロック） 15A
ります。
装備 容量
33 メーター(VST) 7.5A

34 ACC(VST) 5A

35
助手席側ドアロック
モーター（ロック） 15A

36
運転席側ドアロック
モーター（ロック） 10A

37 フューエルポンプ 15A

38 スターターカットコイル 5A

39 FI(EM) 10A

40 フロントワイパー 5A

41 メーター 7.5A

42 AUDIO SUB(VST) 10A

43 ― ―

44
リヤアクセサリー
ソケット✤ (20A)

45 車いす VMP 3✤ (10A)

46 車いす VMP 4✤ (7.5A)

47 ― ―
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uuヒューズuヒューズの点検と交換

万
一の
場
合
に
は

1ヒューズの点検と交換

アドバイス
規定容量より大きいヒューズに交換すると、
電気系統を損傷する危険性が高くなります。
交換したあと、すぐにヒューズが切れるよう
な場合は、Honda 販売店で点検を受けてくだ
さい。

ヒューズは同じ規定容量のヒューズと交換し
てください。
2各ヒューズの装備と容量 P.477, 479
ヒューズの点検と交換
1.パワーモードを OFF モードにし、ヘッド
ライトとすべてのアクセサリーを OFF に
する。

2.エンジンルーム内のヒューズボックスの
フタを取り外す。

3.エンジンルーム内の大きいヒューズを点
検する。
u切れているヒューズがあったら、プラ
スドライバーでネジを外し、新しいも
のと交換してください。

4.エンジンルーム内と、室内の小さい
ヒューズを点検する。
u切れているヒューズがあったら、市販
のヒューズプラーで引き抜き、新しい
ものと交換してください。

a 切れたヒューズ

a ヒューズプラー
b 取り付ける
c 外す
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1非常時のけん引

アドバイス
バンパーで車を持ち上げたり、けん引する
と、バンパーがいちじるしく損傷します。
バンパーは車の重量を支えるようにはできて
いません。

パーキングブレーキが解除されていることを
ブレーキ警告灯（レッド）で確認してくださ
い。パーキングブレーキが解除できないとき
は、必ず四輪を持ち上げてけん引してくださ
い。
2電子制御パーキングブレーキ P.350

ロープやチェーンなどを使ってけん引される
ときは、車体に当たる部分に布を巻いてくだ
さい。
そのままけん引されると、車体に傷が付くこ
とがあります。
次ページに続く

非常時のけん引
けん引するときは、Honda 販売店にご連絡ください。
けん引は専門業者に依頼して 2WD車は四輪または前輪、4WD車は四輪を持ち
上げて行ってください。

やむをえず四輪を接地させてロープでけん引を行う場合、次の方法で行ってく
ださい。

1.エンジンルームの下からトランスミッ
ションフルード（オイル）などが漏れてい
ないことを確認する。
u異常がある場合は、四輪または前輪を
接地させてのけん引は行わないでくだ
さい。

2.リッドの右側を押し込んで外す。

■やむをえずけん引される場合

a リッド
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1非常時のけん引
アドバイス
アイボルト以外のところにロープをかけない
でください。
車体が破損、変形する場合があります。

アドバイス
エンジンが停止している状態でのけん引は、
以下のことに注意してください。
• ハンドルがロックしていないか確認する
• ブレーキの倍力装置が作動しないため、ブ
レーキの効きが悪くなる

• パワーステアリングのパワー装置が作動しな
いためハンドル操作が重くなる

• 無段変速オートマチック車は、トランスミッ
ションが破損するおそれがある

長い下り坂では、ブレーキの温度が上がりブ
レーキが効かなくなるおそれがありますので、
レッカー車にけん引してもらってください。
3.アイボルトがガタつかない程度まで手で
締めつけてから、ジャッキハンドルバー
（別売り）や固い金属の棒などを使用し確
実に締め付ける。

4.ロープをアイボルトにかけ、ロープ中央
部に白い布（0.3m平方以上）を付ける。

5.エンジンをかけてシフトレバーを (Dに
し、約5秒間保持する。
uエンジンが始動しないときは、パワー
モードをアクセサリーモードまたは ON
モードにします。

6.シフトレバーを (Nにする。
7.パーキングブレーキを解除する。
8.速度30km/h以下、走行距離80km以内で
けん引する。
uけん引中は、前の車の制動灯に注意し
てロープをたるませないようにしてく
ださい。

a ジャッキハンドルバー（別売り）
b アイボルト

a できるだけ同じ側
b 5m以内
c 25m以内
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1非常時のけん引
車両後方についているフックを他車のけん引に
使用することはできません。
フックが破損するおそれがあります。後方か
らけん引する必要がある場合は、Honda 販売
店やロードサービスに連絡してください。

スロープ非装備車

a フック

スロープ装備車

a フック
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フューエルリッドが解錠できないとき
Honda 販売店にご連絡ください。

万一、フューエルリッドが解錠できなくなったときは、応急処置として次の方
法で解錠してください。

1.テールゲートを開ける。
2.ジャッキハンドルバー（別売り）または先
端が平らな固い金属の棒の先でカーゴス
ペース助手席側にあるリッドを開ける。
uリッドが傷付かないよう、ジャッキハ
ンドルバーまたは先端が平らな固い金
属の棒の先に布などを巻き付けてくだ
さい。

3.解錠レバーを下げる。
u解錠レバーを下げるとフューエルリッ
ドが解錠されます。

4.フューエルリッドを開ける。
2給油のしかた P.384

u応急処置後は、Honda 販売店で点検を
受けてください。

■解錠できないときの対処方法
スロープ非装備車

スロープ装備車

a リッド

a 解錠レバー
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1開かないときの対処方法

応急処置後は、Honda 販売店で点検を受けて
ください。

c
テールゲートを内側から開けるときは、周
囲の安全と車の上方や後方に十分なスペー
スがあることを確認する。
人やものにぶつかり思わぬけがをするおそ
れがあります。
次ページに続く

万一、テールゲートを開けることができなくなったときは、応急処置として次
の方法で開けてください。

1.テールゲートのロック部分のリッドに、マ
イナスドライバーの先端を差し込み、リッ
ドを開ける。
uリッドが傷付かないよう、マイナスド
ライバーに布などを巻き付けてくださ
い。

2.マイナスドライバーを使ってレバーを右
に動かしたままの状態で、テールゲート
を押し開ける。

■開かないときの対処方法

a リッド

スロープ非装備車
N-BOX、N-BOX CUSTOM

a レバー
b 解錠
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1.リヤシートの外側にあるストラップを引き
ながら、リヤシートを前方いっぱいにスラ
イドさせる。

2.リヤシートの背もたれを倒す。
2背もたれの倒しかた P.187

3.スライドボードを取り外す。

a ストラップ

スロープ非装備車
N-BOX JOY

a スライドボード
b ピン
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次ページに続く

4.カーゴリッドとカーゴフロアボックスを
取り外す。

5.テールゲートのロック部分のリッドに、マ
イナスドライバーの先端を差し込み、リッ
ドを開ける。
uリッドが傷付かないよう、マイナスドラ
イバーに布などを巻き付けてください。

a カーゴリッド
b カーゴフロアボックス

a リッド
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6.マイナスドライバーを使ってレバーを右
に動かしたままの状態で、テールゲート
を押し開ける。

a レバー
b 解錠
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1開かないときの対処方法

c
スロープは確実にスロープロックで固定する。
スロープロックが確実に固定されていない
状態でテールゲートを開けると、スロープ
が車外に倒れて人やものにぶつかり思わぬ
けがをするおそれがあります。
次ページに続く

1.スロープが室内側に格納された状態で、
テールゲートのキャップに、細長いマイ
ナスドライバーの先端を差し込み、取り
外す。
uキャップが傷付かないよう、マイナス
ドライバーに布などを巻き付けてくだ
さい。

a キャップ

スロープ装備車
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2.スロープをゆっくりと持ち上げて、ノブ
を引き、左右のスロープロックを回転さ
せて固定する。
uスロープは確実に固定してください。
uノブの穴が赤くなっていないことを確
認してください。

2スロープの扱いかた P.214

a スロープ
b ノブ
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3.スロープの切欠きから、マイナスドライ
バーを使ってレバーを右に動かしたまま
の状態で、テールゲートを押し開ける。

a 解錠
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緊急時や車両トラブルのとき
1緊急通報
ご利用には、Honda Total Careプレミアムの
お申込みが必要です。詳しくは Honda Total
Care プレミアムのホームページをご確認くだ
さい。
https://www.honda.co.jp/
hondatotalcare/premium/

緊急通報はパワーモードがONモードのときに
利用可能です。

オペレーターとの接続は、車両側から終了さ
せることはできません。オペレーターのみが
車両との接続を終了することができます。

次の場合にはインジケーターが赤色に点滅
し、オペレーターに接続できない可能性があ
ります。
• バックアップバッテリーの電圧が低いとき
• トンネル内や地下駐車場など電波環境が悪
いとき

次の場合にはインジケーターが赤色に点灯
し、オペレーターに接続できない可能性があ
ります。
• システム、またはマイクやスピーカーなど
の機器に問題があるとき
緊急通報
緊急通報とは、事故発生時や急病などの緊急時に、オペレーターがお客様のか
わりに警察や消防へ通報するサービスです。

https://www.honda.co.jp/hondatotalcare/premium/
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1緊急通報
インジケーターが赤色で点灯を続ける場合は
Honda 販売店で点検を受けてください。

インストルメントパネル上部に物を置かない
でください。通信用のアンテナが内蔵されて
いるため、オペレーターとの通話が繋がりに
くくなったり、車両の位置情報がずれる場合
があります。

1自動通報機能
エアバッグが展開しなくても、車両に一定以
上の衝撃が加わった場合、車両は自動的にオ
ペレーターへの接続を開始します。
車両のエアバッグが展開した場合、車両は自動的にオペレーターへの接続を開
始します。接続時には車両に関する情報（場所、車両の状態など）がオペレー
ターに送信されます。

事故発生時や急病などの緊急時に、緊急通報ボタンを押すことで手動でオペ
レーターに接続することが可能です。

1.緊急通報ボタンのカバーを開ける。
2.緊急通報ボタンを押す。
uオペレーターに接続されます。
uオペレーターに接続中はインジケー
ターが緑色に点滅します。

■自動通報機能

■手動通報機能

a 緊急通報ボタン（カバー付き）
b インジケーター
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1トラブルサポート
ご利用には、Honda Total Careプレミアムの
お申込みが必要です。詳しくは Honda Total
Care プレミアムのホームページをご確認くだ
さい。
https://www.honda.co.jp/
hondatotalcare/premium/

次の場合にはインジケーターが赤色に点滅
し、Honda Total Care緊急サポートセンター
に接続できない可能性があります。
• バックアップバッテリーの電圧が低いとき
• トンネル内や地下駐車場など電波環境が悪
いとき

次の場合にはインジケーターが赤色に点灯
し、Honda Total Care緊急サポートセンター
に接続できない可能性があります。
• システム、またはマイクやスピーカーなど
の機器に問題があるとき

インジケーターが赤色で点灯を続ける場合は
Honda 販売店で点検を受けてください。

インストルメントパネル上部に物を置かない
でください。通信用のアンテナが内蔵されて
いるため、オペレーターとの通話が繋がりに
くくなったり、車両の位置情報がずれる場合
があります。
トラブルサポート
トラブルサポートとは、警告灯が点灯した場合や車両トラブルなど、乗車中の
困ったときにHonda Total Care 緊急サポートセンターへ接続して、車の使い方
やロードサービスの手配をサポートするサービスです。

パワーモードがONモードのときにトラブル
サポートボタンを押すと、Honda Total
Care 緊急サポートセンターに接続します。
u接続中はインジケーターが緑色に点滅
します。

u再度トラブルサポートボタンを押すと
接続が終了します。

a トラブルサポートボタン
b インジケーター

https://www.honda.co.jp/hondatotalcare/premium/
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1ウインチベルトが作動しないとき
車のバッテリーを再接続したときやヒューズ
を交換したときに スイッチが
使えないことがあります。
2ベルトフリースイッチを押してもベルトが
引き出せないとき P.499

規定容量より大きいヒューズに交換すると、
電気系統を損傷する危険性が高くなります。
交換した後、すぐにヒューズが切れるような
場合は、Honda 販売店で点検を受けてくださ
い。

ヒューズは同じ規定容量のヒューズと交換し
てください。

リモコンの電波状態、車両のバッテリーの状
態やウインチに異常があると作動が停止する
ことがあります。

ベルトフリー
次ページに続く

ウインチベルトが作動しないときは、車のバッテリーを点検してください。
バッテリーがあがっていないときは、パワーモードを OFF モードにして、ヒューズ
が切れていないか確認します。
2ヒューズの設置場所 P.475

スロープ装備車
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ウインチベルトが作動しないときは以下のことが考えられます。

ブザー 表示灯 状態 確認内容主電源 ベルトフリー
ピーピーピー
(3 回吹鳴 )

交互に点滅 ウインチの部品が故障
しているとき

販売店で点検してください。

ピーピーピー
(3 回吹鳴 )

点滅 消灯 車両のバッテリー電圧
が低下しているとき

バッテリーを点検してください。
バッテリーに問題が無い場合は、販売店で点検してください。

ウインチ動作中にエン
ジンを掛けたとき

リモコンの電源を再度ONしてください。その後、 ま
たは スイッチを押してください。

ピーピーピー
(3 回吹鳴 )

点灯 消灯 リモコンの通信状況が
悪かったとき

•リモコンの電源を再度ONしてください。
その後、 または スイッチを押してください。

•何度も同様な事象が発生する場合は、リモコンの電池
が消耗している可能性があります。
•電池を交換しても改善しない場合は、販売店で点検し
てください。

ウインチベルトにかか
る負荷が大きいとき

•傾斜地であれば、平坦な路面で使用してください。
•ウインチベルト、車いす付近に引掛りが無いか確認
し、異物がある場合は取り除いてください。
•被介護者と車いす合わせて120kgを超えている場合は
ウインチ性能を満足できません。
上記以外で何度も同様な事象が発生する場合は、販売
店で点検を受けてください。

入
出

入 出
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次ページに続く

「ピーピーピー」と3回音がしてウインチが停止したときは、以下の手順に従って
操作してください。
1.リモコンの スイッチを押し直す。
uリモコンのインジケーターが赤く点灯していても押してください。

2.再度 または スイッチを押す。
uウインチが作動しない場合は、装置の故障が考えられます。

2乗降の途中で停止したとき P.498

■リモコンの操作途中でウインチが止まったとき

電源

出 入
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1ウインチベルトが作動しないとき

c
装置が故障したときは、車いすでの乗車は
しない。
車いすの固定が確実にできないので、ブ
レーキや衝突のときなどに車いすが動いた
り、倒れたりして傷害を受けるおそれがあ
ります。
リモコンを紛失した場合や電池が切れた場合、乗降の途中で停止した場合は、
介護する人が、車いすをそのまま押し上げて車内に乗せた後、車いす乗車の方
を車いすから降ろしてください。Honda 販売店にご連絡ください。

■車いす乗車の方のみ車外に降ろすときには
車いす乗車の方を車外に降ろすときは、次の方法で降ろしてください。
1.スライドドアを全開にする。
u車いす乗車の方を車外へ降ろすときは、車いす乗車の方を降ろしやすい側
のスライドドアを全開にします。
2スライドドア P.147

2.車いす乗車の方を降ろす。

■乗降の途中で停止したとき
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1ベルトフリースイッチを押してもベルトが引き
出せないとき

ウインチベルトを収納するときは、リモコン
を使わずに収納してください。
リモコンを使うと、電動ウインチシステム
が、車いすが乗っていると認識し、

スイッチを押してもベルトが
引き出せなくなります。

スイッチの表示灯が点滅するの
は以下の場合です。
• リモコンを使ってウインチベルトを収納し
たとき

• 車のバッテリーを再接続したとき
• ヒューズを交換したとき
• リモコンを使用せずに車いすを降ろしたとき

c
装置が故障したときは、車いすでの乗車は
しない。
車いすの固定が確実にできないので、ブ
レーキや衝突のときなどに車いすが動いた
り、倒れたりして傷害を受けるおそれがあ
ります。

ベルトフリー

ベルトフリー
次ページに続く

■ベルトフリースイッチの表示灯が点灯し、｢ピッピッ・・・ピッ
ピッ・・・｣と音が続いているとき

以下の手順にしたがって操作してください。
1.リモコンの スイッチを押しインジケーターが点灯後、 スイッチを押
しながらウインチベルトを少し引き出す。

2. スイッチを押してベルトを引き出す。

■ベルトフリースイッチの表示灯が点滅し、｢ピッピッ・・・ピッ
ピッ・・・｣と音が続かないとき

以下の手順にしたがって操作してください。
1.ウインチベルトを一度収納する。
2.リモコンの スイッチを押しインジケーターが点灯後、 スイッチを押
しながらベルトをすべて引き出す。

3.リモコンを使わずに、ゆっくりとベルトを巻き取らせる。
u スイッチを押してベルトが引き出せるようになります。

上記の操作を行ってもベルトを引き出すことができない場合は、装置の故障が
考えられますので、Honda 販売店にご連絡ください。

■ベルトフリースイッチを押してもベルトが引き出せないとき

電源 出

ベルトフリー

電源 出

ベルトフリー
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uuウインチベルトが作動しないときu

1車内に固定された状態で停止したとき

c
装置が故障したときは、車いすでの乗車は
しない。
車いすの固定が確実にできないので、ブ
レーキや衝突のときなどに車いすが動いた
り、倒れたりして傷害を受けるおそれがあ
ります。
すみやかにHonda 販売店で点検を受けてください。
修理が完了するまで、絶対に車いすを乗せないでください。

■車いす乗車の方のみ車外に降ろすときには
万が一、車いすが固定された状態で停止し、車いすを車外に降ろすことができ
なくなったときは、次の方法で車いす乗車の方のみ降ろしてください。
1.スライドドアを全開にする。
u車いす乗車の方を車外へ降ろすときは、車いす乗車の方を降ろしやすい側
のスライドドアを全開にします。
2スライドドア P.147

2.車いす乗車の方を降ろす。

■車内に固定された状態で停止したとき
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仕様：N-BOX

■仕様

※1 ： 車いすご利用の方が乗車される場合（車いすご利用
の方も含む）

※2 ： 車いすご利用の方が乗車されない場合

■点火プラグ

■確認

名称 N-BOX
排気量 658cm3

車体形状 4ドアステーションワゴン
乗車定員

4名

3名※1

4名※2

NGK DILMAR7A11S
点火プラグは、イリジウムプラグを使用しています。交換時
期は「メンテナンスノート」をご覧ください。

ブレーキペダル 遊び 3.5-10.2mm

床板とのすき間 139mm 以上
{約196N（20kgf）の力}

スロープ非装備車

スロープ装備車
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異な
■燃料

※1 ： 2WD車
※2 ： 4WD車

■エアクリーナーエレメント

■バッテリー

※1 ： アイドリングストップシステム専用バッテリー

■ウォッシャー液

■電球

燃料種類
無鉛レギュラーガソリン
レギュラーバイオ混合ガソリン
（E10/ETBE22）

燃料タンク容量 27L※1
25L※2

タイプ 湿式

容量/タイプ 32AH（5）, 40AH(20)/M-42R※1

タンク容量 1.5L

ヘッドライト（ハイ/ロービーム） LED
前面方向指示器/前面非常点滅表示灯/
車幅灯/デイタイムランニングライト LED

側面方向指示器/側面非常点滅表示灯 LED
制動灯/尾灯 LED
後面方向指示器/後面非常点滅表示灯 LED
後退灯 LED
ハイマウントストップランプ LED

番号灯 LED✤

12V-5W✤

室内灯 12V-8W
マップランプ 12V-8W
カーゴスペース照明灯✤ 12V-5W
スロープライト✤ 12V-8W
ります。
■デファレンシャルオイル

■トランスファーフルード

■ブレーキフルード

■トランスミッションフルード

※1 ： 2WD車
※2 ： 4WD車

■エンジンオイル

※1 ： 最も省燃費性に優れたオイルです。

指定液 Honda純正ウルトラHGO-μ
規定量 0.33L（交換時）

指定液 Honda純正ウルトラDPSF-Ⅱ
規定量 0.43L（交換時）

指定液 Honda 純正ブレーキフルード
DOT3またはDOT4

指定液 Honda純正ウルトラHCF-2 2.5L※1（交換時）
2.55L※2（交換時）

推奨 ・Honda ULTRA NEXT※1
・Honda ULTRA Green
・Honda ULTRA LEO
・API SN 級以上 0W-16, 0W-20

規定量 オイル交換時 2.4L
オイル、オイルフィ
ルター同時交換時 2.8L

4WD車のみ

4WD車のみ
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■冷却水

■タイヤ

■スロープ

■ウインチ

指定液 Honda純正ウルトラeクーラント
規定濃度 50％
規定量 2.81L（交換時：リザーブタンク0.31L含む）

サイズ 155/65R14 75S
空気圧
kPa（kgf/cm2）

前輪 240（2.4）
後輪 230（2.3）

リムサイズ 14×4 1/2J

耐荷重 200kg

最大引上げ重量 120kg

スロープ装備車

スロープ装備車
■最大積載時の車輌重量（車輌重量＋乗車定
員＋荷物） 

■最大積載量 

目安ですので、最大積載時の車輌重量を超えないでください。

2WD車：1234kg
4WD車：1304kg

140kg（2名乗車時）

スロープ装備車

スロープ装備車
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仕様：N-BOX CUSTOM

■仕様

※1 ： 車いすご利用の方が乗車される場合（車いすご利用
の方も含む）

※2 ： 車いすご利用の方が乗車されない場合

■点火プラグ

※1 ： ターボ非装備車
※2 ： ターボ装備車

■確認

■燃料

※1 ： 2WD車
※2 ： 4WD車

名称 N-BOX CUSTOM
排気量 658cm3

車体形状 4ドアステーションワゴン
乗車定員

4名

3名※1

4名※2

NGK DILMAR7A11S※1
ILMAR8D8S※2

点火プラグは、イリジウムプラグを使用しています。交換時
期は「メンテナンスノート」をご覧ください。

ブレーキペダル 遊び 3.5-10.2mm

床板とのすき間 139mm 以上
{約196N（20kgf）の力}

燃料種類
無鉛レギュラーガソリン
レギュラーバイオ混合ガソリン
（E10/ETBE22）

燃料タンク容量 27L ※1
25L ※2

スロープ非装備車

スロープ装備車
✤：タイプやオプションなどにより、装備が異な
■エアクリーナーエレメント

■バッテリー

※1 ： アイドリングストップシステム専用バッテリー

■ウォッシャー液

■電球

タイプ 湿式

容量/タイプ 32AH（5）, 40AH(20)/M-42R※1

タンク容量 1.5L

ヘッドライト（ロービーム） LED
ヘッドライト（ハイビーム） LED
前面方向指示器/前面非常点滅表示灯 LED
車幅灯/デイタイムランニングライト LED
アクセサリーランプ LED
フォグライト✤ LED
側面方向指示器/側面非常点滅表示灯 LED
制動灯/尾灯 LED
後面方向指示器/後面非常点滅表示灯 LED
後退灯 LED
ハイマウントストップランプ LED

番号灯 LED✤

12V-5W✤

室内灯 12V-8W
マップランプ 12V-8W
カーゴスペース照明灯✤ 12V-5W
ドリンクホルダーランプ LED
前席フットランプ LED
スロープライト✤ 12V-8W
ります。
■デファレンシャルオイル

■トランスファーフルード

■ブレーキフルード

■トランスミッションフルード

※1 ： 2WD車
※2 ： 4WD車

■エンジンオイル

※1 ： 最も省燃費性に優れたオイルです。

※1 ： 最も省燃費性に優れたオイルです。

指定液 Honda純正ウルトラHGO-μ
規定量 0.33L（交換時）

指定液 Honda純正ウルトラDPSF-Ⅱ
規定量 0.43L（交換時）

指定液 Honda純正ブレーキフルード
DOT3またはDOT4

指定液 Honda純正ウルトラHCF-2 2.5L※1（交換時）
2.55L※2（交換時）

推奨 ・Honda ULTRA NEXT※1
・Honda ULTRA Green
・Honda ULTRA LEO
・API SN 級以上 0W-16, 0W-20

規定量 オイル交換時 2.4L
オイル、オイルフィ
ルター同時交換時 2.8L

推奨 ・Honda ULTRA LEO※1
・Honda ULTRA LTD
・API SN 級以上 0W-20, 5W-30

規定量 オイル交換時 2.4L
オイル、オイルフィ
ルター同時交換時 2.8L

4WD車のみ

4WD車のみ

ターボ非装備車

ターボ装備車
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■冷却水

■タイヤ

※1 ： タイヤの指定サイズは、運転席横の車体に貼ってあ
るラベルをご覧ください。

※2 ： 155/65R14 75S タイヤ装備車
※3 ： 165/55R15 75V タイヤ装備車

■スロープ

■ウインチ

指定液 Honda純正ウルトラeクーラント
規定濃度 50％
規定量 2.81L（交換時：リザーブタンク0.31L含む）

サイズ※1 155/65R14 75S
165/55R15 75V

空気圧
kPa（kgf/cm2）

前輪 240（2.4）※2

220（2.2）※3

後輪 230（2.3）※2

220（2.2）※3

リムサイズ 14×4 1/2J※2
15×4 1/2J※3

耐荷重 200kg

最大引上げ重量 120kg

スロープ装備車

スロープ装備車
■最大積載時の車輌重量（車輌重量＋乗車定
員＋荷物）

■最大積載量 

目安ですので、最大積載時の車輌重量を超えないでください。

2WD車：1234kg
4WD車：1304kg

140kg（2名乗車時）

スロープ装備車

スロープ装備車
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仕様：N-BOX JOY

■仕様

■点火プラグ

※1 ： ターボ非装備車
※2 ： ターボ装備車

■確認

■燃料

※1 ： 2WD車
※2 ： 4WD車

■エアクリーナーエレメント

■バッテリー

※1 ： アイドリングストップシステム専用バッテリー

■ウォッシャー液

名称 N-BOX JOY
排気量 658cm3

車体形状 4ドアステーションワゴン
乗車定員 4名

NGK DILMAR7A11S※1
ILMAR8D8S※2

点火プラグは、イリジウムプラグを使用しています。交換時
期は「メンテナンスノート」をご覧ください。

ブレーキペダル 遊び 3.5-10.2mm

床板とのすき間 139mm 以上
{約196N（20kgf）の力}

燃料種類
無鉛レギュラーガソリン
レギュラーバイオ混合ガソリン
（E10/ETBE22）

燃料タンク容量 27L ※1
25L ※2

タイプ 湿式

容量/タイプ 32AH（5）, 40AH(20)/M-42R※1

タンク容量 1.5L
■電球

■デファレンシャルオイル

■トランスファーフルード

■ブレーキフルード

■トランスミッションフルード

※1 ： 2WD車
※2 ： 4WD車

ヘッドライト（ハイ/ ロービーム） LED
前面方向指示器/前面非常点滅表示灯/
車幅灯/デイタイムランニングライト LED

側面方向指示器/側面非常点滅表示灯 LED
制動灯/尾灯 LED
後面方向指示器/後面非常点滅表示灯 LED
後退灯 LED
ハイマウントストップランプ LED
番号灯 LED
室内灯 12V-8W
マップランプ 12V-8W
カーゴスペース照明灯 12V-5W

指定液 Honda純正ウルトラHGO-μ
規定量 0.33L（交換時）

指定液 Honda純正ウルトラDPSF-Ⅱ
規定量 0.43L（交換時）

指定液 Honda純正ブレーキフルード
DOT3またはDOT4

指定液 Honda純正ウルトラHCF-2 2.5L※1（交換時）
2.55L※2（交換時）

4WD車のみ

4WD車のみ
■エンジンオイル

※1 ： 最も省燃費性に優れたオイルです。

※1 ： 最も省燃費性に優れたオイルです。

■冷却水

■タイヤ

推奨 ・Honda ULTRA NEXT※1
・Honda ULTRA Green
・Honda ULTRA LEO
・API SN 級以上 0W-16, 0W-20

規定量 オイル交換時 2.4L
オイル、オイルフィ
ルター同時交換時 2.8L

推奨 ・Honda ULTRA LEO※1
・Honda ULTRA LTD
・API SN 級以上 0W-20, 5W-30

規定量 オイル交換時 2.4L
オイル、オイルフィ
ルター同時交換時 2.8L

指定液 Honda純正ウルトラeクーラント
規定濃度 50％
規定量 2.81L（交換時：リザーブタンク0.31L含む）

サイズ 155/65R14 75S
空気圧
kPa（kgf/cm2）

前輪 240（2.4）
後輪 230（2.3）

リムサイズ 14×4 1/2J

ターボ非装備車

ターボ装備車
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メーター オープンソースライセンス
本製品に組み込まれたソフトウェアは、オープン
オープンソースソフトウェアの詳細に関しては、
https://www.nippon-seiki.co.jp/business_ic_

TCU オープンソースライセンス
Free/Open Source Software 情報
この製品は、Free/Open Source Software (FO
FOSS のライセンス情報及びソースコードは下記
https://www.denso.com/global/en/openso
ソースソフトウェアを含みます。
以下のウェブサイトをご覧ください。
meter/

SS) を含みます。
URLを参照ください。
urce/tcu/honda/

https://www.nippon-seiki.co.jp/business_ic_meter/
https://www.denso.com/global/en/opensource/tcu/honda/
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4WD（四輪駆動機構）................................. 260

7速マニュアルシフトモード ...................... 249

シフトインジケーター/M
（7速マニュアルシフトモード）
表示灯 ............................................ 91, 248

A
A/C（エアコン）................................. 230, 429

ABS（アンチロックブレーキシステム）...... 359

ABS警告灯....................................... 85, 359

ACC（アダプティブ・クルーズ・コントロール）
ACC警告灯（オレンジ）............................. 87

ACC表示灯（ホワイト/グリーン）.............. 93

C
CMBS（衝突軽減ブレーキ）........................ 264

衝突軽減ブレーキ（CMBS）警告灯
（オレンジ）............................................. 87

衝突軽減ブレーキ（CMBS）表示灯
（グレー）................................................ 93

E
ECONスイッチ ......................................... 251

ENGINE START/STOPスイッチ ............ 159

ENGINE START/STOPの
切り換えかた........................................ 159
EPS（電動パワーステアリング）システム
警告灯 ...............................................  86, 474

H
Honda SENSING..............................  17, 261

Honda Total Careプレミアム .....................  7

Hondaスマートキー .........................  124, 127

ENGINE START/STOPスイッチ ...........  159

Hondaスマートキー持ち去り警告 .........  161

緊急時のエンジン始動方法.....................  462

緊急時のエンジン停止方法.....................  463

電池交換のしかた ..................................  426

I
IRカットガラス .........................................  432

ISOFIX/i-Size............................................  64

L
LKAS（車線維持支援システム）.................  324

車線維持支援システム（LKAS）警告灯
（オレンジ）.............................................  87

車線維持支援システム（LKAS）表示灯
（ホワイト/グリーン）.............................  93
M
M（7速マニュアルシフトモード）
表示灯 ...............................................  91, 248

MIST........................................................  171

P
PGM-FI警告灯....................................  84, 472

S
SRSエアバッグ ..........................................  40

エアバッグシステム警告灯 ................  48, 85

U
USBジャック ...........................................  207

V
VSA（ビークルスタビリティアシスト）......  257

VSA OFF警告灯 ..............................  86, 258

VSA警告灯......................................  86, 258

W
W（ワット数）............................  502, 504, 506
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アイドリングストップシステム .................  252

アイドリングストップシステム警告灯
（オレンジ）.............................................  86

アイドリングストップ表示灯
（グリーン）.....................................  92, 252

アイボルト ................................  442, 443, 482

明るさ設定 ................................................  109

アクセサリー.............................................  438

アクセサリーソケット ...............  206, 450, 456

アジャイルハンドリングアシスト ..............  259

安全支援情報.............................................  107

安全支援情報警告灯（オレンジ）..........  88, 89

安全支援情報表示灯（グリーン/グレー）....  94

衝突軽減ブレーキ（CMBS）警告灯
（オレンジ）.............................................  87

衝突軽減ブレーキ（CMBS）表示灯
（グレー）................................................  93

路外逸脱抑制機能警告灯（オレンジ）.........  87

路外逸脱抑制機能操舵アシスト
一時停止警告灯 ......................................  88
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安全に関する表示 ........................................  24

安全のための確認事項 .................................  29
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イージードアクローザー ...........................  153

一酸化炭素の危険性 ....................................  73

イモビライザーシステム ...........................  154

イモビライザーシステム表示灯 ...............  91

インフォメーション表示灯 ..........................  92

ウ
ウィンカースイッチ（方向指示器）..............  162

ウインチベルト .........................................  439

ウィンドウォッシャー
ウィンドウォッシャー液の補給 .............  403

ウィンドウォッシャースイッチ .............  171

ウィンドーの開閉......................................  156

ウェアインジケーター...............................  418

運転
エンジンの始動 .....................................  240

シフト操作 ............................................  247

ブレーキ操作 .........................................  350
エ
エアクリーナーエレメント......... 502, 504, 506

エアコン .................................................... 230

エアクリーンフィルター ........................ 429
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窓の曇りや霜の取りかた ........................ 233

モード切り換えスイッチ ........................ 231
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SRSエアバッグ ........................................ 40

エアバッグシステム警告灯 ................. 48, 85

エアバッグのお手入れ .............................. 49

サイドエアバッグ..................................... 43

サイドカーテンエアバッグ ....................... 46

エマージェンシーストップシグナル ........... 361

エンジンオイル.......................................... 401

推奨エンジン
オイル .................. 401, 402, 502, 504, 506

エンジンの始動.......................................... 240

エンジンが始動しない ............................ 460

バッテリーがあがったとき ..................... 464

エンジンルーム内のメンテナンス .............. 397
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低水温表示灯 ...........................................  90
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フォグライト点灯表示灯 ..........................  90
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フォグライト.............................................  165

ブザー
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走行するとブザーが鳴る ..........................  22

踏み間違い衝突軽減システム .....................  274

フューエルリッド
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ブレーキ警告灯（レッド）..............  83, 473, 474

ブレーキシステム ......................................  350
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アクセルペダルを踏んでもパーキング
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電子制御ブレーキアシスト ....................  360
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フットブレーキ .....................................  354
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フロントシートアームレスト .................  194
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リヤシート ............................................. 192
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ホイールサイズ.......................... 503, 505, 506
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マイクロアンテナ ...................................... 236
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サイドビューサポートミラー.................. 178

ドアミラー ............................................. 176

ルームミラー ......................................... 175

ム
無段変速オートマチックトランス
ミッション............................................... 246

メ
メーター ...................................................... 95

アンビエントメーター.............................. 95

オドメーター ........................................... 95

外気温表示 ............................................... 96

スピードメーター..................................... 95

燃料計...................................................... 95

標識認識機能表示..................................... 96

マルチインフォメーション
ディスプレイ.......................................... 98

メーター表示設定................................... 110

メンテナンス ............................................. 388

Hondaスマートキー .............................. 426

オイルメンテナンス表示 ........................ 392

車いす固定装置の点検............................ 439

清掃 ....................................................... 431
タイヤの点検と整備 ...............................  417

メンテナンスに関する注意事項..............  391

メンテナンスを安全に行うために ..........  390

ライト類の点検と整備 ...........................  404

ワイパーブレードラバーの点検と整備 ...  410

モ
モード切り換え（エアコン）........................  231

ヨ
予約ロック機能 .........................................  139

四輪駆動機構（4WD）.................................  260

ラ
ライトスイッチ .........................................  163

オートハイビーム ..................................  168

ハイビーム表示灯 ....................................  90

フォグライト点灯表示灯 ..........................  90

ライト点灯表示灯 ....................................  90

ライト類の点検と整備 ...............................  404

アクセサリーランプ電球 ........................  405

カーゴスペース照明灯電球.....................  408

後退灯電球.............................................  405

後面方向指示器/
後面非常点滅表示灯電球 ......................  405

室内灯電球.............................................  407

スロープライト電球 ...............................  409
制動灯/尾灯電球....................................  404

前面方向指示器/
前面非常点滅表示灯電球 ......................  404

側面方向指示器/
側面非常点滅表示灯電球 ......................  404

デイタイムランニングライト/
車幅灯電球 ..........................................  404

ハイマウントストップランプ電球 ..........  405

番号灯電球 ............................................  406

フォグライト電球 ..................................  404

ヘッドライト電球 ..................................  404

マップランプ電球 ..................................  407

ラジエーター ............................................  470

リ
リアシートリマインダー ...........................  190

リアワイドカメラシステム ........................  369

リザーブタンク .........................................  470

リムサイズ................................  503, 505, 506

リヤシート................................................  183

リヤシートアームレスト........................  194

リヤシートヘッドレスト........................  192

リヤデフロスタースイッチ/
ヒーテッドドアミラースイッチ ...............  173

ル
ルームミラー ............................................  175
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レ
冷却水 ...............................  470, 503, 505, 506

オーバーヒート......................................  469

低水温表示灯 ...........................................  90

補給 .......................................................  470

ロ
路外逸脱抑制機能 ......................................  285

路外逸脱抑制機能警告灯（オレンジ）.............  87

路外逸脱抑制機能操舵アシスト
一時停止警告灯..........................................  88

路外逸脱抑制機能表示灯（グレー）................  93

ワ
ワイパー/ウォッシャー .............................  171

ワイパーブレードラバー....................  410, 414
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